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はじめに 

■ 総合
そうごう

福祉
ふ く し

部会
ぶ か い

の背景
はいけい

と経過
け い か

 

平 成
へいせい

21(2009) 年
ねん

12 月
がつ

、 障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に 関
かん

する 条 約
じょうやく

（以下
い か

、「

障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

」という）の締 結
ていけつ

に必 要
ひつよう

な国 内 法
こくないほう

の整備
せいび

を始
はじ

めとす

る障 害 者
しょうがいしゃ

に係
かか

る制度
せいど

の集 中 的
しゅうちゅうてき

な改 革
かいかく

を目 的
もくてき

として「 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

本部
ほんぶ

」が設置
せっち

され、この下
もと

で、障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の推 進
すいしん

に関
かん

する

意見
いけん

をまとめる「 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

」(以下
い か

「推 進
すいしん

会議
かいぎ

」と

いう)が発 足
ほっそく

しました。 

 

このことは、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の基本
きほん

精 神
せいしん

である「私
わたし

たち抜
ぬ

きに私
わたし

た

ちのことを決
き

めるな！」(Nothing about us without us！)を踏
ふ

まえた政 策
せいさく

立 案
りつあん

作 業
さぎょう

の開始
かいし

を意味
い み

します。 

平 成
へいせい

22(2010) 年
ねん

4月
がつ

には、この推 進
すいしん

会議
かいぎ

の下
もと

に、障 害 者
しょうがいしゃ

、障 害 者
しょうがいしゃ

の家族
かぞく

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、自治体
じちたい

首 長
しゅちょう

、学 識
がくしき

経 験 者
けいけんしゃ

等
とう

、55名
めい

からなる「 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

」(以下
い か

「総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

」とい

う)が設
もう

けられました。 

   

さらには、 平 成
へいせい

22(2010) 年
ねん

6 月
がつ

29 日
にち

、政府
せいふ

は閣議
かくぎ

決 定
けってい

を 行
おこな

い、

推 進
すいしん

会議
かいぎ

の「第一次
だいいちじ

意見
いけん

」を最 大 限
さいだいげん

に尊 重
そんちょう

し「障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の

推 進
すいしん

のための基本的
きほんてき

な方 向
ほうこう

について」を定
さだ

めました。その中
なか

で、とく

に「『障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

』(仮 称
かしょう

)の制 定
せいてい

」に関
かん

しては、 

「 応 益
おうえき

負担
ふたん

を 原 則
げんそく

とする 現 行
げんこう

の 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

( 平 成
へいせい

17 年
ねん

法 律
ほうりつ

第
だい

123 号
ごう

)を廃止
はいし

し、制度
せいど

の谷間
たにま

のない支援
しえん

の 提 供
ていきょう

、個々
こ こ

の

ニーズ
に ー ず

に 基
もと

づいた地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

体 系
たいけい

の整備
せいび

等
とう

を 内 容
ないよう

とする「

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」(仮 称
かしょう

)の制 定
せいてい

に向
む

け、第一次
だいいちじ

意見
いけん

に沿
そ

って

必 要
ひつよう

な検 討
けんとう

を行
おこな

い、平 成
へいせい

24年
ねん

常 会
じょうかい

への法 案
ほうあん

提 出
ていしゅつ

、25年
ねん

8月
がつ

ま

での施行
しこう

を目指
め ざ

す。」 

と定
さだ

められました。 

 

こうして総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

は障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の制 定
せいてい

に向
む

けた検 討
けんとう

と

いう使命
しめい

を背負
せ お

って18回
かい

の検 討
けんとう

を重
かさ

ねてきました。 
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  第
だい

1 回
かい

～3回
かい

( 平 成
へいせい

22(2010) 年
ねん

4 月
がつ

～6月
がつ

)では「 障
しょう

がい者
しゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

(仮 称
かしょう

) 制 定
せいてい

までの間
あいだ

において当 面
とうめん

必 要
ひつよう

な対 策
たいさく

について」の

議論
ぎろん

を 行
おこな

い、「利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の見直
みなお

し」などを 含
ふく

む「 当 面
とうめん

の課題
かだい

」の

要 望 書
ようぼうしょ

をまとめました。 

  第
だい

4回
かい

～7回
かい

(6月
がつ

～9月
がつ

)では、9分野
ぶんや

30項 目
こうもく

91点
てん

の「論 点
ろんてん

」を整理
せいり

し

、それに沿
そ

って議論
ぎろん

し共 通
きょうつう

理解
りかい

を図
はか

りました。 

  第
だい

8 回
かい

～15 回
かい

(10 月
がつ

～ 平 成
へいせい

23(2011) 年
ねん

6 月
がつ

)では、 複 数
ふくすう

の 作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

に分
わ

かれて議論
ぎろん

・検 討
けんとう

を行
おこな

いました。これらの作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

に参加
さんか

した構 成 員
こうせいいん

の精 力 的
せいりょくてき

な検 討
けんとう

の成果
せいか

は「部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

・合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

」としてまとめられています。なお各チーム
かくちーむ

報 告
ほうこく

に対
たい

し

て、厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

からのコメント
こ め ん と

が出
だ

されています。 

第
だい

16回
かい

～18回
かい

(7月
がつ

～8月
がつ

)では、これまでの議論
ぎろん

を踏
ふ

まえ、「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の骨 格
こっかく

に関
かん

する総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

の提 言
ていげん

」(以下
い か

「骨 格
こっかく

提 言
ていげん

」)に向
む

けて議論
ぎろん

をまとめる作 業
さぎょう

を行
おこな

いました。 

 

■ 骨格
こっかく

提言
ていげん

の基礎
き そ

となった2つの指針
し し ん

 

  総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

の55人
にん

の立場
たちば

や意見
いけん

は多様
たよう

ですが、次
つぎ

の2つの文 書
ぶんしょ

を

前 提
ぜんてい

として検 討
けんとう

作 業
さぎょう

を行
おこな

ってきました。それは、平 成
へいせい

18(2006) 年
ねん

に

国 連
こくれん

が採 択
さいたく

した「障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

」、そして、平 成
へいせい

22(2010) 年
ねん

1月
がつ

に国
くに

(厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

)と障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

訴 訟
そしょう

原 告
げんこく

ら(71名
めい

)との間
あいだ

で

結
むす

ばれた「基本
きほん

合意
ごうい

文 書
ぶんしょ

」です。 

これらの文 書
ぶんしょ

は、総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

が、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の骨 格
こっかく

をま

とめるに際
さい

し、基本的
きほんてき

な方 向
ほうこう

を指
さし

し示
め

すなど重 要
じゅうよう

な役 割
やくわり

を果
は

たしまし

た。 

 

(１)障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

 

  この条 約
じょうやく

は、すべての障 害 者
しょうがいしゃ

によるあらゆる人 権
じんけん

及
およ

び基本的
きほんてき

自由
じゆう

の

完 全
かんぜん

かつ 平 等
びょうどう

な享 有
きょうゆう

を 促 進
そくしん

し、保護
ほ ご

し、及
およ

び確保
かくほ

すること 並
なら

びに

障 害 者
しょうがいしゃ

の固有
こゆう

の尊 厳
そんげん

の尊 重
そんちょう

を促 進
そくしん

することなどを目 的
もくてき

としています

。 
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 とくに、第
だい

5条
じょう

(平 等
びょうどう

及
およ

び差別
さべつ

されないこと)において、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の

確保
かくほ

が求
もと

められています。 

また、第
だい

19条
じょう

では、「すべての障 害 者
しょうがいしゃ

が他
た

の者
もの

と 平 等
びょうどう

の選 択
せんたく

の

機会
きかい

をもって地域
ちいき

社 会
しゃかい

で生 活
せいかつ

する平 等
びょうどう

の権利
けんり

を認
みと

める」とし、 

「(a) 障 害 者
しょうがいしゃ

が、他
た

の者
もの

と 平 等
びょうどう

に、居 住 地
きょじゅうち

を選 択
せんたく

し、及
およ

びどこ

で誰
だれ

と生 活
せいかつ

するかを選 択
せんたく

する機会
きかい

を有
ゆう

すること並
なら

びに特 定
とくてい

の

居 住
きょじゅう

施設
しせつ

で生 活
せいかつ

する義務
ぎ む

を負
お

わないこと。」 

「(b) 地域
ちいき

社 会
しゃかい

における生 活
せいかつ

及
およ

び地域
ちいき

社 会
しゃかい

への受入
うけい

れを支援
しえん

し、並
なら

びに地域
ちいき

社 会
しゃかい

からの孤立
こりつ

及
およ

び隔離
かくり

を防止
ぼうし

するために必 要
ひつよう

な在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

、居 住
きょじゅう

サービス
さ ー び す

その他
た

の地域
ちいき

社会
しゃかい

支援
しえん

サービス
さ ー び す

(人的
じんてき

支援
しえん

[personal assistance]を含
ふく

む。)を障 害 者
しょうがいしゃ

が利用
りよう

することができるこ

と。」 

を締 約 国
ていやくこく

は確保
かくほ

するとしています。 

  このように条 約
じょうやく

は、保護
ほ ご

の客 体
きゃくたい

とされた障 害 者
しょうがいしゃ

を権利
けんり

の主 体
しゅたい

へと

転 換
てんかん

し、インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

を創 造
そうぞう

することをめざしています

。 

 

(２)「基本
きほん

合意
ごうい

文 書
ぶんしょ

」 

  この文 書
ぶんしょ

では、 

「国
くに

(厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

)は、速
すみ

やかに応
おう

益
えき

負担
ふたん

(定 率
ていりつ

負担
ふたん

)制度
せいど

を廃止
はいし

し、遅
おそ

くとも平 成
へいせい

25年
ねん

8月
がつ

までに、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

を廃止
はいし

し新
あら

たな総 合 的
そうごうてき

な福祉
ふくし

法 制
ほうせい

を実施
じっし

する。そこにおいては、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
しさく

の 充
じゅう

実
じつ

は、憲 法
けんぽう

等
とう

に基
もと

づく障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の行使
こうし

を支援
しえん

するものであることを基本
きほん

とする。」 

「( 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

、とくに 応 益
おうえき

負担
ふたん

制度
せいど

などが) 障 害 者
しょうがいしゃ

の

人 間
にんげん

としての尊 厳
そんげん

を深
ふか

く傷
きず

つけたことに対
たい

し、・・ 心
こころ

から反 省
はんせい

の意
い

を表 明
ひょうめい

する」 

「・・新
あら

たな福祉
ふくし

制度
せいど

の構 築
こうちく

に当
あ

たっては、現 行
げんこう

の介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

と

の統 合
とうごう

を前 提
ぜんてい

とはせず・・」 

「今後
こんご

の 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
しさく

を、 障 害
しょうがい

のある当事者
とうじしゃ

が 社 会
しゃかい

の 対 等
たいとう

な

一 員
いちいん

として安 心
あんしん

して暮
く

らすことのできるものとするために最 善
さいぜん

を尽
つ
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くす」 

などが 確 認
かくにん

され、利用者
りようしゃ

負担
ふたん

、 支 給
しきゅう

決 定
けってい

、 報 酬
ほうしゅう

支払
しはら

い方 式
ほうしき

、「

障 害
しょうがい

」の範囲
はんい

、予算増
よさんぞう

などについて原 告
げんこく

らの指摘
してき

を踏
ふ

まえてしっかり

検 討
けんとう

するとしています。  

 

■ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

がめざすべき6つのポイント
ぽ い ん と

 

本 骨 格
ほんこっかく

提 言
ていげん

は以 上
いじょう

の経過
けいか

と指針
ししん

の下
もと

に、次
つぎ

の6つの目 標
もくひょう

を障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に求
もと

めました。 

 

【１】障 害
しょうがい

のない市民
しみん

との平 等
びょうどう

と公 平
こうへい

 

  障 害 者
しょうがいしゃ

と障 害
しょうがい

のない人
ひと

の生 活
せいかつ

水 準
すいじゅん

や暮
く

らしぶりを比
くら

べるとき、そ

こには大
おお

きな隔
へだ

たりがあります。障 害
しょうがい

は誰
だれ

にでも起
お

こりうるという前 提
ぜんてい

に立
た

ち、障 害
しょうがい

があっても市民
しみん

として尊 重
そんちょう

され、誇
ほこ

りを持
も

って社 会
しゃかい

に参加
さんか

するためには、平 等 性
びょうどうせい

と公 平 性
こうへいせい

の確保
かくほ

が何
なに

よりの条 件
じょうけん

となります。

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

がこれを裏打
うらう

ちし、障 害 者
しょうがいしゃ

にとって、そして障 害
しょうがい

のない市民
しみん

にとっても新
あら

たな社 会
しゃかい

の到 来
とうらい

を実 感
じっかん

できるものとします。 

 

【２】谷間
たにま

や空 白
くうはく

の解 消
かいしょう

 

  障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

によっては、障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

施策
しさく

を受
う

けられない人
ひと

がたくさ

んいます。いわゆる制度
せいど

の谷間
たにま

に置
おき

かれている人
ひと

たちです。また制度間
せいどかん

の

空 白
くうはく

は、学齢期
がくれいき

での学 校
がっこう

生 活
せいかつ

と放課後
ほうかご

、卒 業 後
そつぎょうご

と就 労
しゅうろう

、退院後
たいいんご

と

地域
ちいき

での生 活
せいかつ

、働
はたら

く場
ば

と住
す

まい、家庭
かてい

での子
こ

育
そだ

てや親
おや

の介 助
かいじょ

、消 費
しょうひ

生 活
せいかつ

など、いろいろな場面
ばめん

で発 生
はっせい

しています。障 害
しょうがい

の種 別 間
しゅべつかん

の谷間
たにま

や

制度間
せいどかん

の空 白
くうはく

の解 消
かいしょう

を図
はか

っていきます。 

 

【３】格差
かくさ

の是正
ぜせい

 

  障 害 者
しょうがいしゃ

のための住
す

まいや働
はたら

く場
ば

、人
ひと

による支
ささ

えなどの環 境
かんきょう

は、地方
ちほう

自治体
じちたい

の財 政
ざいせい

事 情
じじょう

などによって、質 量
しつりょう

ともに大
おお

きく異
こと

なっています。

また、障 害
しょうがい

種 別 間
しゅべつかん

の制度
せいど

水 準
すいじゅん

についても大
おお

きな隔
へだ

たりがあります。ど

こに暮
く

らしを 築
きず

いても 一 定
いってい

の 水 準
すいじゅん

の支援
しえん

を受
う

けられるよう、地方
ちほう

自治体間
じちたいかん

の限度
げんど

を超
こ

え合理性
ごうりせい

を欠
か

くような格差
かくさ

についての是正
ぜせい

をめざします
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。 

 

【４】放置
ほうち

できない社 会
しゃかい

問 題
もんだい

の解 決
かいけつ

 

 世界
せかい

でノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

が進
すす

むなか、わが国
くに

では依然
いぜん

として多
おお

くの

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」を続
つづ

け、知的
ちてき

や重 複
じゅうふく

の障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

が

地域
ちいき

での支援
しえん

不足
ふそく

による長 期
ちょうき

施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

を余儀
よ ぎ

なくされています。また、

公 的
こうてき

サービス
さ ー び す

の 一 定
いってい

の 広
ひろ

がりにもかかわらず 障 害 者
しょうがいしゃ

への 介 助
かいじょ

の

大部分
だいぶぶん

を家族
かぞく

に依存
いぞん

している状 況
じょうきょう

が続
つづ

いています。これらを解 決
かいけつ

するた

め に地域
ちいき

で の支援
しえん

体 制
たいせい

を 確 立
かくりつ

す ると とも に 、 効果的
こうかてき

な 地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を実施
じっし

します。 

 

【５】本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

にあった支援
しえん

サービス
さ ー び す

 

  障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

や程度
ていど

、年 齢
ねんれい

、性 別
せいべつ

等
とう

によって、個々
こ こ

のニーズ
に ー ず

や支援
しえん

の

水 準
すいじゅん

は一 様
いちよう

ではありません。個々
こ こ

の障 害
しょうがい

とニーズ
に ー ず

が尊 重
そんちょう

されるような

新
あら

たな支援
しえん

サービス
さ ー び す

の 決 定
けってい

システム
し す て む

を開
かい

発
はつ

していきます。また、支援
しえん

サービス
さ ー び す

を 決 定
けってい

するときに、 本 人
ほんにん

の希望
きぼう

や意思
い し

が 表 明
ひょうめい

でき、それが

尊 重
そんちょう

される仕組
し く

みにします。 

 

【６】安 定
あんてい

した予算
よさん

の確保
かくほ

 

  制度
せいど

を実質化
じっしつか

させていくためには財 政 面
ざいせいめん

の裏打
うらう

ちが絶 対 的
ぜったいてき

な条 件
じょうけん

と

なります。現 在
げんざい

の国
くに

・地方
ちほう

の財 政
ざいせい

状 況
じょうきょう

はきわめて深 刻
しんこく

であるため、

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

予算
よさん

を確保
かくほ

するためには、給 付
きゅうふ

・負担
ふたん

の透 明 性
とうめいせい

、納 得 性
なっとくせい

、優 先
ゆうせん

順 位
じゅんい

を明
あき

らかにしながら、財 源
ざいげん

確保
かくほ

について広
ひろ

く国 民
こくみん

からの

共 感
きょうかん

を得
え

ることは不可欠
ふかけつ

です。 

 

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

予算
よさん

の水 準
すいじゅん

を考
かんが

えていくうえでの重 要
じゅうよう

な指 標
しひょう

となるのが

、国 際 的
こくさいてき

な比較
ひかく

です。この際
さい

に、経 済
けいざい

協 力
きょうりょく

開 発
かいはつ

機構
きこう

（OECD）各 国
かっこく

の

社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

給 付
きゅうふ

体 系
たいけい

のなかにおける障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の位置
い ち

づけの相違
そうい

を

丁 寧
ていねい

に 検 証
けんしょう

し、また高齢化
こうれいか

などの 要 因
よういん

を 考 慮
こうりょ

した 上
うえ

での 国 民
こくみん

負担率
ふたんりつ

など、財 政
ざいせい

状 況
じょうきょう

の比較
ひかく

も行
おこな

わなければなりません。当 面
とうめん

の課題
かだい

としては、OECD加盟
かめい

国
こく

における平均並
へいきんな

みを確保
かくほ

することです。これによっ
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て、現 状
げんじょう

よりはるかに安 定
あんてい

した財 政
ざいせい

基盤
きばん

を図
はか

ることができます。 

 

■ 改革
かいかく

への新
あたら

しい一歩
い っ ぽ

として 

わが国
くに

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

もすでに長
なが

い歴史
れきし

を有
ゆう

しておりますが、障 害 者
しょうがいしゃ

を同
おな

じ人 格
じんかく

を有
ゆう

する人
ひと

と捉
とら

えるよりも、保護
ほ ご

が必 要
ひつよう

な無 力
むりょく

な存 在
そんざい

、

社 会
しゃかい

のお荷物
にもつ

、治安
ちあん

の対 象
たいしょう

とすべき危険
きけん

な存 在
そんざい

などと受
う

けとめる考
かんが

え方
かた

が依然
いぜん

として根強
ねづよ

く残
のこ

っています。 

わが国
くに

の社 会
しゃかい

が、障 害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、個人
こじん

として尊 重
そんちょう

され、真
しん

の意味
い み

で社 会
しゃかい

の一 員
いちいん

として暮
く

らせる共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

に至
いた

るには、まだまだ遠
とお

い道
みち

のりであるかもしれません。 

  

そのような中
なか

で総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

に参 集
さんしゅう

した私
わたし

たちは、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

をは

じめ、障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かか

わる様 々
さまざま

な立場
たちば

から、違
ちが

いを認
みと

めあいながらも、それ

でも共 通
きょうつう

する思
おも

いをここにまとめました。ここに示
しめ

された改 革
かいかく

の完 成
かんせい

に

は時間
じかん

を要
よう

するかも知
し

れません。協 議
きょうぎ

・調 整
ちょうせい

による支 給
しきゅう

決 定
けってい

や就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

等
とう

、試行
しこう

事 業
じぎょう

の必 要
ひつよう

な事項
じこう

もあります。 

また、本 骨 格
ほんこっかく

提 言
ていげん

に基
もと

づく法
ほう

の策 定
さくてい

、実施
じっし

にあたっては、さらに

市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

をはじめとする幅 広
はばひろ

い関 係 者
かんけいしゃ

の意見
いけん

を踏
ふ

まえるこ

とが必 要
ひつよう

です。 

 

私
わたし

たちのこうした 思
おも

いが、国 民
こくみん

や世論
せろん

の理解
りかい

と共 感
きょうかん

を得
え

て、それが

政治
せいじ

を突
つ

き動
うご

かし、障 害 者
しょうがいしゃ

一人
ひとり

ひとりが自身
じしん

の存 在
そんざい

の価値
か ち

を実 感
じっかん

し、

様 々
さまざま

な人
ひと

と共
とも

に支
ささ

えあいながら生
い

きていくことの喜
よろこ

びを分
わ

かち合
あ

える

社 会
しゃかい

への一歩
いっぽ

になることを信
しん

じて、ここに骨 格
こっかく

提 言
ていげん

をまとめました。 

今
いま

、新 法
しんぽう

への一歩
いっぽ

を踏
ふ

み出
だ

すことが必 要
ひつよう

です。 

 

 

平 成
へいせい

23(2011) 年
ねん

8月
がつ

30日
にち

 

障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい
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Ⅰ－１ 法
ほう

の理念
り ね ん

・目的
もくてき

・範囲
は ん い

 

 

【表 題
ひょうだい

】前 文
ぜんぶん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

には、下記
か き

の通
とお

り、本 法
ほんほう

制 定
せいてい

の経緯
けいい

、この法
ほう

に

求
もと

められる精 神
せいしん

等
とう

を内 容
ないよう

とする前 文
ぜんぶん

を設
もう

けるべきである。 

 

【説 明
せつめい

】 

全 国
ぜんこく

1000万 人
まんにん

を超
こ

えると思
おも

われる障 害 者
しょうがいしゃ

とその家族
かぞく

、支援者
しえんしゃ

、一 般
いっぱん

国 民
こくみん

、全
すべ

ての人
ひと

にとって、今 回
こんかい

の改 革
かいかく

の経緯
けいい

と理念
りねん

が伝
つた

わり、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の意義
い ぎ

が 共 有
きょうゆう

され、さらに、個別
こべつ

規定
きてい

の解 釈
かいしゃく

指針
ししん

とするため

にも、前 文
ぜんぶん

でこの法
ほう

の精 神
せいしん

を高
たか

らかに謳
うた

うことが不可欠
ふかけつ

である。盛
も

り込
こ

む

べき前 文
ぜんぶん

の内 容
ないよう

は以下
い か

のとおりである。 

 

                 記
き

 

 

わが国
くに

及
およ

び世界
せかい

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

施策
しさく

は「完 全
かんぜん

参加
さんか

と平 等
びょうどう

」を目 的
もくてき

とし

た昭 和
しょうわ

56(1981) 年
ねん

の国 際
こくさい

障 害 者
しょうがいしゃ

年
ねん

とその後
ご

の国 連
こくれん

障 害 者
しょうがいしゃ

の十 年
じゅうねん

に

より一 定
いってい

の進 展
しんてん

を遂
と

げたが、依然
いぜん

として多
おお

くの障 害 者
しょうがいしゃ

は他
た

の者
もの

と 平 等
びょうどう

な立場
たちば

にあるとは言
い

いがたい。 

このような現 状
げんじょう

を前 提
ぜんてい

に、平 成
へいせい

18(2006) 年
ねん

国 連
こくれん

総 会
そうかい

にて 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

が採 択
さいたく

され、わが国
くに

も平 成
へいせい

19(2007) 年
ねん

に署 名
しょめい

した。現 在
げんざい

、

批 准
ひじゅん

のために同 条 約
どうじょうやく

の趣旨
しゅし

を反 映
はんえい

した法
ほう

制度
せいど

の整備
せいび

が求
もと

められている。 

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

が 謳
うた

うインクルージョン
い ん く る ー じ ょ ん

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

が 社 会
しゃかい

の 中
なか

で

当 然
とうぜん

に存
そん

在
ざい

し、障 害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず誰
だれ

もが排 除
はいじょ

、分離
ぶんり

、隔離
かくり

されず

に共
とも

に生
い

きていく社 会
しゃかい

こそが自然
しぜん

な姿
すがた

であり、誰
だれ

にとっても生
い

きやすい

社 会
しゃかい

であるとの考
かんが

え方
かた

を基本
きほん

としている。 

 

そして、それは、障 害
しょうがい

による不利益
ふりえき

の責 任
せきにん

が個人
こじん

や家族
かぞく

に帰
き

せられること

なく、障 害
しょうがい

に基
もと

づく様 々
さまざま

な不利益
ふりえき

が障 害 者
しょうがいしゃ

に偏
へん

在
ざい

している不 平 等
ふびょうどう

を
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解 消
かいしょう

し、平 等
びょうどう

な社 会
しゃかい

を実 現
じつげん

することを求
もと

めるものである。 

 

とりわけ人 生
じんせい

の長 期
ちょうき

にわたって施設
しせつ

、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

等
とう

に入 所
にゅうしょ

、入 院
にゅういん

し

ている障 害 者
しょうがいしゃ

が多数
たすう

存 在
そんざい

している現 状
げんじょう

を直 視
ちょくし

し、地域
ちいき

社 会
しゃかい

において、

自己
じ こ

決 定
けってい

が尊 重
そんちょう

された普通
ふつう

の暮
く

らしが営
いとな

めるよう支援
しえん

し、地域
ちいき

生 活
せいかつ

への

移行
いこう

を推 進
すいしん

するための総 合 的
そうごうてき

な取
と

り組
く

みを推 進
すいしん

することが強
つよ

く求
もと

められ

る。 

 

そのうえで、障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

が、経 済 面
けいざいめん

に限
かぎ

らず、誰
だれ

もが主 体 性
しゅたいせい

をも

って生
い

き生
い

きと生 活
せいかつ

し社 会
しゃかい

に参加
さんか

することを意味
い み

するものであり、また、こ

の国
くに

のあるべき共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

の姿
すがた

として、障 害 者
しょうがいしゃ

が必 要
ひつよう

な支援
しえん

を活 用
かつよう

しな

がら地域
ちいき

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

み、生 涯
しょうがい

を通
つう

じて固有
こゆう

の尊 厳
そんげん

が尊 重
そんちょう

される

よう、その社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を支援
しえん

することが求
もと

められていることを国
くに

の法
ほう

制度
せいど

に

おいて確 認
かくにん

されるべきである。 

 

この法 律
ほうりつ

は、これらの基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき、障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

、軽 重
けいちょう

に関
かか

わらず、尊 厳
そんげん

のある生 存
せいぞん

、移動
いどう

の自由
じゆう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

、就 労
しゅうろう

等
とう

の支援
しえん

を保 障
ほしょう

し、障 害 者
しょうがいしゃ

が、障 害
しょうがい

のない人
ひと

と 平 等
びょうどう

に社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の権利
けんり

が行使
こうし

できるために、また、あらゆる障 害 者
しょうがいしゃ

が制度
せいど

の谷間
たにま

にこぼれ落
お

ちることがないように、必 要
ひつよう

な支援
しえん

を法 的
ほうてき

権利
けんり

として総 合 的
そうごうてき

に保 障
ほしょう

し、

さらに、差異
さ い

と多様性
たようせい

が尊 重
そんちょう

され、誰
だれ

もが排
はい

除
じょ

されず、それぞれをありの

ままに人
ひと

として認
みと

め合
あ

う共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

をめざして制 定
せいてい

されるものであ

る。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の名 称
めいしょう

 

【結 論
けつろん

】 

○ この法 律
ほうりつ

は『障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

』と称
しょう

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」という名 称
めいしょう

は、すでに、障 害 者
しょうがいしゃ

や関 係 者
かんけいしゃ

の
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中
なか

で一 定
いってい

の共 通
きょうつう

理解
りかい

の下
もと

で使
つか

われ、定 着
ていちゃく

してきた。平 成
へいせい

22(2010) 年
ねん

6

月
がつ

29日
にち

の閣議
かくぎ

決 定
けってい

でも「仮 称
かしょう

」付
つ

きではあるがこの名 称
めいしょう

の法 律
ほうりつ

を平 成
へいせい

24(2012) 年
ねん

の国 会
こっかい

で制 定
せいてい

するとされている。したがって、この 名 称
めいしょう

を

使用
しよう

すべきである。 

  

なお、 法
ほう

の 名 称
めいしょう

について、 作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

では「 障 害 者
しょうがいしゃ

の 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の支援
しえん

を権利
けんり

とし総 合 的
そうごうてき

に保 障
ほしょう

する法 律
ほうりつ

」という案
あん

が示
しめ

されてい

る。これは、社 会
しゃかい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

の法 律
ほうりつ

であるか否
いな

かがわかりにくいという難 点
なんてん

はあるが、恩 恵 的
おんけいてき

な意味
い み

で理解
りかい

される恐
おそ

れのある「福祉
ふくし

」の用語
ようご

を避
さ

け「

社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

」「権利
けんり

の保 障
ほしょう

」「総 合 的
そうごうてき

」などを用
もち

いて新 法
しんぽう

の性 格
せいかく

を示
しめ

したものであり、新 法
しんぽう

の制 定
せいてい

と実施
じっし

にあたっては、この視点
してん

にも留 意
りゅうい

すべ

きである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の目 的
もくてき

 

【結 論
けつろん

】 

○ この法 律
ほうりつ

の目 的
もくてき

として、以下
い か

の内 容
ないよう

を盛
も

り込
こ

むべきである。 

・ この法 律
ほうりつ

が、憲 法
けんぽう

第
だい

13条
じょう

、第
だい

14条
じょう

、第
だい

22条、第
だい

25条
じょう

等
とう

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

や改
かい

正
せい

された障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

等
とう

に基
もと

づき、全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

が、

等
ひと

しく基本的
きほんてき

人 権
じんけん

をあ 享
きょう

有
ゆう

する個人
こじん

として尊 重
そんちょう

され、他
た

の者
もの

との

平 等
びょうどう

が保 障
ほしょう

されるものであるとの理念
りねん

に立 脚
りっきゃく

するものであること。 

 

・ この 法 律
ほうりつ

が、 障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の行使
こうし

やその自立
じりつ

及
およ

び 社 会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

のための施策
しさく

に 関
かん

し、どこで 誰
だれ

と 生 活
せいかつ

するかについての

選 択
せんたく

の機会
きかい

が保 障
ほしょう

され、あらゆる分野
ぶんや

の活 動
かつどう

に参加
さんか

する機会
きかい

が保 障
ほしょう

されるために必 要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けることを障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

権利
けんり

として、

障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

、軽 重
けいちょう

、年 齢
ねんれい

等
とう

に関
かか

わりなく保 障
ほしょう

するものであること

。 

 

・ 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

が、障 害
しょうがい

に基
もと

づく社 会 的
しゃかいてき

不利益
ふりえき

を 解 消
かいしょう

す

べき責務
せきむ

を負
お

うことを明
あき

らかにするとともに、障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社 会
しゃかい
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参加
さんか

に 必 要
ひつよう

な支援
しえん

のための施策
しさく

を 定
さだ

め、その施策
しさく

を 総 合 的
そうごうてき

かつ

計 画 的
けいかくてき

に実施
じっし

すべき義務
ぎ む

を負
お

っていること。 

 

・ これらにより、この法 律
ほうりつ

が、全
すべ

ての国 民
こくみん

が、障 害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そうご

に人 格
じんかく

と個性
こせい

を尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら共 生
きょうせい

す

る社 会
しゃかい

を実 現
じつげん

するものであること。 

 

【説 明
せつめい

】 

今 回
こんかい

、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

にかわる新
あら

たな法 律
ほうりつ

を必 要
ひつよう

とするに至
いた

った

大
おお

き な 要 因
よういん

は 、 障 害 者 権 利 条 約
しょうがいしゃけんりじょうやく

の 批 准
ひじゅん

に 当
あ

た っ て

障害者 自立 支援法
しょうがいしゃじりつしえんほう

を抜 本 的
ばっぽんてき

に改 革
かいかく

する必 要
ひつよう

があること及
およ

び障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

違憲
いけん

訴 訟
そしょう

原 告
げんこく

らと厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

との間
あいだ

に障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の廃止
はいし

を含
ふく

む基本
きほん

合意
ごうい

文 書
ぶんしょ

が成 立
せいりつ

したことに存
そん

する。 

 

まず、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

違憲
いけん

訴 訟
そしょう

原 告
げんこく

らと厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

との間
あいだ

で交
か

わされた基本
きほん

合意
ごうい

文 書
ぶんしょ

の一 項
いちこう

では、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

を廃止
はいし

することを

前 提
ぜんてい

に、新
あら

たな総 合 的
そうごうてき

な福祉
ふくし

法 制
ほうせい

においては、「障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
しさく

の充
じゅう

実
じつ

は、憲 法
けんぽう

等
とう

に基
もと

づく障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の行使
こうし

を支援
しえん

するものであるこ

とを基本
きほん

とする。」とされている。 

 

日本国憲法
にほんこくけんぽう

13 条
じょう

の 幸 福
こうふく

追 求 権
ついきゅうけん

及
およ

び 22 条
じょう

の 居 住
きょじゅう

・移転
いてん

の自由
じゆう

は、

支援
しえん

選 択 権
せんたくけん

を保 障
ほしょう

すると 解
かい

すべきであり、25 条
じょう

の生 存 権
せいぞんけん

は、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

を是正
ぜせい

するナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

としての支援
しえん

請 求 権
せいきゅうけん

を保 障
ほしょう

するもので

あるので、 以 上
いじょう

の合意
ごうい

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえ、 目 的
もくてき

条 項
じょうこう

において、 憲 法
けんぽう

の

基本的
きほんてき

人 権
じんけん

に関
かん

する規定
きてい

を盛
も

り込
こ

むことは必須
ひっす

と考
かんが

えた。 

 

また、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に関 連
かんれん

する障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の中 心 的
ちゅうしんてき

課題
かだい

は、同 条 約
どうじょうやく

第
だい

19条
じょう

の 

a項
こう

 障 害 者
しょうがいしゃ

が、他
た

の者
もの

と 平 等
びょうどう

に、居 住 地
きょじゅうち

を選 択
せんたく

し、及
およ

びどこで

誰
だれ

と生 活
せいかつ

するかを選 択
せんたく

する機会
きかい

を有
ゆう

すること並
なら

びに特 定
とくてい

の居 住
きょじゅう

施設
しせつ

で生 活
せいかつ

する義務
ぎ む

を負
お

わないこと。 
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b項
こう

 地域
ちいき

社 会
しゃかい

における生 活
せいかつ

及
およ

び地域
ちいき

社 会
しゃかい

への受入
うけい

れを支援
しえん

し、並
なら

びに

地域
ちいき

社 会
しゃかい

からの孤立
こりつ

及
およ

び隔離
かくり

を防止
ぼうし

するために必 要
ひつよう

な在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

、居 住
きょじゅう

サービス
さ ー び す

その他
た

の地域
ちいき

社 会
しゃかい

支援
しえん

サービス
さ ー び す

(人 的
じんてき

支援
しえん

 [personal 

assistance]を含
ふく

む。)を障 害 者
しょうがいしゃ

が利用
りよう

することができること。 

c項
こう

 一 般
いっぱん

住 民 向
じゅうみんむ

けの地域
ちいき

社 会
しゃかい

サービス
さ ー び す

及
およ

び施設
しせつ

が、障 害 者
しょうがいしゃ

にとって

他
た

の者
もの

と 平 等
びょうどう

に利用
りよう

可能
かのう

であり、かつ、障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

に対 応
たいおう

し

ていること。 

である。 

 

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

では、そのことを、支援
しえん

選 択 権
せんたくけん

と支援
しえん

請 求 権
せいきゅうけん

と表 現
ひょうげん

している。同 条 約
どうじょうやく

19条
じょう

a項
こう

の「どこで誰
だれ

と暮
く

らすかの選 択 権
せんたくけん

」は、b項
こう

の

「必 要
ひつよう

な支援
しえん

を請 求
せいきゅう

する権利
けんり

」が無
な

ければ成 立
せいりつ

しないだけでなく、c項
こう

の

「 一 般
いっぱん

市民
しみん

と 平 等
びょうどう

の選択肢
せんたくし

」が無
な

ければ、 特 定
とくてい

の 生 活
せいかつ

様 式
ようしき

以外
いがい

の

選択肢
せんたくし

が成 立
せいりつ

しないからである。 

 

さらに、同 条 約
どうじょうやく

のこの趣旨
しゅし

に基
もと

づき「障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の推 進
すいしん

のため

の基本的
きほんてき

な方 向
ほうこう

」(第一次
だいいちじ

意見
いけん

)においては「地域
ちいき

で暮
く

らす権利
けんり

の保 障
ほしょう

と

インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な社 会
しゃかい

の構 築
こうちく

」が大
おお

きな課題
かだい

とされ、「障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の推 進
すいしん

のための基本的
きほんてき

な方 向
ほうこう

について」(閣議
かくぎ

決 定
けってい

)においては「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の実 現
じつげん

とインクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な社 会
しゃかい

の構 築
こうちく

」なかで「障 害 者
しょうがいしゃ

が自
みずか

ら

選 択
せんたく

する地域
ちいき

への移行
いこう

支援
しえん

や移行後
いこうご

の生 活
せいかつ

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

、及
およ

び 平 等
びょうどう

な

社 会
しゃかい

参加
さんか

、参 画
さんかく

を柱
はしら

に据
す

えた施策
しさく

の展 開
てんかい

」が求
もと

められている。 

 

とくに、これらの制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

の中
なか

で改 正
かいせい

された障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

を踏
ふ

まえる必 要
ひつよう

がある。 

まず、同 法
どうほう

第
だい

1条
じょう

は、障 害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、

相互
そうご

に人 格
じんかく

と個性
こせい

を尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら共 生
きょうせい

することができる社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

を目 的
もくてき

としている。このことは、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の目 的
もくてき

においても

基 調
きちょう

に据
す

えなければならない。 

 

また、同 法
どうほう

第
だい

3条
じょう

が、あらゆる分野
ぶんや

の活 動
かつどう

に参加
さんか

する機会
きかい

の確保
かくほ

やどこ
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で誰
だれ

と生 活
せいかつ

するかについての選 択
せんたく

の機会
きかい

の確保
かくほ

等
とう

を規定
きてい

していることに鑑
かんが

みると、上 記
じょうき

目 的
もくてき

においてこれらを明記
めいき

することは必須
ひっす

であり、それらの

機会
きかい

が保 障
ほしょう

されるために必 要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けることを障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

権利
けんり

とするとともに、支援
しえん

の 選 択 権
せんたくけん

と支援
しえん

の 請 求 権
せいきゅうけん

を 財 政 面
ざいせいめん

で裏付
うらづ

ける

公 的
こうてき

な責務
せきむ

・保 障
ほしょう

として「国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

等
とう

の責務
せきむ

を明
あき

らかに」

する規定
きてい

を盛
も

り込
こ

む必 要
ひつよう

がある。 

 

なお、必 要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けることを障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

権利
けんり

とした規定
きてい

は、た

とえばカリフォルニア州
かりふぉるにあしゅう

の発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

サービス
さ ー び す

がエンタイトルメント
え ん た い と る め ん と

(

支援
しえん

サービス
さ ー び す

選 択
せんたく

・請 求 権
せいきゅうけん

)であるとされていることを踏
ふ

まえて規定
きてい

してい

る。 

すなわち、「地域
ちいき

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの適 格
てきかく

基 準
きじゅん

に合致
がっち

するすべての障 害 者
しょうがいしゃ

に

、その本 人
ほんにん

支援
しえん

計 画
けいかく

の目 標
もくひょう

に見合
み あ

った支援
しえん

サービス
さ ー び す

を 提 供
ていきょう

しなければな

らないことを意味
い み

する。法 的
ほうてき

に、待機者
たいきしゃ

リスト
り す と

はあってはならず、もしその

サービス
さ ー び す

が無
な

ければ、それは創 出
そうしゅつ

されねばならない。」(Federal funding in 

California’s DSS ARCA March 2011 p.54) 

 

つまりは、法
ほう

に該 当
がいとう

する障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

が選 択
せんたく

した希望
きぼう

・目 標
もくひょう

に見合
み あ

っ

た支援
しえん

サービス
さ ー び す

を 提 供
ていきょう

することが、待機
たいき

リスト
り す と

に入
い

れられることなく、義務
ぎ む

づけられていることが、エンタイトルメント
え ん た い と る め ん と

(支援
しえん

サービス
さ ー び す

選 択
せんたく

・受 給 権
じゅきゅうけん

)

ということになる。そのことも踏
ふ

まえて、「・・どこで誰
だれ

と生 活
せいかつ

するかにつ

いての 選 択
せんたく

の機会
きかい

が 保 障
ほしょう

され、あらゆる分野
ぶんや

の 活 動
かつどう

に参加
さんか

する機会
きかい

が

保 障
ほしょう

されること・・」という表 記
ひょうき

とした。 

 

さらに、谷間
たにま

の障 害 者
しょうがいしゃ

をなくすことについては、本 総 合
ほんそうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

の総意
そうい

であることは論
ろん

を待
ま

たないところであるので、障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

、軽 重
けいちょう

、年 齢
ねんれい

等
とう

に関
かか

わりなくという文 言
もんごん

に、その趣旨
しゅし

を込
こ

めている。 

これは、法
ほう

の下
もと

の 平 等
びょうどう

を実 現
じつげん

するためにとりわけ重 要
じゅうよう

な要素
ようそ

であり、

上 記
じょうき

の障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

、軽 重
けいちょう

、年 齢
ねんれい

等
とう

の等
とう

には、入 院 中
にゅういんちゅう

、入 所 中
にゅうしょちゅう

、

刑事
けいじ

施設
しせつ

、入 管
にゅうかん

施設
しせつ

、その他
た

の施設
しせつ

も含
ふく

まれる。 
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なお、これまで谷間
たにま

におかれてきた障 害 者
しょうがいしゃ

は制度
せいど

から除 外
じょがい

されてきたた

めに必 要
ひつよう

な支援
しえん

内 容
ないよう

の開 発
かいはつ

が十 分
じゅうぶん

ではない。 

そのため、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

、難 病
なんびょう

、軽度
けいど

知的
ちてき

障 害
しょうがい

等
とう

のあ

る人
ひと

たちのニーズ
に ー ず

を当事者
とうじしゃ

参 画
さんかく

のもとで明
あき

らかにし、必 要
ひつよう

な人
ひと

が必 要
ひつよう

な

支援
しえん

を得
え

られるようにサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

の拡 充
かくじゅう

を行
おこな

う必 要
ひつよう

がある。 

 

  

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の理念
りねん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 以下
い か

の基本的
きほんてき

視点
してん

を理念
りねん

規定
きてい

に盛
も

り込
こ

むべきである。 

 ・ 保護
ほ ご

の対 象
たいしょう

から権利
けんり

の主 体
しゅたい

への転 換
てんかん

を確 認
かくにん

する旨
むね

の規定
きてい

 

・ 医学
いがく

モデル
も で る

から社 会
しゃかい

モデル
も で る

への障 害
しょうがい

概 念
がいねん

の転 換
てんかん

を確 認
かくにん

する旨
むね

の

規定
きてい

 

 

【説 明
せつめい

】 

従 来
じゅうらい

、障 害 者
しょうがいしゃ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の対 象
たいしょう

、保護
ほ ご

の対 象
たいしょう

とされ、当事者
とうじしゃ

と

しては扱
あつか

われない面
めん

があった。しかし、この法 律
ほうりつ

においては、障 害 者
しょうがいしゃ

が

権利
けんり

の主 体
しゅたい

であり、当事者
とうじしゃ

であることを明 確
めいかく

にする必 要 性
ひつようせい

がある。また

、障 害
しょうがい

の本 質
ほんしつ

とは、機能
きのう

障 害
しょうがい

や疾
しっ

病
ぺい

を有
ゆう

する市民
しみん

の様 々
さまざま

な社 会
しゃかい

への

参加
さんか

を妨
さまた

げている社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

にほかならないことをここに確 認
かくにん

し、機能
きのう

障 害
しょうがい

や疾
しっ

病
ぺい

をもつ市民
しみん

を排
はい

除
じょ

しないようにする義務
ぎ む

が社 会
しゃかい

、公 共
こうきょう

にあ

ることが今後
こんご

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

、支援
しえん

の基本
きほん

理念
りねん

であることをここに確 認
かくにん

する

必 要
ひつよう

がある。 

なお、このことは、障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

を自己
じ こ

責 任
せきにん

・家族
かぞく

責 任
せきにん

として、これ

まで一 貫
いっかん

して採 用
さいよう

されてきた政 策
せいさく

の基本
きほん

スタンス
す た ん す

を、社 会 的
しゃかいてき

・公 的
こうてき

な

責 任
せきにん

に切
き

り替
か

えるということを意味
い み

することを確 認
かくにん

するものである。 

 

医学
いがく

モデル
も で る

の視点
してん

からいえば、障 害 者
しょうがいしゃ

の 問 題
もんだい

は、障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

が自己
じ こ

責 任
せきにん

により訓 練
くんれん

と努 力
どりょく

で克 服
こくふく

するべきものということになるが、かかる

古
ふる

い考
かんが

え 方
かた

から 脱 却
だっきゃく

し、むしろ、 障 害 者
しょうがいしゃ

の 社 会
しゃかい

参加
さんか

を 排
はい

除
じょ

して、

適 切
てきせつ

な支援
しえん

を実施
じっし

しない 社 会
しゃかい

の 側
がわ

が 障 害
しょうがい

の 原 因
げんいん

であるという 社 会
しゃかい
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モデル
も で る

への転 換
てんかん

を明確化
めいかくか

しない限
かぎ

り、この国
くに

の障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

のあり方
かた

は

旧 態
きゅうたい

依然
いぜん

として変
か

わらない。なお、社 会
しゃかい

モデル
も で る

は、障 害
しょうがい

概 念
がいねん

の転 換
てんかん

を

示
しめ

すものであり、治 療
ちりょう

やリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

そのものを否定
ひてい

するものでは

ない。 

 

身 体
しんたい

障 害 児
しょうがいじ

・者
しゃ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

や知的
ちてき

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

基礎
き そ

調 査
ちょうさ

等
とう

によれば、

社 会 的
しゃかいてき

支援
しえん

が進
すす

んできた今日
きょう

においてもなお、障 害 者
しょうがいしゃ

の介 助
かいじょ

・支援
しえん

の

ほとんどを家族
かぞく

が担
にな

っているという事態
じたい

に大
おお

きな変化
へんか

は見
み

られない。介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

の 制 定
せいてい

過程
かてい

でも「介護
かいご

の社会化
しゃかいか

」が 目 標
もくひょう

とされたが、いまだ

実 現
じつげん

の見通
みとお

しは立
た

っていない。 

 

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

は、すべての人
ひと

が尊 重
そんちょう

され、安 心
あんしん

でき、そうした

尊 重
そんちょう

と安 心
あんしん

を与
あた

えてくれる社 会
しゃかい

のために自
みずか

ら参加
さんか

し・貢 献
こうけん

しようとい

う気持
き も

ちを育
そだ

てる法 律
ほうりつ

であり、また家族
かぞく

責 任
せきにん

から社 会
しゃかい

責 任
せきにん

への転 換
てんかん

、

家族
かぞく

依存
いぞん

からの脱 却
だっきゃく

を図
はか

る法 律
ほうりつ

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

む基本的
きほんてき

権利
けんり

 

【結 論
けつろん

】 

○  地域
ちいき

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

む権利
けんり

として、以下
い か

の諸権利
しょけんり

を障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

において確 認
かくにん

すべきである。 

１. 障 害
しょうがい

ゆえに命
いのち

の危険
きけん

にさらされない権利
けんり

を有
ゆう

し、そのための支援
しえん

を

受
う

ける権利
けんり

が保 障
ほしょう

される旨
むね

の規定
きてい

。 

２. 障 害 者
しょうがいしゃ

は、必 要
ひつよう

とする支援
しえん

を受
う

けながら、意思
い し

(自己
じ こ

)決 定
けってい

を行
おこな

う

権利
けんり

が保 障
ほしょう

される旨
むね

の規定
きてい

。 

３. 障 害 者
しょうがいしゃ

は、自
みずか

らの意思
い し

に基
もと

づきどこで誰
だれ

と住
す

むかを決
き

める権利
けんり

、ど

のように暮
く

らしていくかを決
き

める権利
けんり

、 特 定
とくてい

の 様 式
ようしき

での 生 活
せいかつ

を

強 制
きょうせい

されない権利
けんり

を有
ゆう

し、そのための支援
しえん

を受
う

ける権利
けんり

が保 障
ほしょう

さ

れる旨
むね

の規定
きてい

。 

４. 障 害 者
しょうがいしゃ

は、自
みずか

ら選 択
せんたく

する言語
げんご

(手話
しゅわ

等
とう

の非音声
ひおんせい

言語
げんご

を含
ふく

む)及
およ

び

自
みずか

ら 選 択
せんたく

するコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手 段
しゅだん

を使用
しよう

して、市民
しみん

として
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平 等
びょうどう

に 生 活
せいかつ

を 営
いとな

む 権利
けんり

を 有
ゆう

し 、 そ の た め の 情 報
じょうほう

・

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を受
う

ける権利
けんり

が保 障
ほしょう

される旨
むね

の規定
きてい

。 

５. 障 害 者
しょうがいしゃ

は、 自
みずか

らの意思
い し

で移動
いどう

する権利
けんり

を 有
ゆう

し、そのための 外 出
がいしゅつ

介 助
かいじょ

、ガイドヘルパ
が い ど へ る ぱ

ー等
とう

の支援
しえん

を受
う

ける権利
けんり

が保 障
ほしょう

される旨
むね

の規定
きてい

。 

６. 以 上
いじょう

の支援
しえん

を受
う

ける権利
けんり

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の個別
こべつ

の事 情
じじょう

に最
もっと

も相応
ふさわ

しい

内 容
ないよう

でなければならない旨
むね

の規定
きてい

。 

７. 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は、これらの施策
しさく

実施
じっし

の義務
ぎ む

を負
お

う旨
むね

の規定
きてい

。 

 

【説 明
せつめい

】 

以 上
いじょう

は、前記
ぜんき

の法
ほう

の目 的
もくてき

で確 認
かくにん

された中 核 的
ちゅうかくてき

権利
けんり

を確 認
かくにん

するもの

である。 

   

とりわけ、障 害 者
しょうがいしゃ

の 完 全
かんぜん

参加
さんか

を 実 現
じつげん

するためには、一人
ひとり

ひとりの

支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする個別
こべつ

事 情
じじょう

に沿
そ

ったものである必 要
ひつよう

があり、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の支援
しえん

のあり方
かた

も、個別
こべつ

事 情
じじょう

にふさわしいものであることが

必 要
ひつよう

であるという障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の基本的
きほんてき

なあり方
かた

を規定
きてい

することが重 要
じゅうよう

である。 

 

そのためには、障 害 者
しょうがいしゃ

の意思
い し

(自己
じ こ

)決 定
けってい

にあたり、自己
じ こ

の意思
い し

決 定
けってい

過程
かてい

において十 分
じゅうぶん

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を含
ふく

む必 要
ひつよう

とする支援
しえん

を受
う

け、かつ他
ほか

からの不当
ふとう

な影 響
えいきょう

を受
う

けることなく自
みずか

らの意思
い し

に基
もと

づく選 択
せんたく

にしたがっ

て行
おこな

われるべきである。 

  

 また、情 報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の保 障
ほしょう

は到 底
とうてい

裁 量 的
さいりょうてき

に実施
じっし

されれ

ば足
た

るようなものでなく、民 主
みんしゅ

社 会
しゃかい

を成 立
せいりつ

させる前 提
ぜんてい

としての基本的
きほんてき

人 権
じんけん

保 障
ほしょう

としての意義
い ぎ

があることを明記
めいき

しておかなくては、 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

において、「言語
げんご

」とは、音 声
おんせい

言語
げんご

及
およ

び手話
しゅわ

その他
た

の形 態
けいたい

の

非音声
ひおんせい

言語
げんご

をいうとされ、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

においても、言語
げんご

に非音声
ひおんせい

言語
げんご

である手話
しゅわ

が含
ふく

まれると確 認
かくにん

された意義
い ぎ

なども没 却
ぼっきゃく

される。 
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さらに、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

は移動
いどう

支援
しえん

を裁 量 的
さいりょうてき

事 業
じぎょう

と位置付
い ち づ

けたが

、移動
いどう

の自由
じゆう

の 保 障
ほしょう

は基本的
きほんてき

人 権
じんけん

に基
もと

づく 重 要
じゅうよう

な施策
しさく

であることは

判 例
はんれい

等
とう

でも確 認
かくにん

されていることであり、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

でしっか

り明記
めいき

することが肝 要
かんよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】国
くに

の義務
ぎ む

 

【結 論
けつろん

】 

○ 国
くに

の義務
ぎ む

として、以下
い か

の規定
きてい

を設
もう

けるべきである。 

１. 国
くに

は、障 害
しょうがい

の有無
う む

、種 別
しゅべつ

、軽 重
けいちょう

等
とう

に関
かか

わらず障 害 者
しょうがいしゃ

がどの地域
ちいき

に居 住
きょじゅう

しても等
ひと

しく安 心
あんしん

して生 活
せいかつ

することができる権利
けんり

を保 障
ほしょう

す

る義務
ぎ む

を有
ゆう

すること。 

２. 国
くに

は、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

や程度
ていど

による制度
せいど

の谷間
たにま

や 空 白
くうはく

及
およ

び 制 度 上
せいどじょう

の

格差
かくさ

が生
しょう

じないように制度
せいど

設 計
せっけい

を行
おこな

う責務
せきむ

を有
ゆう

すること。 

３. 国
くに

は、地域間
ちいきかん

に支援
しえん

の格差
かくさ

が発 生
はっせい

することを防止
ぼうし

し、又
また

は発 生
はっせい

した

格差
かくさ

を解
かい

消
しょう

することができる制度
せいど

設 計
せっけい

を行
おこな

う責務
せきむ

を有
ゆう

するとともに

、市 町 村
しちょうそん

への支援
しえん

施策
しさく

に関
かん

し必 要
ひつよう

な財 政 上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

を行
おこな

うこと。 

４. 国
くに

は、都道府県
とどうふけん

と共
とも

に、市 町 村
しちょうそん

が実施
じっし

する支援
しえん

施策
しさく

の実 態
じったい

を把握
はあく

し

、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の基本的
きほんてき

権利
けんり

に基
もと

づいて、それが実施
じっし

される

ように、 広
ひろ

くその実施
じっし

状 況
じょうきょう

を 国 民
こくみん

に明
あき

らかにし、 同 法
どうほう

の実施
じっし

を

監視
かんし

し、推
お

し進
すす

める責務
せきむ

を有
ゆう

すること。 

 

【説 明
せつめい

】 

憲 法
けんぽう

に示
しめ

された基本的
きほんてき

人 権
じんけん

を保 障
ほしょう

する義務
ぎ む

は第
だい

一義的
いちぎてき

には、国
くに

にあ

ることから、障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の最 終
さいしゅう

責 任
せきにん

は国
くに

にあることを確 認
かくにん

した上
うえ

で、

障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

による制度
せいど

の谷間
たにま

、制 度 上
せいどじょう

の格差
かくさ

の防止
ぼうし

に関
かん

する義務
ぎ む

、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

の防止
ぼうし

と財 政 的
ざいせいてき

支援
しえん

等
とう

の諸支援
しょしえん

、実施
じっし

状 況
じょうきょう

に関
かん

する監視
かんし

や情 報
じょうほう

開示
かいじ

等
とう

について、規定
きてい

を設
もう

ける必 要
ひつよう

がある。 

また、国
くに

は、障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

む権利
けんり

をもつことを、

障 害 者
しょうがいしゃ

を含
ふく

む国 民
こくみん

に広
ひろ

く周 知
しゅうち

しなければならない。 
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【表 題
ひょうだい

】都道府県
とどうふけん

の義務
ぎ む

 

【結 論
けつろん

】 

○ 都道府県
とどうふけん

の義務
ぎ む

として、以下
い か

の規定
きてい

を設
もう

けるべきである。 

１. 市 町 村
しちょうそん

の行
おこな

う支援
しえん

施策
しさく

の実 態
じったい

を把握
はあく

すると 共
とも

に、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の基本的
きほんてき

権利
けんり

に基
もと

づいて、それが実施
じっし

されるように、広
ひろ

くその

実施
じっし

状 況
じょうきょう

を都道府県
とどうふけん

民
たみ

に明
あき

らかにし、同 法
どうほう

の実施
じっし

を推
お

し進
すす

めること

。 

２. 市 町 村
しちょうそん

の支援
しえん

施策
しさく

に対
たい

して、必 要
ひつよう

な財 政 的
ざいせいてき

補助
ほじょ

を行
おこな

うこと。その

際
さい

、特 定
とくてい

の市 町 村
しちょうそん

に集 中
しゅうちゅう

する実 態
じったい

等
とう

があればそのことを勘 案
かんあん

す

ること。 

３. 市 町 村
しちょうそん

の 支 給
しきゅう

決 定
けってい

に 対
たい

してなされる不服
ふふく

申
もう

し立
た

てを受理
じゅり

し、

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の基本的
きほんてき

権利
けんり

に基
もと

づいて審査
しんさ

する等
とう

、必 要
ひつよう

な

措置
そ ち

を講
こう

じること。 

４. 市 町 村
しちょうそん

と連 携
れんけい

を図
はか

りつつ、相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

及
およ

び広 域
こういき

でなけ

れば実施
じっし

が困 難
こんなん

な支援
しえん

を行
おこな

うこと。 

【説 明
せつめい

】 

都道府県
とどうふけん

については、特
とく

に市 町 村 間
しちょうそんかん

の格差
かくさ

是正
ぜせい

に向
む

け施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

に

関
かん

する情 報
じょうほう

公 開
こうかい

と財 政 的
ざいせいてき

補助
ほじょ

を障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の基本的
きほんてき

権利
けんり

をふ

まえて行
おこな

うと共
とも

に、不服
ふふく

申
もう

し立
た

てに関
かん

する責務
せきむ

があることを明記
めいき

した。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】市 町 村
しちょうそん

の義務
ぎ む

 

【結 論
けつろん

】 

○ 市 町 村
しちょうそん

の義務
ぎ む

として、以下
い か

の規定
きてい

を設
もう

けるべきである。 

１. 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の基本的
きほんてき

権利
けんり

に基
もと

づいて、当 該
とうがい

市 町 村
しちょうそん

の区域
くいき

における障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

の現 状
げんじょう

及
およ

び障 害 者
しょうがいしゃ

がどこで誰
だれ

と生 活
せいかつ

し、

どのような分野
ぶんや

で社 会
しゃかい

参加
さんか

を希望
きぼう

・選 択
せんたく

するかなどを把握
はあく

した上
うえ

で

、 関 係
かんけい

機関
きかん

との 緊 密
きんみつ

な 連 携
れんけい

を 図
はか

りつつ、 必 要
ひつよう

な支援
しえん

施策
しさく

を

総 合 的
そうごうてき

かつ計 画 的
けいかくてき

に実施
じっし

すること。 
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２. 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の基本的
きほんてき

権利
けんり

に基
もと

づいて、障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

施策
しさく

の

提 供
ていきょう

に関
かん

し、必 要
ひつよう

な情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

及
およ

び適 切
てきせつ

な説 明
せつめい

を尽
つ

くし、並
なら

びに 相 談
そうだん

に 応
おう

じ、 必 要
ひつよう

な 調 査
ちょうさ

及
およ

び指導
しどう

を 行
おこな

うと 共
とも

に、その

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

等
とう

を勘 案
かんあん

して必 要
ひつよう

な支援
しえん

施策
しさく

を提
てい

供
きょう

すること。 

 

【説 明
せつめい

】 

市 町 村
しちょうそん

については、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

で明記
めいき

された基本的
きほんてき

権利
けんり

として

の「どこで誰
だれ

と生 活
せいかつ

するかについての選 択
せんたく

の機会
きかい

が確保
かくほ

され、あらゆる

分野
ぶんや

の活 動
かつどう

に参加
さんか

する機会
きかい

が確保
かくほ

されることを前 提
ぜんてい

とした義務
ぎ む

を規定
きてい

した。

また、公 的
こうてき

支援
しえん

からこぼれる人
ひと

をなくす上
うえ

で、行 政
ぎょうせい

の説 明
せつめい

責 任
せきにん

が重 要
じゅうよう

であることに鑑
かんが

み、これも明記
めいき

した。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】基盤
きばん

整備
せいび

義務
ぎ む

 

【結 論
けつろん

】 

 ○ 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は、支援
しえん

を実施
じっし

する事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が地域
ちいき

に偏 在
へんざい

しな

いよう事
じ

業 者
ぎょうしゃ

への財 政
ざいせい

援 助
えんじょ

、育 成
いくせい

を含
ふく

めた基盤
きばん

整備
せいび

義務
ぎ む

を有
ゆう

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

原 則
げんそく

として契 約
けいやく

制度
せいど

により実施
じっし

されている障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

において、地域
ちいき

で

暮
く

らす権利
けんり

が保 障
ほしょう

される前 提
ぜんてい

条 件
じょうけん

は、支援
しえん

を実施
じっし

する事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が地域
ちいき

に

十 分
じゅうぶん

に存
そん

在
ざい

していることであり、地域
ちいき

での自立
じりつ

生 活
せいかつ

の保 障
ほしょう

をいくら謳
うた

っ

たところで、当 該
とうがい

地域
ちいき

に事 業 所
じぎょうしょ

が存 在
そんざい

しなければ絵
え

に描
か

いた餅
もち

である。

本 来
ほんらい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

施策
しさく

の履行
りこう

責 任 者
せきにんしゃ

は国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

であること

から、事 業 所
じぎょうしょ

任
まか

せは許
ゆる

されず、基盤
きばん

整備
せいび

義務
ぎ む

を規定
きてい

しておくことは絶 対
ぜったい

不可欠
ふかけつ

である。 

【表 題
ひょうだい

】国 民
こくみん

の責務
せきむ

 

【結 論
けつろん

】 

○ すべての国 民
こくみん

は、その障 害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、相互
そうご

にその人 格
じんかく

と

個性
こせい

を尊 重
そんちょう

しあいながら共 生
きょうせい

することのできる社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

に協 力
きょうりょく

する

ものとする。 
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【説 明
せつめい

】 

国 民
こくみん

の責務
せきむ

については、 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

のインクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

社 会
しゃかい

の

構 築
こうちく

の理念
りねん

を踏
ふ

まえたものとして規定
きてい

した。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】介護
かいご

保険
ほけん

との関 係
かんけい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

が等
ひと

しく基本的
きほんてき

人 権
じんけん

を 享
きょう

有
ゆう

する

個人
こじん

として、 障 害
しょうがい

の 種 別
しゅべつ

と程度
ていど

に 関
かか

わりなく 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

及
およ

び 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

において障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

に基
もと

づく必 要
ひつよう

な支援
しえん

を保 障
ほしょう

するものであ

り、介護
かいご

保険法
ほけんほう

とはおのずと法
ほう

の目 的
もくてき

や性 格
せいかく

を異
い

にするものである。こ

の違
ちが

いを踏
ふ

まえ、それぞれが別個
べっこ

の法
ほう

体 系
たいけい

として制度
せいど

設 計
せっけい

されるべきで

ある。 

 

○ 介護
かいご

保険
ほけん

対 象
たいしょう

年 齢
ねんれい

になった後
あと

でも、従 来
じゅうらい

から受
う

けていた支援
しえん

を原 則
げんそく

として継 続
けいぞく

して受
う

けることができるものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

は介護
かいご

保険
ほけん

と障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の統 合
とうごう

を予定
よてい

して策 定
さくてい

さ

れ、そのために 応 益
おうえき

負担
ふたん

、 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

、 日 額 制
にちがくせい

、 常 勤
じょうきん

換 算
かんさん

等
とう

が

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

に持
も

ち込
こ

まれた。その結果
けっか

、障 害 者
しょうがいしゃ

の人 間
にんげん

としての尊 厳
そんげん

を

深
ふか

く傷
きず

つけることとなり、この反 省
はんせい

から政府
せいふ

は障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の廃止
はいし

と 新
あら

たな 総 合 的
そうごうてき

な福祉
ふくし

法 制
ほうせい

の実施
じっし

を 約 束
やくそく

した。 憲 法
けんぽう

等
とう

に 基
もと

づく

障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の行使
こうし

を支援
しえん

するものとして新
あら

たな総 合 的
そうごうてき

な福祉
ふくし

法 制
ほうせい

を策 定
さくてい

することになった。 

 

こうした経過
けいか

から、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

訴 訟
そしょう

原 告 団
げんこくだん

との基本
きほん

合意
ごうい

文 書
ぶんしょ

では、「新
あら

たな福祉
ふくし

制度
せいど

の構 築
こうちく

に当
あ

たっては、現 行
げんこう

の介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

との

統 合
とうごう

を前 提
ぜんてい

とはせず」とされている。これらを前 提
ぜんてい

としつつ、さらに、
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国 民 的
こくみんてき

な議論
ぎろん

によってそれらの本 来
ほんらい

のあり方
かた

を、今後
こんご

検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

があ

る。 

 

 なお、障 害 者
しょうがいしゃ

が介護
かいご

保険
ほけん

対 象
たいしょう

年 齢
ねんれい

となった後
あと

であっても、それまでの

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

の継 続
けいぞく

が保 障
ほしょう

されなければならない。また、介護
かいご

保険
ほけん

が適 用
てきよう

される 40歳
さい

以 上
いじょう

の特 定
とくてい

疾 病
しっぺい

をもつ者
もの

については、本 人
ほんにん

が希望
きぼう

す

る場合
ばあい

には、障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

による支援
しえん

が利用
りよう

可能
かのう

となるようにすべきである。

現 行
げんこう

の介護
かいご

保険
ほけん

優 先
ゆうせん

原 則
げんそく

を見直
みなお

し、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービス
さ ー び す

と

介護
かいご

保険
ほけん

のサービス
さ ー び す

を選 択
せんたく

・併 用
へいよう

できるようにすることも視野
し や

に含
ふく

め、

今後
こんご

さらに検 討
けんとう

を進
すす

めることが期待
きたい

される。 

 

もっとも、これは若
わか

いときからの障 害 者
しょうがいしゃ

の特 性
とくせい

を 重 視
じゅうし

し、生 活
せいかつ

の

継 続 性
けいぞくせい

の確保
かくほ

をすることを主 眼
しゅがん

においた提 言
ていげん

であるが、一 方
いっぽう

では 65歳
さい

以 上
いじょう

で要介護
ようかいご

状 態
じょうたい

となった高 齢 者
こうれいしゃ

にも 平 等
びょうどう

な選 択 権
せんたくけん

が保 障
ほしょう

される

べきであるとの意見
いけん

もあることから、更
さら

に慎 重
しんちょう

な議論
ぎろん

が必 要
ひつよう

である。 

 

具体的
ぐたいてき

な 運 用 面
うんようめん

では、まず、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

や

行 動
こうどう

援護
えんご

等
とう

は介護
かいご

保険
ほけん

には「相 当
そうとう

する」サービス
さ ー び す

がないことは明 確
めいかく

であり、

継 続 的
けいぞくてき

に利用
りよう

できるようにすべきである。 

   

次
つぎ

に、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

では、介護
かいご

保険
ほけん

対 象 者
たいしょうしゃ

になると訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

の国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が低
ひく

くなるように設 定
せってい

されており、市 町 村
しちょうそん

に

財 政 的
ざいせいてき

な負荷
ふ か

が増
ふ

えるため、従 前
じゅうぜん

のサービス量
さーびすりょう

確保
かくほ

に困 難
こんなん

をきたすことか

ら、従 前
じゅうぜん

のサービス量
さーびすりょう

を確保
かくほ

できるよう、その仕組
し く

みの廃止
はいし

を検 討
けんとう

すべきで

ある。 

  

さらに、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の下
もと

では、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

と生 活
せいかつ

介護
かいご

の

利用者
りようしゃ

は原 則 的
げんそくてき

に介護
かいご

保険
ほけん

の被
ひ

保険者
ほけんしゃ

になれない制度
せいど

となっているが、こ

うした人
ひと

たちも地域
ちいき

移行
いこう

などに際
さい

して希望
きぼう

すれば介護
かいご

保険
ほけん

サービス
さ ー び す

を選 択
せんたく

・

併 用
へいよう

できるようにすることを検 討
けんとう

すべきである。退 所
たいしょ

しないと被
ひ

保険者
ほけんしゃ

に
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なれず要介護
ようかいご

認 定
にんてい

も受
う

けられないため、移行
いこう

計 画
けいかく

が作 成
さくせい

されている場合
ばあい

、

要介護
ようかいご

認 定
にんてい

を受
う

けられるようにすべきである。 
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Ⅰ－２ 障害
しょうがい

(者
しゃ

)の範囲
は ん い

  

  

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

が 対 象
たいしょう

とする 障 害 者
しょうがいしゃ

( 障 害 児
しょうがいじ

を 含
ふく

む)は、

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第 二 条
だいにじょう

第 一 項
だいいちこう

に規定
きてい

する障 害 者
しょうがいしゃ

をいう。 

   

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

(平 成
へいせい

23年
ねん

8月
がつ

5日
か

公布
こうふ

) 

第 二 条
だいにじょう

 この法 律
ほうりつ

において、次
つぎ

の各 号
かくごう

に掲
かか

げる用語
ようご

の意義
い ぎ

は、

それぞれ当 該
とうがい

各 号
かくごう

に定
さだ

めるところによる。 

一
いち

 障 害 者
しょうがいしゃ

 身 体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

( 発 達
はったつ

障 害
しょうがい

を含
ふく

む。)その他
た

の心 身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

(以下
い か

「障 害
しょうがい

」

と総 称
そうしょう

する。)がある者
もの

であつて、障 害
しょうがい

及
およ

び社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

により 継 続 的
けいぞくてき

に 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

に 相 当
そうとう

な

制 限
せいげん

を受
う

ける状 態
じょうたい

にあるものをいう。 

二
に

 社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

 障 害
しょうがい

がある 者
もの

にとつて 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は

社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を 営
いとな

む 上
うえ

で 障 壁
しょうへき

となるような 社 会
しゃかい

における

事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣 行
かんこう

、観 念
かんねん

その他
た

一 切
いっさい

のものをいう。 

 

○ 上 記
じょうき

の定義
ていぎ

における心 身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

には、慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

に伴
ともな

う機能
きのう

障 害
しょうがい

を含
ふく

むものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

(1)「谷間
たにま

」を生
う

まない包 括 的
ほうかつてき

規定
きてい

について 

 これまでの国 際 的
こくさいてき

、国 内 的
こくないてき

確 認
かくにん

を踏
ふ

まえれば、支援
しえん

を必 要
ひつよう

としている

全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

をもれなく支援
しえん

の対 象
たいしょう

とするべきことは、全
すべ

ての関 係 者
かんけいしゃ

で

共 有
きょうゆう

されている。また、年 齢
ねんれい

の規定
きてい

を設
もう

けることによって支援
しえん

の対 象
たいしょう

から

排 除
はいじょ

されることのないように、障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

に障 害 児
しょうがいじ

を含
ふく

むことを明記
めいき

した。 

 

(2)「心 身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

」について 
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改 正
かいせい

された障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の障 害
しょうがい

は、身 体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

(発 達
はったつ

障 害
しょうがい

を含
ふく

む。)その他
た

の心 身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

が含
ふく

まれることか

ら、包 括 的
ほうかつてき

な規定
きてい

となっている。 

 

もっとも、本 件
ほんけん

を検 討
けんとう

した作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

は、障 害 者
しょうがいしゃ

を「身 体 的
しんたいてき

または精 神 的
せいしんてき

な機能
きのう

障 害
しょうがい

(慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

に伴
ともな

う機能
きのう

障 害
しょうがい

を含
ふく

む)を有
ゆう

する

者
もの

と、この者
もの

に対
たい

する環 境
かんきょう

に起因
きいん

する障 壁
しょうへき

との間
あいだ

の相互
そうご

作用
さよう

により、

日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

に制 限
せいげん

を受
う

ける者
もの

をいう」とまとめている。こ

れは、特 定
とくてい

の障 害 名
しょうがいめい

に着 目
ちゃくもく

し例示
れいじ

列 挙
れっきょ

した場合
ばあい

に、例示
れいじ

列 挙
れっきょ

されない

障 害
しょうがい

が除
じょ

外
がい

される危険性
きけんせい

があることを考 慮
こうりょ

し、包 括 的
ほうかつてき

な規定
きてい

とするべき

であるという趣旨
しゅし

である。 

これは必
かなら

ずしも障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の規定
きてい

ぶりと矛 盾
むじゅん

するものではないので、

法 律
ほうりつ

で使
つか

われる文 言
もんごん

を本 骨 格
ほんこっかく

提 言
ていげん

においても障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の定義
ていぎ

と

の整 合 性
せいごうせい

を図
はか

る観 点
かんてん

から採 用
さいよう

した。 

 

なお、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の「機能
きのう

の障 害
しょうがい

」は、世界
せかい

保健
ほけん

機構
きこう

(WHO)の「

機能
きのう

障 害
しょうがい

」であり、この概 念
がいねん

については、国 際
こくさい

障 害
しょうがい

分 類
ぶんるい

(ICIDH 昭 和
しょうわ

55(1980) 年
ねん

)において「機能
きのう

障 害
しょうがい

(impairments)」は「心理的
しんりてき

、生理的
せいりてき

又
また

は解 剖 的
かいぼうてき

な構 造
こうぞう

又
また

は機能
きのう

のなんらかの喪 失
そうしつ

又
また

は異 常
いじょう

である」と規定
きてい

さ

れており、国 際
こくさい

生 活
せいかつ

機能
きのう

分 類
ぶんるい

(ICF 平 成
へいせい

13(2001) 年
ねん

)においても「著
いちじる

し

い変異
へんい

や喪 失
そうしつ

などといった、心 身
しんしん

機能
きのう

または身 体
しんたい

構 造 上
こうぞうじょう

の問 題
もんだい

」とし

て、その網羅的
もうらてき

な分 類
ぶんるい

項 目
こうもく

も示
しめ

されている。 

また、 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

においても「 障 害
しょうがい

(disability)」や 障 害 者
しょうがいしゃ

の

概 念
がいねん

を整理
せいり

する要素
ようそ

として「機能
きのう

障 害
しょうがい

(impairments)」が使
つか

われており、

世界的
せかいてき

にも公知
こうち

のものとなっている。 

 

(3)慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

に伴
ともな

う機能
きのう

障 害
しょうがい

について 

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の 改 正
かいせい

審議
しんぎ

においては、 上 記
じょうき

の 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の「

障 害
しょうがい

」に、難 病
なんびょう

に起因
きいん

する機能
きのう

障 害
しょうがい

が含
ふく

まれることや「継 続 的
けいぞくてき

に」は

断 続 的
だんぞくてき

なもの、周 期 的
しゅうきてき

なものが含
ふく

まれることが確 認
かくにん

されている。ただし

、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

には「その他
た

の心 身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

」に慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

に伴
ともな

う
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機能
きのう

障 害
しょうがい

を含
ふく

めることが明示
めいじ

されてはいないため、それを明
あき

らかにするため

に文 言
もんごん

を加
くわ

えることとした。 

 

難 病
なんびょう

等
とう

の慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

に罹患
りかん

した者
もの

は、疾 患
しっかん

に対
たい

する医 療 的
いりょうてき

サービス
さ ー び す

とともに、生 活
せいかつ

の支 障
ししょう

に対
たい

する福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の両 方
りょうほう

が必 要
ひつよう

となる場合
ばあい

が

多
おお

い。しかし難 病
なんびょう

等
とう

で症 状
しょうじょう

が変 動
へんどう

する場合
ばあい

には「障 害
しょうがい

」と認 定
にんてい

されず

生 活
せいかつ

支援
しえん

から 除 外
じょがい

されるのが 一 般 的
いっぱんてき

である。この 現 状
げんじょう

に照
て

らせば、

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

による機能
きのう

障 害
しょうがい

の存 在
そんざい

を明
あき

らかにする必 要
ひつよう

があるため、この

文 言
もんごん

を注 意 的
ちゅういてき

に規定
きてい

した。 

 

(4)障 害
しょうがい

及
およ

び社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

による制 限
せいげん

について 

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

では、 障 害
しょうがい

及
およ

び 社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

により 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は

社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

に相 当
そうとう

な制 限
せいげん

を受
う

ける状 態
じょうたい

にある者
もの

も障 害 者
しょうがいしゃ

としており、

社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

には、障 害 者
しょうがいしゃ

の日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

で障 壁
しょうへき

となるも

の全 般
ぜんぱん

が含
ふく

まれる。 

 従 来
じゅうらい

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

は機能
きのう

障 害
しょうがい

を中 心
ちゅうしん

に提
てい

供
きょう

されてきたが、

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

において、社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

を定義
ていぎ

に取
と

り込
こ

むことにより

、この障 壁
しょうへき

を除 去
じょきょ

するという観 点
かんてん

から必 要
ひつよう

な支援
しえん

が提
てい

供
きょう

されることが求
もと

められることになる。改
あらた

めて、この意義
い ぎ

が確 認
かくにん

されなければならない。 
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Ⅰ－３ 選択
せんたく

と決定
けってい

(支給
しきゅう

決定
けってい

) 

 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

の在
あ

り方
かた

 

【結 論
けつろん

】 

○ 新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

にあたっての基本的
きほんてき

な在
あ

り方
かた

は、以下
い か

のとおりとする

。 

１. 支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

(及
およ

び家族
かぞく

)の意向
いこう

やその人
ひと

が望
のぞ

む暮
く

らし方
かた

を最 大 限
さいだいげん

尊 重
そんちょう

することを基本
きほん

とすること。 

２. 他
た

の者
もの

との平 等
びょうどう

を基礎
き そ

として、当 該
とうがい

個人
こじん

の個別
こべつ

事 情
じじょう

に即
そく

した必 要
ひつよう

十 分
じゅうぶん

な支 給 量
しきゅうりょう

が保 障
ほしょう

されること。 

３. 支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

は一 定
いってい

程度
ていど

の標 準 化
ひょうじゅんか

が図
はか

られ、透 明 性
とうめいせい

があるこ

と。 

４. 申 請
しんせい

から決 定
けってい

まで分
わ

かりやすく、スムーズ
す む ー ず

なものであること 

 

【説 明
せつめい

】 

 支 給
しきゅう

決 定
けってい

は、他
た

の者
もの

との平 等
びょうどう

を基礎
き そ

とし、障 害 者
しょうがいしゃ

の意向
いこう

や望
のぞ

む暮
く

ら

しが実 現
じつげん

できるよう必 要
ひつよう

な支援
しえん

の種 類
しゅるい

と量
りょう

を確保
かくほ

するためのものであり、

上 記
じょうき

事項
じこう

を基本
きほん

として行
おこな

われなければならない。 

特
とく

に、申 請
しんせい

から決 定
けってい

まで分
わ

かりやすくスムーズ
す む ー ず

なものにするためには、

支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

全 体
ぜんたい

についても 一 定
いってい

の 共 通
きょうつう

事項
じこう

をルール化
る ー る か

し、

公 平 性
こうへいせい

や透 明 性
とうめいせい

を担
たん

保
ぽ

することが大 切
たいせつ

である。 

また、必 要
ひつよう

書 類
しょるい

や分
わ

かりやすい解 説 書
かいせつしょ

を市 町 村
しちょうそん

役 所
やくしょ

等
とう

、誰
だれ

もが手
て

にしやすい場所
ばしょ

に置
おき

き、求
もと

めに応
おう

じて十 分
じゅうぶん

な説 明
せつめい

をするなど、新
あたら

しい

支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みについての周 知
しゅうち

を図
はか

ることが求
もと

められる。 

さらに、 支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

においても、 障 害 者
しょうがいしゃ

の希望
きぼう

に 応
おう

じて

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を提
てい

供
きょう

することが求
もと

められる。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のしくみ 

【結 論
けつろん

】 

○ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

は、原 則
げんそく

として、以下
い か

のとおりとする。 
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１. 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福 祉 法 上
ふくしほうじょう

の支援
しえん

を求
もと

める者
もの

(法 定
ほうてい

代理人
だいりにん

も含
ふく

む)は

、 本 人
ほんにん

が 求
もと

める支援
しえん

に 関
かん

するサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を 策 定
さくてい

し、

市 町 村
しちょうそん

に申 請
しんせい

を行
おこな

う。 

２. 市 町 村
しちょうそん

は、支援
しえん

を求
もと

める者
もの

に「障 害
しょうがい

」があることを確 認
かくにん

する。 

３. 市 町 村
しちょうそん

は、本 人
ほんにん

が策 定
さくてい

したサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

について、市 町 村
しちょうそん

の支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づき、ニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

を行
おこな

う。 

４. 本 人
ほんにん

又
また

は市 町 村
しちょうそん

により、申 請
しんせい

の内 容
ないよう

が支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

の水 準
すいじゅん

に適
てき

合
ごう

しないと判 断
はんだん

した場合
ばあい

には、市 町 村
しちょうそん

が本 人
ほんにん

(支援者
しえんしゃ

を含
ふく

む

)と協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

を行
おこな

い、その内 容
ないよう

にしたがって、支 給
しきゅう

決 定
けってい

をする。 

５．４の協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

が整
ととの

わない場合
ばあい

、市 町 村
しちょうそん

(または圏 域
けんいき

)に設置
せっち

され

た第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

としての合議
ごうぎ

機関
きかん

において検 討
けんとう

し、市 町 村
しちょうそん

は、その

結果
けっか

を受
う

けて支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

う。 

６. 市 町 村
しちょうそん

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

に不服
ふふく

がある場合
ばあい

、申 請
しんせい

をした者
もの

は都道府県
とどうふけん

等
とう

に不服
ふふく

申 立
もうした

てができるものとする。 

 

○ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

について試行
しこう

事 業
じぎょう

を実施
じっし

し、その検 証
けんしょう

結果
けっか

を踏
ふ

まえ、導 入
どうにゅう

をはかるものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

 新
あら

たな仕組
し く

みにおいては、障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

は使
つか

わずに支 給
しきゅう

決 定
けってい

をする。

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の一次
いちじ

審査
しんさ

で用
もち

いられる障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

認 定
にんてい

調 査
ちょうさ

項 目
こうもく

の106項 目
こうもく

は、特
とく

に知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

については一次
いちじ

判 定
はんてい

から二次
に じ

判 定
はんてい

の変 更 率
へんこうりつ

が4割
わり

から5割
わり

以 上
いじょう

であり、かつ地域
ちいき

による格差
かくさ

も大
おお

きいこ

とから、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

を超
こ

えた支 給
しきゅう

決 定
けってい

の客 観 的
きゃくかんてき

指 標
しひょう

とするのには問 題
もんだい

が大
おお

きい。 

 

新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みが機能
きのう

するための前 提
ぜんてい

としては、当事者
とうじしゃ

によ

るエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 充 実
じゅうじつ

や 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 充 実
じゅうじつ

、さらには

市 町 村
しちょうそん

におけるニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

が図
はか

られなければならな

い。特
とく

に、支援
しえん

ニーズ
に ー ず

を的 確
てきかく

に伝
つた

えることが困 難
こんなん

な人
ひと

のニーズ
に ー ず

をくみ取
と

る

ためには、日 常 的
にちじょうてき

にかかわりのある支援者
しえんしゃ

等
とう

がコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

す



 

29 

 

るなどし、本 人
ほんにん

の意思
い し

や希望
きぼう

が確 認
かくにん

されなければならない。 

 

市 町 村
しちょうそん

においては、支 給
しきゅう

決 定
けってい

にかかわる職 員
しょくいん

等
とう

のニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

に向
む

けて、一 定
いってい

の研 修
けんしゅう

及
およ

び仕事
しごと

をしながら教 育
きょういく

を受
う

ける

職 場 内
しょくばない

訓 練
くんれん

(OJT)を充 実
じゅうじつ

することも必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

 

【結 論
けつろん

】 

○ サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

とは、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福 祉 法 上
ふくしほうじょう

の支援
しえん

を希望
きぼう

する者
もの

が、その求
もと

める支援
しえん

の内 容
ないよう

と量
りょう

の計 画
けいかく

を作 成
さくせい

し、市 町 村
しちょうそん

に提
てい

出
しゅつ

され

るものをいう。なお、そのサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

にあたり、障 害 者
しょうがいしゃ

が

希望
きぼう

する場合
ばあい

には、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

等
とう

の支援
しえん

を受
う

けることができる。 

 

【説 明
せつめい

】 

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

は、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

による支援
しえん

等
とう

を利用
りよう

するにあ

たって、市 町 村
しちょうそん

に 提 出
ていしゅつ

する必 要
ひつよう

な支援
しえん

の内 容
ないよう

と量
りょう

を示
しめ

すものである。

障 害 者
しょうがいしゃ

がどの支援
しえん

をどの程度
ていど

利用
りよう

したいのか、本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

に基
もと

づいて

利用
りよう

希望
きぼう

を明
あき

らかにするものである。サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

は、本 人
ほんにん

自身
じしん

が

策 定
さくてい

する(セルフマネジメント
せ る ふ ま ね じ め ん と

)こともできるが、本 人
ほんにん

が希望
きぼう

する場合
ばあい

には

相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

とともに策 定
さくてい

することもできる。また、本 人
ほんにん

を中 心
ちゅうしん

に、

家族
かぞく

や本 人
ほんにん

が信 頼
しんらい

する日 常 的
にちじょうてき

な支援者
しえんしゃ

、契 約
けいやく

行為
こうい

等
とう

を締 結
ていけつ

する際
さい

の

支援者
しえんしゃ

を加
くわ

えて相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

とともに策 定
さくてい

することもできる。 

 

なお、サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

による支援
しえん

の利用
りよう

の

申 請
しんせい

と同時
どうじ

に、 又
また

はニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

が 行
おこな

われるまでに 提 出
ていしゅつ

する。

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

が未 提 出
みていしゅつ

であることをもって、市 町 村
しちょうそん

は申 請
しんせい

を却 下
きゃっか

することはしない。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】「障 害
しょうがい

」の確 認
かくにん
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【結 論
けつろん

】 

○ 市 町 村
しちょうそん

は、「心 身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

」があることを示
しめ

す証 明 書
しょうめいしょ

によって

法 律
ほうりつ

の対 象
たいしょう

となる障 害 者
しょうがいしゃ

であるか否
いな

かの確 認
かくにん

を行
おこな

う。証 明 書
しょうめいしょ

は、

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

、医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

、もしくは意見書
いけんしょ

、その他
た

、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に

関
かん

して専 門 的
せんもんてき

な知識
ちしき

を有
ゆう

する専 門
せんもん

職
しょく

の意見書
いけんしょ

を含
ふく

むものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく支援
しえん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

の有無
う む

にかかわらず

、支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

して提 供
ていきょう

される。 

機能
きのう

障 害
しょうがい

を示
しめ

す具体的
ぐたいてき

資 料
しりょう

としては、障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

があればそれで足
た

りるが、まず、医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

の利用
りよう

が考
かんが

えられる。医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

は、機能
きのう

障 害
しょうがい

の存 在
そんざい

を示
しめ

す資 料
しりょう

として、公 正 性
こうせいせい

が担保
たんぽ

される点
てん

で優
すぐ

れているが

、他方
たほう

で、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

、難 病
なんびょう

等
とう

、医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

が得
え

に

くい場合
ばあい

も考
かんが

えられる。 

 

 医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

が得
え

られにくい場合
ばあい

に対 処
たいしょ

する方 策
ほうさく

としては、以下
い か

の2つ

がある。 

①  医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

に限 定
げんてい

せず、意見書
いけんしょ

でもよいものとする。 

② 「機能
きのう

障 害
しょうがい

」の存 在
そんざい

を 判 断
はんだん

する者
もの

を医師
い し

のみとせず、その他
た

障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に関
かん

して専 門 的
せんもんてき

な知識
ちしき

を有
ゆう

する専 門
せんもん

職
しょく

の意見書
いけんしょ

でもよ

いとする。 

 

 なお、精 神
せいしん

疾 患
しっかん

又
また

は難治性
なんちせい

疾 患
しっかん

については、生 活 上
せいかつじょう

の制 限
せいげん

を生
う

み出
だ

すことから、その診 断 書
しんだんしょ

等
とう

の文 書
ぶんしょ

をもって上 記
じょうき

の機能
きのう

障 害
しょうがい

の証 明 書
しょうめいしょ

に

代
か

えることができる。 

また、 市 町 村
しちょうそん

によって格差
かくさ

が 生
しょう

じないように、 国 際
こくさい

生 活
せいかつ

機能
きのう

分 類
ぶんるい

(ICF)の「心 身
しんしん

機能
きのう

・身 体
しんたい

構 造
こうぞう

」を参 考
さんこう

にしつつ機能
きのう

障 害
しょうがい

を例示
れいじ

列記
れっき

す

るなど、 市 町 村
しちょうそん

、利用者
りようしゃ

( 障 害 者
しょうがいしゃ

)、医師
い し

その他
た

の 専 門
せんもん

職
しょく

に 対
たい

して

包 括 的
ほうかつてき

な規定
きてい

の内 容
ないよう

を明
あき

らかにすることも検 討
けんとう

すべきである。 
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【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

 

【結 論
けつろん

】 

○  国
くに

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

の実 現
じつげん

をはかるため、

以下
い か

の基本的
きほんてき

視点
してん

に基
もと

づいて、支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

を策 定
さくてい

するものとする。 

１. 国
くに

は、障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

の参 画
さんかく

の下
もと

に「地域
ちいき

で暮
く

らす他
た

の者
もの

との平 等
びょうどう

を

基礎
き そ

として生 活
せいかつ

することを可能
かのう

とする支援
しえん

の水 準
すいじゅん

」を支 給
しきゅう

決 定
けってい

の

ガイドライン
が い ど ら い ん

のモデル
も で る

として策 定
さくてい

すること。 

２. 国
くに

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

のガイドライン
が い ど ら い ん

は、障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

や程度
ていど

に偏
かたよ

ることな

く、本 人
ほんにん

の意思
い し

や社 会
しゃかい

参加
さんか

する上
うえ

での困 難
こんなん

等
とう

がもれなく考 慮
こうりょ

され

ること。 

３. 市 町 村
しちょうそん

は、国
くに

が示
しめ

すガイドライン
が い ど ら い ん

のモデル
も で る

を最 低
さいてい

ライン
ら い ん

として、

策 定
さくてい

すること。 

４. 市 町 村
しちょうそん

のガイドライン
が い ど ら い ん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

が参 画
さんかく

して策 定
さくてい

するものとし

、公 開
こうかい

とすること。また、適 切
てきせつ

な時期
じ き

で見直
みなお

すものとすること。 

 

【説 明
せつめい

】 

ガイドライン
が い ど ら い ん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

が住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で生 活
せいかつ

していくために必 要
ひつよう

な

支援
しえん

の必要度
ひつようど

を明
あき

らかにすると共
とも

に、その人
ひと

の生 活
せいかつ

を支援
しえん

する支援
しえん

計 画
けいかく

を作 成
さくせい

する過程
かてい

において、何
なに

が公費
こうひ

により利用
りよう

できる福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

であるか

を明
あき

らかにすることを目 的
もくてき

に作
つく

られるものである。 

 

また、ガイドライン
が い ど ら い ん

で示
しめ

す支 給
しきゅう

水 準
すいじゅん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

に規定
きてい

されて

いる障 害 者
しょうがいしゃ

の「他
た

のものとの平 等
びょうどう

」や「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の実 現
じつげん

」を基本
きほん

原 則
げんそく

にするべきである。この基本
きほん

原 則
げんそく

に基
もと

づき、障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

の必要度
ひつようど

を

類型化
るいけいか

し、類 型
るいけい

ごとの標 準
ひょうじゅん

ケアプラン
け あ ぷ ら ん

に基
もと

づく支 給
しきゅう

水 準
すいじゅん

を示
しめ

すべきで

ある。 

また、類型化
るいけいか

にあたっては、長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

、見守
みまも

り支援
しえん

、複 数
ふくすう

介 助
かいじょ

、

移動
いどう

支援
しえん

等
とう

の必 要 性
ひつようせい

を含
ふく

めて検 討
けんとう

されるべきである。 

 

市 町 村
しちょうそん

は国
くに

のガイドライン
が い ど ら い ん

のモデル
も で る

を最 低
さいてい

ライン
ら い ん

として、ガイドライン
が い ど ら い ん

を策 定
さくてい

する。 
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策 定
さくてい

にあたっては、当事者
とうじしゃ

(障 害 者
しょうがいしゃ

、家族
かぞく

及
およ

びその関 係
かんけい

団 体
だんたい

等
とう

)と

行 政
ぎょうせい

、相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

、サービス
さ ー び す

提 供 事
ていきょうじ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

の関 係 者
かんけいしゃ

が参 画
さんかく

し

、地域
ちいき

のその時点
じてん

での地域
ちいき

生 活
せいかつ

の水 準
すいじゅん

を踏
ふ

まえて協 議
きょうぎ

しなければならない

。 

この策 定
さくてい

過程
かてい

を通
とお

して、当事者
とうじしゃ

、行 政
ぎょうせい

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の協 働
きょうどう

が生
う

まれること

が期待
きたい

される。 

なお、地域
ちいき

生 活
せいかつ

をする重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

が尐
すく

なく当事者
とうじしゃ

の声
こえ

が出
で

にくい地域
ちいき

などでは、格差
かくさ

が広
ひろ

がるリスク
り す く

も懸念
けねん

される。そのため、国
くに

がガイドライン
が い ど ら い ん

のモデル
も で る

を示
しめ

し、自治体
じちたい

ごとにその指針
ししん

内 容
ないよう

を最 低
さいてい

ライン
ら い ん

として、独自
どくじ

の

ガイドライン
が い ど ら い ん

を策 定
さくてい

するものとする。市 町 村
しちょうそん

のガイドライン
が い ど ら い ん

は、現 在
げんざい

の

支 給
しきゅう

決 定
けってい

の際
さい

に自治体
じちたい

で用
もち

いられている「要 綱
ようこう

」等
とう

とは異
こと

なることか

ら、適 切
てきせつ

に作 成
さくせい

されるように国
くに

が助 言
じょげん

すべきである。さらに、財 政 面
ざいせいめん

か

ら国
くに

基 準
きじゅん

をそのまま引 用
いんよう

することがないようにするため、国
くに

がモデル
も で る

とし

て策 定
さくてい

したガイドライン
が い ど ら い ん

の水 準
すいじゅん

を超
こ

えて、市 町 村
しちょうそん

が必 要
ひつよう

に応
おう

じた支 給
しきゅう

決 定
けってい

ができる財 源 的
ざいげんてき

な保 障
ほしょう

が必 要
ひつよう

となる。 

 

さらに、国
くに

及
およ

び都道府県
とどうふけん

は、各 市 町 村
かくしちょうそん

のガイドライン
が い ど ら い ん

とそれに適 合
てきごう

し

ない事例
じれい

にかかわる情 報
じょうほう

を集 約
しゅうやく

して、国
くに

のモデルガイドライン
も で る が い ど ら い ん

の見直
みなお

しに

反 映
はんえい

させるとともに、その 情 報
じょうほう

を自治体
じちたい

やその合議
ごうぎ

機関
きかん

等
とう

に提
てい

供
きょう

し、

各 市 町 村
かくしちょうそん

におけるガイドライン
が い ど ら い ん

の作 成
さくせい

や見直
みなお

し、さらには支 給
しきゅう

決 定
けってい

事務
じ む

の参 考
さんこう

に資
し

するように努
つと

めなければならない。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

 

【結 論
けつろん

】 

○  障 害 者
しょうがいしゃ

又
また

は 市 町 村
しちょうそん

において、サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

がガイドライン
が い ど ら い ん

に

示
しめ

された水 準
すいじゅん

やサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

に適
てき

合
ごう

しないと判 断
はんだん

した場合
ばあい

、市 町 村
しちょうそん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

(及
およ

び支援者
しえんしゃ

)と協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

を行
おこな

い、これに基
もと

づいて支 給
しきゅう

決 定
けってい

する。 

 

【説 明
せつめい

】 
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協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

による 支 給
しきゅう

決 定
けってい

は、ガイドライン
が い ど ら い ん

で 示
しめ

される 水 準
すいじゅん

や

サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

に当
あ

てはまらない事例
じれい

(類 型
るいけい

を超
こ

える時間
じかん

数 等
すうとう

が申 請
しんせい

された

場合
ばあい

)について、個別
こべつ

の生 活
せいかつ

実 態
じったい

に基
もと

づいて本 人
ほんにん

と市 町 村 間
しちょうそんかん

で行
おこな

われ

るものをいう。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】合議
ごうぎ

機関
きかん

の設置
せっち

と機能
きのう

 

【結 論
けつろん

】 

○  市 町 村
しちょうそん

は、前記
ぜんき

の協 議
きょうぎ

が整
ととの

わない場合
ばあい

に備
そな

え、第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

として、

当事者
とうじしゃ

相 談 員
そうだんいん

、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

や障 害 者
しょうがいしゃ

の状 況
じょうきょう

をよく知
し

る者
もの

等
とう

を構 成 員
こうせいいん

とする合議
ごうぎ

機関
きかん

を設置
せっち

する。 

 

○  合議
ごうぎ

機関
きかん

は、本 人
ほんにん

のサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

に基
もと

づき、その支援
しえん

の必 要 性
ひつようせい

を検 討
けんとう

するとともに、支援
しえん

の内 容
ないよう

、支 給 量
しきゅうりょう

等
とう

について判 断
はんだん

するものと

する。 

 

○  障 害 者
しょうがいしゃ

が希望
きぼう

する場合
ばあい

には、合議
ごうぎ

機関
きかん

で意見
いけん

陳 述
ちんじゅつ

の機会
きかい

が設
もう

けられ

る。 

 

○  市 町 村
しちょうそん

は、合議
ごうぎ

機関
きかん

での判 断
はんだん

を尊 重
そんちょう

しなければならない。 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

と市 町 村
しちょうそん

の協 議
きょうぎ

において調 整
ちょうせい

がつかない場合
ばあい

は、市 町 村
しちょうそん

に

設置
せっち

された合議
ごうぎ

機関
きかん

において検 討
けんとう

し、その結果
けっか

を受
う

けて、市 町 村
しちょうそん

が支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

うことができるものとする。 

 

合議
ごうぎ

機関
きかん

では、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

や障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の必 要 性
ひつようせい

をより適 切
てきせつ

に支 給
しきゅう

決 定
けってい

に反 映
はんえい

するため、本 人
ほんにん

の状 況
じょうきょう

について必 要
ひつよう

な情 報
じょうほう

をもと

に個別
こべつ

事例
じれい

についての検 討
けんとう

を行
おこな

う。障 害 者
しょうがいしゃ

が希望
きぼう

する場合
ばあい

には、どのよう

な支援
しえん

をどの程度
ていど

必 要
ひつよう

であるのか、合議
ごうぎ

機関
きかん

で意見
いけん

を述
の

べる機会
きかい

が設
もう

けられ

る。 
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ある合議
ごうぎ

機関
きかん

での判 断
はんだん

に不服
ふふく

がある場合
ばあい

には、他
た

の合議
ごうぎ

機関
きかん

で再 調 整
さいちょうせい

が

できる仕組
し く

みとすべきである。また、合議
ごうぎ

機関
きかん

の構 成 員
こうせいいん

は、第 三 者
だいさんしゃ

として

公 平
こうへい

中 立
ちゅうりつ

な役 割
やくわり

を担
にな

うことができる人 物
じんぶつ

とすべきである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】不服
ふふく

申 立
もうしたて

 

【結 論
けつろん

】 

○ 市 町 村
しちょうそん

は支 給
しきゅう

決 定
けってい

に関
かん

する異議
い ぎ

申 立
もうしたて

の仕組
し く

みを整備
せいび

するとともに、

都道府県
とどうふけん

は、市 町 村
しちょうそん

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

に関
かん

して、実 効 性
じっこうせい

のある不服
ふふく

審査
しんさ

が

行
おこな

えるようにする。 

 

○ 不服
ふふく

申 立
もうしたて

は、手続
てつづ

き及
およ

び内 容
ないよう

判 断
はんだん

の是非
ぜ ひ

について審議
しんぎ

されるものとし

、本 人
ほんにん

の出 席
しゅっせき

、意見
いけん

陳 述
ちんじゅつ

及
およ

び反 論
はんろん

の機会
きかい

が与
あた

えられるものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

支 給
しきゅう

決 定
けってい

は、一 連
いちれん

のプロセス
ぷ ろ せ す

に基
もと

づいた行 政
ぎょうせい

処 分
しょぶん

であるが、本 人
ほんにん

が

その決 定
けってい

に不服
ふふく

がある場合
ばあい

には、極
きわ

めて簡 便
かんべん

に不服
ふふく

申 立
もうしたて

ができる仕組
し く

みが

求
もと

められる。 市 町 村
しちょうそん

への異議
い ぎ

申 立
もうしたて

や都道府県
とどうふけん

への不服
ふふく

申 立
もうしたて

の手続
てつづ

きの

ハードル
は ー ど る

を低
ひく

くするため、相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

に不服
ふふく

審査
しんさ

の支援
しえん

等
とう

を求
もと

めること

ができるようにすべきである。 

国
くに

は、支 給
しきゅう

決 定
けってい

にかかわる決 定
けってい

処 分
しょぶん

取
と

り消
け

しに止
と

まらず、申 請
しんせい

に対
たい

する一 定
いってい

の処 分
しょぶん

をすることを都道府県
とどうふけん

が市 町 村
しちょうそん

に義務付
ぎ む づ

けることができる

仕組
し く

みを検 討
けんとう

すべきである。 
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Ⅰ－４ 支援
し え ん

(サービス
さ ー び す

)体系
たいけい

 

  

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

体 系
たいけい

は以下
い か

の通
とお

りとする。 

  

Ａ．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

 

 １．就 労
しゅうろう

支援
しえん

 

 ２．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

等
とう

支援
しえん

 

 ３．居 住
きょじゅう

支援
しえん

 

 ４．施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

 

 ５．個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

 

 ６．コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

び通 訳
つうやく

・介 助
かいじょ

支援
しえん

 

 ７．補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

 

 ８．相 談
そうだん

支援
しえん

 

９．権利
けんり

擁護
ようご

 

 

Ｂ．地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じて提
てい

供
きょう

される支援
しえん

 

    市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

 

     ・福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

 

      ・居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

 

      ・その他
た

(支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

を経
へ

ずに柔 軟
じゅうなん

に利用
りよう

できる支援
しえん

等
とう

) 

 

Ｃ．支援
しえん

体 系
たいけい

を機能
きのう

させるために必 要
ひつよう

な事項
じこう

 

１．医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

 

２．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

等
とう

における定 員
ていいん

の緩和
かんわ

等
とう

 

３．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

への通 所
つうしょ

保 障
ほしょう

 

４．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

での生 活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

み 

５．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

 

６．一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

やグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

への家賃
やちん

補助
ほじょ

 

７．他
た

分野
ぶんや

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

・財 源
ざいげん

調 整
ちょうせい
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【説 明
せつめい

】 

 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の支援
しえん

体 系
たいけい

について、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

を踏
ふ

まえ、

障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

を 主 体
しゅたい

(自律
じりつ

・自己
じ こ

決 定
けってい

)として、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が可能
かのう

(施設
しせつ

・

病 院
びょういん

から地域
ちいき

自立
じりつ

生 活
せいかつ

への移行
いこう

を含
ふく

む)となるような支援
しえん

体 系
たいけい

として構 築
こうちく

する必 要
ひつよう

がある。 

  

また、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の「介護
かいご

給 付
きゅうふ

」「訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

」「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」といった体 系
たいけい

は、介護
かいご

保険
ほけん

との整 合 性
せいごうせい

を意識
いしき

した制度
せいど

構 築
こうちく

の

結果
けっか

であり、さらには、「介護
かいご

給 付
きゅうふ

」という 名 称
めいしょう

も、そのニーズ
に ー ず

と支援
しえん

実 態
じったい

を適
てき

切
せつ

に表
あらわ

しているとは言
い

い難
がた

い上
うえ

に、介護
かいご

保険
ほけん

の「介護
かいご

保険
ほけん

給 付
きゅうふ

」

との混 同
こんどう

も生
う

みかねない。また、障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

は介護
かいご

給 付
きゅうふ

の利用
りよう

に対
たい

して

のみ 適 用
てきよう

されているが、 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

の廃止
はいし

に 伴
ともな

い「介護
かいご

給 付
きゅうふ

」と

「訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

」に分
わ

ける必 要 性
ひつようせい

はなくなる。 

 

Ａ．「全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

」 

「全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

」については国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を

廃止
はいし

し、 市 町 村
しちょうそん

が支援
しえん

の 提 供
ていきょう

に 要
よう

した 実 際
じっさい

の費用
ひよう

に 対
たい

して 国
くに

・

都道府県
とどうふけん

・ 市 町 村
しちょうそん

が負担
ふたん

する負担
ふたん

金
きん

事 業
じぎょう

とする。さらに、 長 時 間
ちょうじかん

(一 日
いちにち

8時間
じかん

を超
こ

える)介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

に関
かん

しては、市 町 村
しちょうそん

の負担
ふたん

を軽 減
けいげん

する仕組
し く

みを設
もう

け、全 国
ぜんこく

どこでも必 要
ひつよう

な支援
しえん

が得
え

られるようにする。 

 

Ｂ．「地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じて提
てい

供
きょう

される支援
しえん

」 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

のように、市 町 村
しちょうそん

の

創意
そうい

工夫
くふう

と裁 量
さいりょう

で実施
じっし

が可能
かのう

となる支援
しえん

の仕組
し く

みは残
のこ

しておく必 要
ひつよう

があ

る。しかし、大
おお

きな地域
ちいき

格差
かくさ

が出
で

ている現 状
げんじょう

から、全
すべ

ての自治体
じちたい

で一 定
いってい

水 準
すいじゅん

の事 業
じぎょう

ができるような財 政 面
ざいせいめん

を含
ふく

めた新
あら

たな仕組
し く

みが必 要
ひつよう

であ

り、名 称
めいしょう

も「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」ではなく「市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

」とする。 
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Ａ．全国
ぜんこく

共通
きょうつう

の仕組
し く

みで提供
ていきょう

される支援
し え ん

 

１．就労
しゅうろう

支援
し え ん

 

 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みの障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における位置
い ち

づけ 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

への就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みとして、「障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー」と「デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー(仮 称
かしょう

、以下
い か

同 様
どうよう

)」(作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

部門
ぶもん

)を創 設
そうせつ

する。 

 

○ 社 会 的
しゃかいてき

雇用
こよう

等
とう

多様
たよう

な 働
はたら

き 方
かた

についての試行
しこう

事 業
じぎょう

(パイロット
ぱ い ろ っ と

・

スタディ
す た で ぃ

)を実施
じっし

し、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

施行
しこう

後
ご

3年
ねん

をめどにこれを検 証
けんしょう

する。その結果
けっか

を踏
ふ

まえ障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みについて、関 係 者
かんけいしゃ

と

十 分
じゅうぶん

に協 議
きょうぎ

しつつ所 管
しょかん

部 局
ぶきょく

のあり方
かた

も含
ふく

め検 討
けんとう

する。 
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【説 明
せつめい

】 

現 行
げんこう

の障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

等
とう

により制度化
せいどか

されている、 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

・就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

A型
がた

及
およ

び B型
がた

事 業
じぎょう

・生 産
せいさん

活 動
かつどう

に取組
とりく

む生 活
せいかつ

介護
かいご

事 業
じぎょう

・地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー・ 小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうしょ

等
とう

を、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

では「 障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー」と「デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー

(作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

部門
ぶもん

)」として再 編
さいへん

成
せい

する。障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の支援
しえん

体 系
たいけい

への移行
いこう

には、十 分
じゅうぶん

な経過
けいか

措置
そ ち

期間
きかん

を設
もう

ける。これらの対 象 者
たいしょうしゃ

につ

いては、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

を基本
きほん

に、本 人
ほんにん

にとって最
もっと

も適 切
てきせつ

な支援
しえん

を

選 択
せんたく

・決 定
けってい

できるよう、 必 要
ひつよう

な支援
しえん

を行
おこな

う。なお、現 行
げんこう

の 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

についてはその成果
せいか

と課題
かだい

を検
けん

証
しょう

した上
うえ

で、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への支援
しえん

のあり方
かた

について関 係 者
かんけいしゃ

の意見
いけん

を十 分
じゅうぶん

に踏
ふ

まえつつ検 討
けんとう

する。 

 

「障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー」は障 害 者
しょうがいしゃ

が必 要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けながら働
はたら

く場
ば

であり、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の下
もと

で実施
じっし

することとし、そこで 就 労
しゅうろう

する

障 害 者
しょうがいしゃ

には、一人
ひとり

ひとりの労 働
ろうどう

実 態
じったい

等
とう

に応
おう

じて労 働 法
ろうどうほう

を全 面
ぜんめん

適 用
てきよう

ま

たは部分
ぶぶん

適 用
てきよう

する。 官 公 需
かんこうじゅ

や 民 需
みんじゅ

の 安 定
あんてい

確保
かくほ

の仕組
し く

みの 構 築
こうちく

や

同センタ
どうせんた

ーの経 営
けいえい

基盤
きばん

の強 化
きょうか

、ならびに賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の制度化
せいどか

などにより、そ

こで就 労
しゅうろう

する障 害 者
しょうがいしゃ

に最
さい

低 賃 金
ていちんぎん

以 上
いじょう

を確保
かくほ

することを目指
め ざ

す。 

 

また、同センタ
どうせんた

ーで就 労
しゅうろう

する障 害 者
しょうがいしゃ

のうち、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

を希望
きぼう

す

る者
もの

については、ハローワーク
は ろ ー わ ー く

等
とう

の労 働
ろうどう

関 係
かんけい

機関
きかん

と密 接
みっせつ

に協 力
きょうりょく

・連 携
れんけい

し、 一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

への移行
いこう

支援
しえん

および移行後
いこうご

のフォローアップ
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ

支援
しえん

を

積 極 的
せっきょくてき

に行
おこな

う。利用
りよう

期間
きかん

には、期限
きげん

を設
もう

けない。また、利 用 料
りようりょう

の徴 収
ちょうしゅう

は

しない。なお、 障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ーの 創 設
そうせつ

に当
あ

たっては、 労 働 法
ろうどうほう

を

適 用
てきよう

することが適 切
てきせつ

ではない人
ひと

が働
はたら

く場
ば

を失
うしな

うことのないよう十 分
じゅうぶん

な

配 慮
はいりょ

を行
おこな

う。 

 

デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーにおける作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

部門
ぶもん

は就 労
しゅうろう

支援
しえん

の場
ば

であるので、利用者
りようしゃ

に工 賃
こうちん

を支払
しはら

うものとする。作 業
さぎょう

活 動
かつどう

による収 入
しゅうにゅう

を

高
たか

めるため、「障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー」と同 様
どうよう

の事 業
じぎょう

振 興
しんこう

策
さく

の構 築
こうちく

を
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行
おこな

うこととし、 労 働 者
ろうどうしゃ

災 害
さいがい

補 償
ほしょう

保険法
ほけんほう

にかわる 保 障
ほしょう

制度
せいど

の 確 立
かくりつ

を

検 討
けんとう

する。就 労
しゅうろう

を主
しゅ

目 的
もくてき

とした場
ば

ではないため、労 働 法
ろうどうほう

の適 用
てきよう

はない。

利用者
りようしゃ

の生活費
せいかつひ

は、基本的
きほんてき

には障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

や障 害 者
しょうがいしゃ

手当
てあて

等
とう

の所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

でカバ
か ば

ーする。 

 

また、同センタ
どうせんた

ー( 作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

部門
ぶもん

)を利用
りよう

する障 害 者
しょうがいしゃ

のうち、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

、あるいは、「障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー」への移行
いこう

を希望
きぼう

する者
もの

に

ついては、その移行
いこう

支援
しえん

および移行後
いこうご

のフォローアップ
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ

支援
しえん

を積 極 的
せっきょくてき

に行
おこな

う。

「障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー」同 様
どうよう

、利用
りよう

期間
きかん

の期限
きげん

はなく、利 用 料
りようりょう

も徴 収
ちょうしゅう

しない。 

 

なお、障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ーへの官 公 需
かんこうじゅ

や民 需
みんじゅ

の安 定
あんてい

確保
かくほ

の仕組
し く

みの

構 築
こうちく

や同センタ
どうせんた

ーの経 営
けいえい

基盤
きばん

の強 化
きょうか

等
とう

により、工 賃
こうちん

の増 額
ぞうがく

を図
はか

る。あ

わせて、 就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

で 提 案
ていあん

している「試行
しこう

事 業
じぎょう

(パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

)」に関
かん

しては、その内 容
ないよう

及
およ

び方 法
ほうほう

等
とう

について、

本 骨 格
ほんこっかく

提 言
ていげん

とりまとめ後
ご

に関 係 者
かんけいしゃ

の意見
いけん

を踏
ふ

まえて検 討
けんとう

した上
うえ

で実施
じっし

し、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

施行
しこう

後
ご

3年
ねん

をめどに、就 労
しゅうろう

分野
ぶんや

での人 的
じんてき

支援
しえん

・

仕事
しごと

の確保
かくほ

・賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

のあり方
かた

等
とう

について検 証
けんしょう

する。その結果
けっか

を踏
ふ

まえ、

障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みを見直
みなお

しつつ、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の制度化
せいどか

についても

検 討
けんとう

する。見直
みなお

しにあたっては、 関 係 者
かんけいしゃ

の意見
いけん

を十 分
じゅうぶん

に踏
ふ

まえつつ、

障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

に係
かか

る担 当
たんとう

部 局
ぶきょく

のあり方
かた

についても検 討
けんとう

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

40 

 

２．日中
にっちゅう

活動
かつどう

等
とう

支援
し え ん

 

 

【表 題
ひょうだい

】①デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー 

【結 論
けつろん

】 

○ デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーを創 設
そうせつ

する。 

 

○ デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーでは、作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

、文化
ぶんか

・ 創 作
そうさく

活 動
かつどう

支援
しえん

、自立
じりつ

支援
しえん

(生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

・機能
きのう

訓 練
くんれん

)、社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

、居場所
いばしょ

機能
きのう

等
とう

の

多様
たよう

な社 会
しゃかい

参加
さんか

活 動
かつどう

を展 開
てんかい

する。 

 

○ 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

等
とう

が利用
りよう

できるような濃 厚
のうこう

な支援
しえん

体 制
たいせい

を

整備
せいび

するなど、利用者
りようしゃ

との信 頼
しんらい

関 係
かんけい

に基
もと

づく支援
しえん

の質
しつ

を確保
かくほ

するための

必 要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

じる。 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

における生 活
せいかつ

介護
かいご

や自立
じりつ

訓 練
くんれん

、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー 等
とう

の利用者
りようしゃ

等
とう

の 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に 基
もと

づく 活 動
かつどう

の場
ば

として、

デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーを創 設
そうせつ

し、よりシンプル
し ん ぷ る

な支援
しえん

体 系
たいけい

とする。

デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーでは作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

を行
おこな

うことができるものと

する。また、個々人
ここじん

の必 要
ひつよう

に応
おう

じた個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

により、本 人
ほんにん

が主 体 的
しゅたいてき

に自己
じ こ

実 現
じつげん

と 社 会
しゃかい

参加
さんか

をすすめる多様
たよう

で 創 造 的
そうぞうてき

な 活 動
かつどう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を

展 開
てんかい

する。 

 

デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

部門
ぶもん

は労 働
ろうどう

法規
ほうき

が適 用
てきよう

さ

れない働
はたら

く場
ば

だが、障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ーや一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

との行
ゆき

き来を可能
かのう

とし、障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

を支
ささ

える仕組
し く

みの一 環
いっかん

にも位置付
い ち づ

けられる。 

 

一 方
いっぽう

、障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

参加
さんか

のありかたの多様性
たようせい

を認
みと

める必 要
ひつよう

がある。

就 労
しゅうろう

せずとも地域
ちいき

の 中
なか

で自尊
じそん

心
しん

をもって自
みずか

らの 役 割
やくわり

を果
は

たしていける

環 境
かんきょう

を確保
かくほ

することが重 要
じゅうよう

であり、文化
ぶんか

・創 作
そうさく

活 動
かつどう

、社 会
しゃかい

参加
さんか

や居場所
いばしょ

機能
きのう

などについても、しっかりと日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

等
とう

支援
しえん

に位置付
い ち づ

けることが重 要
じゅうよう



 

41 

 

である。 

 

また、支援
しえん

の質
しつ

を確保
かくほ

するため、プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

の標 準 化
ひょうじゅんか

・職 員
しょくいん

配置
はいち

及
およ

び

建 物
たてもの

設備
せつび

等
とう

の基 準
きじゅん

の設 定
せってい

を行
おこな

う。 

 

なお、その際
さい

、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な人
ひと

や移動
いどう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

への

支援
しえん

が 必 要
ひつよう

な 人
ひと

の利用
りよう

を 想 定
そうてい

した 基 準
きじゅん

を 設
もう

けることとする。また、

自治体
じちたい

はこれらの基 準
きじゅん

等
とう

を踏
ふ

まえて、同センタ
どうせんた

ーを計 画 的
けいかくてき

に整備
せいび

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表 題
ひょうだい

】②日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

、ショートステイ
し ょ ー と す て い

 

【結 論
けつろん

】 

○ 日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

は、全 国
ぜんこく

どこでも使
つか

えるようにするため、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

にす

る。 

 

○ ショートステイ
し ょ ー と す て い

は、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

も安 心
あんしん

して利用
りよう

できる

よう条 件
じょうけん

整備
せいび

をする。 
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【説 明
せつめい

】 

現 行
げんこう

の日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の選 択
せんたく

事 業
じぎょう

であり、

助 成 金
じょせいきん

や報 酬
ほうしゅう

が尐
すく

ないため受 託
じゅたく

する事 業 所
じぎょうしょ

が尐
すく

なく、事 業
じぎょう

を停止
ていし

す

る事
じ

業 者
ぎょうしゃ

がみられる。事
じ

業 者
ぎょうしゃ

がないとの理由
りゆう

で実施
じっし

していない市 町 村
しちょうそん

も

多
おお

いようである。全 国
ぜんこく

どこでも使
つか

えるようにするために、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

は従 来
じゅうらい

のショートステイ
し ょ ー と す て い

の日 中
にっちゅう

利用
りよう

のように個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とする。 

 

ショートステイ
し ょ ー と す て い

は、家族
かぞく

を含
ふく

む介 助 者
かいじょしゃ

のレスパイト
れ す ぱ い と

を保 障
ほしょう

し、社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

を生
う

み出
だ

さないための重 要
じゅうよう

な事 業
じぎょう

である。また、現 状
げんじょう

からの

一時
いちじ

避難
ひなん

としての機能
きのう

を有
ゆう

することに鑑
かんが

みると、一 般
いっぱん

の宿 泊
しゅくはく

施設
しせつ

の利用
りよう

も

念 頭
ねんとう

において整備
せいび

されるべきである。さらに、ショートステイ
し ょ ー と す て い

についても

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

に配 慮
はいりょ

した条 件
じょうけん

整備
せいび

をする。 

３．居住
きょじゅう

支援
し え ん

 

 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の制度
せいど

 

【結 論
けつろん

】 

○  グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

と ケアホーム
け あ ほ ー む

を グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

に 一本化
いっぽんか

す る 。

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の定 員
ていいん

規模
き ぼ

は家庭的
かていてき

な環 境
かんきょう

として 4～5人
にん

を上 限
じょうげん

規模
き ぼ

と

することを原 則
げんそく

とし、提 供
ていきょう

する支援
しえん

は、住
す

まいと基本的
きほんてき

な日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の支援
しえん

とする。 

 

【説 明
せつめい

】 

地域
ちいき

社 会
しゃかい

で自立
じりつ

生 活
せいかつ

をすすめるための共 同
きょうどう

住 居
じゅうきょ

(家
いえ

)という原 点
げんてん

に立
た

った制度
せいど

構 築
こうちく

をする。グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

での支援
しえん

は、 居 住
きょじゅう

空 間
くうかん

の確保
かくほ

、

基本的
きほんてき

な 生 活
せいかつ

支援
しえん

、家事
か じ

支援
しえん

及
およ

び夜間
やかん

支援
しえん

とし、一人
ひとり

ひとりに 必 要
ひつよう

な

パーソナル
ぱ ー そ な る

な支援
しえん

については個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

を利用
りよう

できるようにする。一人
ひとり

ひ

とりがよりその人
ひと

らしさを発揮
はっき

できる状 況
じょうきょう

を生
う

み出
だ

し、住 民
じゅうみん

として暮
く

らし

ていくことが大 切
たいせつ

である。一 方
いっぽう

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

は「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を

義務
ぎ む

づけられない」ためにも、自分
じぶん

で自分
じぶん

の暮
く

らしを選
えら

ぶ、選択肢
せんたくし

の一
ひと

つだ
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と考
かんが

える必 要
ひつよう

がある。 

 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、ケアホーム
け あ ほ ー む

は実 態
じったい

からしてもグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

で統 一
とういつ

すべ

きである。また、定 員
ていいん

規模
き ぼ

は、生 活
せいかつ

の場
ば

なので家庭
かてい

に近
ちか

い規模
き ぼ

にするとい

う観 点
かんてん

から 4人
にん

から 5人
にん

とし、複 数
ふくすう

の住 居
じゅうきょ

に分
わ

かれて住
す

むことを認
みと

める。 

なお、市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

事 業
じぎょう

の福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

がグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

への移行
いこう

を希望
きぼう

す

る場合
ばあい

には、移行
いこう

できるようにする。 

 

４．施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

 

【表 題
ひょうだい

】施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

 

【結 論
けつろん

】 

○  施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

に つ い て は 、 短期
たんき

入 所
にゅうしょ

、 レスパイト
れ す ぱ い と

を 含
ふく

む

セーフティネット
せ ー ふ て ぃ ね っ と

としての機能
きのう

の明確化
めいかくか

を図
はか

るとともに、利用者
りようしゃ

の生 活
せいかつ

の

質
しつ

を確保
かくほ

するものとする。 

 

○ 国
くに

は、地域
ちいき

移行
いこう

の促 進
そくしん

を図
はか

りつつ、施設
しせつ

における支援
しえん

にかかる給 付
きゅうふ

を

行
おこな

うものとする。 

 

○ 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は、施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

を可能
かのう

にす

るための地域
ちいき

資源
しげん

整備
せいび

の計 画
けいかく

を策 定
さくてい

し、地域
ちいき

生 活
せいかつ

のための社 会
しゃかい

資源
しげん

の

拡 充
かくじゅう

を推 進
すいしん

する。 

 

○ 施設
しせつ

は入 所 者
にゅうしょしゃ

に対
たい

して、地域
ちいき

移行
いこう

を目 標
もくひょう

とする個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

することを基本
きほん

とし、並 行
へいこう

して入 所 者
にゅうしょしゃ

の生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

の質 的
しつてき

向 上
こうじょう

を進
すす

め

つつ、意向
いこう

に沿
そ

った支援
しえん

を行
おこな

う。また、相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

と連 携
れんけい

し、利用者
りようしゃ

の意向
いこう

把握
はあく

と自己
じ こ

決 定
けってい

(支援付
しえんづ

き自己
じ こ

決 定
けってい

も含
ふく

む)が尊 重
そんちょう

されるようにす

る。 

 

○ 施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

については、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

に至
いた

るプロセス
ぷ ろ せ す

の検 証
けんしょう

を行
おこな

いつ

つ、地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

終 了
しゅうりょう

時
じ

に、その位置
い ち

づけなどについて検 証
けんしょう
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するものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

 現 行
げんこう

の 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

では、施設
しせつ

の 定 員
ていいん

削 減
さくげん

目 標
もくひょう

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

への

移行
いこう

目 標
もくひょう

が掲
かか

げられている。しかし、地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

が進
すす

められている

ものの、新規
しんき

入 所 者
にゅうしょしゃ

が後
あと

を絶
た

たないため、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

定 員
ていいん

の削 減
さくげん

目 標
もくひょう

の

達 成
たっせい

が難
むずか

しい状 況
じょうきょう

である。したがって、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

に至
いた

るプロセス
ぷ ろ せ す

の検 証
けんしょう

を行
おこな

うことは重 要
じゅうよう

である。 

今
いま

まで以 上
いじょう

に地域
ちいき

生 活
せいかつ

の支援
しえん

体 制
たいせい

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

の社 会
しゃかい

資源
しげん

の

拡 充
かくじゅう

、公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

等
とう

の住 宅
じゅうたく

施策
しさく

の充 実
じゅうじつ

、必 要
ひつよう

な人
ひと

へのホームヘルパ
ほ ー む へ る ぱ

ー

等
とう

の居 宅
きょたく

支援
しえん

や個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

等
とう

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

のための支援
しえん

を強
きょう

化
か

すべきで

ある。 

 

 ただ現 状
げんじょう

においては、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

が果
はた

している、地域
ちいき

で様 々
さまざま

な困 難
こんなん

を抱
かか

える人
ひと

たちのセーフティネット
せ ー ふ て ぃ ね っ と

としての機能
きのう

に焦 点
しょうてん

を当
あ

てて、医 療
いりょう

と

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

等
とう

を含
ふく

むその役 割
やくわり

と位置
い ち

づけを明確化
めいかくか

する必 要
ひつよう

がある。

また、現
げん

に、多
おお

くの人
ひと

たちが施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

で生 活
せいかつ

している実 態
じったい

に鑑
かんが

み、

その人
ひと

たちの生 活
せいかつ

の質
しつ

を確保
かくほ

する必 要
ひつよう

もある。 

 

そのため、四 人
よんにん

部屋
べ や

から個室
こしつ

への居 住
きょじゅう

環 境
かんきょう

の改 善
かいぜん

等
とう

を進
すす

めるとともに、

高 齢 者
こうれいしゃ

の支援
しえん

や、強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

等
とう

により個別的
こべつてき

な支援
しえん

が必 要
ひつよう

な人
ひと

及
およ

び罪
つみ

を償
つぐな

った人
ひと

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

を前 提
ぜんてい

に利用
りよう

できるような支援
しえん

の強 化
きょうか

と、

地域
ちいき

との連 携
れんけい

を進
すす

めることが重 要
じゅうよう

で、これを可能
かのう

にする職 員
しょくいん

体 制
たいせい

も確保
かくほ

する必 要
ひつよう

がある。さらに、利用者
りようしゃ

の生 活
せいかつ

の質
しつ

の向 上
こうじょう

のために小規模化
しょうきぼか

(定 員
ていいん

の縮 小
しゅくしょう

とユニット化
ゆ に っ と か

)を進
すす

めることが望
のぞ

まれるが、そのために職 員
しょくいん

体 制
たいせい

(とりわけ医 療
いりょう

専 門
せんもん

職
しょく

の配置
はいち

)の確保
かくほ

のあり方
かた

を検 討
けんとう

すべきである。 

 

 また、継 続
けいぞく

した医 療
いりょう

等
とう

の支援
しえん

が必 要
ひつよう

となる重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

の

地域
ちいき

移行
いこう

にあたっては、本 人
ほんにん

及
およ

び保護者
ほごしゃ

や家族
かぞく

の不安
ふあん

や負担
ふたん

を十 分
じゅうぶん

に受
う

け

止
と

め、命
いのち

と生 活
せいかつ

の質
しつ

が保 障
ほしょう

されるよう合意
ごうい

を得
え

ながら進
すす

めることが必 要
ひつよう

である。 
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さらに、入 所
にゅうしょ

待機者
たいきしゃ

や入 所
にゅうしょ

希望者
きぼうしゃ

に、家族
かぞく

同 居
どうきょ

以外
いがい

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への

道 筋
みちすじ

や可能性
かのうせい

を示
しめ

し、特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を強
し

いられないように配 慮
はいりょ

する

ことが肝 要
かんよう

である。入 所
にゅうしょ

の長期化
ちょうきか

を避
さ

けるために、地域
ちいき

移行
いこう

を目 標
もくひょう

にした

個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

を 策 定
さくてい

するべきである。地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

では、あくまでも

利用者
りようしゃ

の意向
いこう

を尊 重
そんちょう

し、支援
しえん

が必 要
ひつよう

な人
ひと

には情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

し、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

を継 続
けいぞく

しつつ、地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

(Ⅰ－５参 照
さんしょう

)等
とう

を体 験
たいけん

しながら

意向
いこう

確 認
かくにん

ができる支援
しえん

が必 要
ひつよう

である。 

 

また従 来
じゅうらい

、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

利用者
りようしゃ

は訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

等
とう

を利用
りよう

できないことに

なっているが、それでは地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

まないので、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

と並 行
へいこう

し

て一 定
いってい

期間
きかん

はグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

や個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

を利用
りよう

できることとすべきであ

る。 

 

その上
うえ

で、今後
こんご

、地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

等
とう

、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けた各 種
かくしゅ

施策
しさく

により、地域
ちいき

における基盤
きばん

整備
せいび

が進 展
しんてん

するなかで、

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の役 割
やくわり

や機能
きのう

等
とう

その位置
い ち

づけを検 証
けんしょう

する必 要
ひつよう

がある。 

 

５．個別
こ べ つ

生活
せいかつ

支援
し え ん

 

 

【表 題
ひょうだい

】①重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の 発 展 的
はってんてき

継 承
けいしょう

によるパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

制度
せいど

の創
そう

設
せつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

とは、 

１)利用者
りようしゃ

の主 導
しゅどう

(支援
しえん

を受
う

けての主 導
しゅどう

を含
ふく

む)による 

２)個別
こべつ

の関 係 性
かんけいせい

の下
もと

での 

３)包 括 性
ほうかつせい

と継 続 性
けいぞくせい

 

を備
そな

えた生 活
せいかつ

支援
しえん

である。 

 

○ パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

制度
せいど

の創 設
そうせつ

に向
む

けて、現 行
げんこう

の重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

を

充 実
じゅうじつ

発 展
はってん

させる。 
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○ 対 象 者
たいしょうしゃ

は重 度
じゅうど

の肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

に限 定
げんてい

せず、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

を問
と

わず日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

に常 時
じょうじ

の支援
しえん

を要
よう

する障 害 者
しょうがいしゃ

が利用
りよう

できるようにする。ま

た、障 害 児
しょうがいじ

が必 要
ひつよう

に応
おう

じてパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

制度
せいど

を使
つか

えるように

する。 

 

○ 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の利用
りよう

に関
かん

して一 律
いちりつ

にその利用
りよう

範囲
はんい

を制 限
せいげん

する仕組
し く

み

をなくす。また、決 定
けってい

された支 給 量
しきゅうりょう

の範囲内
はんいない

であれば、通 勤
つうきん

、通 学
つうがく

、

入 院
にゅういん

、1日
にち

の範囲
はんい

を越
こ

える外 出
がいしゅつ

、運 転
うんてん

介 助
かいじょ

にも利用
りよう

できるようにする。

また、制度
せいど

利用
りよう

等
とう

の支援
しえん

、見守
みまも

りも含
ふく

めた利用者
りようしゃ

の精 神 的
せいしんてき

安 定
あんてい

のための

配 慮
はいりょ

等
とう

もパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

による支援
しえん

に加
くわ

える。 

 

○ パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

の資格
しかく

については、 従 事
じゅうじ

する 者
もの

の入
い

り 口
ぐち

を

幅 広
はばひろ

く取
と

り、仕事
しごと

をしながら教 育
きょういく

を受
う

ける職 場 内
しょくばない

訓 練
くんれん

(OJT)を基本
きほん

に

した研 修
けんしゅう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

とし、実 際
じっさい

に障 害 者
しょうがいしゃ

の介 助
かいじょ

に入
はい

った実
じつ

経 験
けいけん

時間
じかん

等
とう

を評
ひょう

価
か

するものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

を発 展
はってん

させ、パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

制度
せいど

を創 設
そうせつ

するに

あたっては、 

１)利用者
りようしゃ

の主 導
しゅどう

(ヘルパ
へ る ぱ

ーや事 業 所
じぎょうしょ

ではなく利用者
りようしゃ

がイニシアティブ
い に し あ て ぃ ぶ

をもつ支援
しえん

)、 

２)個別
こべつ

の関 係 性
かんけいせい

(事 業 所
じぎょうしょ

が派遣
はけん

する不特定
ふとくてい

の者
もの

が行
おこな

う介 助
かいじょ

ではなく

利用者
りようしゃ

の信 任
しんにん

を得
え

た特 定
とくてい

の者
もの

が行
おこな

う支援
しえん

)、 

３)包 括 性
ほうかつせい

と継 続 性
けいぞくせい

(支援
しえん

の体 系
たいけい

によって分 割
ぶんかつ

され断 続 的
だんぞくてき

に提
てい

供
きょう

さ

れる介 助
かいじょ

ではなく利用者
りようしゃ

の生 活
せいかつ

と一 体
いったい

になって継 続 的
けいぞくてき

に提
てい

供
きょう

される支援
しえん

) 

が確保
かくほ

される必 要
ひつよう

がある。 

 

 現 行
げんこう

の障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

における重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の対 象 者
たいしょうしゃ

は、「重 度
じゅうど

の肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

であって常 時
じょうじ

介護
かいご

を要
よう

する障 害 者
しょうがいしゃ

」(第
だい

5条
じょう

3)に限 定
げんてい

され
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ているが、障 害
しょうがい

の社 会
しゃかい

モデル
も で る

を前 提
ぜんてい

とする障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

及
およ

び谷間
たにま

の

ない制度
せいど

をめざす障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえれば、このような機能
きのう

障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

と医学
いがく

モデル
も で る

に基
もと

づく利用
りよう

制 限
せいげん

は見直
みなお

しが必 要
ひつよう

である。 

 

「身 体
しんたい

介護
かいご

、家事
か じ

援 助
えんじょ

、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

に生
しょう

じる様 々
さまざま

な介護
かいご

の事態
じたい

に対 応
たいおう

するための見守
みまも

り等
とう

の支援
しえん

及
およ

び外 出
がいしゅつ

介護
かいご

が、比較的
ひかくてき

長 時 間
ちょうじかん

にわたり、

総 合 的
そうごうてき

かつ 断 続 的
だんぞくてき

に提
てい

供
きょう

されるような支援
しえん

」( 平 成
へいせい

19(2007) 年
ねん

2 月
がつ

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

事務
じ む

連 絡
れんらく

)を難 病
なんびょう

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

、盲
もう

ろう者
しゃ

等
とう

を含
ふく

む

「日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

に常 時
じょうじ

の支援
しえん

を要
よう

する」(同
どう

)すべての障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

し

て利用
りよう

可能
かのう

とする。 

 

特
とく

に、重 度
じゅうど

の自 閉 症
じへいしょう

や知的
ちてき

障 害
しょうがい

等
とう

により行 動
こうどう

障 害
しょうがい

が激
はげ

しいなどの

理由
りゆう

で、これまで入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

が困 難
こんなん

とされてきた人
ひと

た

ちが、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を継 続
けいぞく

するためには、常 時
じょうじ

の見守
みまも

り支援
しえん

を欠
か

かすことはで

きない。また、現 行
げんこう

制度
せいど

においては重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の対 象
たいしょう

となっていない

障 害 児
しょうがいじ

についても対 象
たいしょう

とする。 

 

以 上
いじょう

に 鑑
かんが

みると、パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

制度
せいど

は、 各 障 害
かくしょうがい

特 性
とくせい

や

ニーズ
に ー ず

から来
く

るキャンセル
き ゃ ん せ る

や待機
たいき

などへの対 応
たいおう

等
とう

、利用者
りようしゃ

にとっては柔 軟
じゅうなん

な利用
りよう

ができ、かつ報 酬 上
ほうしゅうじょう

も評
ひょう

価
か

される仕組
し く

みにすべきである。 

 

ま た 、 パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

は 、 利用者
りようしゃ

の 主 導 性
しゅどうせい

の 下
もと

、 個別
こべつ

の

関 係 性
かんけいせい

の中
なか

で、個別性
こべつせい

の強
つよ

い支援
しえん

に対 応
たいおう

できるかを踏
ふ

まえることが求
もと

め

られるため、資格
しかく

取 得
しゅとく

のための研 修
けんしゅう

は、現 在
げんざい

の重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

研 修
けんしゅう

より

も 従 事
じゅうじ

する 者
もの

の入
い

り 口
ぐち

を 幅 広
はばひろ

く取
と

り、仕事
しごと

をしながら 教 育
きょういく

を受
う

ける

職 場 内
しょくばない

訓 練
くんれん

(OJT)を基本
きほん

にしたものとする必 要
ひつよう

がある。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】②居 宅
きょたく

介護
かいご

(身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

)の改 善
かいぜん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 現 行
げんこう

の居 宅
きょたく

介護
かいご

を改 善
かいぜん

した上
うえ

で、個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

に位置付
い ち づ

ける。 
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【説 明
せつめい

】 

居 宅
きょたく

介護
かいご

(身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

)においても、各 障 害
かくしょうがい

特 性
とくせい

やニーズ
に ー ず

から

来
く

るキャンセル
き ゃ ん せ る

や待機
たいき

などへの対 応
たいおう

等
とう

、利用者
りようしゃ

にとっては柔 軟
じゅうなん

な利用
りよう

がで

き、かつ報 酬 上
ほうしゅうじょう

も評
ひょう

価
か

される仕組
し く

みにすべきである。 

居 宅
きょたく

介護
かいご

は、家族
かぞく

が同 居
どうきょ

する場合
ばあい

やグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

で生 活
せいかつ

する場合
ばあい

、更
さら

に障 害 児
しょうがいじ

にも利用
りよう

可能
かのう

とする。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】③移動
いどう

介護
かいご

(移動
いどう

支援
しえん

、行 動
こうどう

援護
えんご

、同 行
どうこう

援護
えんご

)の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

を問
と

わず、すべての障 害 児 者
しょうがいじしゃ

の移動
いどう

介護
かいご

を個別
こべつ

給 付
きゅうふ

にす

る。 

 

○ 障 害 児
しょうがいじ

の通 学
つうがく

や通 園
つうえん

のために移動
いどう

介護
かいご

を利用
りよう

できるようにする。 

 

【説 明
せつめい

】 

「歩
ある

く」「動
うご

く」は「話
はな

す」「聞
き

く」「見
み

る」と同 様
どうよう

、基本的
きほんてき

権利
けんり

であり、

自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

で行
おこな

う支援
しえん

には馴染
な じ

まないため、移動
いどう

介護
かいご

(移動
いどう

支援
しえん

、行 動
こうどう

援護
えんご

、同 行
どうこう

援護
えんご

)は個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とし、国
くに

1/2・都道府県
とどうふけん

1/4 の補助
ほじょ

金
きん

精 算
せいさん

とい

う仕組
し く

みにするなど、 国
くに

・都道府県
とどうふけん

の 財 政
ざいせい

支援
しえん

を 強 化
きょうか

する。また、 車
くるま

( 障 害 者
しょうがいしゃ

の自家用車
じかようしゃ

や障 害 者
しょうがいしゃ

が借 用
しゃくよう

した車
くるま

)を移動
いどう

の手 段
しゅだん

として認
みと

める

よう環 境
かんきょう

を整備
せいび

する。移動
いどう

介護
かいご

の対 象
たいしょう

は障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

を問
と

わず、支援
しえん

を必 要
ひつよう

とするすべての障 害 者
しょうがいしゃ

が利用
りよう

できるものとする。 

 

 

 

６．コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
し え ん

及
およ

び通訳
つうやく

・介助
かいじょ

支援
し え ん

 

 

【表 題
ひょうだい

】コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

び通 訳
つうやく

・介 助
かいじょ

支援
しえん

 

【結 論
けつろん

】 
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○ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

は、支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の中
なか

で行 政
ぎょうせい

や事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が対 応
たいおう

すべき 必 要
ひつよう

な基 準
きじゅん

を設
もう

け、その

費用
ひよう

は求
もと

めない。 

 

○ 通 訳
つうやく

・ 介 助
かいじょ

支援
しえん

に 関
かん

しては、 盲
もう

ろう 者
しゃ

の支援
しえん

ニーズ
に ー ず

の 特 殊 性
とくしゅせい

・

多様性
たようせい

、さらにその存 在
そんざい

の希 尐 性
きしょうせい

等
とう

の事 情
じじょう

から都道府県
とどうふけん

での実施
じっし

と

し、個別
こべつ

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

と情 報
じょうほう

入 手
にゅうしゅ

に関
かか

わる支援
しえん

及
およ

び移動
いどう

に関
かか

わる支援
しえん

等
とう

を一 体 的
いったいてき

に利用
りよう

できるようにする。 

 

【説 明
せつめい

】 

 通 訳
つうやく

・ 介 助
かいじょ

支援
しえん

と は 、 盲
もう

ろ う 者向
しゃむ

け の 通 訳
つうやく

・ 介 助
かいじょ

を 指
さ

す 。

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

と通 訳
つうやく

・介 助
かいじょ

支援
しえん

は、「話
はな

す」「聞
き

く」「見
み

る」「歩
ある

く」「動
うご

く」という基本的
きほんてき

権利
けんり

の保 障
ほしょう

であり、自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

には馴染
な じ

まな

いものでありながら、現 状
げんじょう

では自治体
じちたい

が個別
こべつ

に判 断
はんだん

している。そのことによ

る自治体間
じちたいかん

格差
かくさ

も 深 刻
しんこく

な 問 題
もんだい

である。これらの支援
しえん

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

に不可欠
ふかけつ

であり、かつ今
いま

までその権利性
けんりせい

が十 分
じゅうぶん

に認
みと

められてこな

かった類 型
るいけい

である。 

 

７. 補
ほ

装具
そ う ぐ

・日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

 

 

【表 題
ひょうだい

】補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

は補
ほ

装具
そうぐ

と同 様
どうよう

に個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とする。 

 

【説 明
せつめい

】 

 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

等
とう

事 業
じぎょう

は、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

である補
ほ

装具
そうぐ

との明 確
めいかく

な

定 義 上
ていぎじょう

の違
ちが

いも不 明 瞭
ふめいりょう

であり、障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

には不可欠
ふかけつ

である。

そこで、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

の支 給
しきゅう

も個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とすべきである。 

 

８．相談
そうだん

支援
し え ん

  「相 談
そうだん

支援
しえん

」の項
こう

参 照
さんしょう

 

９．権利
け ん り

擁護
よ う ご

  「権利
けんり

擁護
ようご

」の項
こう

参 照
さんしょう
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Ｂ．地域
ち い き

の実情
じつじょう

に応
おう

じて提
て い

供
きょう

される支援
し え ん

 

市町村
しちょうそん

独自
ど く じ

支援
し え ん

 

 

【表 題
ひょうだい

】市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 現 在
げんざい

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の下
もと

で実施
じっし

されているものは、できるだけ

「全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

」とし、柔 軟
じゅうなん

な形
かたち

の障 害 者
しょうがいしゃ

の

社 会
しゃかい

参加
さんか

を進
すす

めるものなど自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

として残
のこ

す方
かた

がよいものは、

市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

として事 業
じぎょう

を残
のこ

す。 

 

○ 現 行
げんこう

の福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

と 居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

は 市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

として

継 続
けいぞく

し、前 者
ぜんしゃ

はグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

への移行
いこう

を可能
かのう

にする。 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の中
なか

で、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーでの活 動
かつどう

は多岐
た き

に及
およ

び、支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

を経
へ

ずに、より柔 軟
じゅうなん

な形
かたち

で

障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

を進
すす

めているところもある。そうした活 動
かつどう

につい

ては 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の 下
もと

でも、 全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みとは 別
べつ

に、

市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

事 業
じぎょう

として実施
じっし

できるようにする。 

 

次
つぎ

に、現 行
げんこう

の福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

については、当 面
とうめん

は市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

に位置付
い ち づ

けつつ、希望
きぼう

すればグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

へ移行
いこう

できるようにする。 

さらに、現 行
げんこう

の居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

は必 要
ひつよう

な機能
きのう

を有
ゆう

しているものの、

受 託
じゅたく

する事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が尐
すく

なく、住 宅
じゅうたく

部門
ぶもん

との連 携
れんけい

も不 十 分
ふじゅうぶん

であり、実施
じっし

市 町 村
しちょうそん

も多
おお

くない。福祉
ふくし

部門
ぶもん

だけではなく、住 宅
じゅうたく

部門
ぶもん

と連 携
れんけい

した形
かたち

の

実 効 性
じっこうせい

のある居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

の仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。 

 

また、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

から単 身
たんしん

生 活
せいかつ

に移行
いこう

する場合
ばあい

も事 業
じぎょう

対 象
たいしょう

とす

る必 要
ひつよう

がある。同 事 業
どうじぎょう

は、相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の付帯
ふたい

事 業 的
じぎょうてき

な位置
い ち

づけとな

っており、住 居
じゅうきょ

の確保
かくほ

や緊
きん

急 時
きゅうじ

対 応
たいおう

など限 定 的
げんていてき

な場面
ばめん

に限
かぎ

られている
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が、地域
ちいき

での安 心
あんしん

できる暮
く

らしを継 続 的
けいぞくてき

にサポート
さ ぽ ー と

する訪 問 型
ほうもんかた

の生 活
せいかつ

支援
しえん

として機能
きのう

強 化
きょうか

し、独 立
どくりつ

して運 営
うんえい

可能
かのう

な支援
しえん

とする必 要
ひつよう

がある。 

 

 

 

 

Ｃ．支援
し え ん

体系
たいけい

を機能
き の う

させるために必要
ひつよう

な事項
じ こ う

 

１．医療的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡充
かくじゅう

 

 

【表 題
ひょうだい

】医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

 

【結 論
けつろん

】 

○ 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

の 一
ひと

つであるデイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーにおいて

看護師
かんごし

を複 数
ふくすう

配置
はいち

するなど、濃 厚
のうこう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な人
ひと

でも希望
きぼう

すれば同センタ
どうせんた

ーを利用
りよう

できるような支援
しえん

体 制
たいせい

を確保
かくほ

する。併
あわ

せて重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 者
しょうがいしゃ

については、児童期
じどうき

から成人期
せいじんき

にわたり、医 療
いりょう

を含
ふく

む支援
しえん

体 制
たいせい

が継 続 的
けいぞくてき

に一 貫
いっかん

して提 供
ていきょう

される仕組
し く

みを創 設
そうせつ

する。 

 

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

(吸 引
きゅういん

等
とう

の他
ほか

に、カニューレ
か に ゅ ー れ

交 換
こうかん

・

導
ど う

尿
にょう

・摘 便
てきべん

・呼吸器
こきゅうき

操作
そうさ

等
とう

を含
ふく

む)が、本 人
ほんにん

や家族
かぞく

が行
おこな

うのと同 等
どうとう

の

生 活
せいかつ

支援
しえん

行為
こうい

として、学 校
がっこう

、移 動 中
いどうちゅう

など、地域
ちいき

生 活
せいかつ

のあらゆる場面
ばめん

で

確保
かくほ

される。 

 

○ 入 院 中
にゅういんちゅう

においても、従 来
じゅうらい

より継 続 的
けいぞくてき

に介 助
かいじょ

し信 頼
しんらい

関 係
かんけい

を有
ゆう

する

介 助 者
かいじょしゃ

(ヘルパ
へ る ぱ

ー等
とう

)によるサポート
さ ぽ ー と

を確保
かくほ

し、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の継 続
けいぞく

を可能
かのう

とする。 

 

【説 明
せつめい

】 

最 近
さいきん

、特
とく

に濃 厚
のうこう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする超 重 症 児
ちょうじゅうしょうじ

といわれる人
ひと

たちが増加
ぞうか

の傾 向
けいこう

にあり、このため医 療 型
いりょうかた

の通 所
つうしょ

の場
ば

の整備
せいび

が要 請
ようせい

され

ている。デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーは重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

・者
しゃ

が利用
りよう

する

ことも想 定
そうてい

されており、その際
さい

には看護師
かんごし

の複 数
ふくすう

配置
はいち

を必須
ひっす

要 件
ようけん

とする。
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濃 厚
のうこう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が、18歳
さい

に達
たっ

したこ

とを理由
りゆう

に 別
べつ

体 系
たいけい

の 事 業
じぎょう

への利用
りよう

変 更
へんこう

を 求
もと

められ支援者
しえんしゃ

及
およ

び支援
しえん

の

方 法
ほうほう

が変
か

わることは、生 命
せいめい

の危機
き き

にもつながる重 大
じゅうだい

な環 境
かんきょう

の変化
へんか

である

ことから、仮
かり

に法 律
ほうりつ

体 系
たいけい

が変
か

わるとしても人 権
じんけん

が守
まも

られ年 齢
ねんれい

相 応
そうおう

の

生 活
せいかつ

を送
おく

ることができるよう、一 貫
いっかん

した支援
しえん

体 制
たいせい

が取
と

れるようにする。 

 

また、生 活
せいかつ

支援
しえん

行為
こうい

としての医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

とは、個別性
こべつせい

を重 視
じゅうし

して十 分
じゅうぶん

な信 頼
しんらい

関 係
かんけい

のあるヘルパ
へ る ぱ

ーが、本 人
ほんにん

や家族
かぞく

が行
おこな

うのと同 等
どうとう

な行為
こうい

として

特 定
とくてい

の 者
もの

に 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を 行
おこな

うということであり、 信 頼
しんらい

関 係
かんけい

のある

介 助 者
かいじょしゃ

が研 修
けんしゅう

や訓 練
くんれん

を受
う

けた上
うえ

で、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

ができる濃 密
のうみつ

な支援
しえん

を

可能
かのう

とする仕組
し く

みが求
もと

められる。同 様
どうよう

の仕組
し く

みは、学 校
がっこう

においても必 要
ひつよう

で

ある。また、一 方
いっぽう

で入 院
にゅういん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

には、信 頼
しんらい

関 係
かんけい

のある介 助 者
かいじょしゃ

(ヘルパ
へ る ぱ

ー)によってサポート
さ ぽ ー と

が得
え

られるようにして、必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

を得
え

なが

ら、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が継 続
けいぞく

できるようにする。 

 

 

 

２．日中
にっちゅう

活動
かつどう

等
とう

支援
し え ん

における定員
ていいん

の緩和
か ん わ

など 

 

【表 題
ひょうだい

】日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

等
とう

支援
しえん

の定 員
ていいん

の緩和
かんわ

など 

【結 論
けつろん

】 

○ 過疎地
か そ ち

等
とう

の事 業 所
じぎょうしょ

が利用者
りようしゃ

5名
めい

でも事 業
じぎょう

を展 開
てんかい

できるようにする。 

 

【説 明
せつめい

】 

地方
ちほう

に行
い

けば行
い

くほど人
ひと

が集
あつ

まらないため、5名
めい

でも事 業
じぎょう

を展 開
てんかい

するこ

とができるようにする。 現 在
げんざい

の重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

･者
しゃ

通 園
つうえん

事 業
じぎょう

B 型
がた

は

平 成
へいせい

24 年
ねん

4 月
がつ

からは 生 活
せいかつ

介護
かいご

事 業
じぎょう

への移行
いこう

も 考
かんが

えられるが、地方
ちほう

や

利用者
りようしゃ

が尐
すく

ない地域
ちいき

では、利用者
りようしゃ

が集
あつ

まらないために運 営
うんえい

が困 難
こんなん

になる

可能性
かのうせい

があり、十 分
じゅうぶん

な配 慮
はいりょ

が必 要
ひつよう

である。 

 

３．日中
にっちゅう

活動
かつどう

等
とう

支援
し え ん

への通所
つうしょ

保障
ほしょう
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【表 題
ひょうだい

】日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

等
とう

支援
しえん

への通 所
つうしょ

保 障
ほしょう

 

【結 論
けつろん

】 

○ 国
くに

は日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

等
とう

支援
しえん

への送 迎
そうげい

を支援
しえん

内 容
ないよう

の一 環
いっかん

に位置付
い ち づ

け、これ

に係
かか

る費用
ひよう

は報 酬 上
ほうしゅうじょう

で評
ひょう

価
か

する仕組
し く

みとする。 

 

○ 報 酬
ほうしゅう

の算 定
さんてい

にあたって声
こえ

かけなどの送 迎 中
そうげいちゅう

の支援
しえん

を踏
ふ

まえること

や、公 共
こうきょう

交 通
こうつう

機関
きかん

等
とう

による通 所 者
つうしょしゃ

の扱
あつか

いを併
あわ

せて検 討
けんとう

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

等
とう

支援
しえん

を利用
りよう

するには送 迎
そうげい

が必 要
ひつよう

である。また、 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする 人
ひと

の送 迎
そうげい

には看護師
かんごし

の添 乗
てんじょう

も必 要
ひつよう

になる。 現 行
げんこう

の

生 活
せいかつ

介護
かいご

には 送 迎
そうげい

経費
けいひ

も 含
ふく

まれているとの 解 釈
かいしゃく

があるが、他
た

の 通 所
つうしょ

事 業
じぎょう

には送 迎
そうげい

経費
けいひ

は含
ふく

まれていない。障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

においては、

実 績
じっせき

に応
おう

じて報 酬
ほうしゅう

に含
ふく

まれるような制度
せいど

にする必 要
ひつよう

がある。 

報 酬
ほうしゅう

の算 定
さんてい

に当
あ

たっては、送 迎
そうげい

を声
こえ

かけや見守
みまも

りを含
ふく

めた支援
しえん

として

位置
い ち

づけるのか、単
たん

なる移動
いどう

の支援
しえん

として位置
い ち

づけるのかについて結 論
けつろん

を得
え

る必 要
ひつよう

がある。また、公 共
こうきょう

交 通
こうつう

機関
きかん

等
とう

を利用
りよう

する通 所 者
つうしょしゃ

の交通費
こうつうひ

等
とう

移動
いどう

に係
かか

る費用
ひよう

の支 給
しきゅう

についても、その取 扱
とりあつか

いを検 討
けんとう

する。 

 

 

４．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

での生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

み 

 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

での生 活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

み 

【結 論
けつろん

】 

○ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

で 居 宅
きょたく

介護
かいご

等
とう

の個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

を利用
りよう

できるようにす

る。 

 

○ 高齢化
こうれいか

等
とう

により日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

にかかる支援
しえん

を利用
りよう

することが困 難
こんなん

である

か、又
また

はそれを必 要
ひつよう

としない人
ひと

が日 中
にっちゅう

をグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

で過
す

ごすことが

できるように、支援
しえん

体 制
たいせい

の確保
かくほ

等
とう

、必 要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

じる。 
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【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

におけるグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

は多様
たよう

な住
す

まい方
かた

支援
しえん

の一
ひと

つであることから、他
た

の在 宅
ざいたく

障 害 者
しょうがいしゃ

と同 様
どうよう

に、居 宅
きょたく

介護
かいご

等
とう

の個別
こべつ

支援
しえん

を

併
へい

給
きゅう

できるようにする。 

 

今後
こんご

、高 齢
こうれい

、重 度
じゅうど

・ 重 複
ちょうふく

障 害
しょうがい

、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

や行 動
こうどう

障 害
しょうがい

等
とう

さまざ

まなニーズ
に ー ず

のある人
ひと

たちの利用
りよう

が多
おお

くなることが想 定
そうてい

され、介 助
かいじょ

等
とう

個別
こべつ

支援
しえん

を必 要
ひつよう

とするそれらの人
ひと

たちに対
たい

して、居 宅
きょたく

介護
かいご

等
とう

を活 用
かつよう

すること

で、地域
ちいき

での自立
じりつ

生 活
せいかつ

が可能
かのう

となる。 

 

また、それらの人
ひと

たちも利用
りよう

できるようハード面
はーどめん

での整備
せいび

を推 進
すいしん

するとと

もに、職 員
しょくいん

の夜間
やかん

常 駐
じょうちゅう

、休 日
きゅうじつ

の日 中
にっちゅう

支援
しえん

、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の実施
じっし

が可能
かのう

と

なるよう、報 酬
ほうしゅう

、運 営
うんえい

基 準
きじゅん

、人 員
じんいん

配置
はいち

の見直
みなお

しを図
はか

る必 要
ひつよう

がある。 

 

したがって、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

での支援
しえん

をグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の機能
きのう

として全
すべ

てを

包 括
ほうかつ

せず、 最 低 限
さいていげん

機能
きのう

を 備
そな

えつつ、それ以外
いがい

のパーソナル
ぱ ー そ な る

な支援
しえん

は

オプション
お ぷ し ょ ん

として、利用
りよう

できるようにすることが適 切
てきせつ

である。これらの関 係
かんけい

を整理
せいり

、検 討
けんとう

し、生 活
せいかつ

支援
しえん

体 制
たいせい

を確保
かくほ

することが必 要
ひつよう

である。 

 

５．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せ っ ち

促進
そくしん

 

 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 国庫
こっこ

補助
ほじょ

によるグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の整備費
せいびひ

を積 極 的
せっきょくてき

に確保
かくほ

する。また、

重 度
じゅうど

の 障 害
しょうがい

や 様 々
さまざま

なニーズ
に ー ず

のある 人
ひと

への支援
しえん

も 想 定
そうてい

し、 安 定 的
あんていてき

運 営
うんえい

を可能
かのう

とする 報 酬
ほうしゅう

額
がく

が 必 要
ひつよう

である。 一 方
いっぽう

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を

建 設
けんせつ

する際
さい

の地域
ちいき

住 民
じゅうみん

への理解
りかい

促 進
そくしん

について、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

にのみに委
ゆだ

ねる

仕組
し く

みを見直
みなお

し、行 政
ぎょうせい

と事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が連 携
れんけい

・協 力
きょうりょく

する仕組
し く

みとすることが

必 要
ひつよう

である。 
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※ 公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

や民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

の活 用
かつよう

についてはⅢを参 照
さんしょう

のこと。 

 

【説 明
せつめい

】 

地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

を 促 進
そくしん

する 上
うえ

で、 重 度
じゅうど

の 障 害 者
しょうがいしゃ

が利用
りよう

できる

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を 含
ふく

む住 居
じゅうきょ

を確保
かくほ

するため、国庫
こっこ

補助
ほじょ

による整備
せいび

促 進
そくしん

が

必 要
ひつよう

である。また、報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

が低
ひく

く、人 材
じんざい

確保
かくほ

や事 業
じぎょう

運 営
うんえい

に困 難
こんなん

があ

るなど、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

単 独
たんどく

では経 営
けいえい

が成
な

り立
た

たない現 状
げんじょう

があるため、

積 極 的
せっきょくてき

に整備
せいび

を推 進
すいしん

するための予算
よさん

確保
かくほ

が必 要
ひつよう

である。 

 

また、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を建 設
けんせつ

する場合
ばあい

、地域
ちいき

住 民
じゅうみん

の理解
りかい

を得
え

るのに時間
じかん

を

要
よう

し、時
とき

には建 設
けんせつ

を断 念
だんねん

する場合
ばあい

もある。建 設
けんせつ

に当
あ

たって地域
ちいき

住 民
じゅうみん

の

理解
りかい

を求
もと

めることについては、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に委
ゆだ

ねるのではなく、地方
ちほう

自治体
じちたい

の

責務
せきむ

として事
じ

業 者
ぎょうしゃ

と連 携
れんけい

・協 力
きょうりょく

し、そして障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

等
とう

も協 力
きょうりょく

をし

て住 民
じゅうみん

の理解
りかい

促 進
そくしん

を図
はか

る必 要
ひつよう

がある。 

 

公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

は低家賃
ていやちん

であり、住
す

まいとしての重 要
じゅうよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

といえる。

バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

した 公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

を 拡 充
かくじゅう

して、インクルージョン
い ん く る ー じ ょ ん

の視点
してん

を

配 慮
はいりょ

しつつグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

としての活 用
かつよう

を促 進
そくしん

することが必 要
ひつよう

である。 

 

６．一般
いっぱん

住宅
じゅうたく

やグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

への家賃
や ち ん

補助
ほ じ ょ

 

 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

利用者
りようしゃ

への家賃
やちん

補助
ほじょ

等
とう

 

【結 論
けつろん

】 

○ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

利用者
りようしゃ

への家賃
やちん

補助
ほじょ

、住 宅
じゅうたく

手当
てあて

等
とう

による経 済 的
けいざいてき

支援
しえん

策
さく

が重 要
じゅうよう

である。 

 

※ 一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

に住
す

む障 害 者
しょうがいしゃ

への家賃
やちん

補助
ほじょ

、住 宅
じゅうたく

手当
てあて

等
とう

についてはⅢを

参 照
さんしょう

のこと。 

 

【説 明
せつめい

】 

収 入
しゅうにゅう

が低
ひく

い障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

を可能
かのう

とするため、家賃
やちん

補助
ほじょ

や住 宅
じゅうたく

手当
てあて



 

56 

 

の 創 設
そうせつ

が 望
のぞ

ましい。生 活
せいかつ

保護
ほ ご

と 同 様
どうよう

に、障 害 者
しょうがいしゃ

の基礎
き そ

年 金
ねんきん

に 住 宅
じゅうたく

手当
てあて

が上 積
うわづみ

みされることが望
のぞ

ましいが、住 宅
じゅうたく

手当
てあて

とした場合
ばあい

、広
ひろ

く国 民
こくみん

を対 象
たいしょう

とした手当
てあて

制度
せいど

や生 活
せいかつ

保護
ほ ご

制度
せいど

における住 宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

等
とう

との関 係
かんけい

を

整理
せいり

する必 要
ひつよう

もある。また、それぞれの住 宅
じゅうたく

の状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえると一 律
いちりつ

の

金 額
きんがく

とはせず、一 定
いってい

の範囲内
はんいない

の家賃
やちん

に応
おう

じて住 宅
じゅうたく

手当
てあて

を支 給
しきゅう

するのが

現 実 的
げんじつてき

であり、また社 会
しゃかい

の理解
りかい

も得
え

やすい。 

 

７．他
た

分野
ぶ ん や

との役割
やくわり

分担
ぶんたん

・財源
ざいげん

調整
ちょうせい

 

 

【表 題
ひょうだい

】シームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

と他
た

分野
ぶんや

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

・財 源
ざいげん

調 整
ちょうせい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害
しょうがい

がいかに重 度
じゅうど

であっても、地域
ちいき

の中
なか

で他
た

の者
もの

と 平 等
びょうどう

に学
まな

び、

働
はたら

き、生 活
せいかつ

し、余暇
よ か

を過
す

ごすことができるような制度
せいど

とする。 

 

【説 明
せつめい

】 

 「他
た

の者
もの

との平 等
びょうどう

」の視点
してん

から障 害
しょうがい

がいかに重 度
じゅうど

であっても、地域
ちいき

の

中
なか

で「他
た

の者
もの

」と同
おな

じ生 活
せいかつ

を営
いとな

み、共
とも

に育
そだ

ち、学
まな

び、「他
た

の者
もの

」と同
おな

じ

職 場
しょくば

で仕事
しごと

をこなし、「他
た

の者
もの

」と同 様
どうよう

に余暇
よ か

を過
す

ごすことができるような

制度
せいど

が必 要
ひつよう

である。 

 その際
さい

、シームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

を確保
かくほ

するために、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

納付
のうふ

金
きん

や介護
かいご

保険
ほけん

、教 育
きょういく

等
とう

関 連
かんれん

分野
ぶんや

の財 源
ざいげん

との調 整
ちょうせい

をする仕組
し く

みも必 要
ひつよう

である。 
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Ⅰ－５ 地域
ち い き

移行
い こ う

  

 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

移行
いこう

」の法定化
ほうていか

 

【結 論
けつろん

】 

○ 「地域
ちいき

移行
いこう

」とは、住
す

まいを施設
しせつ

や病 院
びょういん

から、単
たん

に元
もと

の家庭
かてい

に戻
もど

すこ

とではなく、障 害 者
しょうがいしゃ

個々人
ここじん

が市民
しみん

として、自
みずか

ら選
えら

んだ住
す

まいで安 心
あんしん

して

、自分
じぶん

らしい暮
く

らしを実 現
じつげん

することを意味
い み

する。 

 

○ すべての障 害 者
しょうがいしゃ

は、地域
ちいき

で暮
く

らす権利
けんり

を有
ゆう

し、障 害
しょうがい

の程度
ていど

や状 況
じょうきょう

、

支援
しえん

の量
りょう

等
とう

に関
かか

わらず、地域
ちいき

移行
いこう

の対 象
たいしょう

となる。 

 

○ 国
くに

が、社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

、社 会 的
しゃかいてき

入 所
にゅうしょ

を早 急
さっきゅう

に解
かい

消
しょう

するために「地域
ちいき

移行
いこう

」を促 進
そくしん

することを法
ほう

に明記
めいき

する。 

 

○ 国
くに

は、 重 点 的
じゅうてんてき

な予算
よさん

配 分
はいぶん

措置
そ ち

を 伴
ともな

った 政 策
せいさく

として、地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

と地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

を法 定
ほうてい

施策
しさく

として策 定
さくてい

し、実施
じっし

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

において、平 成
へいせい

23年度
ねんど

末
まつ

までに、身 体
しんたい

・知的
ちてき

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の 1割
わり

(13,000人
にん

)の地域
ちいき

移行
いこう

と精神科
せいしんか

病 院
びょういん

からの 72,000人
にん

の

退 院
たいいん

促 進
そくしん

が、地域
ちいき

移行
いこう

政 策
せいさく

の目 標
もくひょう

として謳
うた

われた。だが、退 院
たいいん

・退 所
たいしょ

しても新
あら

たに入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

する現 状
げんじょう

がある。そうした状 況
じょうきょう

を解 消
かいしょう

するめ

に、入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

に至
いた

るプロセス
ぷ ろ せ す

の検 証
けんしょう

を行
おこな

い、地域
ちいき

生 活
せいかつ

のための社 会
しゃかい

資源
しげん

を拡 充
かくじゅう

しなければならない。 

 

本 来
ほんらい

は誰
だれ

もが地域
ちいき

で暮
く

らしを営
いとな

む存 在
そんざい

であり、障 害 者
しょうがいしゃ

が一 生
いっしょう

を施設
しせつ

や病 院
びょういん

で過
す

ごすことは普通
ふつう

ではない。入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

が住
す

みたいところを

選
えら

ぶ、自分
じぶん

の暮
く

らしを展 開
てんかい

するなど、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の意志
い し

や希望
きぼう

、選 択
せんたく

が

尊 重
そんちょう

される支援
しえん

の仕組
し く

みと選択肢
せんたくし

を作
つく

ることが早 急
さっきゅう

に求
もと

められる。とりわ

け家族
かぞく

の状 況
じょうきょう

や支援
しえん

不足
ぶそく

から希望
きぼう

していない生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

にある障 害 者
しょうがいしゃ

につ

いても、本 来
ほんらい

地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

対 象 者
たいしょうしゃ

に含
ふく

まれるべきであり、一
ひと

部屋
へ や

に多数
たすう
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の者
もの

が住
す

まう形 態
けいたい

を 解 消
かいしょう

し、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を実 現
じつげん

できるようにすることを

検 討
けんとう

されるべきである。 

 

地域
ちいき

移行
いこう

の促 進
そくしん

にあたって、地方
ちほう

における地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

や財 政
ざいせい

等
とう

の格差
かくさ

等
とう

、国
くに

と地方
ちほう

の財 政
ざいせい

負担
ふたん

構 造
こうぞう

などに課題
かだい

があるなかで、 単
たん

に、施設
しせつ

の

入 所
にゅうしょ

定 員
ていいん

や病 院
びょういん

の病 床 数
びょうしょうすう

の減 尐
げんしょう

を法定化
ほうていか

することだけでは、家族
かぞく

の

不安
ふあん

や負担
ふたん

を強
し

いる危険性
きけんせい

と混 乱
こんらん

を招
まね

きかねない。そこで地域
ちいき

移行
いこう

は、地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

と地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

を入 所
にゅうしょ

・入 院
にゅういん

している障 害 者
しょうがいしゃ

に提
てい

供
きょう

しつ

つ、誰
だれ

もが地域
ちいき

で暮
く

らせるための地域
ちいき

資源
しげん

と支援
しえん

システム
し す て む

を整備
せいび

する必 要
ひつよう

が

ある。特
とく

に、長 期
ちょうき

入 所 者
にゅうしょしゃ

、入 院 者
にゅういんしゃ

については、地域
ちいき

移行
いこう

の阻害
そがい

要 因
よういん

を

検
けん

証
しょう

しつつ、緊 急
きんきゅう

に人 権
じんけん

が回 復
かいふく

されるよう支援
しえん

されるべきである。 

 

その上
うえ

で、今後
こんご

、「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」等
とう

、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

・病 院
びょういん

か

ら地域
ちいき

生 活
せいかつ

への地域
ちいき

移行
いこう

に向
む

けた各 種
かくしゅ

施策
しさく

により、地域
ちいき

における基盤
きばん

整備
せいび

が

進 展
しんてん

する中
なか

で、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

・病 院
びょういん

の役 割
やくわり

や機能
きのう

等
とう

、その位置
い ち

づけを見直
みなお

す

必 要
ひつよう

がある。また、地域
ちいき

移行
いこう

ホーム
ほ ー む

、 退 院
たいいん

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

のように、 同 一
どういつ

敷地内
しきちない

に移行
いこう

のための施設
しせつ

の是非
ぜ ひ

を含
ふく

め、その在
あ

り方
かた

についても今後
こんご

検 討
けんとう

すべきである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

と地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

と地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

は、実 際
じっさい

に地域
ちいき

生 活
せいかつ

を始
はじ

められる

ように、一人
ひとり

ひとりの状 況
じょうきょう

に合
あ

わせて策 定
さくてい

される。地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

で

は、入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

に選択肢
せんたくし

が用意
ようい

され、本 人
ほんにん

の希望
きぼう

と納
なっ

得
とく

のもとで

施設
しせつ

や病 院
びょういん

からの外 出
がいしゅつ

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を楽
たの

しむ体 験
たいけん

、居 住
きょじゅう

体 験
たいけん

等
とう

の

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

も提
てい

供
きょう

される。また、地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

では、地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な

支援
しえん

、その他
た

福祉
ふくし

制度
せいど

に関
かん

する手 続
てつづき

等
とう

の支援
しえん

や必 要
ひつよう

とする社 会
しゃかい

資源
しげん

に

結
むす

び付
つ

けるなどの環 境
かんきょう

調 整
ちょうせい

も行
おこな

うものとする。 

 

○ 地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

と地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

の事 業
じぎょう

は、国
くに

の事 業
じぎょう

として行
おこな

う
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。施設
しせつ

及
およ

び病 院
びょういん

は、これらの事 業
じぎょう

を受
う

けるよう積 極 的
せっきょくてき

に努
つと

めなければ

ならない。施設
しせつ

及
およ

び病 院
びょういん

がこれらの事 業
じぎょう

を行
おこな

う場合
ばあい

には、地域
ちいき

の相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

、権利
けんり

擁護事
ようごじ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

の地域
ちいき

移行
いこう

支援者
しえんしゃ

と連 携
れんけい

するための

体 制
たいせい

を整備
せいび

しなければならない。 

 

○ ピアサポータ
ぴ あ さ ぽ ー た

ー(地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

をする障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

)等
とう

は、入 院
にゅういん

・

入 所 者
にゅうしょしゃ

の意思
い し

や希望
きぼう

を聴
き

きとりつつ、支援
しえん

するノウハウ
の う は う

を活
い

かし、重 要
じゅうよう

な人 的
じんてき

資源
しげん

として中 心 的
ちゅうしんてき

な役 割
やくわり

を担
にな

う。特
とく

に長 期
ちょうき

入 所 者
にゅうしょしゃ

や

入 院 者
にゅういんしゃ

に対
たい

する支援
しえん

は、不安
ふあん

軽 減
けいげん

と意欲
いよく

回 復
かいふく

のために、本 人
ほんにん

に寄
よ

り添
そ

った支援
しえん

が必 要
ひつよう

である。 

 

○ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

・病 院
びょういん

の職 員
しょくいん

がそれぞれの専 門 性
せんもんせい

をより高
たか

め、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

の専 門
せんもん

職
しょく

としての役 割
やくわり

を果
はた

すため、国
くに

は移行
いこう

支援
しえん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を用意
ようい

し、これらの職 員
しょくいん

の利用
りよう

に 供
きょう

しなければならない。 

 

※ 地域
ちいき

移行
いこう

を促 進
そくしん

するための住 宅
じゅうたく

確保
かくほ

の施策
しさく

についてはⅢを参 照
さんしょう

のこ

と。 

 

【説 明
せつめい

】 

 地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

の意志
い し

や自己
じ こ

決 定
けってい

を 確 認
かくにん

し、それを

実 現
じつげん

するためのものである。 

入 院 者
にゅういんしゃ

・入 所 者
にゅうしょしゃ

が自
みずか

ら選
えら

ぶことを基本
きほん

として設 計
せっけい

されるべきである。

地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

は、地域
ちいき

移行
いこう

できる人
ひと

を選 別
せんべつ

するものではないので、

標 準 的
ひょうじゅんてき

なプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

に適 応
てきおう

できるかどうかを判 断
はんだん

するものであってはなら

ない。あくまでも本 人
ほんにん

支援
しえん

という観 点
かんてん

から本 人
ほんにん

に合
あ

わせた個別的
こべつてき

なものと

して準 備
じゅんび

されるものである。 

 

このような地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

の実施
じっし

に当
あ

たっては、入 所 者
にゅうしょしゃ

・入 院 者
にゅういんしゃ

が

、どのようなニーズ
に ー ず

があって 入 所
にゅうしょ

・ 入 院
にゅういん

しているのか、定期的
ていきてき

にその

ニーズ
に ー ず

を聞
き

き取
と

る必 要
ひつよう

があり、社 会 的
しゃかいてき

入 所
にゅうしょ

・入 院
にゅういん

の軽 減
けいげん

を目指
め ざ

さなけ

ればならない。 
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その際
さい

、施設
しせつ

・病 院
びょういん

関 係 者
かんけいしゃ

だけでなく、地域
ちいき

移行
いこう

支援者
しえんしゃ

(相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

、権利
けんり

擁護事
ようごじ

業 者
ぎょうしゃ

、 障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

、市民
しみん

等
とう

、様 々
さまざま

な立場
たちば

の者
もの

)とチーム
ち ー む

を組
く

むことができる仕組
し く

みを作
つく

ることが

必 要
ひつよう

である。このことは、安易
あんい

な新規
しんき

の 入 所
にゅうしょ

・ 入 院
にゅういん

を避
さ

けるためにも

重 要
じゅうよう

である。 

 

また、地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を提
てい

供
きょう

しつつ、移行先
いこうさき

での地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

として

、様 々
さまざま

なサービス
さ ー び す

を受
う

けるため申 請
しんせい

や社 会
しゃかい

資源
しげん

の配置
はいち

等
とう

が行
おこな

われるべき

である。地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

及
およ

び地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

の事 業
じぎょう

は、まず施設
しせつ

・病 院
びょういん

から外 出
がいしゅつ

したり、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

を楽
たの

しむ体 験
たいけん

等
とう

をしながら、自分
じぶん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

をイメージ
い め ー じ

する期間
きかん

も 必 要
ひつよう

である。そのため移動
いどう

支援
しえん

等
とう

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

できる仕組
し く

みや経 済 的
けいざいてき

に困 難
こんなん

な入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

にはその

費用
ひよう

を助 成
じょせい

する仕組
し く

みが不可欠
ふかけつ

である。 

 

また、この事 業
じぎょう

を支
ささ

える人 材
じんざい

、特
とく

にピアサポータ
ぴ あ さ ぽ ー た

ーを地域
ちいき

移行
いこう

推 進
すいしん

の

ための重 要
じゅうよう

な人 的
じんてき

資源
しげん

と位置
い ち

づけ、ピアサポータ
ぴ あ さ ぽ ー た

ーの育 成
いくせい

ならびに地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

活 動
かつどう

に対
たい

する正 当
せいとう

な報 酬
ほうしゅう

等
とう

の財 源
ざいげん

を確保
かくほ

すべきである。 

 

さらには、現 行
げんこう

の施設
しせつ

・病 院
びょういん

の職 員
しょくいん

がその専 門 性
せんもんせい

を地域
ちいき

支援
しえん

に活
い

かし

ていくことが、地域
ちいき

移行
いこう

を推 進
すいしん

していく上
うえ

で求
もと

められることになる。その

際
さい

には、職 員
しょくいん

には、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

の観 点
かんてん

から支援
しえん

の在
あ

り方
かた

について視点
してん

の 転 換
てんかん

が 求
もと

められるので、その 転 換
てんかん

を容易
ようい

にするための移行
いこう

支援
しえん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

が用意
ようい

される必 要
ひつよう

がある。 
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Ⅰ－６ 地域
ち い き

生活
せいかつ

の資源
し げ ん

整備
せ い び

  

 

【表 題
ひょうだい

】 「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」(仮 称
かしょう

)策 定
さくてい

の法定化
ほうていか

 

【結 論
けつろん

】 

○  国
くに

は、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

において、障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

を計 画 的
けいかくてき

に整備
せいび

するため本 法
ほんほう

が実施
じっし

される時点
じてん

を

起点
きてん

として、前半期
ぜんはんき

計 画
けいかく

と後
こう

半期
はんき

計 画
けいかく

からなる「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」(仮 称
かしょう

)を策 定
さくてい

するものとする。 

策 定
さくてい

に当
あ

たっては、とくに下記
か き

の点
てん

に留 意
りゅうい

することが必 要
ひつよう

である。 

 

・ 長 期
ちょうき

に入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

している障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

のための地域
ちいき

におけ

る住
す

まいの確保
かくほ

、日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

、支援
しえん

サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

等
とう

の社 会
しゃかい

資源
しげん

整備
せいび

は、緊 急
きんきゅう

かつ重 点 的
じゅうてんてき

に行
おこな

われなければならないこと。 

 

・ 重 度
じゅうど

の障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で生 活
せいかつ

するための長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

を提
てい

供
きょう

する

社 会
しゃかい

資源
しげん

を都市部
と し ぶ

のみならず農村部
のうそんぶ

においても 重 点 的
じゅうてんてき

に整備
せいび

し、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が存 在
そんざい

しないためにサービス
さ ー び す

が受
う

けられないといった状 況
じょうきょう

をなく

すべきであること。 

 

・ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるショートステイ
し ょ ー と す て い

・レスパイト
れ す ぱ い と

支援
しえん

、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を

提 供
ていきょう

できる事 業 所
じぎょうしょ

や人 材
じんざい

が不足
ふそく

している現 状
げんじょう

を改
あらた

めること。 

 

○  都道府県
とどうふけん

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

は、国
くに

の定
さだ

める「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」(

仮 称
かしょう

)に基
もと

づき、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

において、地域
ちいき

生 活
せいかつ

資源
しげん

を整備
せいび

する

数値
すうち

目 標
もくひょう

を設 定
せってい

するものとする。 

 

○  数値
すうち

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

は、入 院 者
にゅういんしゃ

・入 所 者
にゅうしょしゃ

・グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

入 居 者
にゅうきょしゃ

等
とう

の実 態
じったい

調 査
ちょうさ

に基
もと

づかなければならない。この調 査
ちょうさ

においては入 院
にゅういん

・

入 所
にゅうしょ

の理由
りゆう

や退 院
たいいん

・退 所
たいしょ

を阻
そ

害
がい

する要 因
よういん

、施設
しせつ

に求
もと

められる機能
きのう

に

ついて、障 害 者
しょうがいしゃ

への聴
き

き取
と

りを行
おこな

わなければならない。 
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 ※ 地域
ちいき

移行
いこう

を促 進
そくしん

するための住 宅
じゅうたく

確保
かくほ

の施策
しさく

についてはⅢを参 照
さんしょう

のこ

と。 

 

【説 明
せつめい

】 

 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

は、それを提 供
ていきょう

するマンパワ
ま ん ぱ わ

ー
ー

なくして成 立
せいりつ

しない。福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

には様 々
さまざま

なものがあるが、地域
ちいき

社 会
しゃかい

で生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な

支援
しえん

を行
おこな

う事 業 所
じぎょうしょ

と人 材
じんざい

は、いまもって不足
ふそく

している。 

 

とくに、重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で生 活
せいかつ

するうえで、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の

重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

等
とう

を担
にな

う事 業 所
じぎょうしょ

と 人 材
じんざい

は、大都市部
だいとしぶ

も含
ふく

め全 般 的
ぜんぱんてき

に

不足
ふそく

しており、農村部
のうそんぶ

にはほとんどないといった状 況
じょうきょう

が存 在
そんざい

することは、

このたびの東 日 本
ひがしにほん

大 震 災
だいしんさい

の被災地
ひさいち

の状 況
じょうきょう

を見
み

ても明
あき

らかである。しかし

これでは、どこで、だれと住
す

むかといったきわめて基本的
きほんてき

な権利
けんり

さえ実 現
じつげん

で

きない。 

 

また、障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

える上
うえ

で、ショートステイ
し ょ ー と す て い

やレスパイト
れ す ぱ い と

支援
しえん

、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の充
じゅう

実
じつ

は欠
か

かすことができない要素
ようそ

である。 

例
たと

えば、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

や一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

で暮
く

らす障 害 者
しょうがいしゃ

が調 子
ちょうし

を崩
くず

した

り、家族
かぞく

との関 係
かんけい

が一時的
いちじてき

に悪化
あっか

したときなどに、生 活
せいかつ

を立
た

て直
なお

す支援
しえん

と

してのショートステイ
し ょ ー と す て い

がすぐ使
つか

えることは、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を継 続
けいぞく

するうえで欠
か

かすことができない。 

同 様
どうよう

に家族
かぞく

と同 居
どうきょ

する場合
ばあい

、家族
かぞく

ケア
け あ

の観 点
かんてん

からの障 害 児 者
しょうがいじしゃ

家族
かぞく

の

精 神 的
せいしんてき

、物理的
ぶつりてき

な休 養
きゅうよう

を目 的
もくてき

としたレスパイトケア
れ す ぱ い と け あ

の充 実
じゅうじつ

も求
もと

められ

る。 

 

しかしながら、必 要
ひつよう

なときにいつでも使
つか

えるショートステイ
し ょ ー と す て い

やレスパイト
れ す ぱ い と

支援
しえん

を提
てい

供
きょう

するサービス
さ ー び す

事 業 体
じぎょうたい

は 尐
すく

なく、 法 的
ほうてき

な 制 約
せいやく

のもとで、

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を提 供
ていきょう

できる介 助 者
かいじょしゃ

も非 常
ひじょう

に不足
ふそく

しているのが現 状
げんじょう

であり

、これらにかかわる社 会
しゃかい

資源
しげん

を拡 大
かくだい

することが急 務
きゅうむ

である。 

 そこで、国
くに

は、必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

を確保
かくほ

したうえで、上 記
じょうき

にかかる社 会
しゃかい

資源
しげん
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を早 急
さっきゅう

に確保
かくほ

すべきである。 

 

さらに、長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

や入 所
にゅうしょ

を余儀
よ ぎ

なくされ、そのために住 居
じゅうきょ

を失
うしな

うもし

くは家族
かぞく

と疎遠
そえん

になり、住
す

む場
ば

がない状 況
じょうきょう

にある障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する住 宅
じゅうたく

確保
かくほ

のための施策
しさく

は極
きわ

めて重 要
じゅうよう

であり、大規模化
だいきぼか

、多棟化
たとうか

しないよう配 慮
はいりょ

しつつグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を整備
せいび

することや、家賃
やちん

補助
ほじょ

等
とう

の整備
せいび

は、緊 急
きんきゅう

の課題
かだい

である。 

 

施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

は、全
すべ

てが真
しん

に施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

の必 要
ひつよう

な者
もの

とは言
い

えない。障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

で単 純
たんじゅん

に施設
しせつ

待機者数
たいきしゃすう

を施設
しせつ

設置
せっち

の根 拠
こんきょ

とすることは妥当
だとう

で

はない。待機者
たいきしゃ

は、さまざまな福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用
りよう

の待機者
たいきしゃ

であるとの視点
してん

に

立
た

ち、具体的
ぐたいてき

な地域
ちいき

基盤
きばん

の整備
せいび

を進
すす

めることが必 要
ひつよう

である。また再 入 院
さいにゅういん

・

再 入 所
さいにゅうしょ

についても、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の問 題
もんだい

としてのみ捉
とら

えるのではなく、

地域
ちいき

支援
しえん

の不足
ふそく

・不備
ふ び

からくるものとして検 証
けんしょう

し、再
ふたた

び地域
ちいき

移行
いこう

にむけて

支援
しえん

を行
おこな

うことが必 要
ひつよう

である。 

  

これらを行
おこな

うためには、入 院 者
にゅういんしゃ

・入 所 者
にゅうしょしゃ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

が不可欠
ふかけつ

である。 

なぜ入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

に至
いた

ったのか、入 院 者
にゅういんしゃ

・入 所 者
にゅうしょしゃ

の希望
きぼう

は何
なに

か、何
なに

が

退 院
たいいん

・退 所
たいしょ

を阻
そ

害
がい

する要 因
よういん

であるのかを、国
くに

主 導
しゅどう

で分 析
ぶんせき

すべきである

。その際
さい

、全 国 的
ぜんこくてき

な把握
はあく

、地域
ちいき

特 性
とくせい

の把握
はあく

が、地域
ちいき

支援
しえん

のあり方
かた

に関
かか

わ

る貴 重
きちょう

なデータ
で ー た

であり、地域
ちいき

移行
いこう

に向
む

けた取
と

り組
く

みの根 拠
こんきょ

となる。なお、

定 員
ていいん

が一
いち

定 数
ていすう

を超
こ

える大規模
だいきぼ

なグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

についても、病 院
びょういん

や入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

同 様
どうよう

に 入
にゅう

居 者
きょしゃ

への聴
き

き取
と

り調 査
ちょうさ

の対 象
たいしょう

に含
ふく

めるべきである。 

 

以 上
いじょう

に基
もと

づき、国
くに

は、地域
ちいき

における障 害 者 向
しょうがいしゃむ

けの住 宅
じゅうたく

、日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

、訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

等
とう

を新
あら

たに大規模
だいきぼ

に提
てい

供
きょう

することを目 標
もくひょう

にした「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」(仮 称
かしょう

)を策 定
さくてい

すべきである。この際
さい

、設 定
せってい

される

数値
すうち

目 標
もくひょう

は、今後
こんご

行
おこな

われる入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

への調 査
ちょうさ

の結果
けっか

などに基
もと

づい

て設 定
せってい

されるものとする。 

 

また、都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、この「10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」に基
もと
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づいた数値
すうち

目 標
もくひょう

を設 定
せってい

すべきである。地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

で掲
かか

げられた地域
ちいき

移行者
いこうしゃ

目 標
もくひょう

数値
すうち

は、地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

整備
せいび

の目 標
もくひょう

数値
すうち

と

ともに現 実
げんじつ

に達 成
たっせい

されることが求
もと

められる。しかし、地域
ちいき

移行
いこう

は施設
しせつ

や

病 院
びょういん

から住
す

まいを移行
いこう

しただけで終
おわ

るものではないため、移行後
いこうご

も地域
ちいき

での

生 活
せいかつ

実 態
じったい

の把握
はあく

や支援
しえん

状 況
じょうきょう

の検 証
けんしょう

を行
おこ

なうべきである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の支援
しえん

資源
しげん

を総 合 的
そうごうてき

・計 画 的
けいかくてき

に整備
せいび

するため、

市 町 村
しちょうそん

は 市 町 村
しちょうそん

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

を、都道府県
とどうふけん

は都道府県
とどうふけん

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

し、国
くに

はその基本
きほん

方 針
ほうしん

及
およ

びそのための整備
せいび

計 画
けいかく

を示
しめ

す。 

 

○ 国
くに

が定
さだ

める障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

のための第
だい

１期
き

の整備
せいび

計 画
けいかく

は「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」の前半期
ぜんはんき

の整備
せいび

計 画
けいかく

をもって充
あ

てる。 

 

○ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、その策 定
さくてい

過程
かてい

と評 価
ひょうか

・見直
みなお

し過程
かてい

で、障 害 者
しょうがいしゃ

、

障 害 者
しょうがいしゃ

の家族
かぞく

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、その他
た

の市民
しみん

が参加
さんか

する「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」の十 分
じゅうぶん

な関与
かんよ

を確保
かくほ

する。とくに知的
ちてき

障 害
しょうがい

・精 神
せいしん

障 害
しょうがい

やこれま

で制度
せいど

の谷間
たにま

におかれてきた障 害 者
しょうがいしゃ

・難 病
なんびょう

等
とう

の当事者
とうじしゃ

の参加
さんか

が求
もと

めら

れる。 

 

○ 基本
きほん

方 針
ほうしん

および 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

・評 価
ひょうか

は、 客 観 的
きゃくかんてき

な 調 査
ちょうさ

データ
で ー た

を踏
ふ

まえて行
おこ

なう。とりわけ地域
ちいき

社 会
しゃかい

での日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

や社 会
しゃかい

参加
さんか

の実 態
じったい

を障 害
しょうがい

のない市民
しみん

のそれとの比較
ひかく

したデータ
で ー た

を重 視
じゅうし

する。 

 

○ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は１期
き

５年
ねん

とする。 

 

○ 国
くに

、都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

は障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の実施
じっし

に必 要
ひつよう

な予算
よさん

措置
そ ち

を

講
こう

じる。 
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【説 明
せつめい

】 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、支援
しえん

資源
しげん

の計 画 的
けいかくてき

整備
せいび

、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

・関 係 者
かんけいしゃ

・

行 政
ぎょうせい

の協 議
きょうぎ

と相互
そうご

理解
りかい

の形 成
けいせい

、一 般
いっぱん

市民
しみん

や議会
ぎかい

が障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

について

理解
りかい

する手 段
しゅだん

、実 態
じったい

調 査
ちょうさ

などデータ
で ー た

収 集
しゅうしゅう

の契機
けいき

などの多様
たよう

なメリット
め り っ と

が

あり、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

でも既存
きぞん

の計 画
けいかく

との関 係 性
かんけいせい

をよく整理
せいり

した上
うえ

で、継 続
けいぞく

発 展
はってん

させるべきである。 

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、十 分
じゅうぶん

な当事者
とうじしゃ

参加
さんか

がなく参加
さんか

する障 害 者
しょうがいしゃ

の障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

が限 定
げんてい

されていること、国
くに

の目 標
もくひょう

を人口比
じんこうひ

で当
あ

てはめた計 画
けいかく

が多
おお

いこと、策定後
さくていご

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

評 価
ひょうか

とその評 価
ひょうか

をふまえた

改 善
かいぜん

・修 正
しゅうせい

という面
めん

が弱
よわ

いことなどの課題
かだい

が指摘
してき

されてきた。これらの

克 服
こくふく

が必 要
ひつよう

とされる。 

 

また、障 害 者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計 画
けいかく

が10年
ねん

計 画
けいかく

であり、前 半
ぜんはん

・後 半
こうはん

に分
わ

けて数値
すうち

目 標
もくひょう

を含
ふく

む「重 点
じゅうてん

施策
しさく

実施
じっし

５ヵ年
かねん

計 画
けいかく

」を定
さだ

め進 捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

を毎 年
まいとし

報 告
ほうこく

することが定 着
ていちゃく

してきた。その 中 心
ちゅうしん

分野
ぶんや

である「福祉
ふくし

」が障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の下
もと

では３年
ねん

計 画
けいかく

(数値
すうち

目 標
もくひょう

の基本
きほん

設 定
せってい

は６年 間
ねんかん

)の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

となっているのは、介護
かいご

保険
ほけん

との統 合
とうごう

をめざした結果
けっか

である。障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の総 合 的
そうごうてき

・計 画 的
けいかくてき

推 進
すいしん

の観 点
かんてん

から、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は１期
き

５年
ねん

と

し、障 害 者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計 画
けいかく

の「重 点
じゅうてん

施策
しさく

実施
じっし

５ヵ年
かねん

計 画
けいかく

」と一致
いっち

させるべきで

ある。 

 

なお、「障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

」の名 称
めいしょう

については、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づく

「 障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

」、 社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

に 基
もと

づく「地域
ちいき

福祉
ふくし

計 画
けいかく

」 等
とう

の類似
るいじ

計 画
けいかく

があるので、「障 害
しょうがい

」分野
ぶんや

の「福祉
ふくし

」領 域
りょういき

の計 画
けいかく

であることを単 純
たんじゅん

明 快
めいかい

に示
しめ

す名 称
めいしょう

は現 行
げんこう

のままがよい。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 地域
ちいき

における既存
きぞん

の社 会
しゃかい

資源
しげん

を有機的
ゆうきてき

に連 携
れんけい

させ、地域
ちいき

全 体
ぜんたい

にかか

る課題
かだい

を検 討
けんとう

して地域
ちいき

社 会
しゃかい

の支援
しえん

体 制
たいせい

をより 充 実
じゅうじつ

させる仕組
し く

みとし
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て、 市 町 村
しちょうそん

(ないし 圏 域
けんいき

)および都道府県
とどうふけん

単位
たんい

で、 障 害 者
しょうがいしゃ

及
およ

びその

関 係 者
かんけいしゃ

の参 画
さんかく

を前 提
ぜんてい

とした地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

を法 定
ほうてい

機関
きかん

として

設置
せっち

する。 

 

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、その地域
ちいき

における障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の現 状
げんじょう

と課題
かだい

を検 討
けんとう

し、改 善
かいぜん

方 策
ほうさく

や必 要
ひつよう

な施策
しさく

を講
こう

じるための具体的
ぐたいてき

な協 議
きょうぎ

を行
おこな

うほか、市 町 村
しちょうそん

又
また

は都道府県
とどうふけん

における障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

する福祉
ふくし

計 画
けいかく

策 定
さくてい

に意見
いけん

を述
の

べるものとする。 

 

○ とくに、都道府県
とどうふけん

単位
たんい

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、 上 記
じょうき

のほか、

広 域 的
こういきてき

・ 専 門 的
せんもんてき

な 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

と 助 言
じょげん

や 市 町 村
しちょうそん

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

策 定
さくてい

の支援
しえん

機能
きのう

を果
は

たすものとする。 

  

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

にわたる途切
と ぎ

れない支援
しえん

体 制
たいせい

が整備
せいび

されるよう、地域
ちいき

における様 々
さまざま

な社 会
しゃかい

資源
しげん

と連 携
れんけい

するもの

とする。 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

についての評 価
ひょうか

はさまざまである

が、その地域
ちいき

に暮
く

らす障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の個別
こべつ

相 談
そうだん

支援
しえん

から、その地域
ちいき

における

解 決
かいけつ

困 難
こんなん

な課題
かだい

に焦 点
しょうてん

をあてて 関 係 者
かんけいしゃ

が議論
ぎろん

をし、就 労
しゅうろう

、子
こ

ども、

住 居 等
じゅうきょとう

の部会
ぶかい

を 設
もう

けるなどして 地域生活
ちいきせいかつ

が実現可能
じつげんかのう

となるための

各種社会資源
かくしゅしゃかいしげん

の連 携
れんけい

や支援
しえん

の新
あら

たな開 発
かいはつ

の役 割
やくわり

を果
は

たすことや障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

へとつなげる役 割
やくわり

を果
は

たすことなどが新
あたら

しい地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

に期待
きたい

される。 

 

さらに、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

が地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

等
とう

と有機的
ゆうきてき

に連 携
れんけい

し

、より良
よ

い地域
ちいき

づくりの核
かく

として機能
きのう

するようにするためには、以 上
いじょう

のよう

な機能
きのう

を有
ゆう

するものとして、法定化
ほうていか

することが必 要
ひつよう

である。 
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Ⅰ－７ 利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

  

 

【表 題
ひょうだい

】利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 他
た

の者
もの

との平 等
びょうどう

の観 点
かんてん

から、食 材 費
しょくざいひ

や光 熱
こうねつ

水費
すいひ

等
とう

の誰
だれ

もが支払
しはら

う

費用
ひよう

は負担
ふたん

をすべきであるが、障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

は、原 則
げんそく

無 償
むしょう

と

すべきである。 

ただし、高 額
こうがく

な収 入
しゅうにゅう

のある者
もの

には、収 入
しゅうにゅう

に応
おう

じた負担
ふたん

を求
もと

める。そ

の際
さい

、認 定
にんてい

する収 入
しゅうにゅう

は、成 人
せいじん

の場合
ばあい

は障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の収 入
しゅうにゅう

、未成年
みせいねん

の障 害 者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

は世帯
せたい

主
ぬし

の収 入
しゅうにゅう

とする。 

また、高 額
こうがく

な収 入
しゅうにゅう

のある者
もの

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

については、介護
かいご

保険
ほけん

の利用
りよう

を 含
ふく

む 必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

を 合
がっ

算
さん

し、 現 行
げんこう

の負担
ふたん

水 準
すいじゅん

を

上 回
うわまわ

らないものとすることが必 要
ひつよう

である。 

 

○ 上 記
じょうき

の障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

とは、主
おも

に以下
い か

の6つの分野
ぶんや

に整理
せいり

する

ことができる。 

① 相 談
そうだん

や制度
せいど

利用
りよう

のための支援
しえん

 

② コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

のための支援
しえん

 

③ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を送
おく

るための支援
しえん

や補
ほ

装具
そうぐ

の支 給
しきゅう

 

④ 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

・活 動
かつどう

を送
おく

るための支援
しえん

(アクセス
あ く せ す

・移動
いどう

支援
しえん

を含
ふく

む) 

⑤ 就 労
しゅうろう

支援
しえん

 

⑥ 医 療
いりょう

・リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

の支援
しえん

 

なお、⑥の医 療
いりょう

については、障 害 者
しょうがいしゃ

のすべての医療費
いりょうひ

を全 額
ぜんがく

公費
こうひ

負担
ふたん

にというものではなく、障 害
しょうがい

に伴
ともな

う医療費
いりょうひ

の自己
じ こ

負担
ふたん

を公費
こうひ

負担
ふたん

に

することについて述
の

べたものである。 

 

【説 明
せつめい

】 

(1) 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の問 題 点
もんだいてん

 

 

障 害
しょうがい

のない人
ひと

は、食 事
しょくじ

・排 泄
はいせつ

・移動
いどう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

等
とう

の人
ひと

とし

て生
い

きるための基礎的
きそてき

な生 活
せいかつ

行為
こうい

を自
みずか

らで行
おこな

えるが、障 害 者
しょうがいしゃ

は、そうした



 

68 

 

生 活
せいかつ

行為
こうい

が困 難
こんなん

になる。しかも、特
とく

に重 度
じゅうど

の障 害 者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

、住 宅
じゅうたく

、

交 通
こうつう

・移動
いどう

、医 療
いりょう

、福祉
ふくし

支援
しえん

のみならず、それ以外
いがい

の分野
ぶんや

でも障 害
しょうがい

に伴
ともな

い

必 要
ひつよう

とされる支 出
ししゅつ

が多
おお

くなる。したがって、こうした行為
こうい

への支援
しえん

に係
かか

っ

て障 害
しょうがい

のある人
ひと

に負担
ふたん

を課
か

すことは、障 害
しょうがい

のない人
ひと

との間
あいだ

に新
あら

たな格差
かくさ

と差別
さべつ

を生
う

むことになる。 

 

また、厚 労 省
こうろうしょう

の作 成
さくせい

した資 料
しりょう

によると障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用者
りようしゃ

のうち

非課税
ひかぜい

と生 活
せいかつ

保護
ほ ご

の低 所 得
ていしょとく

世帯
せたい

が86.3％と約
やく

９割
わり

に上
のぼ

り、こうした世帯
せたい

にとって、生
い

きるために不可欠
ふかけつ

な支援
しえん

への利 用 料
りようりょう

は大
おお

きな負担
ふたん

になっている

。以 上
いじょう

のことから、障 害
しょうがい

によって生
しょう

じる日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

および社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の困 難
こんなん

を軽 減
けいげん

する支援
しえん

は、原 則
げんそく

として、社 会
しゃかい

が責 任
せきにん

を担
にな

うべきである

。 

「ある程度
ていど

の負担
ふたん

があった方
ほう

が、遠 慮
えんりょ

せずに支援
しえん

を求
もと

めやすい」という

意見
いけん

もあるが、それはそもそも支援
しえん

に対
たい

する報 酬
ほうしゅう

(公費
こうひ

)が抑
おさ

えられたことが

背 景
はいけい

にあり、必 要
ひつよう

十 分
じゅうぶん

な支 給 量
しきゅうりょう

や報 酬
ほうしゅう

が得
え

られれば、「支援
しえん

をお願
ねが

い

している」という遠 慮
えんりょ

は 解 消
かいしょう

される。 

 

ただし、高 額
こうがく

な収 入
しゅうにゅう

のある者
もの

には収 入
しゅうにゅう

に応
おう

じた負担
ふたん

を求
もと

めることとし

、その 際
さい

、 認 定
にんてい

する 収 入
しゅうにゅう

は、 成 人
せいじん

の場合
ばあい

は 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の 収 入
しゅうにゅう

、

未成年
みせいねん

の障 害 者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

は世帯
せたい

主
ぬし

の収 入
しゅうにゅう

とする。「高 額
こうがく

な収 入
しゅうにゅう

」の認 定
にんてい

基 準
きじゅん

を設 定
せってい

する際
さい

には、サービス
さ ー び す

の利用
りよう

抑 制
よくせい

にならない水 準
すいじゅん

とし、その

場合
ばあい

、負担
ふたん

する 金 額
きんがく

は 現 行
げんこう

制度
せいど

( 平 成
へいせい

22(2010) 年
ねん

4 月
がつ

以降
いこう

)の 水 準
すいじゅん

を

上 回
うわまわ

らないものとする。 

 

 

(2) 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

に対
たい

する負担
ふたん

軽 減
けいげん

策
さく

の効果
こうか

と問 題 点
もんだいてん

 

 

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

実施
じっし

の平 成
へいせい

18(2006)年度
ねんど

の段 階
だんかい

では、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

する 在 宅 者
ざいたくしゃ

のうち52.2％の 人
ひと

が課税
かぜい

世帯
せたい

とされ、 定 率
ていりつ

(１ 割
わり

)の

応 益
おうえき

負担
ふたん

が課
か

せられた。その要 因
よういん

は、収 入
しゅうにゅう

認 定
にんてい

の対 象
たいしょう

に障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

以外
いがい

の同 居
どうきょ

世帯
せたい

の収 入
しゅうにゅう

・資産
しさん

が含
ふく

まれたためであった。その後
ご

、負担
ふたん

軽 減
けいげん
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策
さく

の効果
こうか

は、収 入
しゅうにゅう

認 定
にんてい

ならびに資産
しさん

要 件
ようけん

の基 準
きじゅん

の見直
みなお

し(同 居
どうきょ

家族
かぞく

の

除
じょ

外
がい

)によってその対 象
たいしょう

が増
ふ

えた。 

 

平 成
へいせい

22(2010) 年
ねん

4月
がつ

から自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

・補
ほ

装具
そうぐ

については、非課税
ひかぜい

世帯
せたい

の負担
ふたん

上 限
じょうげん

額
がく

はゼロ
ぜ ろ

円
えん

となったため、非課税
ひかぜい

世帯
せたい

の負担
ふたん

は大 幅
おおはば

に軽 減
けいげん

さ

れた。 

しかし課税
かぜい

世帯
せたい

とはいえ、月 額
げつがく

上 限
じょうげん

37,200円
えん

の負担
ふたん

能 力
のうりょく

を有
ゆう

する人
ひと

ば

かりではなく、中
なか

でも障 害 児
しょうがいじ

のいる世帯
せたい

は、親
おや

が若 年
じゃくねん

であることから

収 入
しゅうにゅう

が相 対 的
そうたいてき

に低
ひく

い等
とう

の現 状
げんじょう

がある。 

 

また、これらは自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

には適 用
てきよう

されなかったため、応 益
おうえき

負担
ふたん

の

問 題
もんだい

は改 善
かいぜん

されなかった。さらに、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

には、非課税
ひかぜい

世帯
せたい

でありながら利 用 料
りようりょう

負担
ふたん

が課
か

せられる現 状
げんじょう

が残
のこ

されている。 

 

 

(3) 障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

 

 

以 上
いじょう

のことを踏
ふ

まえ、結 論
けつろん

に記
しる

した障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

について

具体的
ぐたいてき

に説 明
せつめい

する。 

①  相 談
そうだん

や制度
せいど

利用
りよう

のための支援
しえん

 

自
みずか

らの希望
きぼう

と最 適
さいてき

な選 択
せんたく

を尊 重
そんちょう

するために障 害
しょうがい

に配 慮
はいりょ

した相 談
そうだん

支援
しえん

は、公 的
こうてき

な支援
しえん

とし無 償
むしょう

とすべきである。 

 

②  コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

のための支援
しえん

 

手話
しゅわ

、点字
てんじ

、指
ゆび

点字
てんじ

、要 約
ようやく

筆記
ひっき

等
とう

のほか、自 閉 症
じへいしょう

等
とう

の人
ひと

の良 好
りょうこう

な

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

に必 要
ひつよう

なイヤーマフ
い や ー ま ふ

や会話
かいわ

補助用
ほじょよう

機器
き き

(パソコン
ぱ そ こ ん

や

携
けい

帯電話
たいでんわ

等
とう

の電子
でんし

機器
き き

を利用
りよう

したコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

機器
き き

) 等
とう

も、

日 常
にちじょう

生 活 用
せいかつよう

具
ぐ

に含
ふく

め、無 償
むしょう

とすべきである。 

 

③  日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を送
おく

るための支援
しえん

や補
ほ

装具
そうぐ

の支 給
しきゅう

 

食 事
しょくじ

や排 泄
はいせつ

、身 体
しんたい

機能
きのう

の障 害
しょうがい

を軽 減
けいげん

するための義肢
ぎ し

・補
ほ

装具
そうぐ

や、
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障 害
しょうがい

に 配 慮
はいりょ

した 住 宅
じゅうたく

改 修
かいしゅう

工事
こうじ

等
とう

についても 公 的
こうてき

な支援
しえん

とし、

原 則
げんそく

無 償
むしょう

とすべきである。 

 

④ 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

・活 動
かつどう

を送
おく

るための支援
しえん

(アクセス
あ く せ す

・移動
いどう

支援
しえん

を含
ふく

む) 

これについては、原 則
げんそく

無 償
むしょう

とすべきである。加
くわ

えて、移動
いどう

支援
しえん

に係
かか

る支援者
しえんしゃ

の交通費
こうつうひ

・入 場 料
にゅうじょうりょう

等
とう

を障 害 者
しょうがいしゃ

の負担
ふたん

としている現 状
げんじょう

を

改
あらた

めるべきである。 

 

⑤  就 労
しゅうろう

支援
しえん

 

就 労
しゅうろう

のために必 要
ひつよう

な人 的
じんてき

支援
しえん

、また障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な移動
いどう

支援
しえん

は

原 則
げんそく

無 償
むしょう

とすべきである。 

 

⑥  医 療
いりょう

・リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

の支援
しえん

 

障 害
しょうがい

認 定
にんてい

・年 金
ねんきん

申 請
しんせい

のための診 断 書
しんだんしょ

作 成
さくせい

や、障 害
しょうがい

の軽 減
けいげん

・

改 善
かいぜん

のための 必 要
ひつよう

な 専 門
せんもん

医 療
いりょう

・リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

は、 原 則
げんそく

無 償
むしょう

とすべきである。 

 

 

(4) 実費
じっぴ

負担
ふたん

の適 切
てきせつ

な水 準
すいじゅん

の確保
かくほ

 

 

①  通 所
つうしょ

施設
しせつ

等
とう

の食 材 費
しょくざいひ

や送 迎
そうげい

利 用 料
りようりょう

 

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

実施
じっし

当時
とうじ

、給 食
きゅうしょく

の食 材 費
しょくざいひ

だけでなく人件費
じんけんひ

を含
ふく

めて大 幅
おおはば

な削 減
さくげん

が実施
じっし

されたため、通 所
つうしょ

施設
しせつ

等
とう

では多額
たがく

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

が生
しょう

じるという問 題
もんだい

があった。食 材 費
しょくざいひ

は、障 害
しょうがい

のない人
ひと

と同 等
どうとう

の

立場
たちば

・権利
けんり

の保 障
ほしょう

という観 点
かんてん

から利用者
りようしゃ

負担
ふたん

とすることは妥当
だとう

だが、

併
あわ

せて十 分
じゅうぶん

な所 得
しょとく

保 障
ほしょう

が求
もと

められる。 

 

ただし、障 害
しょうがい

が重
おも

く、咀 嚼
そしゃく

・嚥下
えんげ

能 力
のうりょく

等
とう

が著
いちじる

しく困 難
こんなん

である場合
ばあい

、再 調 理
さいちょうり

に必 要
ひつよう

な人件費
じんけんひ

や特 別
とくべつ

な原 料
げんりょう

(とろみ剤
ざい

等
とう

)に係
かか

る費用
ひよう

を

必 要
ひつよう

とする場合
ばあい

があるが、これは、障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

として、

利用者
りようしゃ

負担
ふたん

とせず公 的
こうてき

に支援
しえん

すべきである。 



 

71 

 

 

実費
じっぴ

負担
ふたん

では、 欠 席
けっせき

した場合
ばあい

のキャンセル料
きゃんせるりょう

が 問 題
もんだい

となった。 給
きゅう

食 費
しょくひ

のキャンセル料
きゃんせるりょう

を課
か

している事 業 所
じぎょうしょ

は多
おお

くあり、しかも食 材 費
しょくざいひ

だけでなく人件費
じんけんひ

も含
ふく

めたキャンセル料
きゃんせるりょう

を徴 収
ちょうしゅう

している事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が存
そん

在
ざい

した。またインスタントラーメン
い ん す た ん と ら ー め ん

のお湯代
ゆだい

を徴 収
ちょうしゅう

している事
じ

業 者
ぎょうしゃ

もあっ

た。 

 

さらに送 迎
そうげい

利 用 料
りようりょう

の徴 収
ちょうしゅう

については、送 迎
そうげい

は障 害
しょうがい

に伴
ともな

う支援
しえん

で

あり、 利 用 料
りようりょう

を 徴 収
ちょうしゅう

すべきではなく、 公 的
こうてき

に支援
しえん

すべきである。

送 迎
そうげい

利 用 料
りようりょう

のキャンセル料
きゃんせるりょう

を徴 収
ちょうしゅう

している事
じ

業 者
ぎょうしゃ

がいるが、これは

論 外
ろんがい

である。こうした負担
ふたん

のあり 方
かた

と水 準
すいじゅん

が適 切
てきせつ

であるか 否
いな

かを

判 断
はんだん

するための基 準
きじゅん

を設
もう

ける必 要
ひつよう

がある。 

 

② ガイドヘルパ
が い ど へ る ぱ

ー
ー

の交通費
こうつうひ

 

ガイドヘルパ
が い ど へ る ぱ

ー
ー

の交通費
こうつうひ

・入 場 料
にゅうじょうりょう

等
とう

を障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

が負担
ふたん

している

現 状
げんじょう

は、平 等
びょうどう

な 社 会
しゃかい

参加
さんか

という観 点
かんてん

から 解 消
かいしょう

する必 要
ひつよう

がある。

サービス
さ ー び す

にかかる経費
けいひ

として公 的
こうてき

に支 出
ししゅつ

するか、運 賃
うんちん

割 引
わりびき

制度
せいど

の見直
みなお

しなどが検 討
けんとう

されるべきである。 

 

③ 家賃
やちん

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

について 

家賃
やちん

を含
ふく

む「誰
だれ

もが払
はら

う費用
ひよう

」の負担
ふたん

が困 難
こんなん

な低 所 得
ていしょとく

障 害 者
しょうがいしゃ

に

対
たい

して、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

入 居
にゅうきょ

、アパート
あ ぱ ー と

等
とう

における支援付
しえんづ

き自立
じりつ

生 活
せいかつ

の別
べつ

にかかわらず、家賃
やちん

補助
ほじょ

が必 要
ひつよう

である。また、相 当
そうとう

額
がく

の家賃
やちん

補助
ほじょ

制度
せいど

の実 現
じつげん

を前 提
ぜんてい

としたうえで、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

利用者
りようしゃ

の家賃
やちん

相 当
そうとう

額
がく

につ

いては、その生 活
せいかつ

実 態
じったい

を踏
ふ

まえつつ実費
じっぴ

負担
ふたん

とすることが検 討
けんとう

される

べきである。 
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Ⅰ－８ 相談
そうだん

支援
し え ん

 

 

本 項
ほんこう

は、相 談
そうだん

支援
しえん

の体 制
たいせい

をどのように考
かんが

えるかに当
あ

たって、障 害 者
しょうがいしゃ

と

普段
ふだん

に関
かか

わりあう人 間
にんげん

関 係
かんけい

や地域
ちいき

の中
なか

での支
ささ

え合
あ

いの重 要 性
じゅうようせい

や日頃
ひごろ

接
せっ

する支援者
しえんしゃ

による相 談
そうだん

の重 要 性
じゅうようせい

を指摘
してき

する意見
いけん

、さらには、相 談
そうだん

体 制
たいせい

の

過度
か ど

な整備
せいび

に対
たい

する危惧
き ぐ

の念
ねん

を示
しめ

す意見
いけん

等
とう

も踏
ふ

まえ、全
まった

くこれまでなかっ

たものを新
あら

たに作
つく

り出
だ

すというよりも、多
おお

くは現 状
げんじょう

として存 在
そんざい

する相 談
そうだん

事 業
じぎょう

の課題
かだい

を整理
せいり

したうえで、より機能的
きのうてき

に、より本 人
ほんにん

を中 心
ちゅうしん

に相 談
そうだん

事 業
じぎょう

が運 用
うんよう

されるよう、基本
きほん

理念
りねん

を確 認
かくにん

したうえで、その在
あ

り方
かた

を提 言
ていげん

したものである。 

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

 

【結 論
けつろん

】 

○  相 談
そうだん

支援
しえん

の対 象
たいしょう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に定
さだ

める障 害 者
しょうがいしゃ

、同 法
どうほう

の支援
しえん

の可能性
かのうせい

がある者
もの

及
およ

びその家族
かぞく

等
とう

とする。 

 

○  相 談
そうだん

支援
しえん

は、福祉
ふくし

制度
せいど

を利用
りよう

する際
さい

の相 談
そうだん

のみでなく、障 害
しょうがい

、疾 病
しっぺい

等
とう

の理由
りゆう

があって 生 活
せいかつ

のしづらさ、 困 難
こんなん

を 抱
かか

えている 人
ひと

びとに、

福祉
ふくし

・医 療
いりょう

サービス
さ ー び す

利用
りよう

の如何
いかん

にかかわらず幅 広
はばひろ

く対 応
たいおう

するものとす

る。  

また、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の抱
かか

える問 題
もんだい

全 体
ぜんたい

に対 応
たいおう

する包 括 的
ほうかつてき

支援
しえん

の

継 続 的
けいぞくてき

なコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

を行
おこな

う。 

さらに、障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

を明 確
めいかく

にするとともに、その個別
こべつ

ニーズ
に ー ず

を満
み

たすために、地域
ちいき

でのあらたな支援
しえん

体 制
たいせい

を築
きず

くための地域
ちいき

への働
はたら

きかけ

も同時
どうじ

に行
おこな

うものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

１．相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の現 状
げんじょう

の課題
かだい

 

 

（１）市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

 

現 行
げんこう

の障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

では地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

(市 町 村
しちょうそん

の裁 量
さいりょう

)
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に位置付
い ち づ

けられていること等
とう

により、実施
じっし

については市 町 村
しちょうそん

による格差
かくさ

が

大
おお

きい現 状
げんじょう

にある。 

 

（２）基本的
きほんてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の不備
ふ び

 

障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

及
およ

び家族
かぞく

の相 談
そうだん

の内 容
ないよう

に応
おう

じて適 切
てきせつ

な支援
しえん

を行
おこな

うと

いう本 来
ほんらい

の相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

のあり方
かた

について十 分
じゅうぶん

な理解
りかい

が定 着
ていちゃく

してい

ないために、問
と

い合
あ

わせや情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

といった「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」をイメージ
い め ー じ

した体 制
たいせい

整備
せいび

にとどまり、具体的
ぐたいてき

な生 活
せいかつ

を支援
しえん

するための踏
ふ

み込
こ

んだ

訪 問
ほうもん

相 談
そうだん

や同 行
どうこう

支援
しえん

、継 続 的
けいぞくてき

な支援
しえん

を行
おこな

うことが難
むずか

しい状 況
じょうきょう

にある

。 

このような現 状
げんじょう

にあるため障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

の相 談
そうだん

支援
しえん

が定 着
ていちゃく

して

おらず、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

及
およ

び家族
かぞく

から相 談
そうだん

支援
しえん

は頼
たよ

りにならず不要
ふよう

である

とさえ指摘
してき

されることもあり、新
あら

たな地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

が必 要
ひつよう

である。 

 

（３）限 定 的
げんていてき

な支援
しえん

 

現 状
げんじょう

の相 談
そうだん

支援
しえん

の限 界
げんかい

として、主
おも

に次
つぎ

の2点
てん

が挙
あ

げられる。 

①  各 相 談
かくそうだん

事 業
じぎょう

が個別
こべつ

制度
せいど

ごとに位置
い ち

づけられて実施
じっし

されているために

相 談
そうだん

事 業
じぎょう

ごとの守備
しゅび

範囲
はんい

によって、その 対 象
たいしょう

や制度
せいど

に合
あ

わせた

個別的
こべつてき

な対 応
たいおう

や年 齢
ねんれい

によっても分 断
ぶんだん

されている現 状
げんじょう

にとどまり、

その結果
けっか

、限 定 的
げんていてき

な支援
しえん

となってしまうか、または他
た

の相 談
そうだん

機関
きかん

に

「たらいまわし」になりがちである。 

②  難 病
なんびょう

(難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

)、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

、 発 達
はったつ

障 害
しょうがい

等
とう

の

手 帳
てちょう

を所持
しょじ

していない谷間
たにま

の障 害
しょうがい

について十 分
じゅうぶん

に対 応
たいおう

できていない。 

とくに、これまで手 帳
てちょう

を所持
しょじ

することなく谷間
たにま

におかれてきた障 害
しょうがい

の特 性
とくせい

に応
おう

じた専 門 的
せんもんてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

に、身近
みぢか

な地域
ちいき

で

の相 談
そうだん

支援
しえん

が整備
せいび

されていない。 

 

（４）他
た

職 種
しょくしゅ

・他
た

機関
きかん

との連 携
れんけい

調 整
ちょうせい

を含
ふく

む横 断 的
おうだんてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の

不備
ふ び

 

社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

による障 害
しょうがい

の多様化
たようか

を背 景
はいけい

に、個別
こべつ

制度
せいど

の枠
わく

を超
こ

える
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横 断 的
おうだんてき

な課題
かだい

をもった相 談
そうだん

内 容
ないよう

が増加
ぞうか

している中
なか

で、障 害
しょうがい

の多様化
たようか

に

応
おう

じた複 雑
ふくざつ

なニーズ
に ー ず

をもつ人
ひと

の相 談
そうだん

支援
しえん

に十 分
じゅうぶん

にこたえきれない現 状
げんじょう

にある。こうした横 断 的
おうだんてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の不備
ふ び

の主
おも

な要 因
よういん

としては、

他
た

職 種
しょくしゅ

・他
た

機関
きかん

の連 携
れんけい

・調 整
ちょうせい

を行
おこな

う場合
ばあい

の制度的
せいどてき

な枠組
わくぐ

みがないこと

、そして、これらの相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

にかかわる専 門
せんもん

職
しょく

を含
ふく

めた人 材
じんざい

が

大 幅
おおはば

に不足
ふそく

していることなどが挙
あ

げられる。 

 

２．新
あら

たな相 談
そうだん

支援
しえん

の枠組
わくぐ

み 

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

は、 障 害
しょうがい

に 関
かん

するあらゆる生 活
せいかつ

のしづらさや 困 難
こんなん

に、

幅 広
はばひろ

く対 応
たいおう

するための入 口
いりぐち

となり、その後
ご

の展 開
てんかい

にも責 任
せきにん

を持
も

つこ

とが重 要
じゅうよう

であり、ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

相 談
そうだん

を心
こころ

がけることが必 要
ひつよう

である。そ

のためには、現 在
げんざい

分 断
ぶんだん

されている発 達
はったつ

相 談
そうだん

、教 育
きょういく

相 談
そうだん

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

相 談
そうだん

、医 療
いりょう

相 談
そうだん

等
とう

が統
とう

合
ごう

された 相 談
そうだん

体 制
たいせい

を作
つく

ることをめざす。

実 現
じつげん

のためには、関 係
かんけい

する法 令
ほうれい

、機関
きかん

との調 整
ちょうせい

を図
はか

りつつ、人 材
じんざい

育 成
いくせい

をする必 要
ひつよう

があり、段 階 的
だんかいてき

に実施
じっし

すべきである。 

  

また、 人 口
じんこう

規模
き ぼ

に見合
み あ

った身近
みぢか

な地域
ちいき

での 相 談
そうだん

支援
しえん

の 体 制
たいせい

整備
せいび

が

必 要
ひつよう

であり、その整備
せいび

計 画
けいかく

については、実 態
じったい

調 査
ちょうさ

の結果
けっか

に基
もと

づき、

具体的
ぐたいてき

に検 討
けんとう

されるべきである。加
くわ

えて、今
いま

までは社 会
しゃかい

資源
しげん

の乏
とぼ

しい

中
なか

で、市 町 村
しちょうそん

が直 営
ちょくえい

で相 談
そうだん

支援
しえん

を行
おこな

う体 制
たいせい

が見
み

られた。市 町 村
しちょうそん

は

相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

ではあるが、今後
こんご

は地域
ちいき

で継 続 的
けいぞくてき

に訪 問
ほうもん

や同 行
どうこう

支援
しえん

等
とう

を

含
ふく

む体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

であることから、相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

として地域
ちいき

に配置
はいち

する

財 政
ざいせい

基盤
きばん

を確 立
かくりつ

した整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

 

相 談
そうだん

支援
しえん

は、地域
ちいき

による格差
かくさ

なく全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

されるべ

き支援
しえん

である。公 共 的
こうきょうてき

立場
たちば

から積 極 的
せっきょくてき

にアウトリーチ
あ う と り ー ち

していくことが求
もと

められることから、必 要
ひつよう

な相 談
そうだん

支援
しえん

の人 材
じんざい

を確保
かくほ

する補助
ほじょ

の仕組
し く

みが

構 築
こうちく

されるべきである。 

  

また、相 談
そうだん

支援
しえん

を通
つう

じて、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

や家族
かぞく

の



 

76 

 

意向
いこう

、ニーズ
に ー ず

を聴
き

き取
と

り、それを包 括 的
ほうかつてき

な支援
しえん

に結
むす

び付
つ

けていくために

、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

を 立 案
りつあん

する。さらに 必 要
ひつよう

に応
おう

じて、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービス
さ ー び す

を利用
りよう

するためのサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

する

。 

  

なお、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の「個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

」「サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

」

を本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

の代
か

わりとしてはならない。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

 

【結 論
けつろん

】 

○ 人 口
じんこう

規模
き ぼ

による一 定
いってい

の圏 域
けんいき

ごとに、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

の配置
はいち

を基本
きほん

とし、エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

を 含
ふく

む

複 合 的
ふくごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

を整備
せいび

する。 

 

○ 身近
みぢか

な地域
ちいき

での障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

や課題
かだい

別
べつ

、年 齢
ねんれい

別
べつ

によらないワンストップ
わ ん す と っ ぷ

の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

充 実
じゅうじつ

、一 定
いってい

の地域
ちいき

における総 合 的
そうごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の拡 充
かくじゅう

を行
おこな

い、さらに広 域
こういき

の障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じた専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

や他
た

領 域
りょういき

の相 談
そうだん

支援
しえん

( 総 称
そうしょう

して以下
い か

、特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ー)との

連 携
れんけい

やサポート
さ ぽ ー と

体 制
たいせい

の整備
せいび

を行
おこな

う。 

 

○ 身近
みぢか

な地域
ちいき

での 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

(その家族
かぞく

を 含
ふく

む)のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を

目 的
もくてき

とするピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や家族
かぞく

自身
じしん

による 相 談
そうだん

支援
しえん

を 充 実
じゅうじつ

する (

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

)。 

 

○ 地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、 総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー(以下
い か

「 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

」と総 称
そうしょう

する)は、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

等
とう

の側
がわ

に立
た

って支援
しえん

することか

ら、給 付
きゅうふ

の決 定
けってい

を行
おこな

う市 町 村
しちょうそん

行 政
ぎょうせい

やサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

を行
おこな

う事 業 所
じぎょうしょ

か

らの独 立 性
どくりつせい

が担保
たんぽ

される必 要
ひつよう

がある。 

 

【説 明
せつめい

】 
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１．地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの組織
そしき

体 制
たいせい

と役 割
やくわり

 

（１）組織
そしき

体 制
たいせい

 

地域
ちいき

の 相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは、もっとも 住 民
じゅうみん

の 生 活
せいかつ

に身近
みぢか

な 圏 域
けんいき

(

人 口
じんこう

3～5万 人
まんにん

に１ヶ所
かしょ

を基 準
きじゅん

とする)を単位
たんい

に設置
せっち

されるものとする。 

地域
ちいき

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ーは、 迅 速
じんそく

にニーズ
に ー ず

に 応
こた

えるため、シンプル
し ん ぷ る

かつ

ネットワーク
ね っ と わ ー く

する相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

をめざし、その人 材
じんざい

と機能
きのう

を強 化
きょうか

して

いく。 

地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは、当 該
とうがい

センタ
せ ん た

ーのみでは支援
しえん

が困 難
こんなん

な場合
ばあい

に

おいて、総 合
そうごう

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ーおよび特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

機関
きかん

に協 力
きょうりょく

や助 言
じょげん

、直 接
ちょくせつ

の対 応
たいおう

を求
もと

めるものとする。 

 

（２）役 割
やくわり

 

地域
ちいき

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ーは、障 害 者
しょうがいしゃ

に寄
よ

り添
そ

った相 談
そうだん

支援
しえん

(アウトリーチ
あ う と り ー ち

を

含
ふく

む)や継 続 的
けいぞくてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

を行
おこな

う。そのうえで、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに 所 属
しょぞく

する 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、希望
きぼう

する 人
ひと

を 対 象
たいしょう

に 本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

・サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

できるものとする。 

 

想 定
そうてい

される相 談 者
そうだんしゃ

として、具体的
ぐたいてき

には、以下
い か

の障 害 者
しょうがいしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

等
とう

である。 

①  支援
しえん

を受
う

ければ、ある程度
ていど

の希望
きぼう

の実 現
じつげん

やニーズ
に ー ず

の解 決
かいけつ

が想 定
そうてい

で

きる人
ひと

。 

②  生 活
せいかつ

の質
しつ

の維持
い じ

や社 会
しゃかい

参加
さんか

に継 続
けいぞく

してサービス
さ ー び す

を利用
りよう

する必 要
ひつよう

があり、また希望
きぼう

の表 明
ひょうめい

や制度
せいど

手続
てつづ

き、サービス
さ ー び す

調 整
ちょうせい

等
とう

に一 貫
いっかん

し

た支援
しえん

を希望
きぼう

する人
ひと

。 

③  社 会
しゃかい

資源
しげん

の活 用
かつよう

をしておらず、生 活
せいかつ

が困 難
こんなん

な状 態
じょうたい

にあり社 会
しゃかい

参加
さんか

が果
は

たせていない人
ひと

(手 帳
てちょう

をもたない人
ひと

も含
ふく

む)。 

④  部分的
ぶぶんてき

にサービス
さ ー び す

等
とう

を利用
りよう

しているものの、生 活
せいかつ

の立
た

て 直
なお

しを

必 要
ひつよう

としている人
ひと

。 

⑤  既存
きぞん

のサービス
さ ー び す

等
とう

では解 決
かいけつ

困 難
こんなん

な生 活
せいかつ

課題
かだい

を抱
かか

えている人
ひと

。 

⑥  家族
かぞく

等
とう

の身近
みぢか

な関 係
かんけい

のなかで問 題
もんだい

を主 体 的
しゅたいてき

に相 談
そうだん

できる人
ひと

が

おらず、踏
ふ

み込
こ

んだ支援
しえん

を必 要
ひつよう

としている人
ひと

(虐 待
ぎゃくたい

を含
ふく

む)。 
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⑦  その他
た

、相 談
そうだん

支援
しえん

を希望
きぼう

する人
ひと

。 

 

２．総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの組織
そしき

体 制
たいせい

と役 割
やくわり

 

（１）組織
そしき

体 制
たいせい

 

総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは、15万
まん

～30万 人
まんにん

の圏 域
けんいき

を単位
たんい

に、都道府県
とどうふけん

が市 町 村
しちょうそん

と協 議
きょうぎ

して一 定
いってい

の条 件
じょうけん

を満
み

たした事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に事 業
じぎょう

を委託
いたく

して

設置
せっち

する。 

総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーには、手話
しゅわ

通訳士
つうやくし

有
ゆう

資格者
しかくしゃ

やろうあ 者
しゃ

相 談 員
そうだんいん

等
とう

を配置
はいち

する。 

 

（２）役 割
やくわり

 

総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは、 相 談
そうだん

支援
しえん

のなかで、特
とく

に 複 雑
ふくざつ

な 相 談
そうだん

事例
じれい

について対 応
たいおう

する。 

例
たと

えば、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーからの要 請
ようせい

に応
おう

じて上 記
じょうき

③、④、⑤

、⑥の相 談 者
そうだんしゃ

の対 応
たいおう

にあたるほか、長 期
ちょうき

に入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

をしている人
ひと

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

の 相 談
そうだん

、刑事
けいじ

施設
しせつ

等
とう

から 退 所
たいしょ

してくる 人
ひと

（

入 所 中
にゅうしょちゅう

も含
ふく

む）の相 談
そうだん

等
とう

に対 応
たいおう

する。そのうえで、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに所 属
しょぞく

する相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、希望
きぼう

する人
ひと

を対 象
たいしょう

に 本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

・サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

できるものとする。 

また、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーへの巡 回
じゅんかい

を

含
ふく

めた相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

のスーパービジョン
す ー ぱ ー び じ ょ ん

、および人 材
じんざい

育 成
いくせい

(研 修
けんしゅう

)

を行
おこな

う。 

 

３．特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの組織
そしき

体 制
たいせい

と役 割
やくわり

 

（１）組織
そしき

体 制
たいせい

 

特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは、原 則
げんそく

都道府県
とどうふけん

を単位
たんい

として設置
せっち

され

る。 

現
げん

に 存
そん

する 身 体 障 害 者 総 合 相 談
しんたいしょうがいしゃそうごうそうだん

センタ
せ ん た

ー、 知 的 障 害 者 総 合
ちてきしょうがいしゃそうごう

センタ
せ ん た

ー、精神保健福祉
せいしんほけんふくし

センタ
せ ん た

ー、 発 達 障 害 者 支 援
はったつしょうがいしゃしえん

センタ
せ ん た

ー、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、 難 病
なんびょう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー等
とう

を
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中 心
ちゅうしん

に、特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーとして整備
せいび

される。 

 

（２）役 割
やくわり

 

特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

や障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に 応
おう

じた

専 門
せんもん

相 談
そうだん

を担
にな

うとともに、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー及
およ

び総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー等
とう

への専 門 的
せんもんてき

助 言
じょげん

や専 門 的
せんもんてき

人 材
じんざい

の養 成
ようせい

支援
しえん

、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

・サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

策 定
さくてい

にあたっての助 言
じょげん

等
とう

を行
おこな

う。 

  とくに、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じた専 門
せんもん

相 談
そうだん

(重 度
じゅうど

の障 害
しょうがい

の場合
ばあい

、医 療
いりょう

との連 携
れんけい

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

、難 病
なんびょう

等
とう

の難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

に伴
ともな

う場合
ばあい

など)

については、全 国
ぜんこく

規模
き ぼ

の当事者
とうじしゃ

組織
そしき

等
とう

の特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーを

活 用
かつよう

し「Ⅰ‐４ 支援
しえん

(サービス
さ ー び す

)体 系
たいけい

」の「C-1．医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

」の内 容
ないよう

に基
もと

づいて、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー

等
とう

との相互
そうご

の緊 密
きんみつ

な連 携
れんけい

協 力
きょうりょく

を行
おこな

い、地域
ちいき

で暮
く

らせる相 談
そうだん

支援
しえん

を行
おこな

うことが必 要
ひつよう

となる。 

 

４．相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

の独 立 性
どくりつせい

 

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

は、市 町 村
しちょうそん

やサービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

から独 立 性
どくりつせい

を担保
たんぽ

さ

れるべきであるから、都道府県
とどうふけん

が指定
してい

することを基本
きほん

とする。また、地域
ちいき

の

実 情
じつじょう

に合
あ

わせて 障 害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

単位
たんい

や 市 町 村 域
しちょうそんいき

の単位
たんい

で 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

や障 害
しょうがい

福祉
ふくし

関 係 者
かんけいしゃ

、行 政
ぎょうせい

関 係 者
かんけいしゃ

が参 画
さんかく

する運 営
うんえい

委員会
いいんかい

の設置
せっち

などを通
つう

じて、運 営
うんえい

の独 立 性
どくりつせい

がチェック
ち ぇ っ く

されなければならない。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】本 人
ほんにん

(及
およ

び家族
かぞく

)をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

 

【結 論
けつろん

】 

○  国
くに

は、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

によるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

体 制
たいせい

をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

事 業
じぎょう

として整備
せいび

する。身近
みぢか

な地域
ちいき

(市 町 村
しちょうそん

、広 域 圏
こういきけん

、人 口
じんこう

5万 人
まんにん

から 30

万 人
まんにん

)に最 低
さいてい

1 か所
しょ

以 上
いじょう

の割 合
わりあい

で地域
ちいき

におけるエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

を

行
おこな

える体 制
たいせい

の整備
せいび

を行
おこな

うものとする。 

 

○ エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 目 的
もくてき

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

たちのグループ
ぐ る ー ぷ

活 動
かつどう

、



 

80 

 

交 流
こうりゅう

の場
ば

の提 供
ていきょう

、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

による自立
じりつ

生 活
せいかつ

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

(ILP)、自立
じりつ

生 活
せいかつ

体 験 室
たいけんしつ

、ピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

等
とう

を提
てい

供
きょう

することで、地域
ちいき

の障 害 者
しょうがいしゃ

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を促 進
そくしん

することである。 

 

○ エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

の実施
じっし

主 体
しゅたい

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

やその家族
かぞく

が

過半数
かはんすう

を占
し

める協 議 体
きょうぎたい

によって運 営
うんえい

される団 体
だんたい

とする。 

 

○ エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに併 設
へいせつ

することが

できる。 

 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

(及
およ

び家族
かぞく

)をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

の整備
せいび

について

は、当事者
とうじしゃ

リーダ
り ー だ

ーや、真
しん

に障 害 者
しょうがいしゃ

をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

できる当事者
とうじしゃ

組織
そしき

の養 成
ようせい

を図
はか

りつつ、段 階 的
だんかいてき

に実施
じっし

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

実 際
じっさい

に地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する障 害 者
しょうがいしゃ

の意思
い し

(自己
じ こ

)決 定
けってい

・自己
じ こ

選 択
せんたく

を支援
しえん

し

、エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を支援
しえん

しているのは、本 人
ほんにん

のことをよく理解
りかい

する家族
かぞく

や

支援者
しえんしゃ

であるとともに、各地
かくち

の自立
じりつ

生 活
せいかつ

センタ
せ ん た

ー(CIL)や知的
ちてき

障 害
しょうがい

の本 人
ほんにん

活 動
かつどう

、各 種
かくしゅ

の難 病
なんびょう

や精 神
せいしん

障 害
しょうがい

等
とう

の仲間
なかま

によるさまざまな当事者
とうじしゃ

相互
そうご

支援
しえん

活 動
かつどう

(セルフヘルプグループ
せ る ふ へ る ぷ ぐ る ー ぷ

)である。 

問 題
もんだい

は、 一 定
いってい

の当事者
とうじしゃ

リーダ
り ー だ

ーとその 活 動
かつどう

をサポート
さ ぽ ー と

する仕組
し く

みが

存 在
そんざい

する地域
ちいき

と、存 在
そんざい

しない地域
ちいき

との間
あいだ

に大
おお

きな格差
かくさ

が存 在
そんざい

する。 

 

制度
せいど

改 革
かいかく

に あ た っ て は 、 当事者
とうじしゃ

リーダ
り ー だ

ー 養 成
ようせい

や 真
しん

に 障 害 者
しょうがいしゃ

を

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

できる当事者
とうじしゃ

組織
そしき

とその活 動
かつどう

を公 的
こうてき

にサポート
さ ぽ ー と

する仕組
し く

み

を創 出
そうしゅつ

していくべきである。 

なお、アメリカ
あ め り か

においては、リハビリテーション法
り は び り て ー し ょ ん ほ う

第
だい

7 章
しょう

において、自立
じりつ

生 活
せいかつ

センタ
せ ん た

ーのピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

と権利
けんり

擁護
ようご

活 動
かつどう

等
とう

が補助
ほじょ

金化
きんか

されてお

り、また 平 成
へいせい

13(2001)年度
ねんど

のメディケイド
め で ぃ け い ど

の 改 正
かいせい

で、 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の

ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

が予算
よさん

可能
かのう

プログラム化
ぷ ろ ぐ ら む か

されている。 
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その方 法
ほうほう

については、各地
かくち

の取
と

り組
く

みが参 考
さんこう

となるが、今後
こんご

は、当事者
とうじしゃ

活 動
かつどう

を先 進 的
せんしんてき

に取
と

り組
く

む地域
ちいき

をモデル
も で る

指定
してい

し、その成果
せいか

を 検 証
けんしょう

しながら

、全 国 的
ぜんこくてき

に格差
かくさ

を 解 消
かいしょう

していくことが望
のぞ

まれる。 

また、デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーのサービス
さ ー び す

のなかには、交 流
こうりゅう

の場
ば

の

提 供
ていきょう

やグループ
ぐ る ー ぷ

活 動
かつどう

を位置
い ち

づけて、エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

を行
おこな

うことも必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の理念
りねん

と役 割
やくわり

 

【結 論
けつろん

】 

○ 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

(仮 称
かしょう

)に関
かん

する理念
りねん

と役 割
やくわり

を示
しめ

すことが重 要
じゅうよう

であ

る。 

 

○ 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の基本
きほん

理念
りねん

は、すべての人 間
にんげん

の尊 厳
そんげん

を認
みと

め、いかな

る状 況
じょうきょう

においても自己
じ こ

決 定
けってい

を尊 重
そんちょう

し、当事者
とうじしゃ

(障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

及
およ

び家族
かぞく

)

との信 頼
しんらい

関 係
かんけい

を築
きず

き、人 権
じんけん

と社 会
しゃかい

正義
せいぎ

を実 践
じっせん

の根 底
こんてい

に置
お

くことであ

る。 

 

○ 上 記
じょうき

の理念
りねん

に基
もと

づき相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、本 人
ほんにん

の意向
いこう

やニーズ
に ー ず

を聴
き

き

取
と

り、 必 要
ひつよう

に 応
おう

じて 本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

およびサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の

策 定
さくてい

にかかる支援
しえん

を行
おこな

う。具体的
ぐたいてき

には、本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

を満
み

たすために

制度
せいど

に基
もと

づく支援
しえん

に結
むす

びつけるだけでなく、制度
せいど

に基
もと

づかない支援
しえん

を含
ふく

む

福祉
ふくし

に限
かぎ

らない教 育
きょういく

、医 療
いりょう

、労 働
ろうどう

、経 済
けいざい

保 障
ほしょう

、住 宅 制 度 等 々
じゅうたくせいどとうとう

あ

らゆる資源
しげん

の動 員
どういん

を図
はか

る努 力
どりょく

をする。 

 また、資源
しげん

の不足
ふそく

などについて、その 解 決
かいけつ

に向
む

けて活 動
かつどう

することも

重 要
じゅうよう

である。 

 

【説 明
せつめい

】 

１．相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の役 割
やくわり

 

 

（１）相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、相 談
そうだん

する障 害 者
しょうがいしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

それぞれの
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利益
りえき

のために 存 在
そんざい

することを一義
いちぎ

とする。そのためには福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

を決 定
けってい

し提
てい

供
きょう

する役 割
やくわり

から独 立
どくりつ

することを原 則
げんそく

と

する。但
ただ

し、行 政
ぎょうせい

において相 談
そうだん

に応
おう

じ、支 給
しきゅう

決 定
けってい

にかかわる

職 員
しょくいん

は相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の研 修
けんしゅう

を受
う

けた者
もの

であることが望
のぞ

まし

い。 

 

（２） 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

のなかにはソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

に 関
かん

する理念
りねん

・

知識
ちしき

・技 術
ぎじゅつ

をもって業 務
ぎょうむ

を遂 行
すいこう

する者
もの

が必 要
ひつよう

である。加
くわ

えて

スーパーバイザ
す ー ぱ ー ば い ざ

ー と し て の 役 割
やくわり

や 、 障 害 者
しょうがいしゃ

の 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

システム
し す て む

のコーディネータ
こ ー で ぃ ね ー た

ーとしての役 割
やくわり

を担
にな

う者
もの

が必 要
ひつよう

である。 

 

（３） 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は 障 害 者
しょうがいしゃ

に寄
よ

り添
そ

い、 信 頼
しんらい

関 係
かんけい

のもと

障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

を成 立
せいりつ

させ、継 続
けいぞく

でき、夢
ゆめ

・希望
きぼう

などを叶
かな

えるこ

とを 含
ふく

む個々
こ こ

の 人 生
じんせい

を支援
しえん

する 専 門
せんもん

職
しょく

である。 本 人
ほんにん

によって

選 択
せんたく

される立場
たちば

にあることから、地域
ちいき

などを超
こ

えて、 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

や相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

を選 択
せんたく

できる体 制
たいせい

整備
せいび

やそのための

財 政
ざいせい

措置
そ ち

も検 討
けんとう

されるべきである。聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

を把握
はあく

し、 本 人
ほんにん

の意思
い し

を理解
りかい

するために、それぞれの 障 害
しょうがい

の知識
ちしき

、

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

技能
ぎのう

を身
み

に付
つ

けた専 門 性
せんもんせい

のある相 談
そうだん

支援員
しえんいん

の

配置
はいち

等
とう

も必 要
ひつよう

である。 

 

（４） 障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

が 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

となり、地域
ちいき

の 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

全 般
ぜんぱん

において、協 働
きょうどう

することが望
のぞ

ましい。なお、障 害 者
しょうがいしゃ

が相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

になる際
さい

には、障 害 者
しょうがいしゃ

としての生 活
せいかつ

経 験
けいけん

などを実務
じつむ

経 験
けいけん

として勘 案
かんあん

するなどを検 討
けんとう

すべきである。 

 

２．本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

について 

 

（１）本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

とは、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の希望
きぼう

に基
もと

づいて、相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

(地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー)の
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相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

が 本 人
ほんにん

( 及
およ

び支援者
しえんしゃ

)とともに立 案
りつあん

する 生 活
せいかつ

設 計
せっけい

の 総 合 的
そうごうてき

なプラン
ぷ ら ん

とする。 本 人
ほんにん

の希望
きぼう

を聴
き

き取
と

り、その

実 現
じつげん

にむけた本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

とその支援
しえん

のあり方
かた

(インフォーマル
い ん ふ ぉ ー ま る

な

支援
しえん

も含
ふく

めたもの)の総 合 的
そうごうてき

な計 画
けいかく

策 定
さくてい

となる。 

 

（２）本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

の目 的
もくてき

は、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の思
おも

いや希望
きぼう

を

明確化
めいかくか

していくことであり、それを本 人
ほんにん

並
なら

びに本 人
ほんにん

とかかわりの

ある人
ひと

(支援者
しえんしゃ

を含
ふく

む)と共 有
きょうゆう

し、実 現
じつげん

に向
む

けてコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

し

ていくことである。 

 

（３）本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

立 案
りつあん

の対 象
たいしょう

となるのは、セルフマネジメント
せ る ふ ま ね じ め ん と

が難
むずか

しい意思
い し

(自己
じ こ

)決 定
けってい

に支援
しえん

が必 要
ひつよう

な人
ひと

である。なお、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

の支援
しえん

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

に参加
さんか

するのは、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

と本 人
ほんにん

の

ことをよく理解
りかい

する家族
かぞく

や支援者
しえんしゃ

、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

である。 

 

３．相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の業 務
ぎょうむ

 

 

相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、具体的
ぐたいてき

には以下
い か

のような業 務
ぎょうむ

内 容
ないよう

を担
にな

う。 

（１）相 談
そうだん

支援
しえん

を求
もと

める障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の包 括 的
ほうかつてき

なニーズ
に ー ず

を把握
はあく

する。

とくに、聴 覚
ちょうかく

、視覚
しかく

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

の意思
い し

疎通
そつう

や情 報
じょうほう

を知
し

ることに困 難
こんなん

を抱
かか

える人向
ひとむ

けに、相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

の所在地
しょざいち

や

相 談
そうだん

方 法
ほうほう

(誰
だれ

に、どのようなことを、どのように相 談
そうだん

できるか)な

どについても、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を十 分
じゅうぶん

に行
おこな

う。 

（２）依頼
いらい

を受
う

けた場合
ばあい

には、ニーズ
に ー ず

中 心
ちゅうしん

の支援
しえん

計 画
けいかく

(本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

、サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

)を本 人
ほんにん

とともに立 案
りつあん

する。 

（３）本 人
ほんにん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

のニーズ
に ー ず

を満
み

たすために、総 合 的
そうごうてき

なフォーマル
ふ ぉ ー ま る

・

インフォーマルサービス
い ん ふ ぉ ー ま る さ ー び す

の利用
りよう

、支 給
しきゅう

決 定
けってい

のために行 政
ぎょうせい

等
とう

関 係
かんけい

機関
きかん

との協 議
きょうぎ

を行
おこな

い調 整
ちょうせい

する。 

（４）必 要
ひつよう

に応
おう

じて、本 人
ほんにん

とサービス
さ ー び す

を提
てい

供
きょう

する者
もの

が参加
さんか

する会議
かいぎ

を

開
かい

催
さい

し、複 数
ふくすう

のサービス
さ ー び す

を提
てい

供
きょう

する者
もの

等
とう

との個別
こべつ

調 整
ちょうせい

やそのた

めの会議
かいぎ

を開 催
かいさい

する。 
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（５）サービス
さ ー び す

資源
しげん

が不足
ふそく

しているときは必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

(社 会
しゃかい

資源
しげん

)の

開 発
かいはつ

につなげる。 

（６）相 談
そうだん

プロセス
ぷ ろ せ す

を通
つう

じて、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

のモニタリング
も に た り ん ぐ

及
およ

び利用者
りようしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

を行
おこな

う。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の研 修
けんしゅう

 

【結 論
けつろん

】 

○ 国
くに

は研 修
けんしゅう

要 綱
ようこう

を定
さだ

め、都道府県
とどうふけん

において研 修
けんしゅう

の企画
きかく

から実施
じっし

までの

実務
じつむ

を担
にな

う者
もの

に対
たい

する指導者
しどうしゃ

研 修
けんしゅう

を行
おこな

う。 

 

○ 都道府県
とどうふけん

が実施
じっし

する研 修
けんしゅう

には基礎
き そ

研 修
けんしゅう

、フォローアップ
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ

研 修
けんしゅう

、専 門
せんもん

研 修
けんしゅう

、 更 新
こうしん

研 修
けんしゅう

、その他
た

がある。都道府県
とどうふけん

はその地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

に人 材
じんざい

育 成
いくせい

の部会
ぶかい

を設
もう

け、上 記
じょうき

国
くに

の行
おこな

う指導者
しどうしゃ

研 修
けんしゅう

の修 了 者
しゅうりょうしゃ

とともに都道府県
とどうふけん

が行
おこな

うべき研 修
けんしゅう

を企
き

画
かく

し実施
じっし

するものとする。研 修
けんしゅう

運 営
うんえい

等
とう

について委託
いたく

することもできる。 

 

○ 研 修
けんしゅう

の実施
じっし

にあたっては、障 害 者
しょうがいしゃ

が研 修
けんしゅう

企画
きかく

や講師
こうし

となって研 修
けんしゅう

を

提
てい

供
きょう

する側
がわ

になること、または研 修
けんしゅう

を受
う

ける側
がわ

にもなるなど、研 修
けんしゅう

への

当事者
とうじしゃ

の参 画
さんかく

を支援
しえん

することが重 要
じゅうよう

である。 

 

 

【説 明
せつめい

】 

現 在
げんざい

行
おこな

われている相 談
そうだん

支援
しえん

従 事 者
じゅうじしゃ

研 修
けんしゅう

は、一部
いちぶ

サービス
さ ー び す

管理者
かんりしゃ

研 修
けんしゅう

と一 体 的
いったいてき

に行
おこな

われるなど、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

固有
こゆう

の役 割
やくわり

、機能
きのう

を 習
しゅう

得
とく

する研 修
けんしゅう

としては内 容
ないよう

が不 十 分
ふじゅうぶん

と言
い

わざるを得
え

ない。新 法
しんぽう

で求
もと

められる

内 容
ないよう

を整理
せいり

し、 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の 研 修
けんしゅう

体 制
たいせい

については、 研 修
けんしゅう

カリキュラム
か り き ゅ ら む

内 容
ないよう

の充 実
じゅうじつ

とその体 制
たいせい

の確 立
かくりつ

が図
はか

られる必 要
ひつよう

がある。ま

た、すべての相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は実務
じつむ

経 験
けいけん

に基
もと

づき、一 定
いってい

の年 限
ねんげん

ごとに

実 践 的
じっせんてき

な研 修
けんしゅう

を義務
ぎ む

づけられる。 
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将 来 的
しょうらいてき

には 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の 質
しつ

を担保
たんぽ

するうえでソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

専 門
せんもん

職
しょく

を基礎
き そ

資格
しかく

とすることを目指
め ざ

すべきである。そのためには、現 行
げんこう

の

専 門
せんもん

職
しょく

養 成
ようせい

課程
かてい

では、その内 容
ないよう

が不 十 分
ふじゅうぶん

であり、今 般
こんぱん

の障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の趣旨
しゅし

に照
て

らし、必 要
ひつよう

な見直
みなお

しが図
はか

られるべきである。 

 

障 害 者
しょうがいしゃ

(本 人
ほんにん

及
およ

び家族
かぞく

)との連 携
れんけい

は、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

の支援
しえん

を行
おこな

うにあたり

、重 要
じゅうよう

な課題
かだい

である。 

障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

が相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

となり、地域
ちいき

の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

全 般
ぜんぱん

に

おいて、協 働
きょうどう

することが望
のぞ

ましい。 

なお、障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

が相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

になる際
さい

には、当事者
とうじしゃ

としての

生 活
せいかつ

経 験
けいけん

などを実務
じつむ

経 験
けいけん

として勘 案
かんあん

するなどを検 討
けんとう

すべきである。 
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Ⅰ－９ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

  

 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

の希望者
きぼうしゃ

及
およ

び利用者
りようしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における権利
けんり

擁護
ようご

とは、サービス
さ ー び す

を希望
きぼう

し、または

利用
りよう

する障 害 者
しょうがいしゃ

のそれぞれの生 活
せいかつ

領 域
りょういき

(居 宅
きょたく

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

における生 活
せいかつ

、日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

や就 労
しゅうろう

の場
ば

等
とう

)や場面
ばめん

(精神科
せいしんか

病 院
びょういん

か

らの 退 院
たいいん

促 進
そくしん

を 含
ふく

む地域
ちいき

移行
いこう

)において、 本 人
ほんにん

が孤立
こりつ

してかかえる

苦 情
くじょう

や差別的
さべつてき

な取 扱
とりあつか

い、虐 待
ぎゃくたい

その他
た

の人 権
じんけん

侵 害
しんがい

から、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の目 的
もくてき

と理念
りねん

にかかげる権利
けんり

を擁護
ようご

し、侵 害
しんがい

された権利
けんり

の救 済
きゅうさい

を

図
はか

ることによって、本 人
ほんにん

がエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

していく過程
かてい

をいう。 

 

○ 上 記
じょうき

の権利
けんり

擁護
ようご

は、サービス
さ ー び す

を希望
きぼう

する、または利用
りよう

する 障 害 者
しょうがいしゃ

の

申 請
しんせい

から相 談
そうだん

支援
しえん

、支 給
しきゅう

決 定
けってい

、サービス
さ ー び す

利用
りよう

、不服
ふふく

申 立
もうしたて

のすべてにわ

たるプロセス
ぷ ろ せ す

に対 応
たいおう

する。 

 

○ 国
くに

は、上 記
じょうき

の障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における権利
けんり

擁護
ようご

を実 現
じつげん

するため

の体 制
たいせい

整備
せいび

を行
おこな

うとともに、差別的
さべつてき

取
と

り扱
あつか

いや虐 待
ぎゃくたい

等
とう

の関 係
かんけい

する法
ほう

制度
せいど

との柔 軟
じゅうなん

で効果的
こうかてき

な連 携
れんけい

協 力
きょうりょく

を図
はか

るものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

現 在
げんざい

、権利
けんり

擁護
ようご

と相 談
そうだん

支援
しえん

に関
かん

しては、支援
しえん

を提
てい

供
きょう

する主 体
しゅたい

や支援
しえん

の

内 容
ないよう

において、必
かなら

ずしも、それらの違
ちが

いや相互
そうご

関 係
かんけい

又
また

は役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

など

の深
ふか

まった議論
ぎろん

がなされているとは言
い

い難
がた

い面
めん

もある。 

  しかしながら、相 談
そうだん

支援
しえん

の内 容
ないよう

の一部
いちぶ

として、もしくは別個
べっこ

の問 題
もんだい

とし

て「権利
けんり

擁護
ようご

」が独自
どくじ

の分野
ぶんや

として、その必 要 性
ひつようせい

が強
つよ

く語
かた

られてきたこと

も、また明 白
めいはく

である。 

 そこで、本 骨 格
ほんこっかく

提 言
ていげん

においても、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における権利
けんり

擁護
ようご

の意義
い ぎ

を盛
も

り込
こ

み、かつまた、他
た

の法 律
ほうりつ

における権利
けんり

擁護
ようご

との関 係
かんけい

等
とう

について、触
ふ

れることにしたものである。 
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【表 題
ひょうだい

】第 三 者
だいさんしゃ

の訪 問
ほうもん

による権利
けんり

擁護
ようご

(オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

)制度
せいど

 

【結 論
けつろん

】 

○ 国
くに

は、都道府県
とどうふけん

ないし 政 令
せいれい

指定
してい

都市
と し

単位
たんい

で、 障 害 者
しょうがいしゃ

のそれぞれの

生 活
せいかつ

領 域
りょういき

( 居 宅
きょたく

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

における生 活
せいかつ

、 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

や就 労
しゅうろう

の場
ば

等
とう

)や場面
ばめん

(精神科
せいしんか

病 院
びょういん

からの退 院
たいいん

促 進
そくしん

を含
ふく

む地域
ちいき

移行
いこう

)において、障 害 者
しょうがいしゃ

の求
もと

めに応
おう

じ、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

を含
ふく

む権利
けんり

擁護
ようご

サポータ
さ ぽ ー た

ー等
とう

の第 三 者
だいさんしゃ

が訪 問
ほうもん

面 会
めんかい

を行
おこな

う権利
けんり

擁護
ようご

のための体 制
たいせい

整備
せいび

を行
おこな

うものとする。   

 

※ 入 院 中
にゅういんちゅう

の精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

、障 害 児
しょうがいじ

の権利
けんり

擁護
ようご

については

Ⅲを参 照
さんしょう

  のこと。 

 

【説 明
せつめい

】 

入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、就 労
しゅうろう

の場
ば

や自宅
じたく

で暮
く

らす障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

への権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

の創 設
そうせつ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

がその場
ば

で安 心
あんしん

安 全
あんぜん

な生 活
せいかつ

を送
おく

る

うえでも、施設
しせつ

等
とう

からその生 活
せいかつ

を地域
ちいき

に移行
いこう

するうえでも重 要
じゅうよう

である。 

 

周 知
しゅうち

のように施設
しせつ

や自宅
じたく

等
とう

における虐 待
ぎゃくたい

等
とう

、障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する人 権
じんけん

侵 害
しんがい

事例
じれい

が後
あと

を絶
た

たず、これを防止
ぼうし

することは喫 緊
きっきん

の課題
かだい

である。 

今 般
こんぱん

成 立
せいりつ

した虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

はこれに有 効
ゆうこう

に対 処
たいしょ

するべきものであるが

、虐 待
ぎゃくたい

発生後
はっせいご

の対 策
たいさく

に重 点
じゅうてん

があり、必
かなら

ずしも事前
じぜん

の防止
ぼうし

という観 点
かんてん

から

の具体
ぐたい

策
さく

は用意
ようい

されていない。そこで、事前
じぜん

の防止
ぼうし

対 策
たいさく

を講
こう

じることが求
もと

められるが、なかでも日頃
ひごろ

から施設
しせつ

や自宅
じたく

等
とう

に第 三 者
だいさんしゃ

の目
め

が届
とど

くようにす

ることが事前
じぜん

の防止
ぼうし

策
さく

として有 効
ゆうこう

である。 

 

そのような観 点
かんてん

からみると、施設
しせつ

での権利
けんり

侵 害
しんがい

等
とう

に対
たい

しても、独自
どくじ

の

調 査
ちょうさ

と改 善
かいぜん

を求
もと

める機関
きかん

として機能
きのう

しているオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

(元 々
もともと

スウェーデン
す う ぇ ー で ん

で始
はじ

まった行 政
ぎょうせい

に対
たい

する苦 情
くじょう

処理
しょり

と監 察
かんさつ

を 行
おこな

う第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

制度
せいど

)を、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

において、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の側
がわ

に立
た

って

権利
けんり

侵 害
しんがい

の調 査
ちょうさ

や改 善
かいぜん

を行
おこな

うことを目 的
もくてき

とする「第 三 者
だいさんしゃ

の訪 問
ほうもん

によ
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る権利
けんり

擁護
ようご

(オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

)制度
せいど

」として創 設
そうせつ

する必 要
ひつよう

がある。 

 

また、地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

による地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の意思
い し

とその

決 定
けってい

を確 認
かくにん

し、それを実 現
じつげん

するためのものであり、入 所 者
にゅうしょしゃ

・入 院 者
にゅういんしゃ

、

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

の居 宅 者
きょたくしゃ

が自
みずか

らがどのような生 活
せいかつ

を選
えら

ぶのか、本 人
ほんにん

の

意思
い し

を基本
きほん

として支援
しえん

するものである。地域
ちいき

移行
いこう

と定 着
ていちゃく

の過
か

程
てい

で、本 人
ほんにん

の

意思
い し

を無視
む し

したり、支援側
しえんがわ

のプラン
ぷ ら ん

を押
お

し付
つ

けたりしないよう、 入 院
にゅういん

・

入 所 者
にゅうしょしゃ

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

の居 宅 者
きょたくしゃ

に対
たい

しては権利
けんり

擁護
ようご

サポータ
さ ぽ ー た

ー
ー

等
とう

が

配置
はいち

されるのも有 効
ゆうこう

で、そのサポータ
さ ぽ ー た

ー
ー

を当事者
とうじしゃ

が担
にな

うこともあり得
え

る。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】権利
けんり

擁護
ようご

と虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

においては、サービス
さ ー び す

を提
てい

供
きょう

する事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の責務
せきむ

と

して、虐 待
ぎゃくたい

や人 権
じんけん

侵 害
しんがい

をしてはならないことを明記
めいき

するとともに、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が虐 待
ぎゃくたい

の発 生
はっせい

を未然
みぜん

に防止
ぼうし

し、発 生
はっせい

した虐 待
ぎゃくたい

を早期
そうき

に発 見
はっけん

し、

侵 害
しんがい

された権利
けんり

を回 復
かいふく

するための体 制
たいせい

を整備
せいび

する責務
せきむ

を明記
めいき

すべきであ

る。 

 

○ 虐 待
ぎゃくたい

が発 生
はっせい

した場合
ばあい

には、サービス
さ ー び す

を提
てい

供
きょう

する事
じ

業 者
ぎょうしゃ

やその関 係 者
かんけいしゃ

等
とう

は早期
そうき

の発 見
はっけん

と通 報
つうほう

を行
おこな

い、都道府県
とどうふけん

の権利
けんり

擁護
ようご

センタ
せ ん た

ー
ー

や市 町 村
しちょうそん

の虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センタ
せ ん た

ー
ー

等
とう

と連 携
れんけい

協 力
きょうりょく

しなければならない。 

 

○ 都道府県
とどうふけん

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

は、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

による虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

に関
かん

し

て、職 員
しょくいん

研 修
けんしゅう

、情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

、財 政
ざいせい

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

うものとする。 

 

 ※ 第 三 者
だいさんしゃ

の訪 問
ほうもん

による権利
けんり

擁護
ようご

と虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

についてはⅢを参 照
さんしょう

の

こと。 

 

【説 明
せつめい

】 

現 行
げんこう

の障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の「市 町 村
しちょうそん

の責務
せきむ

」では、障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

に対
たい
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する虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

と早期
そうき

発 見
はっけん

、そのための関 係
かんけい

機関
きかん

と連 絡
れんらく

調 整
ちょうせい

を行
おこな

うこ

となどが明記
めいき

されている。障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

においては、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の責務
せきむ

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

と都道府県
とどうふけん

の責務
せきむ

として、虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

と早期
そうき

発 見
はっけん

、権利
けんり

擁護
ようご

のための必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

を行
おこな

う効果的
こうかてき

な仕組
し く

みをつくることをより明 確
めいかく

にす

る必 要
ひつよう

がある 

 

 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

に関
かん

する苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

のためのサポート
さ ぽ ー と

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

で提
てい

供
きょう

されるサービス
さ ー び す

に関
かん

して苦 情
くじょう

を解
かい

決
けっ

する

ためには、①寄
よ

り添
そ

い型
かた

の相 談
そうだん

支援
しえん

、②サポート
さ ぽ ー と

機関
きかん

、の二
ふた

つが必 要
ひつよう

で

ある。 

 

○ 寄
よ

り添
そ

い型
かた

の相 談
そうだん

支援
しえん

とは、苦 情
くじょう

という形
かたち

で問題化
もんだいか

する以前
いぜん

の段 階
だんかい

での相 談
そうだん

であり、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

とその関 係 者
かんけいしゃ

からの話
はなし

を丁 寧
ていねい

に聞
き

きと

る事前
じぜん

相 談
そうだん

を基本
きほん

とする支援
しえん

をいう。相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

には、とくに本 人
ほんにん

の

意向
いこう

に沿
そ

った支援
しえん

をする役 割
やくわり

が求
もと

められる。 

 

○ サポート
さ ぽ ー と

機関
きかん

とは、 本 人
ほんにん

がサービス
さ ー び す

に対
たい

する 苦 情
くじょう

をかかえた場合
ばあい

、

本 人
ほんにん

の側
がわ

に立
た

って、権利
けんり

擁護
ようご

の観 点
かんてん

から苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

に向
む

けて対 応
たいおう

する

サポート
さ ぽ ー と

機関
きかん

(相 談
そうだん

機関
きかん

も含
ふく

む)であり、これを設置
せっち

することが必 要
ひつよう

であ

る。 

 

 ※ 苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

機関
きかん

(社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

)についてはⅢを参 照
さんしょう

のこと。 

 

 

【説 明
せつめい

】 

苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

においては、そもそも、サービス
さ ー び す

に関
かん

する苦 情
くじょう

という形
かたち

で

問題化
もんだいか

する以前
いぜん

の段 階
だんかい

において、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

とその関 係 者
かんけいしゃ

からじっく

り話
はなし

を聴 取
ちょうしゅ

する事前
じぜん

相 談
そうだん

や寄
よ

り添
そ

い型
かた

の相 談
そうだん

支援
しえん

の仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である

。 
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上 記
じょうき

を満
み

たした上
うえ

で、それでも改 善
かいぜん

されない、あるいは実 際
じっさい

に起
お

こって

しまった苦 情
くじょう

については、実 態
じったい

として権利
けんり

を保 障
ほしょう

するための苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

に

向
む

けた相 談
そうだん

を含
ふく

むサポート
さ ぽ ー と

機関
きかん

が必 要
ひつよう

である。このサポート
さ ぽ ー と

機関
きかん

において

は、自身
じしん

の意向
いこう

を伝
つた

えにくい障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

しては、第 三 者
だいさんしゃ

が本 人
ほんにん

の意向
いこう

を

くみ取
と

る支援
しえん

の仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

 

※ モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

についてはⅢを参 照
さんしょう

のこと。 

 

【表 題
ひょうだい

】権利
けんり

擁護
ようご

と差別
さべつ

禁止
きんし

 

※ 権利
けんり

擁護
ようご

と差別
さべつ

禁止
きんし

についてはⅢを参 照
さんしょう

のこと。 
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93 

 

Ⅰ－１０ 報酬
ほうしゅう

と人材
じんざい

確保
か く ほ

 

 

【表 題
ひょうだい

】報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

の基本
きほん

理念
りねん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

む基本的
きほんてき

権利
けんり

を保 障
ほしょう

するために

必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を確保
かくほ

するため、適 正
てきせい

な事 業
じぎょう

の報 酬
ほうしゅう

と必 要
ひつよう

な人 材
じんざい

を

確保
かくほ

すべきである。 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害
しょうがい

関 連
かんれん

事 業
じぎょう

の現 状
げんじょう

として、報 酬
ほうしゅう

制度
せいど

と人 材
じんざい

確保
かくほ

の課題
かだい

は深 刻
しんこく

で

、事 業
じぎょう

報 酬
ほうしゅう

の务 悪
れつあく

さが人 材
じんざい

の確保
かくほ

を困 難
こんなん

にし、限 界
げんかい

を超
こ

えている。 

事 業 所
じぎょうしょ

を支
ささ

える中 核
ちゅうかく

となる人 材
じんざい

の人件費
じんけんひ

は、昇 級
しょうきゅう

していかなければ

ならないが、事 業
じぎょう

種 別
しゅべつ

、障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

、利用
りよう

定 員
ていいん

、各 種
かくしゅ

加算
かさん

を組
く

み合
あ

わ

せた現 在
げんざい

の報 酬
ほうしゅう

基 準
きじゅん

では、ベテラン
べ て ら ん

職 員
しょくいん

の雇用
こよう

の維持
い じ

さえ難
むずか

しくなり、

経 営 的
けいえいてき

にも疲弊
ひへい

し、 正 職 員
せいしょくいん

の 常 勤
じょうきん

雇用率
こようりつ

が下
さ

がり、雇用
こよう

期間
きかん

限 定
げんてい

の

臨時
りんじ

・契 約
けいやく

・パート率
ぱーとりつ

が大 幅
おおはば

に増加
ぞうか

し、支援
しえん

の質
しつ

の低下
ていか

が著
いちじる

しい。 

 

しかしながら、真
しん

に障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

人 権
じんけん

保 障
ほしょう

を担
にな

う人 権
じんけん

感 覚
かんかく

溢
あふ

れ

た 人
ひと

びとが 障 害 者
しょうがいしゃ

と 共
とも

にインクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な 社 会
しゃかい

を 構 築
こうちく

するために、

活 力
かつりょく

ある良 質
りょうしつ

な人 材
じんざい

の養 成
ようせい

とその確保
かくほ

が障 害
しょうがい

福祉
ふくし

を成 立
せいりつ

させる不可欠
ふかけつ

な前 提
ぜんてい

条 件
じょうけん

となる。 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の報 酬
ほうしゅう

水 準
すいじゅん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の人 権
じんけん

の価値
か ち

評 価
ひょうか

、尊 厳
そんげん

の水 準
すいじゅん

と連 動
れんどう

している。障 害 福 祉
しょうがいふくし

を実 践
じっせん

する人 材
じんざい

が枯渇
こかつ

し自
みずか

らや家族
かぞく

の生 活
せいかつ

の維持
い じ

さえ危
あや

ぶまれるような状 況
じょうきょう

であればこの国
くに

が障 害 者
しょうがいしゃ

の人 間
にんげん

として

の基本的
きほんてき

価値
か ち

を蔑
さげす

んでいることを意味
い み

する。 

 

したがって、以下
い か

の事項
じこう

を旨
むね

として、障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

む基本的
きほんてき

権利
けんり

を保 障
ほしょう

するために必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を確保
かくほ

するため、適 正
てきせい

な

事 業
じぎょう

の報 酬
ほうしゅう

と必 要
ひつよう

な人 材
じんざい

を確保
かくほ

すべきである。 
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【表 題
ひょうだい

】報 酬
ほうしゅう

における基本的
きほんてき

方 針
ほうしん

と水 準
すいじゅん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 報 酬
ほうしゅう

における基本的
きほんてき

方 針
ほうしん

は、以下
い か

のとおりである。 

・ 支援
しえん

の質
しつ

の低下
ていか

、現場
げんば

を委 縮
いしゅく

させない報 酬
ほうしゅう

施策
しさく

を実施
じっし

する。 

・ わかりやすい報 酬
ほうしゅう

制度
せいど

にする。 

・ 利用者
りようしゃ

に不利益
ふりえき

をもたらさない。 

 

○ 報 酬
ほうしゅう

における水 準
すいじゅん

は、採 算
さいさん

線
せん

(レベル
れ べ る

)を利用率
りようりつ

80％程度
ていど

で設 定
せってい

し、

安 定 的
あんていてき

な障 害
しょうがい

サービス
さ ー び す

を提
てい

供
きょう

するために、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が安 定
あんてい

して 事 業
じぎょう

経 営
けいえい

し、従 事 者
じゅうじしゃ

が安 心
あんしん

して業 務
ぎょうむ

に専 念
せんねん

出来
で き

る事 業
じぎょう

の報 酬
ほうしゅう

水 準
すいじゅん

と

する。 

 

○ なお、常 勤
じょうきん

換 算
かんさん

方 式
ほうしき

を廃止
はいし

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

措置
そ ち

から契 約
けいやく

制度
せいど

への移行
いこう

に伴
ともな

い、措置
そ ち

委託費
いたくひ

の丸
まる

投
な

げから、一人
ひとり

ひとり

の要支援者
ようしえんしゃ

への個別
こべつ

支援
しえん

のための社 会
しゃかい

保障費
ほしょうひ

の支払
しはら

いの集 積
しゅうせき

が報 酬
ほうしゅう

とな

る形
かたち

への転 換
てんかん

が図
はか

られた。その後
ご

、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行
しこう

により給 付
きゅうふ

抑 制
よくせい

政 策
せいさく

が導 入
どうにゅう

され、報 酬
ほうしゅう

基 準
きじゅん

が切
き

り下
さ

げられ、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の質
しつ

の低下
ていか

がもたらされた。それらの弊 害
へいがい

を解
かい

消
しょう

するために、一人
ひとり

ひとりへの支援
しえん

を

意識
いしき

した障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の基本的
きほんてき

あり方
かた

を基本
きほん

としながら、支援
しえん

の質
しつ

の低下
ていか

、

現場
げんば

を委 縮
いしゅく

させない報 酬
ほうしゅう

施策
しさく

が実施
じっし

されることが、改 革
かいかく

の方 針
ほうしん

である。 

 

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

にとって複 雑
ふくざつ

なシステム
し す て む

は非効率的
ひこうりつてき

である。利用者
りようしゃ

にとっても、

一 般
いっぱん

国 民
こくみん

にとっても、わかりやすい簡 潔
かんけつ

な制度
せいど

にしなければならない。 

利用者
りようしゃ

負担
ふたん

、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

等
とう

により、利用者
りようしゃ

に不合理
ふごうり

な負担
ふたん

、不利益
ふりえき

を被
かぶ

らせることは障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の理念
りねん

に反
はん

することであり、あってはならない。 

  

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の報 酬
ほうしゅう

額
がく

の採 算
さいさん

レベル
れ べ る

は、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

系
けい

で利用率
りようりつ

(実利用者
じつりようしゃ

／利用
りよう

定 員
ていいん

)が90～95％に設 定
せってい

されており、利用者
りようしゃ

の入 院
にゅういん

等
とう

に

よる減 算
げんざん

に対 応
たいおう

していくために定 員
ていいん

を超 過
ちょうか

する等
とう

の運 営
うんえい

を必 要
ひつよう

として
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いる。そこで、定 員
ていいん

超 過
ちょうか

の恒 常 化
こうじょうか

による支援
しえん

水 準
すいじゅん

の低下
ていか

を改 善
かいぜん

するた

めには、 採 算
さいさん

ライン
ら い ん

を80％程度
ていど

と 設 定
せってい

する 必 要
ひつよう

がある。そうすれば、

定 員 数
ていいんすう

を満
み

たすことで職 員
しょくいん

の加配
かはい

やベテラン
べ て ら ん

職 員
しょくいん

の確保
かくほ

が可能
かのう

となり、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

にも利用者
りようしゃ

にも余裕
よゆう

が生
しょう

じ、利用者
りようしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

についての取
と

り組
く

みも

可能
かのう

となる。経 営 者
けいえいしゃ

にインセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

を与
あた

え、事 業
じぎょう

展 開
てんかい

への財 源
ざいげん

確保
かくほ

と

モチベーション
も ち べ ー し ょ ん

を高
たか

めることが必 要
ひつよう

である。 

 

国
くに

は経 営
けいえい

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

に基
もと

づき報 酬
ほうしゅう

改 定
かいてい

を行
おこな

っている。 

しかし、多
おお

くは報 酬
ほうしゅう

のみが収 入
しゅうにゅう

であり、報 酬
ほうしゅう

が減 額
げんがく

されればその範囲
はんい

で 収 支
しゅうし

を合
あ

わせて黒字
くろじ

にするため、その黒字
くろじ

を 根 拠
こんきょ

に 改 定
かいてい

されれば、

報 酬
ほうしゅう

は 際 限
さいげん

な く 引
ひ

き 下
さ

が る 。 福祉
ふくし

報 酬
ほうしゅう

は 社 会
しゃかい

保障費
ほしょうひ

＝

ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

であり、自助
じじょ

努 力
どりょく

の貯 蓄
ちょちく

を理由
りゆう

に水 準
すいじゅん

を引
ひ

き下
さ

げては

ならない。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】報 酬
ほうしゅう

の支払
しはら

い方 式
ほうしき

 

【結 論
けつろん

】 

○ 報 酬
ほうしゅう

の支払
しはら

い方 式
ほうしき

に関
かん

して、施設
しせつ

系
けい

支援
しえん

にかかる場合
ばあい

と在 宅
ざいたく

系
けい

支援
しえん

にかかる場合
ばあい

に大 別
たいべつ

する。 

 

○ 施設
しせつ

系
けい

支援
しえん

にかかる 報 酬
ほうしゅう

については、「利用者
りようしゃ

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

報 酬
ほうしゅう

」

(利用者
りようしゃ

への個別
こべつ

支援
しえん

に関
かん

する費用
ひよう

)と「事 業
じぎょう

運 営
うんえい

報 酬
ほうしゅう

」(人件費
じんけんひ

・固定
こてい

経費
けいひ

・一 般
いっぱん

管理費
かんりひ

)に大 別
たいべつ

する。前 者
ぜんしゃ

を原 則
げんそく

日払
ひばら

いとし、後 者
こうしゃ

を原 則
げんそく

月 払
つきばら

いとする。 

 

○ 在 宅
ざいたく

系
けい

支援
しえん

にかかる報 酬
ほうしゅう

については、時間割
じかんわ

り報 酬
ほうしゅう

とする。 

 

○ すべての報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

において基本
きほん

報 酬
ほうしゅう

だけで安 定
あんてい

経 営
けいえい

ができる報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

とする。 

 

【説 明
せつめい

】 
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報 酬
ほうしゅう

の日 額 払
にちがくばらい

か月 払
つきばら

いについて、統 合
とうごう

した視点
してん

を持
も

ち、建 設 的
けんせつてき

な

議論
ぎろん

に発 展
はってん

させることが肝 要
かんよう

である。 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

を実 践
じっせん

する担
にな

い手
て

が事 業
じぎょう

を維持
い じ

出来
で き

ない状 況
じょうきょう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の

生 活
せいかつ

人 権
じんけん

が 安 定 的
あんていてき

に 保 障
ほしょう

されないことを意味
い み

する。 障 害 者
しょうがいしゃ

の 幸 福
こうふく

追 求 権
ついきゅうけん

が保 障
ほしょう

されるためには、障 害
しょうがい

のある人
ひと

の支援
しえん

(事 業
じぎょう

)を選 択
せんたく

する

自由
じゆう

(権利
けんり

)と障 害
しょうがい

関 連
かんれん

事 業
じぎょう

における固定費
こていひ

(人件費
じんけんひ

を中 心
ちゅうしん

に)の安 定 的
あんていてき

な確保
かくほ

を両 立
りょうりつ

させることが必 要
ひつよう

である。その際
さい

、次
つぎ

の三 点
さんてん

に留 意
りゅうい

すべき

。 

 

一点目
いってんめ

は、報 酬
ほうしゅう

の財 政
ざいせい

規模
き ぼ

の増 額
ぞうがく

が必 要
ひつよう

条 件
じょうけん

である。障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の支 出
ししゅつ

水 準
すいじゅん

を固定費
こていひ

相 当 分
そうとうぶん

とし、日 額 分
にちがくぶん

が重
かさ

ねられるイメージ
い め ー じ

である。二点目
にてんめ

は、契 約
けいやく

制度
せいど

は維
い

持
じ

するとしても、 市 町 村
しちょうそん

が障 害 者
しょうがいしゃ

の

支援
しえん

を 保 障
ほしょう

する 公 的
こうてき

責 任
せきにん

は明確化
めいかくか

しておくことである。三点目
さんてんめ

は、

利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の増加
ぞうか

につながらないようにすることである。 

 

以 上
いじょう

のような 観 点
かんてん

から、施設
しせつ

系
けい

支援
しえん

にかかる 報 酬
ほうしゅう

については、「

利用者
りようしゃ

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

報 酬
ほうしゅう

」(利用者
りようしゃ

への個別
こべつ

支援
しえん

に 関
かん

する費用
ひよう

)と「 事 業
じぎょう

運 営
うんえい

報 酬
ほうしゅう

」(人件費
じんけんひ

・固定
こてい

経費
けいひ

・一 般
いっぱん

管理費
かんりひ

)に大 別
たいべつ

する。概
おおむ

ね、前 者
ぜんしゃ

を２割
わり

、後 者
こうしゃ

を８割
わり

程度
ていど

とする。 

 

「利用者
りようしゃ

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

報 酬
ほうしゅう

」は原 則
げんそく

日
ひ

払
ばら

いとする。但
ただ

し、利用率
りようりつ

80％を

上 回
うわまわ

れば全 額
ぜんがく

支払
しはら

い、それ以下
い か

の場合
ばあい

は、利用
りよう

実 績
じっせき

に応
おう

じた日割
ひ わ

り計 算
けいさん

で事 業 所
じぎょうしょ

に支払
しはら

われる。 

 

「事 業
じぎょう

運 営
うんえい

報 酬
ほうしゅう

」は原 則
げんそく

月 払
つきばら

いとする。すなわち、施設
しせつ

利用
りよう

定 員
ていいん

に

よる月 額
げつがく

を定 額
ていがく

で支払
しはら

う。但
ただ

し、施設
しせつ

全 体
ぜんたい

の6ヶ月
かげつ

の平 均
へいきん

利用率
りようりつ

を次
つぎ

の

6ヶ月間
かげつかん

は掛
か

けて月 額
げつがく

を 算
さん

出
しゅつ

する。これにより、利用
りよう

しなかった 分
ぶん

は

報 酬 減
ほうしゅうげん

となるので、 在 宅
ざいたく

給 付
きゅうふ

との 併 給
へいきゅう

にも 抵 抗
ていこう

は 尐
すく

ない。個々
こ こ

の

利用者
りようしゃ

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

に日割
ひ わ

り(利用率
りようりつ

)を導 入
どうにゅう

するのではなく、施設
しせつ

全 体
ぜんたい

の

利用率
りようりつ

で算 定
さんてい

する。その適 用
てきよう

は次
つぎ

の6ヶ月期
かげつき

に適 用
てきよう

とする。 
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在 宅
ざいたく

系
けい

支援
しえん

にかかる報 酬
ほうしゅう

については、時間割
じかんわ

り報 酬
ほうしゅう

とする。 

 

現 在
げんざい

の報 酬
ほうしゅう

は、報 酬
ほうしゅう

本 体
ほんたい

では経 営
けいえい

維持
い じ

が困 難
こんなん

であり、加算
かさん

により初
はじ

めて維持
い じ

出来
で き

る。「報 酬
ほうしゅう

本 体
ほんたい

だけ」で求
もと

める事 業
じぎょう

水 準
すいじゅん

(指定
してい

基 準
きじゅん

に定
さだ

められる水 準
すいじゅん

)を確保
かくほ

すべきであり、加算
かさん

はあくまで、その標 準 的
ひょうじゅんてき

水 準
すいじゅん

に

対
たい

する付加
ふ か

価値的
かちてき

なものと位置
い ち

づけるべきである。  

 

 

【表 題
ひょうだい

】人 材
じんざい

確保
かくほ

施策
しさく

における基本的
きほんてき

視点
してん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 人 材
じんざい

確保
かくほ

こそが障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生 活
せいかつ

実 現
じつげん

の鍵
かぎ

である。 

 

○ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

に対
たい

する公 的
こうてき

責 任
せきにん

を障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

やその家族
かぞく

に転
てん

嫁
か

しては

ならない。 

 

○ 支援者
しえんしゃ

の確保
かくほ

は、地域
ちいき

における雇用
こよう

創 出
そうしゅつ

である。 

 

○ 重 層 的
じゅうそうてき

な 人 的
じんてき

支援
しえん

のネットワーク化
ね っ と わ ー く か

を 重 視
じゅうし

し、 人 材
じんざい

を 循 環
じゅんかん

させ

る。 

 

【説 明
せつめい

】  

障 害 者
しょうがいしゃ

の安 定
あんてい

した地域
ちいき

生 活
せいかつ

の展 開
てんかい

し、施設
しせつ

や医 療
いりょう

機関
きかん

等
とう

からの地域
ちいき

移行
いこう

を実質化
じっしつか

するとともに、家族
かぞく

依存
いぞん

の色 彩
しきさい

が根強
ねづよ

く残
のこ

る障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
しさく

に

より、成 人
せいじん

した障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

まで家族
かぞく

が抱え込まざる
かか こ     

を得
え

ない現 実
げんじつ

を変
か

えるためには、①労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

・日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

、②居 住
きょじゅう

の場
ば

、③所 得
しょとく

保 障
ほしょう

、④人 的
じんてき

な支
ささ

え、⑤保健
ほけん

医 療
いりょう

の5つの分野
ぶんや

が一 定
いってい

の水 準
すいじゅん

で確保
かくほ

され

る必 要
ひつよう

があり、人 的
じんてき

な支援
しえん

体 制
たいせい

の確保
かくほ

は、その根 幹
こんかん

である。 

 

人 間
にんげん

と人 間
にんげん

の触
ふ

れ合
あ

い、パーソナル
ぱ ー そ な る

な支援
しえん

こそが改 革
かいかく

を成 功
せいこう

させるた

めのキーワード
き ー わ ー ど

であり、そのため 優 良
ゆうりょう

な「人 材
じんざい

」の確保
かくほ

が、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の

成 立
せいりつ

条 件
じょうけん

である。人
ひと

と人
ひと

の関 係
かんけい

を基本
きほん

とする人 的
じんてき

支援
しえん

策
さく

の遂 行
すいこう

にあっ
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ては、親
おや

を中 心
ちゅうしん

とする家族
かぞく

に責 任
せきにん

が転
てん

嫁
か

されないよう、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の「

公 的
こうてき

責 任
せきにん

の 原 則
げんそく

」を 明 確
めいかく

にする 必 要
ひつよう

がある。 成 人
せいじん

した 障 害 者
しょうがいしゃ

の

生 活
せいかつ

まで家族
かぞく

が抱え込まざる
かか こ     

を得
え

ない現 実
げんじつ

の中
なか

で、「家族
かぞく

支援
しえん

」も重 要
じゅうよう

な

施策
しさく

の柱
はしら

である。 

本 格 的
ほんかくてき

な 人 的
じんてき

な支援
しえん

策
さく

を 成 功
せいこう

させるためには、 大 幅
おおはば

な 人 員 増
じんいんぞう

が

必 要
ひつよう

である。そのことを労 働
ろうどう

政 策
せいさく

の観 点
かんてん

からみると、社 会
しゃかい

福祉
ふくし

を志
こころざ

そ

うとする若 者
わかもの

に未来
みらい

を拓
ひら

き、雇用
こよう

創 出
そうしゅつ

・失 業
しつぎょう

改 善
かいぜん

に大
おお

きな役 割
やくわり

を果
は

た

すことになる。 

 

地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーやグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、地域
ちいき

支援
しえん

の組織
そしき

は小規模
しょうきぼ

であ

り人 員
じんいん

にも限
かぎ

りがあるため､人 材
じんざい

確保
かくほ

といった観 点
かんてん

からも､他
た

機関
きかん

との

連 携
れんけい

が求
もと

められる。支援員
しえんいん

、看護師
かんごし

、ケースワーカ
け ー す わ ー か

ー等
とう

が必 要
ひつよう

に応
おう

じて

ネットワーク
ね っ と わ ー く

で本 人
ほんにん

支援
しえん

を行
おこな

うことになるが、受
う

け皿
ざら

を複 数
ふくすう

用意
ようい

しておく

ことが必 要
ひつよう

である。当事者
とうじしゃ

主 体
しゅたい

と障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の権利
けんり

保 障
ほしょう

を重 視
じゅうし

し、

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

構 築
こうちく

のため、 重 層 的
じゅうそうてき

なネットワーク
ね っ と わ ー く

への 変 革
へんかく

が

必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】福祉
ふくし

従 事 者
じゅうじしゃ

の賃 金
ちんぎん

における基本的
きほんてき

方 針
ほうしん

と水 準
すいじゅん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

の 安 定
あんてい

した地域
ちいき

生 活
せいかつ

を 支
ささ

える 人 材
じんざい

を確保
かくほ

し、また、その

人 材
じんざい

が誇
ほこ

りと展 望
てんぼう

をもって支援
しえん

を継 続
けいぞく

できるようにするため、尐
すく

なく

とも年 齢
ねんれい

別
べつ

賃 金
ちんぎん

センサス
せ ん さ す

に示
しめ

された全 国
ぜんこく

平 均
へいきん

賃 金
ちんぎん

以下
い か

にならないよ

う事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が適 切
てきせつ

な水 準
すいじゅん

の賃 金
ちんぎん

を支払
しはら

うこととする。 

 

○ そのためには、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が受
う

け取
と

る報 酬
ほうしゅう

の積 算
せきさん

に当
あ

たっては、尐
すく

なくと

も 上 記
じょうき

水 準
すいじゅん

の 賃 金
ちんぎん

以下
い か

とならないような 事 業
じぎょう

報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

を 法 的
ほうてき

に

構 築
こうちく

すべきである。 

 

【説 明
せつめい

】 

福祉
ふくし

従 事 者
じゅうじしゃ

の賃 金
ちんぎん

は、 年 齢
ねんれい

別
べつ

賃 金
ちんぎん

センサス
せ ん さ す

に 示
しめ

された 全 国
ぜんこく

平 均
へいきん
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賃 金
ちんぎん

以下
い か

である場合
ばあい

も多
おお

く、過酷
かこく

な労 働
ろうどう

環 境
かんきょう

で働
はたら

いている。しかし、そ

のような環 境
かんきょう

においても、福祉
ふくし

従 事 者
じゅうじしゃ

は誇
ほこ

りと意欲
いよく

を持
も

って障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

に取
と

り組
く

んでいる。かような状 況
じょうきょう

において、労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

等
とう

の雇用
こよう

環 境
かんきょう

によ

り、働
はたら

くことを断 念
だんねん

することがない賃 金
ちんぎん

水 準
すいじゅん

を確保
かくほ

することが強
つよ

く求
もと

め

られる。 

 

本 来
ほんらい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

は、国
くに

の責務
せきむ

として行
おこな

うべきところを、民 間
みんかん

に代 行
だいこう

させている性 格
せいかく

を有
ゆう

している。しかも、サービス
さ ー び す

の向 上
こうじょう

といった面
めん

から、

資格
しかく

や職 員
しょくいん

配置
はいち

等
とう

は厳 格
げんかく

な縛
しば

りがあるなど、一 般
いっぱん

民間事
みんかんじ

業 者
ぎょうしゃ

が取
と

り得
う

る経 営
けいえい

合理化
ごうりか

などといったことには縁
えん

のない世界
せかい

であるともいえる。 

 

上 記
じょうき

水 準
すいじゅん

の賃 金
ちんぎん

を確保
かくほ

するために、次
つぎ

の二
ふた

つを含
ふく

めた実 現
じつげん

可能
かのう

な

方 策
ほうさく

を考
かんが

えるべきである。 

一
ひと

つは、尐
すく

なくとも年 齢
ねんれい

別
べつ

賃 金
ちんぎん

センサス
せ ん さ す

に示
しめ

された全 国
ぜんこく

平 均
へいきん

賃 金
ちんぎん

以下
い か

のレベル
れ べ る

に陥
おちい

るような事 業
じぎょう

報 酬
ほうしゅう

は、これを見直
みなお

し、年 齢
ねんれい

に相
そう

応
おう

した

賃 金
ちんぎん

の支払
しはら

いを受
う

けて働
はたら

き続
つづ

けられる事 業
じぎょう

報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

を法 的
ほうてき

に構 築
こうちく

す

ることを検 討
けんとう

すべきである。国
くに

としては、一 定
いってい

の条 件
じょうけん

のもとに障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の事 業
じぎょう

を民 間
みんかん

に委
ゆだ

ねている以 上
いじょう

、当 然
とうぜん

のことと考
かんが

えられる。 

 もう 一
ひと

つは、国家
こっか

公務員
こうむいん

給 料 表
きゅうりょうひょう

の「福祉
ふくし

職
しょく

俸 給 表
ほうきゅうひょう

」による

給 与
きゅうよ

支 給
しきゅう

を確保
かくほ

できる水 準
すいじゅん

に近
ちか

づけることを検 討
けんとう

すべきである。これに

より、 標 準 的
ひょうじゅんてき

給 与
きゅうよ

水 準
すいじゅん

が 明 確
めいかく

になり、異動
いどう

の 際
さい

にも、 前 歴
ぜんれき

換 算
かんさん

や

評 価
ひょうか

が容易
ようい

になる。共 通
きょうつう

の 給 料 表
きゅうりょうひょう

に基
もと

づくことにより官 民
かんみん

格差
かくさ

が

是正
ぜせい

できる。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】人 材
じんざい

養 成
ようせい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 人 材
じんざい

の養 成
ようせい

においては、現場
げんば

体 験
たいけん

を重 視
じゅうし

した研 修
けんしゅう

システム
し す て む

が必 要
ひつよう

である。支援
しえん

を提
てい

供
きょう

するうえで必 要
ひつよう

となる「資格
しかく

」は支援
しえん

の質
しつ

の最 低
さいてい

基 準
きじゅん

の保 障
ほしょう

と支援者
しえんしゃ

の社 会 的
しゃかいてき

評 価
ひょうか

、モチベーション
も ち べ ー し ょ ん

維持
い じ

等
とう

のための

ものであると位置
い ち

づけるものとする。 
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○ 相 談
そうだん

支援
しえん

や権利
けんり

擁護
ようご

に 必 要
ひつよう

な 障 害 者
しょうがいしゃ

の 人 材
じんざい

確保
かくほ

として、 国
くに

は

ピアカウンセラ
ぴ あ か う ん せ ら

ー
ー

の養 成
ようせい

を積 極 的
せっきょくてき

に支援
しえん

するものとする。 

 

○ 国
くに

及
およ

び都道府県
とどうふけん

は、制度
せいど

運 営
うんえい

主 体
しゅたい

である市 町 村
しちょうそん

の人 材
じんざい

養 成
ようせい

を支援
しえん

するものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

人 材
じんざい

養 成
ようせい

は、現場
げんば

体 験
たいけん

を重 視
じゅうし

した研 修
けんしゅう

システム
し す て む

を基本
きほん

とするべき。

可能
かのう

な限
かぎ

り間口
まぐち

を広
ひろ

く取
と

り、多
おお

くの人 材
じんざい

の中
なか

から適
てき

した人 材
じんざい

を探
さぐ

り当
あ

て

る作 業
さぎょう

が不可欠
ふかけつ

である。継 続 的
けいぞくてき

な関 係 性
かんけいせい

の中
なか

での人 間
にんげん

関 係
かんけい

が基礎
き そ

にあ

り、支援
しえん

が成
な

り立
た

つ。正規
せいき

雇用
こよう

関 係
かんけい

の中
なか

で、長 期
ちょうき

にわたって関 係 性
かんけいせい

を持
も

てることが信 頼
しんらい

関 係
かんけい

を障 害 者
しょうがいしゃ

と作
つく

り上
あ

げる基本
きほん

である。 

 

また、当事者
とうじしゃ

の気持
き も

ちにもっとも寄
よ

り添
そ

えるのは同
おな

じ障 害
しょうがい

をもつ当事者
とうじしゃ

である。そこで、相 談
そうだん

支援
しえん

や権利
けんり

擁護
ようご

に必 要
ひつよう

な障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の人 材
じんざい

確保
かくほ

と

して、また共
とも

に生
い

きる社 会
しゃかい

の担
にな

い手
て

としてもピアカウンセラ
ぴ あ か う ん せ ら

ー
ー

の養 成
ようせい

とそ

のためのシステム
し す て む

づくりに対
たい

して資金
しきん

を含
ふく

めた公 的
こうてき

支援
しえん

が求
もと

められる。 

 

制度
せいど

運 営
うんえい

主 体
しゅたい

である 市 町 村
しちょうそん

においては、規模
き ぼ

の 大 小
だいしょう

、 財 政 力
ざいせいりょく

の

強 弱
きょうじゃく

、人 口
じんこう

構 成
こうせい

の偏
かたよ

りなど個々
こ こ

に異
こと

なる事 情
じじょう

を抱
かか

えており、市 町 村
しちょうそん

のマンパワ
ま ん ぱ わ

ー
ー

確保
かくほ

に向
む

けて地域間
ちいきかん

格差
かくさ

の問 題
もんだい

を解
かい

消
しょう

するようなきめ細
こま

かな

対 策
たいさく

が必 要
ひつよう

である。 
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Ⅱ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の制定
せいてい

と実施
じ っ し

への道程
どうてい

 

Ⅱ－１ 障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
しえんほう

の事業
じぎょう

体系
たいけい

への移行
い こ う

問題
もんだい

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の事 業
じぎょう

体 系
たいけい

への移行
いこう

問 題
もんだい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく 事 業
じぎょう

への移行
いこう

期限
きげん

終 了 後
しゅうりょうご

も、 一 定
いってい

の

要 件
ようけん

の下
もと

で、従 前
じゅうぜん

の運営費
うんえいひ

の 10割
わり

を保 障
ほしょう

するなどの支援
しえん

策
さく

を継 続
けいぞく

す

る。 

 

【説 明
せつめい

】 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

以前
いぜん

の体 系
たいけい

から障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の事 業
じぎょう

に移行
いこう

す

ることで、経 営
けいえい

努 力
どりょく

にもかかわらず大
おお

きく減 収
げんしゅう

となる事 業 所
じぎょうしょ

は、移行
いこう

期限
きげん

である平 成
へいせい

24年
ねん

3月
がつ

まで移行
いこう

できない上
うえ

に、移行後
いこうご

の運 営
うんえい

に大
おお

きな

不安
ふあん

を抱
かか

えている。また、移行
いこう

を予定
よてい

していた事 業 所
じぎょうしょ

の中
なか

には、東 日 本
ひがしにほん

大 震 災
だいしんさい

や福 島
ふくしま

原 子 力
げんしりょく

発 電 所
はつでんじょ

事故
じ こ

の影 響
えいきょう

で、期限内
きげんない

の移行
いこう

が不可能
ふかのう

に

なったところもある。 

 こうしたことを踏
ふ

まえ、現 行
げんこう

の事 業
じぎょう

運 営
うんえい

安定化
あんていか

事 業
じぎょう

による 10割
わり

保 障
ほしょう

を移行
いこう

期間
きかん

終 了 後
しゅうりょうご

も継 続
けいぞく

し、移行
いこう

可能
かのう

となるようにすべきである。 
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Ⅱ－２ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の制定
せいてい

及
およ

び実施
じ っ し

までに行
おこな

うべき課題
か だ い

 

 

【表 題
ひょうだい

】市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

の意見
いけん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の 制 定
せいてい

及
およ

び実施
じっし

に当
あ

たっては、 市 町 村
しちょうそん

及
およ

び

都道府県
とどうふけん

の意見
いけん

を踏
ふ

まえること。 

 

【説 明
せつめい

】 

 今後
こんご

、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

を制 定
せいてい

及
およ

び実施
じっし

するに当
あ

たっては、制度
せいど

の

実施
じっし

主 体
しゅたい

である市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

の意見
いけん

を踏
ふ

まえ、十 分
じゅうぶん

な調 整
ちょうせい

を行
おこな

うことが必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 応
おう

能
のう

負担
ふたん

でも 低 所 得 者
ていしょとくしゃ

には 軽 減
けいげん

策
さく

をとり、利用者
りようしゃ

負担
ふたん

を 原 則
げんそく

無 償
むしょう

にする。 

 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

実施
じっし

以前
いぜん

にも自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

における低 所 得 者
ていしょとくしゃ

の

全 額
ぜんがく

公費
こうひ

負担
ふたん

を実 現
じつげん

する。 

※ 障 害 者
しょうがいしゃ

の医療費
いりょうひ

公費
こうひ

負担
ふたん

制度
せいど

の見直
みなお

しについてはⅢを参 照
さんしょう

のこと。 

 

○ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

、補
ほ

装具
そうぐ

、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

、

介護
かいご

保険
ほけん

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

を合
がっ

算
さん

し過大
かだい

な負担
ふたん

とならないようにする。 

 

○ 所 得
しょとく

区分
くぶん

の認 定
にんてい

においては利用者
りようしゃ

本 人
ほんにん

を基本
きほん

とし配 偶 者
はいぐうしゃ

を含
ふく

めな

いこと。 

 

【説 明
せつめい

】 

所 得
しょとく

保 障
ほしょう

がなされない中
なか

で低 所 得 者
ていしょとくしゃ

には過度
か ど

な利用者
りようしゃ

負担
ふたん

を課
か

すべき

でない。 
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つなぎ 法
ほう

では 応
おう

能
のう

負担
ふたん

になるが、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

ができるまで、

低 所 得 者
ていしょとくしゃ

には応
おう

能
のう

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

策
さく

を講
こう

じ、現 在
げんざい

のように無 償
むしょう

になるよ

うな配 慮
はいりょ

が必 要
ひつよう

である。 

また、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の負担
ふたん

については、「基本
きほん

合意
ごうい

文 書
ぶんしょ

」の「 四
よん

 

利用者
りようしゃ

負担
ふたん

における当 面
とうめん

の措置
そ ち

」において、「なお、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

に係
かか

る

利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の措置
そ ち

については、当 面
とうめん

の重 要
じゅうよう

な課題
かだい

とする。」とされている

ことを踏
ふ

まえた検 討
けんとう

が求
もと

められている。 

利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の合 算
がっさん

では、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

、補
ほ

装具
そうぐ

、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

、

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

、介護
かいご

保険
ほけん

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

を合
がっ

算
さん

し、軽 減
けいげん

できるように

する。 

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

での自立
じりつ

した暮
く

らしのための支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

に連 動
れんどう

する国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を支 給
しきゅう

決 定 量
けっていりょう

の上 限
じょうげん

として

はならないことについて自治体
じちたい

に徹 底
てってい

させる。国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を超
こ

える分
ぶん

の国
くに

から市 町 村
しちょうそん

への財 政
ざいせい

支援
しえん

を行
おこな

う。 

 

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の地域
ちいき

格差
かくさ

の解 消
かいしょう

の為
ため

に予算
よさん

を確保
かくほ

する。 

 

○ 移動
いどう

支援
しえん

の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

、 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の知的
ちてき

・ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

、

障 害 児
しょうがいじ

への対 象
たいしょう

拡 大
かくだい

を行
おこな

う。 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

への移行
いこう

に向
む

けて、 平 成
へいせい

24 年
ねん

4 月
がつ

1 日
にち

から可能
かのう

な

施策
しさく

は実施
じっし

する。 必 要
ひつよう

な支援
しえん

の 量
りょう

が 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

に 連 動
れんどう

する国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を超
こ

える場合
ばあい

、相 談
そうだん

支援
しえん

とケアプラン
け あ ぷ ら ん

を検
けん

証
しょう

した上
うえ

で支 給
しきゅう

できるよ

うに、国
くに

が市 町 村
しちょうそん

に財 政
ざいせい

支援
しえん

を行
おこな

う。 

 移動
いどう

支援
しえん

、日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

等
とう

は地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

ではなく、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

に

する。 
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【表 題
ひょうだい

】報 酬
ほうしゅう

構 造
こうぞう

の見直
みなお

し、加算
かさん

の整理
せいり

と報 酬
ほうしゅう

改 訂
かいてい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 各 種
かくしゅ

の加算
かさん

を整理
せいり

し、可能
かのう

なものは基本
きほん

報 酬
ほうしゅう

に組
く

み入
い

れていく。 

 

【説 明
せつめい

】 

複 雑
ふくざつ

な加算
かさん

制度
せいど

を基本
きほん

報 酬
ほうしゅう

に組
く

み入
い

れることで、事務
じ む

処理
しょり

を簡素化
かんそか

してい

く事
こと

が必 要
ひつよう

である。但
ただ

し、人 的
じんてき

な支援
しえん

を手厚
てあつ

く実施
じっし

していく場合
ばあい

や看護師
かんごし

、

理学
りがく

療 法 士
りょうほうし

、作 業
さぎょう

療 法 士
りょうほうし

、臨 床
りんしょう

心理士
しんりし

、等
とう

の専 門
せんもん

職
しょく

を加配
かはい

した場合
ばあい

などの配置
はいち

加算
かさん

は考 慮
こうりょ

する。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】福祉
ふくし

・介護
かいご

人 材
じんざい

処 遇
しょぐう

改 善
かいぜん

事 業
じぎょう

助 成 金
じょせいきん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 福祉
ふくし

・介護
かいご

人 材
じんざい

処 遇
しょぐう

改 善
かいぜん

事 業
じぎょう

助 成 金
じょせいきん

は基本
きほん

報 酬
ほうしゅう

に組
く

み込
こ

む。 

 

【説 明
せつめい

】 

福祉
ふくし

・介護
かいご

人 材
じんざい

処 遇
しょぐう

改 善
かいぜん

事 業
じぎょう

助 成 金
じょせいきん

は、福祉
ふくし

・介護
かいご

人 材
じんざい

の 処 遇
しょぐう

改 善
かいぜん

に取
と

り組
く

む事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に対
たい

して、平 成
へいせい

23年度
ねんど

末
まつ

までの間
あいだ

、職 員
しょくいん

(常 勤
じょうきん

換 算
かんさん

)1 人当
あ

たり月 額
げつがく

平 均
へいきん

1.5万 円
まんえん

を交
こう

付
ふ

するものであるが、対 象
たいしょう

職 員
しょくいん

が限 定
げんてい

されていること、諸手続
しょてつづ

きが複 雑
ふくざつ

であること等
とう

の問 題 点
もんだいてん

がある。

こうした点
てん

を解 消
かいしょう

する観 点
かんてん

から、基本
きほん

報 酬
ほうしゅう

に組
く

み入
い

れて事 業 所
じぎょうしょ

全 体
ぜんたい

の

賃 金
ちんぎん

の底上
そこあ

げを図
はか

る。なお、現 政 権
げんせいけん

のマニフェスト
ま に ふ ぇ す と

では、「介護
かいご

労 働 者
ろうどうしゃ

の賃 金
ちんぎん

を月
つき

4万 円
まんえん

程度
ていど

引
ひ

き上
あ

げます」としており、引
ひ

き続
つづ

き、取
と

り組
く

みを

強
つよ

める。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】通 所
つうしょ

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

の交付
こうふ

金
きん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 通 所
つうしょ

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

の交付
こうふ

金
きん

は報 酬
ほうしゅう

に組
く

み込
こ

む。 
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【説 明
せつめい

】 

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

を利用
りよう

するには送 迎
そうげい

は必 要
ひつよう

である。また、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

の送 迎
そうげい

には看護師
かんごし

の添 乗
てんじょう

も必 要
ひつよう

になる。現 行
げんこう

の生 活
せいかつ

介護
かいご

には送 迎
そうげい

経費
けいひ

も含
ふく

まれているとの解 釈
かいしゃく

があるが、他
た

の通 所
つうしょ

事 業
じぎょう

には

送 迎
そうげい

経費
けいひ

は含
ふく

まれていない。送 迎
そうげい

を行
おこな

う事 業 所
じぎょうしょ

への通 所
つうしょ

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

の交付
こうふ

金
きん

は、実 績
じっせき

に応
おう

じて報 酬
ほうしゅう

に含
ふく

まれるようにする。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の策 定
さくてい

及
およ

び実施
じっし

のための調 査
ちょうさ

等
とう

 

【結 論
けつろん

】 

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

に向
む

けた施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

、入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

への実 態
じったい

調 査
ちょうさ

等
とう

を

実施
じっし

する。 

 

○ 新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みのための試行
しこう

事 業
じぎょう

や研 究
けんきゅう

等
とう

を実施
じっし

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

既
すで

に厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

科学
かがく

研 究 費
けんきゅうひ

、総 合
そうごう

福祉
ふくし

推 進
すいしん

事 業
じぎょう

等
とう

で 先 行
せんこう

研 究
けんきゅう

や

試行
しこう

調 査
ちょうさ

が行
おこな

われているが、加
くわ

えて障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の策 定
さくてい

及
およ

び実施
じっし

に関
かん

する調 査
ちょうさ

等
とう

のための予算
よさん

確保
かくほ

を行
おこな

う。 

障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

に代
か

わる新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みの開 発
かいはつ

及
およ

び実施
じっし

に関
かん

しては、試行
しこう

事 業
じぎょう

による検 証
けんしょう

等
とう

、十 分
じゅうぶん

な準 備
じゅんび

を経
へ

るべきであり、またそ

の過程
かてい

は当事者
とうじしゃ

、家族
かぞく

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に的 確
てきかく

に情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

されなければならない。

国
くに

は、そのために必 要
ひつよう

な予算
よさん

を確保
かくほ

する。 

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の骨 格
こっかく

や内 容
ないよう

について、当事者向
とうじしゃむ

けの分
わ

かりやすい

資 料
しりょう

を作 成
さくせい

する必 要
ひつよう

がある。作 成
さくせい

に当
あ

たっては、当事者
とうじしゃ

の意見
いけん

・助 言
じょげん

を受
う

ける。 
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Ⅱ－３ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の円滑
えんかつ

な実施
じ っ し

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

を補完
ほかん

する基金
ききん

事 業
じぎょう

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

を円 滑
えんかつ

に推 進
すいしん

し、その実 効 性
じっこうせい

を高
たか

めるために

必 要
ひつよう

な事 業
じぎょう

であって、報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

に組
く

み込
こ

むことが困 難
こんなん

なものについて

は新
あら

たに基金
ききん

を創 設
そうせつ

し、基金
ききん

事 業
じぎょう

として実施
じっし

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

現 行
げんこう

の基金
ききん

事 業
じぎょう

の成果
せいか

を 検
けん

証
しょう

するとともにその位置付
い ち づ

けを見直
みなお

し、

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

を補完
ほかん

する上
うえ

で有 効
ゆうこう

な事 業
じぎょう

は、継 続
けいぞく

あるいは創 設
そうせつ

する。 

例
たと

えば、施設
しせつ

、病 院
びょういん

からの地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

や、親 元
おやもと

からの地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

を推 進
すいしん

するための基盤
きばん

整備
せいび

事 業
じぎょう

は重 要
じゅうよう

である。具体的
ぐたいてき

には、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

定 員
ていいん

や精神科
せいしんか

病 院
びょういん

の病 床 数
びょうしょうすう

の削 減
さくげん

を伴
ともな

って地域
ちいき

生 活
せいかつ

への定 着
ていちゃく

を支援
しえん

する事 業
じぎょう

や、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を事 業
じぎょう

転 換
てんかん

して地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支援
しえん

する先駆的
せんくてき

な

事 業 所
じぎょうしょ

への支援
しえん

などが 考
かんが

えられる。利用者
りようしゃ

個人
こじん

に 対
たい

しては、 現 行
げんこう

の

「地域
ちいき

移行
いこう

支度
したく

経費
けいひ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」( 入 所
にゅうしょ

、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

への

移行
いこう

を促 進
そくしん

するため、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

において必 要
ひつよう

となる物 品
ぶっぴん

の購 入
こうにゅう

につ

いて、一人
ひとり

当
あ

たり 3万 円
まんえん

の支援
しえん

)のような事 業
じぎょう

が考
かんが

えられる。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の体 系
たいけい

への移行
いこう

を支援
しえん

するための基金
ききん

事 業
じぎょう

等
とう

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく事 業
じぎょう

体 系
たいけい

から障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に

基
もと

づく支援
しえん

体 系
たいけい

への移行
いこう

を円 滑
えんかつ

に推 進
すいしん

するために十 分
じゅうぶん

な経過
けいか

措置
そ ち

期間
きかん

を設
もう

けるとともに、利用者
りようしゃ

と事 業 者
じぎょうしゃ

双 方
そうほう

を支援
しえん

する基金
ききん

事 業
じぎょう

を設
もう

け

る。 

 

○ 都道府県
とどうふけん

が実施
じっし

する基金
ききん

事 業
じぎょう

と 市 町 村
しちょうそん

が実施
じっし

する基金
ききん

事 業
じぎょう

を設
もう

け
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る。 

 

○ 基金
ききん

事 業
じぎょう

の期間
きかん

は 2段 階
だんかい

とする。 

①法
ほう

成 立
せいりつ

時
じ

から法
ほう

施行
しこう

時
じ

まで 

②法
ほう

施行
しこう

時
じ

から 5年 間
ねんかん

 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

への移行
いこう

に 関
かん

しては 様 々
さまざま

な基金
ききん

事 業
じぎょう

が実施
じっし

され

一 定
いってい

の成果
せいか

があったが、基金
ききん

事 業
じぎょう

のメニュ
め に ゅ

ーの選 択
せんたく

は都道府県
とどうふけん

に任
まか

せたた

め、都道府県
とどうふけん

格差
かくさ

が生
しょう

じた。こうした点
てん

を踏
ふ

まえ、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の

支援
しえん

体 系
たいけい

への移行
いこう

に当
あ

たっては、基盤
きばん

整備
せいび

のような全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の 事 業
じぎょう

は

格差
かくさ

が出
で

ないようにする。 

この基金
ききん

事 業
じぎょう

は、都道府県
とどうふけん

、 市 町 村
しちょうそん

及
およ

び 事 業 所
じぎょうしょ

が 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

への移行
いこう

を円 滑
えんかつ

に行
おこな

うことを支援
しえん

するためのものであり、その領 域
りょういき

は市 町 村
しちょうそん

の体 制
たいせい

整備
せいび

も含
ふく

む自治体
じちたい

支援
しえん

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

、相 談
そうだん

支援
しえん

、権利
けんり

擁護
ようご

、

人 材
じんざい

養 成
ようせい

・研 修
けんしゅう

等
とう

の幅 広
はばひろ

い分野
ぶんや

にわたる。 

この基金
ききん

事 業
じぎょう

は①法
ほう

成 立
せいりつ

時
じ

から法
ほう

施行
しこう

時
じ

まで、②法
ほう

施行
しこう

時
じ

から 5年 間
ねんかん

の二期
に き

に分
わ

けて実施
じっし

する。 
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Ⅱ－４ 財政
ざいせい

のあり方
かた

 

(1) 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

予算
よ さ ん

 

 

【表 題
ひょうだい

】積 算
せきさん

の根 拠
こんきょ

となるデータ
で ー た

の把握
はあく

 

【結 論
けつろん

】 

○ 国
くに

は､従 来
じゅうらい

の障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

にとらわれずに､公 的
こうてき

支援
しえん

を必 要
ひつよう

とすると

するすべての 障 害 者
しょうがいしゃ

の 実 数
じっすう

、 生 活
せいかつ

実 態
じったい

(世帯
せたい

状 況
じょうきょう

、 就 業
しゅうぎょう

状 況
じょうきょう

、

収 入
しゅうにゅう

、障 害
しょうがい

に伴
ともな

う支 出
ししゅつ

等
とう

)、市区
し く

町 村
ちょうそん

ごとの障 害
しょうがい

関 連
かんれん

の社 会
しゃかい

資源
しげん

の実 態
じったい

を把握
はあく

し、予算
よさん

措置
そ ち

に必 要
ひつよう

な基礎
き そ

データ
で ー た

を把握
はあく

すべきである。 

 

【説 明
せつめい

】 

本 来
ほんらい

であれば、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

についての骨 格
こっかく

提 言
ていげん

にあたり、

あわせて財 政 面
ざいせいめん

の積 算
せきさん

(予算
よさん

規模
き ぼ

の推 計
すいけい

)を行
おこ

なうべきかも知
し

れない。

しかし、そのためには基礎的
きそてき

なデータ
で ー た

が余
あま

りにも不足
ふそく

している。例
たと

えば、

知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

やいわゆる谷間
たにま

の状 態
じょうたい

に置
お

かれている障 害 者
しょうがいしゃ

の実 数
じっすう

(知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

については、国 際
こくさい

比較
ひかく

などからみて発 表
はっぴょう

されている数値
すうち

を疑問視
ぎもんし

する見 解
けんかい

が尐
すく

なくない)、障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

実 態
じったい

(世帯
せたい

状 況
じょうきょう

、就 業
しゅうぎょう

状 況
じょうきょう

、 収 入
しゅうにゅう

、 障 害
しょうがい

に 伴
ともな

う 支 出
ししゅつ

等
とう

)、また市区
し く

町 村
ちょうそん

ごとの 障 害
しょうがい

関 連
かんれん

の

社 会
しゃかい

資源
しげん

の実 態
じったい

(事 業
じぎょう

種 類
しゅるい

別
べつ

の設置
せっち

数 等
すうとう

)などについても正 確
せいかく

な数値
すうち

は公 表
こうひょう

されていない。したがって、国
くに

は、障 害
しょうがい

に関 連
かんれん

した予算
よさん

措置
そ ち

に

必 要
ひつよう

な基礎
き そ

データ
で ー た

を把握
はあく

すべきである 

 

 

【表 題
ひょうだい

】財 政
ざいせい

についての基本的
きほんてき

な視点
してん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害
しょうがい

関 連
かんれん

の財 政
ざいせい

規模
き ぼ

については、OECD加盟
かめい

国
こく

の平均値並
へいきんちな

みの水 準
すいじゅん

を

確保
かくほ

すること。 

 

○ 財 政
ざいせい

における地域間
ちいきかん

格差
かくさ

の是正
ぜせい

を図
はか

り、その調 整
ちょうせい

の仕組
し く

みを設
もう

けるこ

と。 
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○ 財 政
ざいせい

設 計
せっけい

にあたっては、一 般
いっぱん

施策
しさく

での予算化
よさんか

を追 求
ついきゅう

すること。 

 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の推 進
すいしん

と経 済
けいざい

効果
こうか

等
とう

の関 連
かんれん

を客 観 的
きゃくかんてき

に推
お

し量
はか

ること。 

 

【説 明
せつめい

】 

 積 算
せきさん

作 業
さぎょう

の前 提
ぜんてい

として、また制定後
せいていご

の障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

がより

実 質 的
じっしつてき

で効 力
こうりょく

のある法 律
ほうりつ

となるために、財 政 面
ざいせいめん

でとくに留 意
りゅうい

すべき4

つの視点
してん

がある。 

 

１．障 害
しょうがい

関 連
かんれん

の財 政
ざいせい

規模
き ぼ

については、OECD加盟
かめい

国
こく

の平均値並
へいきんちな

みの水 準
すいじゅん

を確保
かくほ

すること。 

  

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の予算
よさん

水 準
すいじゅん

のあり方
かた

を考
かんが

える上
うえ

で、参 考
さんこう

になるのが

OECD諸 国
しょこく

との比較
ひかく

である。 

地域
ちいき

生 活
せいかつ

をささえる支援
しえん

サービス
さ ー び す

の予算
よさん

規模
き ぼ

(障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する現 物
げんぶつ

給 付
きゅうふ

。ほぼ障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

によるサービス
さ ー び す

費用
ひよう

に相 当
そうとう

)について、

OECD諸 国
しょこく

の対
たい

GDP比
ひ

平 均
へいきん

を計 算
けいさん

したところ、0.392％(小
しょう

数 点
すうてん

第
だい

4位
い

を

四捨五入
ししゃごにゅう

)であった(OECD SOCX2010。平 成
へいせい

19(2007) 年
ねん

データ
で ー た

。34カ国
かこく

の

うち、データ
で ー た

なしのアメリカ
あ め り か

・カナダ
か な だ

を除
のぞ

く32カ国
かこく

を集 計
しゅうけい

)。 

 

ところが、日本
にほん

は0.198％(1兆
ちょう1

1138億 円
おくえん

に相 当
そうとう

)であり、OECD諸 国
しょこく

の

なかで第
だい

18位
い

であった。これを平均値並
へいきんちな

み(GDPの0.392％)に引
ひ

きあげるに

は、GDP比
ひ

0.193％( 約
やく

1 兆
ちょう

857 億 円
おくえん

)の 増 額
ぞうがく

が 必 要
ひつよう

であり、 総 計
そうけい

で

現 在
げんざい

の約
やく

2倍
ばい

に当
あ

たる2兆
ちょう

2,051億 円
おくえん

となる。また10位
い

(0.520％)以内
いない

で

は約
やく

2.6倍
ばい

に当
あ

たる2兆
ちょう

9,251億 円
おくえん

となる。(平 成
へいせい

19(2007) 年
ねん

の日本
にほん

の

GDP総 額
そうがく

は562兆
ちょう

5,200億 円
おくえん

)。 

 

 以 上
いじょう

のデータ
で ー た

から見
み

ても、日本
にほん

の障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

予算
よさん

の水 準
すいじゅん

は、OECD

諸 国
しょこく

に比
ひ

して極
きわ

めて低 水 準
ていすいじゅん

であり、尐
すく

なくともこれをOECD加盟
かめい

国
こく

の

平均値並
へいきんちな

みの水 準
すいじゅん

に引
ひ

き上
あ

げることが求
もと

められるが、その際
さい

、支 出
ししゅつ

・

給 付 面
きゅうふめん

と国 民
こくみん

負担率
ふたんりつ

等
とう

の負担面
ふたんめん

を合
あ

わせて総 合 的
そうごうてき

に検 討
けんとう

を行
おこな

うべ
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きである。 

 

２．財政
ざいせい

における地域間
ちいきかん

格差
かくさ

の是正
ぜせい

を図
はか

り、その調整
ちょうせい

の仕組
し く

みを設
もう

けること。 

  

障 害 者
しょうがいしゃ

が障 害
しょうがい

のない人
ひと

と分
わ

け隔
へだ

てられることのない平 等
びょうどう

な地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

むためには、市区
し く

町 村
ちょうそん

を中 心
ちゅうしん

とする地方
ちほう

自治体
じちたい

において、

最 低 限
さいていげん

の社 会
しゃかい

資源
しげん

を確保
かくほ

できるだけの財 政 力
ざいせいりょく

の担保
たんぽ

が必 要
ひつよう

である。

財 政 力
ざいせいりょく

に大
おお

きな開
ひら

きがあるなか、現 行
げんこう

の国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

については、

結果的
けっかてき

に施策
しさく

水 準
すいじゅん

の自治体間
じちたいかん

格差
かくさ

を助 長
じょちょう

するものとなり(基 準
きじゅん

を超
こ

え

ることに対 応
たいおう

できる自治体
じちたい

とそうでない自治体
じちたい

との格差
かくさ

が顕在化
けんざいか

)、また

社 会
しゃかい

資源
しげん

の地域
ちいき

偏 在
へんざい

も目
め

に余
あま

るものがある。 

国
くに

は、ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

の 保 障
ほしょう

という 観 点
かんてん

から都道府県
とどうふけん

並
なら

びに

市 町 村
しちょうそん

が 実 質 的
じっしつてき

に地域
ちいき

主 権
しゅけん

を発揮
はっき

し、その責務
せきむ

を果
は

たせるだけの

財 源
ざいげん

を安 定 的
あんていてき

に確保
かくほ

するとともに、財 政
ざいせい

の調 整
ちょうせい

を図
はか

る仕組
し く

みを設
もう

けるべきである。 

 

３．財 政
ざいせい

設 計
せっけい

にあたっては、一 般
いっぱん

施策
しさく

での予算化
よさんか

を追 求
ついきゅう

すること。 

  

従 来
じゅうらい

、障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する財 政
ざいせい

は、いわゆる特 別 枠
とくべつわく

の設 定
せってい

という形
かたち

でこれが進
すす

められてきた。例
たと

えば、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に伴
ともな

う予算
よさん

に関
かん

しては、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

から障 害 児
しょうがいじ

関 連
かんれん

施策
しさく

、福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

等
とう

に至
いた

る

まで、そのすべてが障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

関 連
かんれん

予算
よさん

という枠組
わくぐ

みで編 成
へんせい

さ

れている。特 別 枠
とくべつわく

の膨 張
ぼうちょう

は予算
よさん

獲 得
かくとく

の戦 略 上
せんりゃくじょう

、決
けっ

して有利
ゆうり

な条 件
じょうけん

とは言
い

えず、他方
たほう

、ユニバーサル
ゆ に ば ー さ る

政 策
せいさく

の潮 流
ちょうりゅう

からみても障 害 者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

施策
しさく

に関
かん

する予算
よさん

を特 別
とくべつ

の枠
わく

で設 定
せってい

することは好
この

ましい形
かたち

とは言
い

い

難
がた

い。 

医 療
いりょう

、障 害 児
しょうがいじ

、住 宅
じゅうたく

、就 労
しゅうろう

に関 連
かんれん

する施策
しさく

の予算
よさん

については、で

きる限
かぎ

り国 民
こくみん

一 般
いっぱん

の施策
しさく

に参 入
さんにゅう

することを追 求
ついきゅう

すべきである。 

 

４．障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の推 進
すいしん

と経 済
けいざい

効果
こうか

等
とう

の関 連
かんれん

を客 観 的
きゃくかんてき

に推
お

し量
はか

ること 
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障 害 者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

施策
しさく

関 連
かんれん

予算
よさん

については、決
けっ

して一 方 的
いっぽうてき

な消 費
しょうひ

だけ

ではなく、高 齢 者
こうれいしゃ

や子
こ

どもの支援
しえん

策
さく

と合
あ

わせて、それ自体
じたい

が地域
ちいき

の

経 済
けいざい

効果
こうか

に 波 及
はきゅう

するという見 解
けんかい

が 示
しめ

されつつある。企 業
きぎょう

以 上
いじょう

に

全 国
ぜんこく

規模
き ぼ

で満 遍
まんべん

なく設置
せっち

の可能性
かのうせい

が大
おお

きい事 業 所
じぎょうしょ

は障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

の

事 業 所
じぎょうしょ

であり、いわゆる雇用
こよう

創 出
そうしゅつ

の観 点
かんてん

からだけでも有 効 性
ゆうこうせい

が期待
きたい

される。 

 

また、 経 済 面
けいざいめん

の 波 及
はきゅう

効果
こうか

だけではなく、 偏 見
へんけん

や無理解
むりかい

が根深
ねぶか

い

障 害
しょうがい

分野
ぶんや

にあって、障 害
しょうがい

関 連
かんれん

の事 業 所
じぎょうしょ

の存 在
そんざい

そのものが地域
ちいき

住 民
じゅうみん

に対
たい

する啓 発
けいはつ

効果
こうか

や教 育
きょういく

効果
こうか

をもたらすことになろう。障 害
しょうがい

分野
ぶんや

への

財 政
ざいせい

支 出
ししゅつ

は、地域
ちいき

のあり方
かた

や社 会
しゃかい

のあり方
かた

にもポジティブ
ぽ じ て ぃ ぶ

な影 響
えいきょう

を

もたらすのだということを押
お

さえるべきである。なお、これらに関
かん

する

記 述
きじゅつ

は、すでに厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

白 書
はくしょ

(平 成
へいせい

22(2010)年 版
ねんばん

、156 頁
ぺーじ

)におい

てもなされている。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

予算
よさん

の漸 進 的
ぜんしんてき

な拡 充
かくじゅう

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

予算
よさん

の拡 充
かくじゅう

が必 要
ひつよう

である。 

 

○  予算
よさん

の引
ひ

き上
あ

げに 際
さい

しては、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の施行
しこう

に 伴
ともな

う

サービス
さ ー び す

利用
りよう

対 象 者
たいしょうしゃ

の増加
ぞうか

状 況
じょうきょう

と福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の拡 充
かくじゅう

を踏
ふ

まえ、目 標
もくひょう

達 成
たっせい

年次
ねんじ

を定
さだ

めて漸
ぜん

次的
じてき

に推 進
すいしん

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

我
わ

が国
くに

は世界的
せかいてき

にも突 出
とっしゅつ

した財 政
ざいせい

赤字
あかじ

を抱
かか

え、大 震 災
だいしんさい

からの復 興
ふっこう

・

再 生
さいせい

にも多額
たがく

の費用
ひよう

が必 要
ひつよう

とされている。さらに、世界
せかい

でも類
るい

を見
み

ない

尐 子
しょうし

高齢化
こうれいか

社 会
しゃかい

を迎
むか

えている。当 然
とうぜん

、それを支
ささ

える年 金
ねんきん

、医 療
いりょう

、福祉
ふくし

等
とう

の社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

制度
せいど

のあり方
かた

とその財 源
ざいげん

確保
かくほ

は、我
わ

が国
く

にとって大
おお

きな

課題
かだい

となっている。 

障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

に係
かか

る制度
せいど

並
なら

びに予算
よさん

の問 題
もんだい

は、これらと切
き

り離
はな

して検 討
けんとう
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することは困 難
こんなん

である。 

 

したがって、障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

への予算
よさん

配 分
はいぶん

の強 化
きょうか

については、国 民
こくみん

の理解
りかい

を得
え

る取
と

り組
く

みが 重 要
じゅうよう

と 考
かんが

える。 特
とく

に、 現 行
げんこう

の 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

における

質 的
しつてき

充 実
じゅうじつ

に係
かか

る 大 幅
おおはば

な予算
よさん

の 拡 充
かくじゅう

を求
もと

める場合
ばあい

は、 医 療
いりょう

や 年 金
ねんきん

、

福祉
ふくし

等
とう

を 含
ふく

めた社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

全 般
ぜんぱん

との関 連
かんれん

のなかでの取組
とりく

みによって、

漸 進 的
ぜんしんてき

に進
すす

めていくことが適 当
てきとう

である。 

 

 

(2) 支援
し え ん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づく協議
きょうぎ

調整
ちょうせい

による支給
しきゅう

決定
けってい

の実現
じつげん

可能性
かのうせい

 

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づく協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

による支 給
しきゅう

決 定
けってい

の実 現
じつげん

可能性
かのうせい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づく協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

による支 給
しきゅう

決 定
けってい

は、財 政 的
ざいせいてき

に

も実 現
じつげん

可能
かのう

である。 

 

【説 明
せつめい

】 

 支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づく協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

モデル
も で る

における費用
ひよう

につき､全 国
ぜんこく

に

先駆
さきが

けて、平 成
へいせい

15年度
ねんど

支援費
しえんひ

制度
せいど

の時点
じてん

でガイドライン
が い ど ら い ん

(＊)に基
もと

づく支 給
しきゅう

決 定
けってい

方 式
ほうしき

を採 用
さいよう

した二
ふた

つの自治体
じちたい

(Ａ市
し

、Ｂ市
し

。この内
うち

、Ａ市
し

は重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

モデル
も で る

をガイドライン
が い ど ら い ん

に組
く

み込
こ

んでいる)の予算
よさん

措置
そ ち

から見
み

ても、支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づく協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

による 支 給
しきゅう

決 定
けってい

は、財 政 的
ざいせいてき

にも実 現
じつげん

可能
かのう

である。 

  

両 市
りょうし

のガイドライン
が い ど ら い ん

は、行 政
ぎょうせい

と障 害 者
しょうがいしゃ

・家族
かぞく

、支援
しえん

関 係 者
かんけいしゃ

の合議
ごうぎ

の

下
もと

で策 定
さくてい

されるため、これに基
もと

づく協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

を経
へ

て支 給
しきゅう

決 定
けってい

された

支援
しえん

内 容
ないよう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

や家族
かぞく

の満足度
まんぞくど

も高
たか

い。そのため、本 骨 格
ほんこっかく

提 言
ていげん

では障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

に代
か

わる新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

の

仕組
し く

みとしてこれに着 目
ちゃくもく

し、「支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

」に基
もと

づく協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

によ
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る支 給
しきゅう

決 定
けってい

を提 案
ていあん

している(「Ⅰ－３選 択
せんたく

と決 定
けってい

(支 給
しきゅう

決 定
けってい

)」参 照
さんしょう

)

。 

 

 Ａ市
し

、Ｂ市
し

における人 口
じんこう

に占
し

める手 帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の割 合
わりあい

は、Ａ市
し

は4.01％、

Ｂ市
し

は6.21％である(全 国
ぜんこく

平 均
へいきん

は5.07％)。手 帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

のうち区分
くぶん

認 定
にんてい

を

受
う

けた者
もの

の割 合
わりあい

は、全 国
ぜんこく

平 均
へいきん

3.68％に対
たい

して、Ａ市
し

は9.36％、Ｂ市
し

は

14.59％といずれもかなり高
たか

い。にもかかわらず、平 成
へいせい

21年度
ねんど

の資 料
しりょう

によれ

ば、Ａ市
し

は障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に関
かん

する財 政
ざいせい

支 出
ししゅつ

が全 国
ぜんこく

平 均
へいきん

の1.03倍
ばい

、

Ｂ市
し

は1.15倍
ばい

とほぼ全 国
ぜんこく

平 均
へいきん

にとどまっている。 

 

さらに 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

の 一
ひと

つの 指 標
しひょう

となる 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

についてみると、Ａ市
し

は全 国
ぜんこく

平 均
へいきん

の3倍
ばい

、Ｂ市
し

は7.5倍
ばい

の利用者
りようしゃ

がお

り、Ａ市
し

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス費
さ ー び す ひ

全 体
ぜんたい

の19.5％、Ｂ市
し

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス費
さ ー び す ひ

全 体
ぜんたい

の19％を占
し

めており、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の利用
りよう

が、全 国
ぜんこく

平 均
へいきん

の数 倍
すうばい

と

なっている。それにもかかわらず、総費用
そうひよう

が全 国
ぜんこく

平 均
へいきん

程度
ていど

にとどまってい

るのは、Ａ市
し

・Ｂ市
し

ともに、訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

が全 国
ぜんこく

平 均
へいきん

を超
こ

えてい

る一 方
いっぽう

、単価
たんか

の高
たか

い旧 施 設
きゅうしせつ

入 所
にゅうしょ

系
けい

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

が尐
すく

ないことがデータ
で ー た

分 析
ぶんせき

からは推 察
すいさつ

される。 

 

 支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づく協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

モデル
も で る

では費用
ひよう

が青 天 井
あおてんじょう

になるの

で障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

は必 要
ひつよう

だという主 張
しゅちょう

があるが、Ａ市
し

では、支援費
しえんひ

の開始
かいし

に

合
あ

わせてガイドライン
が い ど ら い ん

をホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

等
とう

に公 表
こうひょう

したこともあり、初期
しょき

には

利用者
りようしゃ

の増加
ぞうか

がみられたが、次第
しだい

にガイドライン
が い ど ら い ん

に 基
もと

づく 協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

が

有 効
ゆうこう

に機能
きのう

して、総 利 用 量
そうりようりょう

は平 準 化
へいじゅんか

している。 

現 在
げんざい

の漸 増 分
ぜんぞうぶん

は、他
た

自治体
じちたい

からの移動
いどう

などによるものと思
おも

われる。 

すべての自治体
じちたい

が、一 定
いってい

以 上
いじょう

の支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づく協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

を

行
おこな

うようになれば、徐 々
じょじょ

にその問 題
もんだい

も減 尐
げんしょう

すると思
おも

われる。 

 

 以 上
いじょう

の通
とお

り、公 開
こうかい

されている限 定
げんてい

された資 料
しりょう

から見
み

てもＡ市
し

やＢ市
し

の

支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に 基
もと

づく 協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

は、アメリカ
あ め り か

・カナダ
か な だ

・イギリス
い ぎ り す

・

スウェーデン
す う ぇ ー で ん

等
とう

税
ぜい

方 式
ほうしき

で サービス
さ ー び す

支 給
しきゅう

決 定
けってい

を 行
おこな

っ て い る 国 々
くにぐに

で
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一 般 的
いっぱんてき

であるだけでなく、わが国
くに

においても実行可能
じっこうかのう

で、それほど多額
たがく

の

費用
ひよう

を要
よう

することなく、かつ区分
くぶん

認 定
にんてい

にかかる費用
ひよう

も負担
ふたん

等
とう

も省 略
しょうりゃく

できる

ものと考
かんが

えられる。 

 

さらに、このモデル
も で る

は地域
ちいき

移行
いこう

の促 進
そくしん

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

の充
じゅう

実
じつ

に寄与
き よ

すると考
かんが

えられ、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の批 准
ひじゅん

の方 向 性
ほうこうせい

にも合致
がっち

するものと思
おも

われ

る。 

(なお、本 稿
ほんこう

で用
もち

いたデータ
で ー た

は、国 民
こくみん

健 康
けんこう

保険
ほけん

団 体
だんたい

連 合 会
れんごうかい

にデータ
で ー た

が

上
あ

がる 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス費
さ ー び す ひ

の比較
ひかく

のみで、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

、補
ほ

装具
そうぐ

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

、市
し

の補助
ほじょ

事 業
じぎょう

や、生 活
せいかつ

保護
ほ ご

の介護
かいご

扶助
ふじょ

の利用
りよう

等
とう

について

は検 討
けんとう

されていない。) 

  

(＊)Ａ市
し

、Ｂ市
し

においてこれまで採 用
さいよう

されてきたガイドライン
が い ど ら い ん

を本 稿
ほんこう

では

一 括
いっかつ

して「ガイドライン
が い ど ら い ん

」と 記
しる

す。このガイドライン
が い ど ら い ん

に 着 目
ちゃくもく

して、

本 骨 格
ほんこっかく

提 言
ていげん

で提 案
ていあん

しているものを「支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

」と呼
よ

ぶことにす

る。 

 

 

 

 

(3) 長時間
ちょうじかん

介助
かいじょ

等
とう

の地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

のための財源
ざいげん

措置
そ ち

 

 

【表 題
ひょうだい

】長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

等
とう

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

のための財 源
ざいげん

措置
そ ち

 

【結 論
けつろん

】 

○ 国
くに

は、長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

に必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

を確保
かくほ

する。 

 

○ 地域
ちいき

移行者
いこうしゃ

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

をする重 度 者
じゅうどしゃ

に関
かん

する支援
しえん

サービス
さ ー び す

に関
かん

して､

他
た

の支援
しえん

サービス
さ ー び す

の場合
ばあい

における負担
ふたん

と支 給
しきゅう

決 定
けってい

のあり方
かた

とは、異
こと

なる

仕組
し く

みを導 入
どうにゅう

する。 

 

○ 国
くに

は、地方
ちほう

自治体
じちたい

が、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を事 実 上
じじつじょう

のサービス
さ ー び す

の上 限
じょうげん

とし
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ない仕組
し く

みを財 源 的
ざいげんてき

に担
たん

保
ぽ

するとともに、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の財 源
ざいげん

負担
ふたん

に対
たい

する十 分
じゅうぶん

な地方
ちほう

財 政
ざいせい

措置
そ ち

を講
こう

じる。 

 

【説 明
せつめい

】 

どんなに重 度
じゅうど

の障 害 者
しょうがいしゃ

であっても、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

19条
じょう

の「他
た

の

者
もの

と 平 等
びょうどう

な選 択
せんたく

の自由
じゆう

を有
ゆう

しつつ地域
ちいき

社 会
しゃかい

で生 活
せいかつ

する平 等
びょうどう

な権利
けんり

」

を実 現
じつげん

することが求
もと

められる。長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

も、その人
ひと

の障 害
しょうがい

特 性
とくせい

や

ニーズ
に ー ず

、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の必要度
ひつようど

等
とう

に応
おう

じて、日 中
にっちゅう

の介 助
かいじょ

のみが必 要
ひつよう

な人
ひと

から、24時間
じかん

のパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

が 必 要
ひつよう

な 人
ひと

まで、 必 要
ひつよう

とされる

介 助
かいじょ

内 容
ないよう

は様 々
さまざま

である。ただ、どんなに重 度
じゅうど

の障 害 者
しょうがいしゃ

でも、またどこ

に住
す

んでいても、地域
ちいき

社 会
しゃかい

で暮
く

らす権利
けんり

が満
み

たされる為
ため

に必 要
ひつよう

な支 援 量
しえんりょう

は提
てい

供
きょう

されるべきである。上 記
じょうき

を満
み

たし、各 人
かくじん

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じた支援
しえん

が適
てき

切
せつ

に届
とど

けられるために、財 源
ざいげん

を確保
かくほ

して支援
しえん

することが必 要
ひつよう

である。 

 

地域
ちいき

移行者
いこうしゃ

の中
なか

には、出 身
しゅっしん

自治体
じちたい

と居 住
きょじゅう

自治体
じちたい

が分
わ

かれているケース
け ー す

が

尐
すく

なくない。住 民 票
じゅうみんひょう

がある住 所
じゅうしょ

では地域
ちいき

生 活
せいかつ

が出来
で き

なかったため、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

に長 期 間
ちょうきかん

、社 会 的
しゃかいてき

に入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

している、という住 民 票
じゅうみんひょう

住 所
じゅうしょ

と実 際
じっさい

の居 住 地
きょじゅうち

が異
こと

なるケース
け ー す

などである。こういう人
ひと

が地域
ちいき

移行
いこう

した場合
ばあい

、移行先
いこうさき

が住 所 地
じゅうしょち

となるため、施設
しせつ

や病 院
びょういん

に近
ちか

い自治体
じちたい

、あるい

は重 度 者
じゅうどしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

を先 進 的
せんしんてき

に進
すす

めてきた自治体
じちたい

は、過 剰
かじょう

な負担
ふたん

を強
し

い

られる可能性
かのうせい

がある。これが、地域
ちいき

移行
いこう

を阻
そ

害
がい

する要 因
よういん

の一
ひと

つでもある。 
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そこで、施設
しせつ

・ 病 院
びょういん

から地域
ちいき

移行
いこう

する 人
ひと

や 親 元
おやもと

から 独 立
どくりつ

して 別
べつ

市 町 村
しちょうそん

で暮
く

らす障 害 者
しょうがいしゃ

については、出 身
しゅっしん

自治体
じちたい

が一 定
いってい

年度
ねんど

の財 政
ざいせい

負担
ふたん

(

恒 久 的
こうきゅうてき

かどうかは検 討
けんとう

)をした上
うえ

で、居 住
きょじゅう

自治体
じちたい

での支 給
しきゅう

決 定
けってい

をするこ

とも検 討
けんとう

してはどうか。例
たと

えば、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

への入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

の

地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

等
とう

を促 進
そくしん

するため、居 住 地
きょじゅうち

と出 身 地
しゅっしんち

で費用
ひよう

を負担
ふたん

しては

どうか。(下図
か ず

参 照
さんしょう

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

やグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、ケアホーム
け あ ほ ー む

利用者
りようしゃ

の自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

に

ついての 現 行
げんこう

の居 住 地
きょじゅうち

特 例
とくれい

は当 面
とうめん

継 続
けいぞく

しつつ課題
かだい

を整理
せいり

し、施設
しせつ

・

病 院
びょういん

等
とう

から地域
ちいき

移行
いこう

する人
ひと

等
とう

の扱
あつか

いと 併
あわ

せて、そのあり 方
かた

を慎 重
しんちょう

に

検 討
けんとう

することが必 要
ひつよう

である。 

 

また、現 状
げんじょう

では国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

という形
かたち

で実 質 的
じっしつてき

な予算
よさん

上 限
じょうげん

を設 定
せってい

し

ているため、 尐
すく

なからぬ自治体
じちたい

が、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を 事 実 上
じじつじょう

のサービス
さ ー び す

上 限
じょうげん

としている。はじめに予算
よさん

ありき、ではなく、まずは障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

を中 心
ちゅうしん

に検 討
けんとう

すべきである。そのニーズ
に ー ず

を積
つ

み上
あ

げる形
かたち

で、必 要
ひつよう

な支 給
しきゅう

決 定
けってい

がなされる必 要
ひつよう

がある。障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

においては、障 害 者
しょうがいしゃ

の

実 態
じったい

とニーズ
に ー ず

に合
あ

わせ、「地域
ちいき

で暮
く

らす権利
けんり

」を保 障
ほしょう

するための財 源
ざいげん

を

確保
かくほ

すべきである。 

 

したがって、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

については次
つぎ

のような考
かんが

え方
かた

が考 慮
こうりょ

されるべ

きである。 

都道府県
25.0％

国
50.0％

居住地の市町村
25.0％

都道府県
25.0％

国
50.0％

出身地の市町村
12.5％

居住地の市町村
12.5％



 

118 

 

 

(1) 地域
ちいき

で 生 活
せいかつ

をする重 度
じゅうど

の 障 害 者
しょうがいしゃ

について、現 行
げんこう

の国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

以 上
いじょう

の負担
ふたん

は国
くに

の負担
ふたん

とすることを原 則
げんそく

とする。ただ、そのことが

無理
む り

な場合
ばあい

、例
たと

えば都道府県
とどうふけん

での基金化
ききんか

も含
ふく

め市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

を大 幅
おおはば

に引
ひ

き下
さ

げる対 応
たいおう

を考
かんが

えるべきである。 

 

(2) ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

については、8時間
じかん

を超
こ

える支 給
しきゅう

決 定
けってい

をする場合
ばあい

は、8時間
じかん

を超
こ

える部分
ぶぶん

の市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

は5％程度
ていど

に下
さ

げ、都道府県
とどうふけん

が45％を負担
ふたん

し

、8時間
じかん

以内
いない

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

をする場合
ばあい

および8時間
じかん

以 上
いじょう

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

の

場合
ばあい

の8時間分
じかんぶん

については、市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

を26％とし、都道府県
とどうふけん

負担
ふたん

の1％

を確保
かくほ

して使
つか

うようにする案
あん

を提示
ていじ

した。(下図
か ず

参 照
さんしょう

) 

   

なお、ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

にかかる国
くに

の負担
ふたん

割 合
わりあい

は現 行
げんこう

5割
わり

であるが、地域
ちいき

格差
かくさ

なく、必 要
ひつよう

とされるサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

が保 障
ほしょう

されるためには、現 行
げんこう

以 上
いじょう

の国
くに

の負担
ふたん

割 合
わりあい

を検 討
けんとう

すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 記
じょうき

の図
ず

で8時間
じかん

を境
さかい

にしている理由
りゆう

は、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の区分
くぶん

6の国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が約
やく

40万 円
まんえん

で、月
つき

212時間
じかん

程度
ていど

の単価
たんか

となり、1日
にち

当
あ

たり7時間
じかん

超
ちょう

であることから、8時間
じかん

を境
さかい

にしている。 
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Ⅲ 関連
かんれん

する他
た

の法律
ほうりつ

や分野
ぶ ん や

との関係
かんけい

 

Ⅲ－１ 医療
いりょう

  

 

医 療
いりょう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

では、障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

をめぐる現 状
げんじょう

を踏
ふ

まえつつ

、障 害 者
しょうがいしゃ

は保護
ほ ご

の対 象
たいしょう

ではなく権利
けんり

の主 体
しゅたい

であるとの考
かんが

えに立
た

ち、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の経 験
けいけん

に即
そく

した視点
してん

から、諸課題
しょかだい

への解 決
かいけつ

策
さく

につながるよう、

制度
せいど

の在
あ

り方
かた

につき検 討
けんとう

を行
おこな

った。(第
だい

1期
き

(平 成
へいせい

22(2010) 年
ねん

10月
がつ

～12月
がつ

)には精 神
せいしん

医 療
いりょう

を中 心
ちゅうしん

に、第
だい

2期
き

( 平 成
へいせい

23(2011) 年
ねん

1 月
がつ

～6月
がつ

)には、

障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

を問
と

わず、障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

を支
ささ

える地域
ちいき

医 療
いりょう

を主 題
しゅだい

として

検 討
けんとう

) 

 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

における障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

を支
ささ

える医 療
いりょう

」の実 現
じつげん

に向
む

けた

理念
りねん

と制度
せいど

基盤
きばん

の構 築
こうちく

 

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で暮
く

らし社 会
しゃかい

参加
さんか

できるようにするためには、適 切
てきせつ

な

医 療
いりょう

の提 供
ていきょう

が不可欠
ふかけつ

である。医 療
いりょう

は、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

及
およ

び保健
ほけん

サービス
さ ー び す

と

の有機的
ゆうきてき

連 携
れんけい

を確保
かくほ

しながら提 供
ていきょう

される必 要
ひつよう

があるという、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の理念
りねん

は医 療
いりょう

保健
ほけん

の分野
ぶんや

にかかる法 律
ほうりつ

においても確 立
かくりつ

され

るべきである。 

 

○ また、 包 括 的
ほうかつてき

なサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

の基盤
きばん

となるものとして、個々
こ こ

の

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する相 談
そうだん

支援
しえん

の際
さい

、当 該
とうがい

障 害 者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

・保健
ほけん

・医 療
いりょう

に

わたるニーズ
に ー ず

に合
あ

った総 合 的
そうごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

が自己
じ こ

決 定
けってい

への支援
しえん

と一 体 的
いったいてき

に提
てい

供
きょう

されることが 必 要
ひつよう

である。このような 本 人
ほんにん

の希望
きぼう

を踏
ふ

まえた

総 合 的
そうごうてき

な支援
しえん

が障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のみならず、医 療
いりょう

保健
ほけん

の分野
ぶんや

にか

かる法 律
ほうりつ

においても実施
じっし

できるよう、制度
せいど

基盤
きばん

の構 築
こうちく

が有機的
ゆうきてき

連 携
れんけい

の

下
もと

になされなければならない。 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する医 療
いりょう

は、疾 病
しっぺい

に対
たい

する治 療
ちりょう

を提
てい

供
きょう

する医 療
いりょう

(医学
いがく
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モデル
も で る

に基
もと

づく医 療
いりょう

)とは在
あ

るべき姿
すがた

を異
い

にする。医学
いがく

モデル
も で る

ではなく個々
こ こ

の 障 害 者
しょうがいしゃ

の 生 活
せいかつ

の 状 況
じょうきょう

を基盤
きばん

として、 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を 支
ささ

える不可欠
ふかけつ

の

サービス
さ ー び す

として、医 療
いりょう

が、保健
ほけん

、福祉
ふくし

、生 活
せいかつ

支援
しえん

のサービス
さ ー び す

と有機的
ゆうきてき

連 携
れんけい

を確保
かくほ

しつつ 提 供
ていきょう

されることが 重 要
じゅうよう

である。このような 観 点
かんてん

から、

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する地域
ちいき

医 療
いりょう

をさらに向 上
こうじょう

発 展
はってん

させていくための理念
りねん

と制度
せいど

基盤
きばん

の構 築
こうちく

が、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のみならず医 療 法
いりょうほう

、地域
ちいき

保健法
ほけんほう

等
とう

の

関 係
かんけい

法 令
ほうれい

のもとでも必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

の医療費
いりょうひ

公費
こうひ

負担
ふたん

制度
せいど

の見直
みなお

し 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

の医療費
いりょうひ

公費
こうひ

負担
ふたん

制度
せいど

の見直
みなお

しに際
さい

しては、現 行
げんこう

の自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

制度
せいど

のみならず、 特 定
とくてい

疾 患
しっかん

治 療
ちりょう

研 究
けんきゅう

事 業
じぎょう

、 小 児
しょうに

慢 性
まんせい

特 定
とくてい

疾 患
しっかん

治 療
ちりょう

研 究
けんきゅう

事 業
じぎょう

、 高 額
こうがく

療 養 費
りょうようひ

制度
せいど

、都道府県
とどうふけん

の 重 度
じゅうど

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

医療費
いりょうひ

助 成
じょせい

制度
せいど

等
とう

を総 合 的
そうごうてき

に検 討
けんとう

の対 象
たいしょう

とする必 要
ひつよう

が

ある。 

 

【説 明
せつめい

】 

 地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する障 害 者
しょうがいしゃ

は、障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

にもよるが、外 来
がいらい

等
とう

により

反 復
はんぷく

継 続
けいぞく

して医 療
いりょう

を受
う

ける必 要
ひつよう

がある場合
ばあい

が多
おお

く、その経 済 的
けいざいてき

負担
ふたん

は

本 人
ほんにん

の負担
ふたん

能 力
のうりょく

に比
ひ

して過 重
かじゅう

となりやすい。また、必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

が適時
てきじ

的 確
てきかく

に受
う

けられるようにすることは障 害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

を予防
よぼう

する観 点
かんてん

からも

重 要
じゅうよう

であり、経 済 的
けいざいてき

負担
ふたん

の過 重 感
かじゅうかん

からこれが妨
さまた

げられることがあっては

ならない。こうした観 点
かんてん

から、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

のみならず、様 々
さまざま

な医療費
いりょうひ

公費
こうひ

負担
ふたん

制度
せいど

に基
もと

づき講
こう

じられている負担
ふたん

軽 減
けいげん

の仕組
し く

みを総 合 的
そうごうてき

に検 討
けんとう

していく必 要
ひつよう

がある。 

 難 病
なんびょう

等
とう

の慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

の 多
おお

くは長 期
ちょうき

にわたる医療費
いりょうひ

に加
くわ

えて、

遠 方
えんぽう

の専 門
せんもん

医 療
いりょう

機関
きかん

への通 院
つういん

交通費
こうつうひ

等
とう

の経 済 的
けいざいてき

負担
ふたん

が重
おも

く、緊 急
きんきゅう

な

対 応
たいおう

が必 要
ひつよう

である。 
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【表 題
ひょうだい

】医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の担
にな

い手
て

の確保
かくほ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 重 度
じゅうど

の障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支援
しえん

するため、日 常 的
にちじょうてき

に必 要
ひつよう

となる

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の担
にな

い手
て

を増
ふ

やしていく必 要
ひつよう

があり、介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

に関
かん

する

法 令 上
ほうれいじょう

の規定
きてい

の整備
せいび

や医 療
いりょう

関 連
かんれん

職 種
しょくしゅ

に関
かん

する法 令
ほうれい

との調 整
ちょうせい

が必 要
ひつよう

である。 

 

○ また、障 害 者
しょうがいしゃ

の高齢化
こうれいか

に伴
ともな

い、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

が増
ふ

え

ることからも、その担
にな

い手
て

を増
ふ

やしていく必 要
ひつよう

がある。 

 

○ その際
さい

、介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

が不特定
ふとくてい

多数
たすう

の対 象 者
たいしょうしゃ

へ当 該
とうがい

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を

行
おこな

う場合
ばあい

(入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

でのケア
け あ

等
とう

)と、担
にな

い手
て

が個別的
こべつてき

に特 定
とくてい

の対 象 者
たいしょうしゃ

へ特 定
とくてい

のケア
け あ

を行
おこな

う場合
ばあい

(学 校
がっこう

や在 宅
ざいたく

でのケア
け あ

等
とう

)を区別
くべつ

し、それぞれ

に相 応
そうおう

した柔 軟
じゅうなん

な実施
じっし

体 制
たいせい

の整備
せいび

が図
はか

られるべき。 

 

【説 明
せつめい

】 

平 成
へいせい

23(2011) 年
ねん

の 社 会
しゃかい

福祉士法
ふくししほう

及
およ

び介護
かいご

福祉士法
ふくししほう

の 改 正
かいせい

により、

平 成
へいせい

24(2012)年度
ねんど

から、たんの吸 引
きゅういん

と経 管
きょうかん

栄 養
えいよう

について、看護師
かんごし

等
とう

だけ

でなく、一 定
いってい

の研 修
けんしゅう

を受
う

けた介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

も行
おこな

うことができるようになっ

た。 

研 修
けんしゅう

受 講
じゅこう

の便宜
べんぎ

を図
はか

りつつ、これらの医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を担
にな

う介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

を増
ふ

やしていくとともに、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を日 常 的
にちじょうてき

に必 要
ひつよう

とするより多
おお

くの

障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で 円 滑
えんかつ

に 生 活
せいかつ

を 送
おく

れるよう介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

が実施
じっし

できる

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の範囲
はんい

をさらに拡 大
かくだい

することも検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

 

 

【 表 題
ひょうだい

】 重 度
じゅうど

身 体
しんたい

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

、 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

の 医 療
いりょう

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 重 度
じゅうど

身 体
しんたい

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

や重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

にとっては、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

による長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

と相
あい

まって、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送
おく

る
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うえでのニーズ
に ー ず

に即
そく

した医 療
いりょう

サービス
さ ー び す

が身近
みぢか

なところで受
う

けられる体 制
たいせい

と、日 常 的
にちじょうてき

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が日頃
ひごろ

介 助
かいじょ

している介 助 者
かいじょしゃ

によって行
おこな

いう

る体 制
たいせい

を構 築
こうちく

することが必 要
ひつよう

である。同時
どうじ

に、ショートステイ
し ょ ー と す て い

も含
ふく

めた

施設
しせつ

への入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

機能
きのう

の確保
かくほ

も重 要
じゅうよう

である。 

 

【説 明
せつめい

】 

 障 害
しょうがい

が重 度
じゅうど

であっても、地域
ちいき

で生 活
せいかつ

できるよう支援
しえん

を講
こう

じていくことが

重 要
じゅうよう

である。このためには、長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

と相
あい

まって、

日 常 的
にちじょうてき

な 医 療
いりょう

の 提 供
ていきょう

が 確保
かくほ

さ れ る こ と 、ま た 、 生 命
せいめい

と 生 活
せいかつ

の

セーフティネット
せ ー ふ て ぃ ね っ と

としての施設
しせつ

機能
きのう

が確保
かくほ

されることが重 要
じゅうよう

であり、そのよ

うな体 制
たいせい

を充 実
じゅうじつ

させるための関 係
かんけい

法 令
ほうれい

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

となる。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】難 病
なんびょう

等
とう

のある障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 難 病
なんびょう

その他
た

の希 尐
きしょう

疾 患
しっかん

等
とう

のある障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては、身近
みぢか

なところで

専 門 性
せんもんせい

のある医 療
いりょう

を受
う

けることができる体 制
たいせい

及
およ

び医 療
いりょう

を受
う

けながら

働
はたら

き続
つづ

けることのできる就 労
しゅうろう

環 境
かんきょう

が求
もと

められ、このための法 令
ほうれい

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

 

○ 難 病
なんびょう

等
とう

について検 討
けんとう

する会
かい

を設置
せっち

するものとする。 

 

【説 明
せつめい

】 

難 病
なんびょう

等
とう

のある 障 害 者
しょうがいしゃ

について、概 念
がいねん

整理
せいり

を 進
すす

める必 要
ひつよう

があるが、

難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

のある人
ひと

も含
ふく

むよう幅 広
はばひろ

くとらえ、それらの人
ひと

に対
たい

し

ては 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

にもとづく 生 活
せいかつ

支援
しえん

が 講
こう

じられるとともに、

医 療
いりょう

及
およ

び就 労
しゅうろう

分野
ぶんや

の法 令
ほうれい

において、医 療
いりょう

を受
う

けながら地域
ちいき

生 活
せいかつ

、特
とく

に

働
はたら

き続
つづ

けることができる環 境
かんきょう

の整備
せいび

について規定
きてい

していくことが必 要
ひつよう

であ

る。 

新
あら

たに設置
せっち

する難 病
なんびょう

等
とう

について検 討
けんとう

する会
かい

においては、上 記
じょうき

項 目
こうもく

を

はじめ、特 定
とくてい

疾 患
しっかん

治 療
ちりょう

研 究
けんきゅう

事 業
じぎょう

の対 象
たいしょう

疾 患
しっかん

や難治性
なんちせい

疾 患
しっかん

の研 究
けんきゅう

の
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あり方
かた

、小 児
しょうに

慢 性
まんせい

特 定
とくてい

疾 患
しっかん

のキャリーオーバ
き ゃ り ー お ー ば

ーの検 討
けんとう

、「長 期
ちょうき

高 額
こうがく

医 療
いりょう

の高 額
こうがく

療 養 費
りょうようひ

の見直
みなお

し」等
とう

の議論
ぎろん

を踏
ふ

まえつつ、検 討
けんとう

を行
おこな

うもの

とする。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

において、安 心
あんしん

して

地域
ちいき

社 会
しゃかい

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を送
おく

るための生 活
せいかつ

支援
しえん

や相 談
そうだん

支援
しえん

が求
もと

められ

るが、医 療
いりょう

の分野
ぶんや

においては福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

と連 携
れんけい

しつつ、地域
ちいき

の身近
みぢか

なと

ころで必 要
ひつよう

な通 院
つういん

医 療
いりょう

や訪 問
ほうもん

診 療
しんりょう

を受
う

けられる体 制
たいせい

が求
もと

められる。

なお、総 合
そうごう

病 院
びょういん

における精神科
せいしんか

の設置
せっち

が求
もと

められる。 

 

○ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が調 子
ちょうし

を崩
くず

したとき、家族
かぞく

との関 係
かんけい

が一時的
いちじてき

に悪化
あっか

し

たとき 等
とう

に、 入 所
にゅうしょ

・ 入 院
にゅういん

ではなく 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

の 選 択
せんたく

及
およ

び

医学的
いがくてき

判 断
はんだん

で利用
りよう

可能
かのう

なドロップインセンタ
ど ろ っ ぷ い ん せ ん た

ー(自立
じりつ

訓 練
くんれん

等
とう

の提 供
ていきょう

とと

もに、安 心
あんしん

して駆
か

け込
こ

み、身
み

をおける居場所
いばしょ

としての機能
きのう

も併
あわ

せ持
も

つ

シェルタ
し ぇ る た

ー)として、必 要
ひつよう

時
じ

にすぐに使
つか

えるレスパイト
れ す ぱ い と

やショートステイ
し ょ ー と す て い

が必 要
ひつよう

である。その際
さい

、障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

に依
よ

らず使
つか

える仕組
し く

みとすること

が必 要
ひつよう

である。 

 

【説 明
せつめい

】 

地域
ちいき

移行
いこう

、支 給
しきゅう

決 定
けってい

、相 談
そうだん

支援
しえん

の項
こう

におけるセンタ
せ ん た

ー
ー

の機能
きのう

は、この

項
こう

とも密 接
みっせつ

に関 係
かんけい

する。(※ なお、人 権
じんけん

保 障
ほしょう

の観 点
かんてん

からの社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の解 消
かいしょう

、地域
ちいき

移行
いこう

等
とう

については、別 項
べっこう

で記 述
きじゅつ

する。) 

 

 

【表 題
ひょうだい

】発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって、地域
ちいき

で生 活
せいかつ

できるためには、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく生 活
せいかつ

支援
しえん

とともに、身近
みぢか

なところで専 門 的
せんもんてき

な治 療
ちりょう

を受
う
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けられる体 制
たいせい

の確 立
かくりつ

・整備
せいび

が求
もと

められる。 

 

【説 明
せつめい

】 

特
とく

に、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の診 断
しんだん

・治 療
ちりょう

に係
かか

る指針
ししん

等
とう

を普 及
ふきゅう

させ、これらを

担
にな

う能 力
のうりょく

を十 分
じゅうぶん

に備
そな

えた医師
い し

等
とう

の医 療
いりょう

従 事 者
じゅうじしゃ

を増
ふ

やすことにより、

医 療
いりょう

の質
しつ

を上
あ

げる(不必要
ふひつよう

な投 薬
とうやく

を避
さ

け、適 切
てきせつ

な支援
しえん

を提
てい

供
きょう

する)体 制
たいせい

の確 立
かくりつ

・整備
せいび

が求
もと

められる。 

 

 

 

【表 題
ひょうだい

】精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に係
かか

る非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

や入 院 中
にゅういんちゅう

の行 動
こうどう

制 限
せいげん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 関 係
かんけい

する法 律
ほうりつ

(精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

、医
い

療 法
りょうほう

等
とう

)を抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

し、

以下
い か

の事項
じこう

を盛
も

り込
こ

むべきである。 

  

・ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

社 会
しゃかい

で自立
じりつ

(自律
じりつ

)した生 活
せいかつ

を営
いとな

むことができる

よう、権利
けんり

の 保 障
ほしょう

を踏
ふ

まえた規定
きてい

を整備
せいび

することにより、いわゆる

社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を解 消
かいしょう

すること 

 ・ 非自発的
ひじはつてき

な入 院
にゅういん

や入 院 中
にゅういんちゅう

の行 動
こうどう

制 限
せいげん

については、人 権
じんけん

制 約
せいやく

を

伴
ともな

うものであることから、本 人
ほんにん

の意
い

に反
はん

した又
また

は本 人
ほんにん

の意思
い し

を確 認
かくにん

することができない 状 況 下
じょうきょうか

での 適 正
てきせい

な手 続
てつづき

に 係
かか

る規定
きてい

とともに、

医 療 内 容
いりょうないよう

に踏
ふ

み込
こ

んだ人 権
じんけん

保 障
ほしょう

の観 点
かんてん

から第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

による監視
かんし

及
およ

び個人
こじん

救 済
きゅうさい

を含
ふく

む 適 切
てきせつ

な運 用
うんよう

がなされることを担保
たんぽ

する規定
きてい

を

整備
せいび

すること 

 ・ その際
さい

、第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

の必 要
ひつよう

経費
けいひ

は、国庫
こっこ

が負担
ふたん

すること 

 

【説 明
せつめい

】 

 精神科
せいしんか

病 院
びょういん

への入 院
にゅういん

や医 療
いりょう

の提 供
ていきょう

は、原 則
げんそく

、本 人
ほんにん

の自由
じゆう

な意思
い し

に

基
もと

づいて行
おこな

われるべきであり、これは自己
じ こ

決 定 権
けっていけん

という基本的
きほんてき

人 権
じんけん

の一
ひと

つである。やむを得
え

ず非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

や入 院 中
にゅういんちゅう

の行 動
こうどう

制 限
せいげん

が行
おこな

われる場合
ばあい

においては、この基本的人 権
じんけん

の手 続 的
てつづきてき

な保 障
ほしょう

としての障 害
しょうがい

のない人
ひと

との
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平 等
びょうどう

を基礎
き そ

とした実 効 性
じっこうせい

のある適 正
てきせい

手 続
てつづき

が確保
かくほ

されるよう法
ほう

制度
せいど

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】入 院 中
にゅういんちゅう

の精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

 

【結 論
けつろん

】 

○ 精神科
せいしんか

病 院
びょういん

における権利
けんり

擁護
ようご

については、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

におけ

る第 三 者
だいさんしゃ

の訪 問
ほうもん

による権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

と連 携
れんけい

協 力
きょうりょく

する観 点
かんてん

から、精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

の見直
みなお

しの課題
かだい

として、 入 院 中
にゅういんちゅう

の 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

も 含
ふく

む

精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に お け る権利
けんり

擁護
ようご

を 定 着
ていちゃく

さ せ る ため の制度
せいど

( 例
たと

え ば

オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

)を位置
い ち

づける必 要
ひつよう

がある。 

 

【説 明
せつめい

】 

精神科
せいしんか

病 院
びょういん

の入 院 者
にゅういんしゃ

については、現 行
げんこう

の精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

においては

精 神
せいしん

医 療
いりょう

審査会
しんさかい

があるが、現 状
げんじょう

では種 々
しゅじゅ

の問 題
もんだい

を有
ゆう

しており、機能
きのう

し

ていない。そのため、入 院 中
にゅういんちゅう

の精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

も含
ふく

む精神科
せいしんか

病 院
びょういん

における

権利
けんり

擁護
ようご

を定 着
ていちゃく

させるための制度
せいど

(例
たと

えばオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

)が必 要
ひつよう

に

なっている。大阪府
おおさかふ

では、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に市民
しみん

が訪 問
ほうもん

し、利用者
りようしゃ

の声
こえ

をも

とに 処 遇
しょぐう

や 療 養
りょうよう

環 境
かんきょう

の 向 上
こうじょう

を目指
め ざ

す 精 神
せいしん

医 療
いりょう

オンブズマン
お ん ぶ ず ま ん

が制度
せいど

(

現 在
げんざい

の療 養
りょうよう

環 境
かんきょう

サポータ
さ ぽ ー た

ー
ー

活 動
かつどう

 )として取
と

り組
く

まれている。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する精 神
せいしん

医 療
いりょう

の質
しつ

の向 上
こうじょう

 

【結 論
けつろん

】 

○ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の 入 院
にゅういん

ニーズ
に ー ず

を精査
せいさ

し、 国
くに

並
なら

びに都道府県
とどうふけん

は精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

の削 減
さくげん

計 画
けいかく

を立
た

て、入 院
にゅういん

に代
か

わる地域
ちいき

医 療
いりょう

の体 制
たいせい

を構 築
こうちく

する

ことが必 要
ひつよう

である。 

 

○ 医師
い し

や看護師
かんごし

等
とう

の精 神
せいしん

医 療
いりょう

に充
あ

てる人 員
じんいん

の標 準
ひょうじゅん

並
なら

びに診 療
しんりょう

報 酬
ほうしゅう

を 一 般
いっぱん

医 療
いりょう

より尐
すく

なく設 定
せってい

している現 行
げんこう

の 基 準
きじゅん

を 改
あらた

め、適 正
てきせい

な

病 床 数
びょうしょうすう

と 必 要
ひつよう

な 人 員
じんいん

を配置
はいち

し、 精 神
せいしん

医 療
いりょう

の 質
しつ

を 向 上
こうじょう

するための
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根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

ける必 要
ひつよう

がある。 

 

【説 明
せつめい

】 

推定
すいてい

で７万人
まんにん

と言
い

われている、いわゆる「社会的
しゃかいてき

入院
にゅういん

」を解消
かいしょう

するためには、 

入 院
にゅういん

に代
か

わる地域
ちいき

医 療
いりょう

の体 制
たいせい

の構 築
こうちく

は不可欠
ふかけつ

であり、これは地域
ちいき

移行
いこう

、

資源
しげん

整備
せいび

の項
こう

における計 画
けいかく

とも密 接
みっせつ

に関 連
かんれん

する。 

精 神
せいしん

医 療
いりょう

の 提 供
ていきょう

に 当
あ

た っ て は 、 一 般
いっぱん

医 療
いりょう

と 同 様
どうよう

、

インフォームドコンセント
い ん ふ ぉ ー む ど こ ん せ ん と

を得
え

るという 原 則
げんそく

を徹 底
てってい

するとともに、 身 体
しんたい

拘 束
こうそく

や閉鎖
へいさ

空 間
くうかん

での処 遇
しょぐう

等
とう

の行 動
こうどう

制 限
せいげん

を極 小 化
きょくしょうか

するべきであり、そ

のためにも、地域
ちいき

医 療
いりょう

の体 制
たいせい

の構 築
こうちく

と精 神
せいしん

医 療
いりょう

の質
しつ

を向 上
こうじょう

するための

根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けることが必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】保護者
ほごしゃ

制度
せいど

 

【結 論
けつろん

】 

○ 保護者
ほごしゃ

制度
せいど

の問 題 点
もんだいてん

を解
かい

消
しょう

するために、扶養
ふよう

義務者
ぎむしゃ

等
とう

に代
か

わる人 権
じんけん

擁護
ようご

制度
せいど

の確 立
かくりつ

を検 討
けんとう

すべきである。 

 

【説 明
せつめい

】 

医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

に係
かか

る同意
どうい

を含
ふく

む「保護者
ほごしゃ

制度
せいど

」の問 題 点
もんだいてん

を解
かい

消
しょう

する

ために、自
みずか

らの判断
はんだん

と選択
せんたく

による医療
いりょう

の利用
り よ う

が保障
ほしょう

されるべきことを確認
かくにん

する

とともに、非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

に関
かん

し、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の求
もと

める人 権
じんけん

擁護
ようご

の

観 点
かんてん

から新
あら

たな仕組
し く

みを検 討
けんとう

し、その仕組
し く

みの導 入
どうにゅう

に伴
ともな

い保護者
ほごしゃ

制度
せいど

は

廃止
はいし

する。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とした医 療
いりょう

提 供
ていきょう

の拒否
きょひ

の禁止
きんし

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

、特
とく

に精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の身 体
しんたい

疾 患
しっかん

合 併 症
がっぺいしょう

に対
たい

しては、一 般
いっぱん

病 院
びょういん

において入 院
にゅういん

治 療
ちりょう

は可能
かのう

であるにもかかわらず、実 際
じっさい

の医 療
いりょう

現場
げんば

では障 害 者
しょうがいしゃ

、特
とく

に精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

であるとの理由
りゆう

で身 体 的
しんたいてき

治 療
ちりょう

を拒否
きょひ

さ
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れることが多
おお

い。よって、全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

を対 象
たいしょう

とした「障 害
しょうがい

を理由
りゆう

と

した医 療
いりょう

提 供
ていきょう

の拒否
きょひ

」を禁止
きんし

するよう制度
せいど

を改 正
かいせい

し、医
い

療 法
りょうほう

施行
しこう

規則
きそく

第
だい

10条
じょう

3項
こう

についても廃止
はいし

を検 討
けんとう

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が 精 神
せいしん

疾 患
しっかん

を持
も

ちながら地域
ちいき

で 生 活
せいかつ

するには、 一 般
いっぱん

病 院
びょういん

を含
ふく

め身近
みぢか

なところで通 院
つういん

や往
おう

診
しん

などを受 診
じゅしん

できることが重 要
じゅうよう

と

なる。特
とく

に身 体
しんたい

疾 患
しっかん

合 併 症
がっぺいしょう

に対
たい

しては「障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とした医 療
いりょう

提 供
ていきょう

の拒否
きょひ

」はあってはならず、このことは精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にのみならず障 害 者
しょうがいしゃ

全 般
ぜんぱん

に 関
かか

わる 重 要
じゅうよう

課題
かだい

である。その 際
さい

、 精 神
せいしん

疾 患
しっかん

の 治 療
ちりょう

の場
ば

を他
た

疾 患
しっかん

と同 様
どうよう

に一 般
いっぱん

医 療
いりょう

の中
なか

に組
く

み込
こ

み精神科
せいしんか

医 療
いりょう

へのアクセス
あ く せ す

をよく

することは、再 発
さいはつ

予防
よぼう

や早期
そうき

発 見
はっけん

につながるため医 療 法
いりょうほう

施行
しこう

規則
きそく

第
だい

10条
じょう

3項
こう

についても廃止
はいし

の検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する歯科
し か

保健
ほけん

・歯科
し か

医 療
いりょう

の充 実
じゅうじつ

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

、特
とく

にアテトーゼ
あ て と ー ぜ

や行 動
こうどう

障 害
しょうがい

を伴
ともな

う障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、身近
みぢか

な

ところで歯科
し か

保健
ほけん

サービス
さ ー び す

及
およ

び歯科
し か

医 療
いりょう

を提
てい

供
きょう

する体 制
たいせい

の整備
せいび

・充 実
じゅうじつ

のため、院 内
いんない

で治 療
ちりょう

できるよう、物 的
ぶってき

設備
せつび

の整備
せいび

支援
しえん

、歯科
し か

医師
い し

等
とう

に

対
たい

する障 害
しょうがい

に関
かん

する研 修
けんしゅう

、訪 問
ほうもん

治 療
ちりょう

等
とう

につき、医
い

療 法
りょうほう

等
とう

の関 連
かんれん

法 令
ほうれい

の規定
きてい

の見直
みなお

しが必 要
ひつよう

である。 

 

【説 明
せつめい

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって、歯科
し か

治 療
ちりょう

を円 滑
えんかつ

に受
う

けることが困 難
こんなん

な状 況
じょうきょう

が依然
いぜん

として存 在
そんざい

する。歯科
し か

医 療
いりょう

及
およ

び予防
よぼう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

にとって、健 康
けんこう

保持
ほ じ

、

学 習
がくしゅう

発 達
はったつ

(特
とく

に障 害 児
しょうがいじ

)、生 活
せいかつ

機能
きのう

の回 復
かいふく

向 上
こうじょう

に重 要
じゅうよう

であり、現 状
げんじょう

の改 善
かいぜん

が不可欠
ふかけつ

である。 
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Ⅲ－２ 障害児
しょうがいじ

 

 障 害 児
しょうがいじ

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

は「障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の推 進
すいしん

のための基本的
きほんてき

な方 向 性
ほうこうせい

について」(平 成
へいせい

22(2010) 年
ねん

6月
がつ

29日
にち

閣議
かくぎ

決 定
けってい

)で示
しめ

された次
つぎ

の2 点
てん

について、論 点
ろんてん

整理
せいり

をした。 

・地域
ちいき

の身近
みぢか

なところで提 供
ていきょう

されるべき障 害 児
しょうがいじ

やその保護者
ほごしゃ

に対
たい

する

相 談
そうだん

支援
しえん

と療 育
りょういく

等
とう

の在
あ

り方
かた

について 

・障 害 児
しょうがいじ

への支援
しえん

が、利用
りよう

しやすい形
かたち

で提
てい

供
きょう

されるための具体的
ぐたいてき

方 策
ほうさく

に

ついて 

 

１． 児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

関係
かんけい

 

 

【表 題
ひょうだい

】権利
けんり

擁護
ようご

 

【結 論
けつろん

】 

○  障 害 児
しょうがいじ

を含
ふくみ

むすべての子
こ

どもの基本的
きほんてき

権利
けんり

を保 障
ほしょう

する仕組
し く

みの創 設
そうせつ

が望
のぞ

まれることから、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

でオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

を制度化
せいどか

するよう、

現 行 法
げんこうほう

に 基
もと

づく権利
けんり

擁護
ようご

システム
し す て む

の 検 証
けんしょう

を引
ひ

き 続
つづ

き 進
すす

め、 社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

児童
じどう

部会
ぶかい

に検 討
けんとう

の場
ば

を設
もう

け、制度
せいど

の在
あ

り方
かた

について検 討
けんとう

を

進
すす

めるべきである。 

 

【説 明
せつめい

】 

 子
こ

どもは、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に規定
きてい

されている理念
りねん

を踏
ふ

まえ、ひとしく愛護
あいご

されな

ければならないことはもとより、権利
けんり

の主 体
しゅたい

とされなければならない。 

障 害
しょうがい

の有無
う む

や程度
ていど

にかかわらずすべての子
こ

どものための権利
けんり

擁護
ようご

の仕組
し く

み

を市 町 村
しちょうそん

に設
もう

けるために、オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

を、国 連
こくれん

の児童
じどう

の権利
けんり

に関
かん

す

る委員会
いいんかい

の勧 告
かんこく

(CRC/C/JPN/CO/3, 2010.6.)を踏
ふ

まえ、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

での

制度化
せいどか

を目指
め ざ

して検 討
けんとう

の場
ば

を設
もう

けるべきである。 

 

障 害 児
しょうがいじ

は、契 約
けいやく

当事者
とうじしゃ

が保護者
ほごしゃ

であり、特
とく

に、施設
しせつ

への入 所
にゅうしょ

について

は家庭
かてい

生 活
せいかつ

を奪
うば

われることにもなるため、子
こ

どもの視点
してん

から最 善
さいぜん

の利益
りえき

を

保 障
ほしょう

できる権利
けんり

擁護
ようご

の仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。既
すで

に自治体
じちたい

で取組
とりく

まれている

先 行
せんこう

事例
じれい

等
とう

もあることから、社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

児童
じどう

部会
ぶかい

で検 討
けんとう

を進
すす

め、
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オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

の制度化
せいどか

を図
はか

るべきである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】早期
そうき

支援
しえん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 母子
ぼ し

保健法
ほけんほう

に基
もと

づく障 害
しょうがい

の早期
そうき

発 見
はっけん

を、保健
ほけん

指導
しどう

や医 療
いりょう

の保 障
ほしょう

にと

どまらず、障 害 児
しょうがいじ

が地域
ちいき

の子
こ

どもとしての育
そだ

ちを保 障
ほしょう

されるよう、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の子育
こそだ

て支援
しえん

事 業
じぎょう

と連 携
れんけい

し実施
じっし

するべきである。 

 

○ 健康診査
けんこうしんさ

等
とう

による要支援児
ようしえんじ

に対
たい

しては、家庭
かてい

への訪 問
ほうもん

・巡 回
じゅんかい

等
とう

、

家庭
かてい

での育児
いくじ

支援
しえん

や児童
じどう

一 般
いっぱん

施策
しさく

の活 用
かつよう

を基本的
きほんてき

な在
あ

り方
かた

とし、児童
じどう

及
およ

び保護者
ほごしゃ

の意思
い し

に 基
もと

づいて、児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、 医 療
いりょう

機関
きかん

及
およ

び

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

を活 用
かつよう

できるよう児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に定
さだ

める必 要
ひつよう

がある。 

 

【説 明
せつめい

】 

母子
ぼ し

保健法
ほけんほう

は、学 校
がっこう

保健
ほけん

安 全 法
あんぜんほう

、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

等
とう

に基
もと

づく事 業
じぎょう

と協 調
きょうちょう

するよう規定
きてい

されているが、現 状
げんじょう

は、障 害
しょうがい

の発 見
はっけん

から療 育
りょういく

や特 別
とくべつ

支援
しえん

教 育
きょういく

へと「特 別
とくべつ

な支援
しえん

過程
かてい

」につながるだけのことが多
おお

い。障 害
しょうがい

の発 見
はっけん

を地域
ちいき

の子育
こそだ

て支援
しえん

、さらに地域
ちいき

の学 校
がっこう

への就 学
しゅうがく

につなぐことの出来
で き

る制度
せいど

設 計
せっけい

が必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に制 限
せいげん

されない一 般
いっぱん

児童
じどう

施策
しさく

 

【結 論
けつろん

】 

○ 児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の保育所
ほいくじょ

の入 所
にゅうしょ

要 件
ようけん

には、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に利用
りよう

を制 限
せいげん

する

規定
きてい

がないことを踏
ふ

まえ、今後
こんご

の「総 合
そうごう

施設
しせつ

(仮 称
かしょう

)」及
およ

び「こども園
えん

給 付
きゅうふ

(仮 称
かしょう

)」の制度化
せいどか

において、障 害 児
しょうがいじ

の入 園
にゅうえん

が拒否
きょひ

されないように

応 諾
おうだく

義務
ぎ む

を課
か

す 必 要
ひつよう

がある。また、 必 要
ひつよう

な支援
しえん

が確保
かくほ

されるよう、

必 要
ひつよう

な規定
きてい

を児童
じどう

福祉法
ふくしほう

、「 総 合
そうごう

施設法
しせつほう

( 仮 称
かしょう

)」 及
およ

び「こども 園
えん

給 付
きゅうふ

(仮 称
かしょう

)」に係
かか

る新 法
しんぽう

に設
もう

ける必 要
ひつよう

がある。 
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○ 障 害 児
しょうがいじ

が、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

への参加
さんか

を希望
きぼう

する場合
ばあい

に

は、 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に拒否
きょひ

されるべきではない。また、指導員
しどういん

の加配
かはい

や

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする子
こ

どもには看護師
かんごし

の配置
はいち

や移動
いどう

支援
しえん

等
とう

、必 要
ひつよう

な支援
しえん

が講
こう

じられるべきである。 

 

【説 明
せつめい

】 

 児童
じどう

一 般
いっぱん

施策
しさく

と障 害 児
しょうがいじ

施策
しさく

の両 方
りょうほう

があることによって、障 害 児
しょうがいじ

が児童
じどう

一 般
いっぱん

施策
しさく

を利用
りよう

しにくい、あるいは利用
りよう

できないということがないようにす

るべきである。 

子
こ

ども・子育
こそだ

て新システム
し ん し すて む

の「子
こ

ども・子育
こそだ

て会議
かいぎ

( 仮 称
かしょう

)」や「

新システム
し ん し すて む

事 業
じぎょう

計 画
けいかく

(仮 称
かしょう

)」等
とう

も、上 記
じょうき

の理念
りねん

の下
もと

に検 討
けんとう

が進
すす

められ

るよう障 害 児
しょうがいじ

、家族
かぞく

及
およ

び支援者
しえんしゃ

が参 画
さんかく

し、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に利用
りよう

が拒否
きょひ

され

ないよう、かつ、必 要
ひつよう

な支援
しえん

が確保
かくほ

されるよう児童
じどう

福祉法
ふくしほう

、「総 合
そうごう

施設法
しせつほう

(仮 称
かしょう

)」及
およ

び「こども園
えん

給 付
きゅうふ

(仮 称
かしょう

)」が制度化
せいどか

されるべきである。 

放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

についても、同 様
どうよう

に整備
せいび

されるべきである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】療 育
りょういく

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の「可能
かのう

な限
かぎ

りその身近
みぢか

な場所
ばしょ

において療 育
りょういく

その他
た

これ

に 関 連
かんれん

する支援
しえん

を受
う

けられるようにするため」の規定
きてい

を踏
ふ

まえ、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の療 育
りょういく

の規定
きてい

を整理
せいり

するべきである。 

 

○ 地域
ちいき

社 会
しゃかい

の身近
みぢか

な場所
ばしょ

において専 門 性
せんもんせい

の高
たか

い療 育
りょういく

(障 害 児
しょうがいじ

に対
たい

す

る発 達
はったつ

支援
しえん

、育児
いくじ

支援
しえん

、相 談
そうだん

支援
しえん

及
およ

び医 療 的
いりょうてき

支援
しえん

)を利用
りよう

できるように

、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の見直
みなお

しを行
おこな

う必 要
ひつよう

がある。 

 

【説 明
せつめい

】 

 障 害 児
しょうがいじ

の個々
こ こ

の特 性
とくせい

を踏
ふ

まえた専 門 性
せんもんせい

の高
たか

い療 育
りょういく

を身近
みぢか

な地域
ちいき

で得
え

られるようにすべきである。児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に「療 育
りょういく

の指導
しどう

等
とう

」が規定
きてい

されてい

るが、規定
きてい

の仕方
しかた

が 狭
せま

いため、地域
ちいき

社 会
しゃかい

の身近
みぢか

な場所
ばしょ

で、思春期
ししゅんき

までの



 

132 

 

継 続
けいぞく

した療 育
りょういく

が利用
りよう

できるように整理
せいり

すべきである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】通 所
つうしょ

による支援
しえん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

は、地域
ちいき

の障 害 児
しょうがいじ

を受
う

け入
い

れ、専 門 的
せんもんてき

療 育
りょういく

を

行
おこな

うのみならず、 積 極 的
せっきょくてき

に地域
ちいき

に出向
で む

いて、家庭
かてい

や児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

等
とう

で

障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

を行
おこな

うことができるよう児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の必 要
ひつよう

な見直
みなお

しを行
おこな

う

ことが必 要
ひつよう

である。 

 

○ 地域
ちいき

における障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

の機能
きのう

強 化
きょうか

を促 進
そくしん

するために、保育所
ほいくじょ

等
とう

訪 問
ほうもん

支援
しえん

事 業
じぎょう

、巡 回
じゅんかい

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

整備
せいび

事 業
じぎょう

及
およ

び障 害 児
しょうがいじ

等
とう

療 育
りょういく

支援
しえん

事 業
じぎょう

の拡 充
かくじゅう

を図
はか

るとともに、障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

の専 門 性
せんもんせい

を相互
そうご

に 提 供
ていきょう

し

合
あ

えるようにするべきである。そのために、保育所
ほいくじょ

等
とう

訪 問
ほうもん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の

対 象
たいしょう

に児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

および同センター
ど う せ んた ー

も加
くわ

えることが 求
もと

められ

る。 

 

○  児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

は、様 々
さまざま

なニーズ
に ー ず

のある障 害 児
しょうがいじ

に対 応
たいおう

できる

職 員
しょくいん

配置
はいち

基 準
きじゅん

が 必 要
ひつよう

であるため、保育士
ほいくし

及
およ

び児童
じどう

指導員
しどういん

に 加
くわ

え、

看護師
かんごし

や療 法 士
りょうほうし

等
とう

の専 門
せんもん

職
しょく

を適 正
てきせい

に配置
はいち

できるようにする。 

 

【説 明
せつめい

】 

障害児
しょうがいじ

が地域
ちいき

の身近
みぢか

な場所
ばしょ

で、必要
ひつよう

な支援
しえん

が利用
り よ う

できるようにするためには、 

児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

等
とう

の機能
きのう

強 化
きょうか

が 必 要
ひつよう

になっている。とりわけ、

人 口
じんこう

過疎
か そ

地域
ちいき

においては、深 刻
しんこく

な課題
かだい

である。機能
きのう

強 化
きょうか

のために、児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーが地域
ちいき

に出向
で む

いて支援
しえん

を行
おこな

えるようにすべきである。また

、これまで障 害 児
しょうがいじ

通 園
つうえん

施設
しせつ

が障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

に分
わ

かれて培
つちか

ってきた「専 門 性
せんもんせい

」を、他
た

の児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

や放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

に提
てい

供
きょう

して相互
そうご

のレベルアップ
れ べ る あ っ ぷ

を図
はか

ることに加
くわ

え、福祉型
ふくしがた

センタ
せ ん た

ー
ー

には看護師
かんごし

や

療 法 士
りょうほうし

等
とう

を、医 療 型
いりょうかた

センタ
せ ん た

ーには保育士
ほいくし

等
とう

の必 要
ひつよう

な職 員
しょくいん

を確保
かくほ

して

発 達
はったつ

支援
しえん

機能
きのう

を 向 上
こうじょう

させるべきである。 
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【表 題
ひょうだい

】障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 児
しょうがいじ

の自立
じりつ

生 活
せいかつ

にむけて、「自立
じりつ

支援
しえん

計 画
けいかく

」の 策 定
さくてい

を 障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に義務付
ぎ む づ

けること。その根 拠
こんきょ

規定
きてい

を児童
じどう

福祉法
ふくしほう

、児童
じどう

福祉
ふくし

施設
しせつ

最 低
さいてい

基 準
きじゅん

に設
もう

け、運 営
うんえい

ガイドライン
が い ど ら い ん

を整備
せいび

するべきである。 

 

○ 入 所
にゅうしょ

時
じ

、入 所 後
にゅうしょご

であっても、地域
ちいき

の子
こ

どもとして意識
いしき

されるよう、

児童
じどう

相 談 所
そうだんじょ

等
とう

に加
くわ

え、市 町 村
しちょうそん

も関与
かんよ

できるようにすべきである。 

 

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

にあたっては、在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

が可能
かのう

となるよう地域
ちいき

資源
しげん

を整備
せいび

し、家庭
かてい

に帰
かえ

れない場合
ばあい

でも、障 害 児
しょうがいじ

専 門
せんもん

の里 親
さとおや

制度
せいど

の拡 充
かくじゅう

や

障 害 児
しょうがいじ

を対 象
たいしょう

とするファミリーホーム
ふ ぁ み り ー ほ ー む

等
とう

、できるだけ家庭
かてい

に近
ちか

い養 育
よういく

環 境
かんきょう

を整備
せいび

すべきである。また障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の小規模化
しょうきぼか

やユニット化
ゆ に っ と か

を促 進
そくしん

することが求
もと

められる。 

 

○ 新生児
しんせいじ

集 中
しゅうちゅう

治 療 室
ちりょうしつ

(NICU)から在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

への移行
いこう

において、障 害
しょうがい

が

発 見
はっけん

された直 後
ちょくご

の親
おや

に対
たい

するカウンセリング
か う ん せ り ん ぐ

や、養 育
よういく

指導
しどう

等
とう

の移行
いこう

支援
しえん

を担
にな

っている医 療 型
いりょうかた

障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の母子
ぼ し

入 園
にゅうえん

支援
しえん

は、有 効
ゆうこう

で

あることから、これを拡 充
かくじゅう

するべきである。 

 

○  入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

は、社 会
しゃかい

資源
しげん

の一
ひと

つとして、保育所
ほいくじょ

を含
ふく

む地域
ちいき

機関
きかん

や家庭
かてい

への訪 問
ほうもん

、巡 回 型
じゅんかいがた

の支援
しえん

が行
おこな

えるようにし、すべての障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

にショートステイ枠
し ょ ー と す て い わ く

を増 設
ぞうせつ

するべきである。 

 

【説 明
せつめい

】 

 児童
じどう

養護
ようご

施設
しせつ

等
とう

に義務付
ぎ む づ

けられている自立
じりつ

支援
しえん

計 画
けいかく

は、 障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

には義務付
ぎ む づ

けられていない。障 害 児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に、児童
じどう

相 談 所
そうだんじょ

等
とう

との

協 議
きょうぎ

にもとづき 将 来
しょうらい

の自立
じりつ

生 活
せいかつ

に向
む

けた「自立
じりつ

支援
しえん

計 画
けいかく

」の 策 定
さくてい

を

義務化
ぎ む か

するべきである。地域
ちいき

の子
こ

どもとして育
そだ

つことができるよう、市 町 村
しちょうそん
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も入 所
にゅうしょ

決 定
けってい

等
とう

で関与
かんよ

できるようにし、長 期
ちょうき

休 暇
きゅうか

等
とう

のように自宅
じたく

で過
す

ごす

際
さい

に、措置
そ ち

で 入 所
にゅうしょ

した子
こ

どもであっても 居 宅
きょたく

サービス
さ ー び す

等
とう

、 必 要
ひつよう

な

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

できるようにすべきである。 

 

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

は、小規模化
しょうきぼか

し、できるだけ家庭
かてい

に近
ちか

い環 境
かんきょう

で養 育
よういく

できるよう

整備
せいび

す る べ き で あ る 。 そ の た め に 、 地域
ちいき

移行
いこう

が 可能
かのう

と な る よ う

ショートステイ枠
し ょ ー と す て い わ く

の創 設
そうせつ

やファミリーホーム
ふ ぁ み り ー ほ ー む

等
とう

の環 境
かんきょう

整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

の身近
みぢか

な場所
ばしょ

での相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 相 談
そうだん

支援
しえん

は、障 害
しょうがい

が特 定
とくてい

されない時期
じ き

から、身近
みぢか

な地域
ちいき

の通
かよ

いやすい

場
ば

で提
てい

供
きょう

されるようにすべきである。障 害 児
しょうがいじ

に固有
こゆう

のサービス
さ ー び す

と児童
じどう

一 般
いっぱん

施策
しさく

との 併 行
へいこう

利用
りよう

に当
あ

たっては、相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

でのサービス
さ ー び す

利用
りよう

の手 続
てつづき

を簡素化
かんそか

し、本 人
ほんにん

・保護者
ほごしゃ

の同意
どうい

に基
もと

づいて福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の

代理
だいり

申 請
しんせい

を可能
かのう

にすることなど、障 害 児
しょうがいじ

と家族
かぞく

のための利便
りべん

のための

ワンストップ化
わ ん す と っ ぷ か

を進
すす

めることが求
もと

められる。 

 

○  地域
ちいき

子育
こそだ

て支援
しえん

拠 点
きょてん

事 業
じぎょう

に、専 門 的
せんもんてき

な研 修
けんしゅう

を受
う

けた相 談
そうだん

支援員
しえんいん

を

職 員
しょくいん

として配置
はいち

し、 障 害 児
しょうがいじ

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

と 連 携
れんけい

を 図
はか

ることが

必 要
ひつよう

である。 

 

【説 明
せつめい

】 

 相 談
そうだん

支援
しえん

は、地域
ちいき

の身近
みぢか

な場所
ばしょ

においてワンストップ型
わ ん す と っ ぷ が た

で提
てい

供
きょう

されなけれ

ばならない。相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

でのサービス
さ ー び す

利用
りよう

の手 続
てつづき

の簡素化
かんそか

が必 要
ひつよう

で

ある。また、障 害 児
しょうがいじ

に関
かん

する相 談
そうだん

に対 応
たいおう

できる職 員
しょくいん

の養 成
ようせい

が必 要
ひつよう

で

ある。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

と「個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

」 

【結 論
けつろん

】 
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○ 「個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

」は、障 害 児
しょうがいじ

・家族
かぞく

にとって身近
みぢか

な地域
ちいき

における支援
しえん

を利用
りよう

しやすくするため、福祉
ふくし

、教 育
きょういく

、医 療
いりょう

等
とう

の利用
りよう

するサービス
さ ー び す

を一
ひと

つの計 画
けいかく

として障 害 児
しょうがいじ

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

が 策 定
さくてい

するべきである。6

カ月
かげつ

程度
ていど

の適 当
てきとう

な期間
きかん

で見直
みなお

され、中 期
ちゅうき

・長 期 的
ちょうきてき

な見通
みとお

しをもちつつ、

支援
しえん

の調 整
ちょうせい

、改 善
かいぜん

が図
はか

られケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

されるよう児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の

必 要
ひつよう

な見直
みなお

しを行
おこな

うことが求
もと

められる。 

 

○ 「個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

は、必 要
ひつよう

とする支援
しえん

を受
う

けつつ、障 害 児
しょうがいじ

が意思
い し

(自己
じ こ

)

決 定
けってい

したものに 基
もと

づき、 策 定
さくてい

されるべきである。個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

に

障 害 児
しょうがいじ

の意見
いけん

表 明
ひょうめい

の欄
らん

を設
もう

け、被
ひ

虐 待
ぎゃくたい

児童
じどう

の場合
ばあい

を除
のぞ

き、保護者
ほごしゃ

の

同意
どうい

なくしては実 行
じっこう

できない仕組
し く

みの構 築
こうちく

が求
もと

められる。 

 

○ 乳幼児期
にゅうようじき

の「個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

」は、保護者
ほごしゃ

・きょうだいへの支援
しえん

を含
ふく

む

ものとして策 定
さくてい

されるべきである。 

 

 

【説 明
せつめい

】 

 障 害 児
しょうがいじ

に対
たい

するケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

は、単
たん

にサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

に

とどまらず福祉
ふくし

、 教 育
きょういく

、 医 療
いりょう

等
とう

の 総 合 的
そうごうてき

な 計 画
けいかく

として 策 定
さくてい

され、

必 要
ひつよう

な期間
きかん

で見直
みなお

され、サービス
さ ー び す

調 整
ちょうせい

を障 害 児
しょうがいじ

及
およ

び保護者
ほごしゃ

の同意
どうい

のもと

に行
おこな

うべきである。 

その際
さい

、「地域
ちいき

での育
そだ

ち」を促 進
そくしん

し、きょうだい支援
しえん

を含
ふく

めたものとす

るとともに、特
とく

に乳幼児期
にゅうようじき

には保護者
ほごしゃ

への「育児
いくじ

支援
しえん

」を含
ふく

めるべきである

。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】要保護
ようほご

児童
じどう

対 策
たいさく

地 域 協
ちいききょう

議会
ぎかい

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の連 携
れんけい

 

【結 論
けつろん

】 

○  児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の要保護
ようほご

児童
じどう

対 策
たいさく

地 域 協
ちいききょう

議会
ぎかい

と 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

(子
こ

ども部会
ぶかい

)とで検 討
けんとう

が重
かさ

なる子
こ

どもについて

は、保護者
ほごしゃ

の同意
どうい

の下
もと

に合 同
ごうどう

で協
きょう

議会
ぎかい

を持
も

てるようにすべきである。 
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【説 明
せつめい

】 

要保護
ようほご

児童
じどう

対 策
たいさく

地 域 協
ちいききょう

議会
ぎかい

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

が、それぞれに

障 害 児
しょうがいじ

の検 討
けんとう

をするのではなく、一元化
いちげんか

すべきである。また、要保護
ようほご

児童
じどう

対 策
たいさく

地 域 協
ちいききょう

議会
ぎかい

の構 成 員
こうせいいん

として、障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

関 係 者
かんけいしゃ

(障 害 児
しょうがいじ

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

や児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

)が加
くわ

わり、検 討
けんとう

できる体 制
たいせい

を

整
ととの

えるべきである。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】家族
かぞく

支援
しえん

ときょうだい支援
しえん

 

【結 論
けつろん

】 

○ 障 害 児
しょうがいじ

が家族
かぞく

の一 員
いちいん

として、地域
ちいき

の子
こ

どもとして成 長
せいちょう

できるよう、

児童
じどう

福祉法
ふくしほう

において育児
いくじ

支援
しえん

、家族
かぞく

支援
しえん

を 行
おこな

うべきである。保育所
ほいくじょ

等
とう

訪 問
ほうもん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の対 象
たいしょう

に「家庭
かてい

」を加
くわ

える必 要
ひつよう

がある。 

 

○ きょうだいのグループ
ぐ る ー ぷ

活 動
かつどう

等
とう

を支援
しえん

し、障 害 児
しょうがいじ

ときょうだいが一 緒
いっしょ

に参加
さんか

できる 事 業
じぎょう

を児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

等
とう

が実施
じっし

できるよう児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の必 要
ひつよう

な見直
みなお

しを行
おこな

うべきである。 

 

 

【説 明
せつめい

】 

 障 害 児
しょうがいじ

のいる家庭
かてい

の孤立化
こりつか

を防
ふせ

ぐために、保育所
ほいくじょ

等
とう

訪 問
ほうもん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の

訪 問
ほうもん

対 象
たいしょう

に家庭
かてい

を加
くわ

え、保護者
ほごしゃ

への障 害
しょうがい

理解
りかい

、育児
いくじ

支援
しえん

、家族
かぞく

支援
しえん

等
とう

を

行
おこな

うべきである。また、きょうだいへの支援
しえん

は現 在
げんざい

のところ事業化
じぎょうか

されてい

ないことから、活 動
かつどう

支援
しえん

や一 緒
いっしょ

に参加
さんか

できるプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を実施
じっし

できるように

すべきである。 

 

２．学校
がっこう

教育法
きょういくほう

関係
かんけい

 

 

【表 題
ひょうだい

】寄 宿 舎
きしゅくしゃ

 

【結 論
けつろん

】 
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○  特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

の寄 宿 舎
きしゅくしゃ

の本 来
ほんらい

の目 的
もくてき

は通 学
つうがく

を保 障
ほしょう

することにあ

り、自宅
じたく

のある地域
ちいき

社 会
しゃかい

から分離
ぶんり

されないよう運 用
うんよう

されるべきである。

寄 宿 舎
きしゅくしゃ

の実 態
じったい

を調 査
ちょうさ

し、地域
ちいき

社 会
しゃかい

への移行
いこう

に向
む

けた方 策
ほうさく

を検 討
けんとう

す

る必 要
ひつよう

がある。 

 

【説 明
せつめい

】 

 寄 宿 舎
きしゅくしゃ

は本 来
ほんらい

広 域
こういき

学区
がっく

である特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

への通 学
つうがく

保 障
ほしょう

のために

設置
せっち

されたものであるため、学 校
がっこう

が休
やす

みになる土
つち

・日
ひ

や長 期
ちょうき

休 暇
きゅうか

は家庭
かてい

に戻
もど

るように、運 用
うんよう

されるべきである。寄 宿 舎
きしゅくしゃ

については、小 舎 制
しょうしゃせい

に

再 編
さいへん

することや、ファミリーホーム
ふ ぁ み り ー ほ ー む

等
とう

から通 学
つうがく

できるようにすることも含
ふく

め、今後
こんご

の在
あ

り方
かた

を検 討
けんとう

すべきである。手話
しゅわ

等
とう

の 習
しゅう

得
とく

には一 定
いってい

の集 団
しゅうだん

形 成
けいせい

が必 要
ひつよう

であるという指摘
してき

があることから、寄 宿 舎
きしゅくしゃ

の在
あ

り方
かた

を検 討
けんとう

す

る際
さい

にはこの点
てん

を考 慮
こうりょ

する必 要
ひつよう

がある。 
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139 

 

Ⅲ－３ 労働
ろうどう

と雇用
こ よ う

 

 

 就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

は、従 来
じゅうらい

、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

等
とう

で規定
きてい

されてき

た福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

を障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

でどのように規定
きてい

するかの検 討
けんとう

とあ

わせ、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

等
とう

を中 心
ちゅうしん

としてすすめられてきた一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・

自営
じえい

施策
しさく

のあり方
かた

についても検 討
けんとう

するため設置
せっち

された。委員
いいん

は、 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

構 成 員
こうせいいん

4名
めい

と総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

構 成 員
こうせいいん

6名
めい

から構 成
こうせい

され

た。 

  

本 作 業
ほんさぎょう

チーム
ち ー む

で検 討
けんとう

した主
おも

な内 容
ないよう

は、次
つぎ

のとおりである。 

①  障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に盛
も

り込
こ

むべき就 労
しゅうろう

に関
かん

する基本的
きほんてき

事項
じこう

 

②  障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の守備
しゅび

範囲
はんい

(労 働
ろうどう

分野
ぶんや

との機能
きのう

分 担
ぶんたん

など) 

③  福祉
ふくし

と労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

にまたがる制度
せいど

と労 働 者 性
ろうどうしゃせい

の確保
かくほ

のあり方
かた

 

④  就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

、就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

・Ｂ型
がた

事 業
じぎょう

、生 産
せいさん

活 動
かつどう

に取
と

り組
く

む生 活
せいかつ

介護
かいご

事 業
じぎょう

、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーや小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうしょ

のあり方
かた

 

⑤  雇用率
こようりつ

制度
せいど

及
およ

び差別
さべつ

禁止
きんし

と合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を含
ふく

む、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

の

あり方
かた

 

⑥  多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば

としての社 会 的
しゃかいてき

雇用
こよう

・社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ

・社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

のあり方
かた

 

 

１．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

促進法
そくしんほう

に関
かか

わる事項
じ こ う

 

 

【表 題
ひょうだい

】雇用
こよう

の質
しつ

を確保
かくほ

するための法
ほう

改 正
かいせい

 

【結 論
けつろん

】 

○  量
りょう

だけでなく質
しつ

としての雇用
こよう

を確保
かくほ

するため、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

を

改 正
かいせい

し、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

27条
じょう

[労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

]で求
もと

められる労 働
ろうどう

への権利
けんり

、 障 害
しょうがい

に 基
もと

づく差別
さべつ

(合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の 提 供
ていきょう

の拒否
きょひ

を 含
ふく

む)の

禁止
きんし

、職 場
しょくば

での合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

を確保
かくほ

するための規定
きてい

を設
もう

ける。

障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

にこれらの規定
きてい

を設
もう

けることが困 難
こんなん

な場合
ばあい

には、そ

れに代
か

わる新 法
しんぽう

(労 働 法
ろうどうほう

)で規定
きてい

する。 
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【説 明
せつめい

】 

 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

に基
もと

づく障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

は、主
おも

に量
りょう

としての

雇用
こよう

の確保
かくほ

を意図
い と

したものであり、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

27条
じょう

で求
もと

められる

、質
しつ

としての雇用
こよう

の確保
かくほ

を担
たん

保
ぽ

するものではない。 

したがって、公 的
こうてき

機関
きかん

及
およ

び大 企 業
だいきぎょう

に限
かぎ

らず中 小
ちゅうしょう

の企 業
きぎょう

においても、

障 害 者
しょうがいしゃ

が他
た

の者
もの

と 平 等
びょうどう

な雇用
こよう

条 件
じょうけん

や昇 給
しょうきゅう

・昇 進
しょうしん

、希望
きぼう

職 種
しょくしゅ

・業 務
ぎょうむ

の充 足
じゅうそく

といった雇用
こよう

の質
しつ

が確保
かくほ

できるようにするために、 労 働
ろうどう

の権利
けんり

、

障 害
しょうがい

に基
もと

づく差別
さべつ

(合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

の拒否
きょひ

を含
ふく

む)の禁止
きんし

、職 場
しょくば

にお

ける合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

の確保
かくほ

等
とう

に関
かん

する必 要
ひつよう

な規定
きてい

を設
もう

けるべきである

。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】雇用
こよう

施策
しさく

の対 象
たいしょう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に就 業 上
しゅうぎょうじょう

必 要
ひつよう

な支援
しえん

を認 定
にんてい

する

仕組
し く

み 

【結 論
けつろん

】 

○  障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

に 基
もと

づく雇用
こよう

義務
ぎ む

の 対 象
たいしょう

を、あらゆる 種 類
しゅるい

の

障 害 者
しょうがいしゃ

に広
ひろ

げると共
とも

に、それに伴
ともな

って大 幅
おおはば

な引
ひ

き上
あ

げが求
もと

められる

雇用率
こようりつ

達 成
たっせい

のため 事 業
じぎょう

主
ぬし

への支援
しえん

を 拡 充
かくじゅう

する 必 要
ひつよう

がある。また

障 害 者
しょうがいしゃ

が職 場
しょくば

で安 定 的
あんていてき

に就 業
しゅうぎょう

するための合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

を含
ふく

む、就 業 上
しゅうぎょうじょう

必 要
ひつよう

な支援
しえん

を明
あき

らかにする総 合 的
そうごうてき

なアセスメント
あ せ す め ん と

を整備
せいび

す

る。 

 

【説 明
せつめい

】 

 個々
こ こ

の障 害 者
しょうがいしゃ

が具体的
ぐたいてき

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば

においてどのような支援
しえん

(合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

を含
ふく

む)を必 要
ひつよう

とするかについて、当 該
とうがい

障 害 者
しょうがいしゃ

の就 業
しゅうぎょう

にかかわる

すべての利害
りがい

関 係 者
かんけいしゃ

( 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

及
およ

び事 業
じぎょう

主
ぬし

も 含
ふく

む)がチーム
ち ー む

として

アセスメント
あ せ す め ん と

を行
おこな

う仕組
し く

みを整備
せいび

する必 要
ひつよう

がある。そうしたアセスメント
あ せ す め ん と

は

、状 況
じょうきょう

の変化
へんか

に応
おう

じた柔 軟
じゅうなん

な見直
みなお

しが求
もと

められる。 
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【表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

および納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

の見直
みなお

し 

【結 論
けつろん

】 

○  障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

の対 象 者
たいしょうしゃ

の拡
かく

大
だい

に関 連
かんれん

して、法 定
ほうてい

雇用率
こようりつ

およ

び納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

は、調 査
ちょうさ

に基
もと

づいて課題
かだい

と限 界
げんかい

を 検 証
けんしょう

し、法
ほう

改 正
かいせい

な

どに向
む

けて必 要
ひつよう

な見直
みなお

しを行
おこな

うべきである。 

 

【説 明
せつめい

】 

 法 定
ほうてい

雇用率
こようりつ

については、社 会
しゃかい

モデル
も で る

に基
もと

づいた障 害
しょうがい

の範囲
はんい

の拡
ひろむ

大
だい

、

就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

等
とう

への仕事
しごと

の 発 注
はっちゅう

額
がく

等
とう

に 応
おう

じて 当 該
とうがい

企 業
きぎょう

の 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

に算 定
さんてい

する見
み

なし雇用
こよう

の制度化
せいどか

等
とう

を踏
ふ

まえて、大 幅
おおはば

に引
ひ

き上
あ

げる

方 向
ほうこう

での見直
みなお

しが求
もと

められる。重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

を雇用
こよう

した場合
ばあい

、1人
り

を2人分
りぶん

として算 定
さんてい

するダブルカウント
だ ぶ る か う ん と

については、社 会
しゃかい

モデル
も で る

に基
もと

づいた制度
せいど

に

見直
みなお

すべきであるとの意見
いけん

があった。 

一 方
いっぽう

、雇用
こよう

義務
ぎ む

の対 象
たいしょう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

の範囲
はんい

の見直
みなお

しが先
さき

に行
おこな

われるべ

きであることと、それに関 連
かんれん

して、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

による雇用
こよう

格差
かくさ

が 解 消
かいしょう

され

るような実 効 性
じっこうせい

のある取
と

り組
く

みをすべきである、という意見
いけん

もあった。 

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

は、助 成
じょせい

額
がく

の引
ひ

き上
あ

げや給 付
きゅうふ

期間
きかん

の恒 久 化
こうきゅうか

に

加
くわ

え、助 成
じょせい

申 請
しんせい

手続
てつづ

きの簡便化
かんべんか

も必 要
ひつよう

である。また、助 成 金
じょせいきん

は事 業
じぎょう

主
ぬし

の申 請
しんせい

により給 付
きゅうふ

されるため必
かなら

ずしも障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

を支
ささ

えるために

有 効
ゆうこう

に活 用
かつよう

されていないとの指摘
してき

がある。障 害 者
しょうがいしゃ

の権利性
けんりせい

を確 立
かくりつ

するた

めにも、障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

も申 請
しんせい

できるようにする必 要
ひつよう

がある。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】職 場
しょくば

における合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の確保
かくほ

 

【結 論
けつろん

】 

○  事 業
じぎょう

主
ぬし

が障 害 者
しょうがいしゃ

に合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を提
てい

供
きょう

するのに必 要
ひつよう

な経 済 的
けいざいてき

・

技 術 的
ぎじゅつてき

支援
しえん

を受
う

けられるような仕組
し く

みとともに、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

が提
てい

供
きょう

さ

れない場合
ばあい

、苦 情
くじょう

の申
もう

し立
た

てと救 済
きゅうさい

措置
そ ち

が受
う

けられるような仕組
し く

みを

整備
せいび

する必 要
ひつよう

がある。 
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【説 明
せつめい

】 

 就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

、 特 例
とくれい

子会社
こがいしゃ

、 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

多数
たすう

雇用
こよう

事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

での

合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の 実 践 例
じっせんれい

を 企 業
きぎょう

に 示
しめ

すことで、 企 業
きぎょう

の理解
りかい

を 求
もと

める。

合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の類型化
るいけいか

や事例
じれい

のガイドブック
が い ど ぶ っ く

の整備
せいび

等
とう

も企 業
きぎょう

の取組
とりく

みを進
すす

める上
うえ

で有 効
ゆうこう

と思
おも

われる。それにあわせ、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

に係
かか

る費用
ひよう

負担
ふたん

の

あり方
かた

も整理
せいり

する必 要
ひつよう

がある。 

また、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

が提
てい

供
きょう

されない場合
ばあい

、障 害 者
しょうがいしゃ

が苦 情
くじょう

を申
もう

し立
た

て、

救 済
きゅうさい

措置
そ ち

が受
う

けられるような 第 三 者 性
だいさんしゃせい

を確保
かくほ

した仕組
し く

みについては、

職 場 内
しょくばない

および労 働
ろうどう

審 判
しんぱん

制度
せいど

の整備
せいび

を含
ふく

めて平 成
へいせい

24年度内
ねんどない

を目途
め ど

に得
え

ら

れる差別
さべつ

禁止
きんし

部会
ぶかい

および 労 働
ろうどう

政 策 審
せいさくしん

議会
ぎかい

障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

分科会
ぶんかかい

での 検 討
けんとう

結果
けっか

などを踏
ふ

まえ、適 切
てきせつ

な措置
そ ち

を講
こう

じる必 要
ひつよう

がある。 

 

 

２．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

促進法
そくしんほう

以外
い が い

の法律
ほうりつ

にも関
かか

わる事項
じ こ う

 

 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

に関
かん

する試行
しこう

事 業
じぎょう

(パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

)の実施
じっし

 

【結 論
けつろん

】 

○  安 定
あんてい

した雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

に結
むす

びついていない障 害 者
しょうがいしゃ

に適 切
てきせつ

な就 業
しゅうぎょう

の

機会
きかい

を確保
かくほ

するため試行
しこう

事 業
じぎょう

(パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

)を実施
じっし

し、 賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

や仕事
しごと

の 安 定
あんてい

確保
かくほ

等
とう

を 伴
ともな

う多様
たよう

な 働
はたら

き 方
かた

の 就 業
しゅうぎょう

系
けい

事 業
じぎょう

や、

就 労
しゅうろう

分野
ぶんや

における人 的
じんてき

支援
しえん

のあり方
かた

を検
けん

証
しょう

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

(１) パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

の目 的
もくてき

 

現 在
げんざい

の国
くに

の制度
せいど

では、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

と福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

しか選択肢
せんたくし

がなく、し

かも賃 金
ちんぎん

（工 賃
こうちん

)や位置
い ち

づけ（労 働 者
ろうどうしゃ

か利用者
りようしゃ

か)についても大
おお

きな乖離
かいり

がある。そのため、両 者
りょうしゃ

の間
あいだ

に新
あら

たな選択肢
せんたくし

をつくることや福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

に労 働
ろうどう

法規
ほうき

を適 用
てきよう

すること、さらには多様
たよう

な働
はたら

き方
かた

を保 障
ほしょう

することなど

、種 々
しゅじゅ

の課題
かだい

がある。 

こうした課題
かだい

を 解 消
かいしょう

し障 害 者
しょうがいしゃ

に適 切
てきせつ

な就 業
しゅうぎょう

の機会
きかい

を確保
かくほ

するため、

就 労
しゅうろう

分野
ぶんや

における人 的
じんてき

支援
しえん

のあり方
かた

や、社 会 的
しゃかいてき

雇用
こよう

・社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ
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・社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

(これらについての詳 細
しょうさい

は、就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

参 照
さんしょう

)等
とう

、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

や官 公 需
かんこうじゅ

・民 需
みんじゅ

の優
ゆう

先 発 注
せんはっちゅう

を伴
ともな

う多様
たよう

な働
はたら

き

方
かた

の制度化
せいどか

について実 証 的
じっしょうてき

に検
けん

証
しょう

することが、本パイロット
ほ ん ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

の

目 的
もくてき

である。 

 

(２) パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

の対 象
たいしょう

 

パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

の対 象
たいしょう

は全 国
ぜんこく

で80か所
しょ

程度
ていど

とし、下記
か き

のような

事 業
じぎょう

所
ところ

とする。 

① 最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

の減 額
げんがく

特 例
とくれい

を受
う

けている就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

 

② 最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

の1／4以 上
いじょう

の工 賃
こうちん

を支払
しはら

っている 就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

 

③ 箕面市
みのおし

等
とう

、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

独自
どくじ

で最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

をクリア
く り あ

するための補助
ほじょ

制度
せいど

を設
もう

け、その下
もと

で運 営
うんえい

されている事 業 所
じぎょうしょ

の他
ほか

、新
あら

たに起 業
きぎょう

する

事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

。 

④ 滋賀県
しがけん

及
およ

び札幌市
さっぽろし

等
とう

、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

独自
どくじ

の制度
せいど

として障 害 者
しょうがいしゃ

と

障 害
しょうがい

のない者
もの

がともに働
はたら

く職 場
しょくば

形 態
けいたい

となっている事 業 所
じぎょうしょ

。 

 

(３) パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

での検 証
けんしょう

事項
じこう

 

パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

での検 証
けんしょう

事項
じこう

は主
おも

に以下
い か

の諸 点
しょてん

とする。 

① 障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

の働
はたら

く意欲
いよく

への影 響
えいきょう

やともに働
はたら

く障 害
しょうがい

のない者
もの

の意識
いしき

の変化
へんか

 

② 就 労
しゅうろう

分野
ぶんや

における人 的
じんてき

支援
しえん

のあり方
かた

 

③  対 象
たいしょう

とすべき障 害 者
しょうがいしゃ

や事 業 所
じぎょうしょ

の要 件
ようけん

 

④  事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が提示
ていじ

する賃 金
ちんぎん

への影 響
えいきょう

 

⑤ 障 害
しょうがい

従 業 員
じゅうぎょういん

の心 身
しんしん

・労 働
ろうどう

能 力
のうりょく

の変化
へんか

の状 況
じょうきょう

 

⑥ 収 益
しゅうえき

の配 分
はいぶん

とその決 定
けってい

の仕組
し く

み 

⑦ 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の生 産 性
せいさんせい

・付加価
ふ か か

値引
ち ひ

き上
あ

げの取組
とりく

み 

⑧ 民 間
みんかん

企 業
きぎょう

と就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

が連 携
れんけい

する取組
とりく

み 

⑨ 総 合 的
そうごうてき

アセスメント
あ せ す め ん と

の仕組
し く

みなど、新
あら

たな就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

の制度化
せいどか

に

あたって予想
よそう

される課題
かだい

の整理
せいり

。 
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【表 題
ひょうだい

】賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

と所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

(障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

等
とう

)のあり方
かた

の検 討
けんとう

 

【結 論
けつろん

】 

○  賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の導 入
どうにゅう

を考
かんが

える上
うえ

で、現 行
げんこう

の所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

(障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

等
とう

)との 関 係
かんけい

を整理
せいり

した上
うえ

で、 両 者
りょうしゃ

を調 整
ちょうせい

する仕組
し く

みを 設
もう

け

る。 

 

【説 明
せつめい

】 

 就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

に従 事
じゅうじ

する障 害 者
しょうがいしゃ

が賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

を受
う

ける場合
ばあい

、障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

等
とう

現 行
げんこう

の 所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

との 関 係
かんけい

を整理
せいり

した 上
うえ

で 年 金
ねんきん

給 付
きゅうふ

を

賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

に振
ふ

り替
か

える仕組
し く

みや、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の対 象
たいしょう

となる障 害 者
しょうがいしゃ

の認 定
にんてい

の仕組
し く

み等
とう

の検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

となる。平 成
へいせい

22年
ねん

6月
がつ

29日
にち

に閣議
かくぎ

決 定
けってい

された

「 障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の 推 進
すいしん

のための基本的
きほんてき

な 方 向
ほうこう

について」では、「

障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

において自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

むために必 要
ひつよう

な所 得
しょとく

保 障
ほしょう

の在
あ

り方
かた

について、給 付
きゅうふ

水 準
すいじゅん

と負担
ふたん

の在
あ

り方
かた

も含
ふく

め、平 成
へいせい

25年
ねん

常 会
じょうかい

への

法 案
ほうあん

提 出
ていしゅつ

を予定
よてい

している公 的
こうてき

年 金
ねんきん

制度
せいど

の抜 本 的
ばっぽんてき

見直
みなお

しと併
あわ

せて検 討
けんとう

し、平 成
へいせい

24年 内
ねんない

を目途
め ど

にその結 論
けつろん

を得
え

る。」とされる。賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

と所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

(障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

等
とう

)の在
あ

り方
かた

についてもそれを関 連
かんれん

づけて検 討
けんとう

されるべきである。 

 なお、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の導 入
どうにゅう

に当
あ

たっては、下記
か き

の点
てん

に留 意
りゅうい

する必 要
ひつよう

がある

。 

① 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が、モラルハザード
も ら る は ざ ー ど

を起
お

こし支払
しはら

う賃 金
ちんぎん

を引
ひ

き下
さ

げる等
とう

しない

よう、生 産 性
せいさんせい

や付加
ふ か

価値
か ち

を高
たか

めるとともに、障 害
しょうがい

のある従 業 員
じゅうぎょういん

の

能 力
のうりょく

開 発
かいはつ

により賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

額
がく

の縮 小
しゅくしょう

、あるいは賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

がなくと

も最
さい

低 賃 金
ていちんぎん

以 上
いじょう

の賃 金
ちんぎん

を支払
しはら

うことを目指
め ざ

すような制度
せいど

設 計
せっけい

とす

ること。 

② 賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

により労 働
ろうどう

市 場
しじょう

の賃 金
ちんぎん

決 定
けってい

にゆがみが生
う

まれ、障 害 者
しょうがいしゃ

以外
いがい

の労 働 者
ろうどうしゃ

の雇用
こよう

の減 尐
げんしょう

が発 生
はっせい

しないようにすること。 

 

 

【 表 題
ひょうだい

】障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

・ 就 労
しゅうろう

にかかる労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

を一 体 的
いったいてき

に
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展 開
てんかい

するための体 制
たいせい

の整備
せいび

             

【結 論
けつろん

】 

○  障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

にかかる労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

を一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

しうるよう、関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

組織
そしき

を再 編 成
さいへんせい

するとともに、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

レベル
れ べ る

で雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

、福祉
ふくし

および年 金
ねんきん

等
とう

に係
かか

る総 合 的
そうごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

窓 口
まどぐち

(ワンストップサービス
わ ん す と っ ぷ さ ー び す

)を置
お

く。 

 

【説 明
せつめい

】 

 現 在
げんざい

、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

は労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

等
とう

、また福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

は福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

の所 管
しょかん

となっているが、それらを一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

するには、中 央
ちゅうおう

レベル
れ べ る

の

行 政
ぎょうせい

組織
そしき

を再 編 成
さいへんせい

するとともに、地域
ちいき

レベル
れ べ る

で就 労
しゅうろう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

にかかわ

る、ハローワーク
は ろ ー わ ー く

、福祉
ふくし

事務所
じむしょ

、地域
ちいき

障 害 者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

センタ
せ ん た

ー、障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーおよび地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

が設置
せっち

する就 労
しゅうろう

支援
しえん

機関
きかん

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

、発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーならびに特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

等
とう

の関 係
かんけい

機関
きかん

のネットワーク
ね っ と わ ー く

が有 効
ゆうこう

に機能
きのう

し、かつシンプル
し ん ぷ る

な仕組
し く

みを整備
せいび

す

る必 要
ひつよう

がある。 

 また、常 時
じょうじ

介 助
かいじょ

等
とう

を必 要
ひつよう

とする障 害
しょうがい

の重
おも

い人
ひと

びとも、希望
きぼう

する場合
ばあい

には、その能 力
のうりょく

を生
い

かして働
はたら

けるような就 労
しゅうろう

のバリエーション
ば り え ー し ょ ん

を検 討
けんとう

する

ことも重 要
じゅうよう

である。さらに、こうした関 係
かんけい

機関
きかん

ではコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

に

支援
しえん

が必 要
ひつよう

な障 害 者
しょうがいしゃ

が利用
りよう

しやすいよう、十 分
じゅうぶん

な配 慮
はいりょ

がなされる必 要
ひつよう

がある。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の検 討
けんとう

課題
かだい

についてフォロ
ふ ぉ ろ

ーし、実現化
じつげんか

をめざすための検 討
けんとう

体 制
たいせい

の整備
せいび

         

【結 論
けつろん

】 

○  推 進
すいしん

会議
かいぎ

、およびそれに代
か

わるものとして、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づき

新
あら

たに設置
せっち

される障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委員会
いいんかい

のもとに就 労
しゅうろう

部会
ぶかい

または就 労
しゅうろう

検 討
けんとう

チーム
ち ー む

を設置
せっち

して、就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

にかかる試行
しこう

事 業
じぎょう

の検 証
けんしょう

を含
ふく

む

検 討
けんとう

課題
かだい

についての 結 論
けつろん

を得
え

る。そのメンバ
め ん ば

ーは経 済
けいざい

団 体
だんたい

、 労 働
ろうどう

団 体
だんたい

、 学 識
がくしき

経 験 者
けいけんしゃ

( 労 働 法
ろうどうほう

、 労 働
ろうどう

経 済 学
けいざいがく

、 経 営 学
けいえいがく

、 社 会
しゃかい
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保 障 論
ほしょうろん

等
とう

の分野
ぶんや

の専門家
せんもんか

等
とう

)、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

団 体
だんたい

およ

び地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

等
とう

から構 成
こうせい

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

 就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

ではきわめて広範囲
こうはんい

にわたる、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

および 就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

に 係
かか

る課題
かだい

について 検 討
けんとう

したが、 構 成 員
こうせいいん

の 専 門
せんもん

領 域
りょういき

が限
かぎ

られていたことや検 討
けんとう

期間
きかん

および時間
じかん

が短
みじか

かったため、結 論
けつろん

を

得
え

るまでには至
いた

らなかった。 したがって、推 進
すいしん

会議
かいぎ

、およびそれに代
か

わる

ものとして、 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づき設置
せっち

される障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委員会
いいんかい

のも

とに 新
あら

たにつくられる部会
ぶかい

または 検 討
けんとう

チーム
ち ー む

には 幅 広
はばひろ

い 専 門
せんもん

領 域
りょういき

の

構 成 員
こうせいいん

を加
くわ

え、十 分
じゅうぶん

議論
ぎろん

を尽
つ

くし、結 論
けつろん

をえる。 

 

 

【表 題
ひょうだい

】全 国 民
ぜんこくみん

のなかでの障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

実 態
じったい

等
とう

を明
あき

らかにする基礎
き そ

資 料
しりょう

の整備
せいび

 

【結 論
けつろん

】 

○  障 害
しょうがい

の社 会
しゃかい

モデル
も で る

を基礎
き そ

として雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

施策
しさく

を検 討
けんとう

する基礎
き そ

資 料
しりょう

をえるために、国
くに

の基幹
きかん

統 計
とうけい

調 査
ちょうさ

(全 国
ぜんこく

消 費
しょうひ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

や国 民
こくみん

生 活
せいかつ

基礎
き そ

調 査
ちょうさ

等
とう

)において障 害
しょうがい

の有無
う む

を尋
たず

ねる設 問
せつもん

を入
い

れた全 国
ぜんこく

調 査
ちょうさ

を

実施
じっし

する。 

 

【説 明
せつめい

】 

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

では、身 体
しんたい

・知的
ちてき

・精 神
せいしん

、3障 害
しょうがい

の就 業
しゅうぎょう

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

や

障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

を行
おこな

ってきているが、いずれも、手 帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

やす

でに雇用
こよう

されている人
ひと

等
とう

、限 定
げんてい

された障 害 者
しょうがいしゃ

集 団
しゅうだん

の状 況
じょうきょう

しか明
あき

らかに

できない。 障 害
しょうがい

ゆえに雇用
こよう

・ 就 労
しゅうろう

の機会
きかい

を得
え

がたい 者
もの

は、それらの

障 害 者
しょうがいしゃ

以外
いがい

にも数 多
かずおお

く存 在
そんざい

する。いわゆる制度
せいど

の谷間
たにま

で公 的
こうてき

支援
しえん

を受
う

け

ることができない人
ひと

びとを支援
しえん

してこそ、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

の裾野
すその

を広
ひろ

げ

ることができる。 

 また、障 害
しょうがい

の社 会
しゃかい

モデル
も で る

を基礎
き そ

とした雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

施策
しさく

を検 討
けんとう

する基礎
き そ

資 料
しりょう

として全 国 民
ぜんこくみん

のなかでの障 害 者
しょうがいしゃ

の経 済
けいざい

活 動
かつどう

や生 活
せいかつ

実 態
じったい

を明
あき

ら
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かにすることが重 要
じゅうよう

である。そのためには、国
くに

の基幹
きかん

統 計
とうけい

調 査
ちょうさ

( 全 国
ぜんこく

消 費
しょうひ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

や国 民
こくみん

生 活
せいかつ

基礎
き そ

調 査
ちょうさ

等
とう

の全 国 民
ぜんこくみん

を対 象
たいしょう

とした大規模
だいきぼ

社 会
しゃかい

調 査
ちょうさ

)において、尐
すく

なくとも一
いち

時点
じてん

で病 気
びょうき

や障 害
しょうがい

によって活 動
かつどう

が

一 定
いってい

期間
きかん

以 上
いじょう

制 限
せいげん

されているかどうかを聞
き

く設 問
せつもん

を追加
ついか

し、その調 査
ちょうさ

結果
けっか

を分 析
ぶんせき

する必 要
ひつよう

がある。 
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Ⅲ－４ その他
た

 

  

Ⅰ－１ 法
ほう

の理念
り ね ん

・目的
もくてき

・範囲
は ん い

との関連
かんれん

  

【「能 力
のうりょく

に応
おう

じ」という表 記
ひょうき

】 

○ 社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

第
だい

3条
じょう

は福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の基本的
きほんてき

理念
りねん

として、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

が「その有
ゆう

する能 力
のうりょく

に応
おう

じ自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよ

うに支援
しえん

する」ためのものと規定
きてい

しているが、これは能 力
のうりょく

主義
しゅぎ

を想
そう

起
き

さ

せ「インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な社 会
しゃかい

を目指
め ざ

す」という改 革
かいかく

の趣旨
しゅし

とは整 合
せいごう

しな

いので削 除
さくじょ

する。 

 

【障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

や障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

につい

ては、従 来
じゅうらい

の考
かんが

え方
かた

の転 換
てんかん

が図
はか

られたが、障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

制度
せいど

に関
かん

し

ては、今後
こんご

その在
あ

り方
かた

が慎 重
しんちょう

に検 討
けんとう

されるべきである。 

 

【所 管
しょかん

省 庁
しょうちょう

を横 断
おうだん

した総 合 的
そうごうてき

支援
しえん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

は、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

による施策
しさく

のみならず、住 宅
じゅうたく

、 所 得
しょとく

保 障
ほしょう

等
とう

の施策
しさく

が、 所 管
しょかん

の 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

はもとより、文部
もんぶ

科 学 省
かがくしょう

、 国土
こくど

交 通 省
こうつうしょう

、 総 務 省
そうむしょう

、 財 務 省
ざいむしょう

、 経 済
けいざい

産 業 省
さんぎょうしょう

、

法 務 省
ほうむしょう

等
とう

全
すべ

ての官 庁
かんちょう

により横 断 的
おうだんてき

かつ有機的
ゆうきてき

な連 携
れんけい

が取
と

られな

がら実施
じっし

されることに特
とく

に留 意
りゅうい

が必 要
ひつよう

である。これは、都道府県
とどうふけん

や

市 町 村
しちょうそん

レベル
れ べ る

でも同 様
どうよう

である。 

 

 

Ⅰ－４ 支援
し え ん

(サービス
さ ー び す

)体系
たいけい

との関連
かんれん

  

【公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

や民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

の活 用
かつよう

】 

○ 公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

の障 害
しょうがい

者 優 先 枠
しゃゆうせんわく

を拡 大
かくだい

する。 

 

○ 民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

の一 定
いってい

割 合
わりあい

を公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

として借
か

り上
あ

げること、

一 定
いってい

規模
き ぼ

以 上
いじょう

の 民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

には 障 害 者
しょうがいしゃ

に 配 慮
はいりょ

した 住 宅
じゅうたく

の

設置
せっち

を義務付
ぎ む づ

けこれに公 的
こうてき

補助
ほじょ

を行
おこな

うこと等
とう

、民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

への
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入 居
にゅうきょ

を進
すす

めるために必 要
ひつよう

な施策
しさく

を講
こう

じる。 

 

○ 民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

におけるグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

設置
せっち

を一 層
いっそう

促 進
そくしん

する。 

定 員
ていいん

を4～5名
めい

とするグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

は、一 般
いっぱん

の住 居
じゅうきょ

として扱
あつか

い、

建築基
けんちくき

準 法
じゅんほう

等
とう

による用途
ようと

変 更
へんこう

や防火壁
ぼうかへき

等
とう

の工事
こうじ

を必 要
ひつよう

とする等
とう

の

現 在
げんざい

の厳
きび

しい運 用
うんよう

を見直
みなお

す。 

○ 事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に対
たい

する税 制
ぜいせい

の優 遇
ゆうぐう

(不動産
ふどうさん

取 得
しゅとく

税
ぜい

、固定
こてい

資産税
しさんぜい

、都市
と し

計 画 税
けいかくぜい

等
とう

の減 額
げんがく

もしくは免 除
めんじょ

)を設
もう

けるとともに、住 居
じゅうきょ

提 供 者
ていきょうしゃ

に

対
たい

する経 済 的
けいざいてき

支援
しえん

策
さく

や優 遇
ゆうぐう

策
さく

を講
こう

じる。 

 

【一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

に住
す

む障 害 者
しょうがいしゃ

への家賃
やちん

補助
ほじょ

、住 宅
じゅうたく

手当
てあて

等
とう

】 

○ 一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

に住
す

む 障 害 者
しょうがいしゃ

への 経 済 的
けいざいてき

支援
しえん

について、家賃
やちん

補助
ほじょ

や

住 宅
じゅうたく

手当
てあて

の創 設
そうせつ

等
とう

を含
ふく

め、関 係
かんけい

する省 庁
しょうちょう

による連 携
れんけい

の下
もと

、検 討
けんとう

を進
すす

める。 

 

Ⅰ-５ 地域
ち い き

移行
い こ う

との関連
かんれん

  

【地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

に欠
か

かせない住 宅
じゅうたく

確保
かくほ

の施策
しさく

】 

○ 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

を余儀
よ ぎ

なくされ、そのために住 居
じゅうきょ

を失
うしな

う、もしくは家族
かぞく

と

疎遠
そえん

になり、住
す

む場
ば

がない人
ひと

には、民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

の一 定
いってい

割 合
わりあい

を

公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

と し て 借
か

り 上
あ

げ る な ど の 仕組
し く

み が 急 務
きゅうむ

で あ る 。

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

も含
ふく

め、多様
たよう

な居 住
きょじゅう

サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

を、年次
ねんじ

目 標
もくひょう

を

提示
ていじ

しながら進
すす

めるべきである。 

 

○ 保 証 人
ほしょうにん

や緊
きん

急 連 絡 先
きゅうれんらくさき

が確保
かくほ

できないために住 居
じゅうきょ

が確保
かくほ

できない

入 所 者
にゅうしょしゃ

・入 院 者
にゅういんしゃ

に対
たい

して、公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

を確 立
かくりつ

すべきである。 

 

Ⅰ－９ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

との関連
かんれん

  

【第 三 者
だいさんしゃ

の訪 問
ほうもん

による権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

と虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

】 

○ 平 成
へいせい

23（2011） 年
ねん

6 月
がつ

に 成 立
せいりつ

した 障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

では、

都道府県
とどうふけん

や市 町 村
しちょうそん

は虐 待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

するために、他
た

団 体
だんたい

と連 携
れんけい

協 力
きょうりょく

す

ることとされており、この連 携
れんけい

を強 化
きょうか

することが重 要
じゅうよう

である。それに
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は、第 三 者
だいさんしゃ

の訪 問
ほうもん

による権利
けんり

擁護
ようご

(オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

)を行
おこな

う団 体
だんたい

も

想 定
そうてい

される。 

 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

では、福祉
ふくし

施設
しせつ

で働
はたら

く人
ひと

等
とう

が虐 待
ぎゃくたい

を発 見
はっけん

した

時
とき

には、市 町 村
しちょうそん

に通 報
つうほう

しなければならないとされている。したがって

、虐 待
ぎゃくたい

の早期
そうき

発 見
はっけん

や通 報
つうほう

に関
かん

しても、市 町 村
しちょうそん

と福祉
ふくし

施設
しせつ

で働
はたら

く人
ひと

やオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

の連 携
れんけい

が重 要
じゅうよう

になる。 

 

【苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

機関
きかん

(社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

)】 

○ 苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

制度
せいど

は、現 行
げんこう

の社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく仕組
し く

みを、権利
けんり

擁護
ようご

の観 点
かんてん

から抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

す。そのポイント
ぽ い ん と

は下記
か き

の2点
てん

である。 

 ・都道府県
とどうふけん

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

に設置
せっち

されている福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

運 営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

の下
もと

の苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

合議体
ごうぎたい

が、苦 情
くじょう

を受
う

ける当事者
とうじしゃ

で

ある事 業 所
じぎょうしょ

との関 係
かんけい

で独 立 性
どくりつせい

を担
たん

保
ほ

されていること。 

 ・この合議体
ごうぎたい

によるあっせん、意見
いけん

具申
ぐしん

が苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

に当
あ

たって有 効
ゆうこう

で

あったかを検 証
けんしょう

し、その機能
きのう

を高
たか

めること。 

 

【モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

に対
たい

するモニタリング
も に た り ん ぐ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

で 示
しめ

された 国
くに

、都道府県
とどうふけん

、 市 町 村
しちょうそん

に設置
せっち

される「 障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委員会
いいんかい

」あるいは「 審
しん

議会
ぎかい

その他
た

の合議制
ごうぎせい

の機関
きかん

」(以下
い か

、

モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

という)において行
おこな

い、その結果
けっか

に関
かん

する勧 告
かんこく

を含
ふく

む

意見
いけん

等
とう

は、国
くに

(所 管
しょかん

省 庁
しょうちょう

の大 臣
だいじん

)に対
たい

して、または、都道府県
とどうふけん

および

市 町 村
しちょうそん

の関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

や地域
ちいき

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
とう

に報 告
ほうこく

さ

れる。 

 

○  市 町 村
しちょうそん

の モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

は 、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の 当 該
とうがい

市 町 村
しちょうそん

( 広 域
こういき

連 合
れんごう

を含
ふく

む)での施策
しさく

展 開
てんかい

状 況
じょうきょう

や障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の

達 成
たっせい

状 況
じょうきょう

について評 価
ひょうか

・分 析
ぶんせき

・問 題 点
もんだいてん

抽 出
ちゅうしゅつ

(調 査
ちょうさ

・審議
しんぎ

)を行
おこな

い

、必 要
ひつよう

に応
おう

じて、当 該
とうがい

市 町 村
しちょうそん

の関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

をはじめ地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
とう

の関 係
かんけい

機関
きかん

や団 体
だんたい

に対
たい

して改 善
かいぜん

の提 案
ていあん

を行
おこな

う。 
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  なお、市 町 村
しちょうそん

のモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

の設置
せっち

が市 町 村
しちょうそん

の任意
にんい

となってい

る問 題
もんだい

については、障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

をなくす観 点
かんてん

から今後
こんご

の課題
かだい

として引
ひ

きつづき検 討
けんとう

する。 

 

○ 都道府県
とどうふけん

のモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

は、市 町 村
しちょうそん

モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

から集
あつ

めら

れた全 県 的
ぜんけんてき

課題
かだい

を整理
せいり

した上
うえ

で、その評 価
ひょうか

・分 析
ぶんせき

・問 題 点
もんだいてん

の抽
ちゅう

出
で

（調 査
ちょうさ

・審議
しんぎ

)を行
おこな

い、必 要
ひつよう

に応
おう

じて、当 該
とうがい

都道府県
とどうふけん

の関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
とう

の関 係
かんけい

機関
きかん

や団 体
だんたい

に改 善
かいぜん

の提 案
ていあん

を

行
おこな

う。 

 

○ 都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

のモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

には、実 際
じっさい

にサービス
さ ー び す

を利用
りよう

する障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の参 画
さんかく

が不可欠
ふかけつ

である。  

 

○ 都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

では、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の

進 行
しんこう

管理
かんり

や次期
じ き

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

等
とう

において、モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

から提示
ていじ

さ

れた内 容
ないよう

を踏
ふ

まえた検 討
けんとう

を行
おこな

い、その整備
せいび

水 準
すいじゅん

を高
たか

めることとする

。 

 

○  地域
ちいき

の 全 般 的
ぜんぱんてき

な課題
かだい

については、 障 害 者
しょうがいしゃ

や 相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

が

モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

に課題
かだい

提起
ていき

をすることができるようにする。 

 

【権利
けんり

擁護
ようご

と差別
さべつ

防止
ぼうし

】 

○ 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

自治体
じちたい

は、障 害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらずすべての人
ひと

が地域
ちいき

で

共
とも

に安 心
あんしん

して暮
く

らすため、障 害
しょうがい

の理解
りかい

、権利
けんり

擁護
ようご

や差別
さべつ

の防止
ぼうし

等
とう

の

必 要 性
ひつようせい

等
とう

の普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

に向
む

けた取組
とりく

みを行
おこな

う。 

 

○ 国
くに

においては、情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

、相 談
そうだん

、支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

等
とう

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用
りよう

全 般
ぜんぱん

における不利益
ふりえき

取 扱
とりあつか

いを禁止
きんし

し、差別
さべつ

事案
じあん

が発 生
はっせい

し

た 時
とき

のあっせん・調 整
ちょうせい

・相手方
あいてがた

への勧 告
かんこく

等
とう

の仕組
し く

みを法定化
ほうていか

した

差別
さべつ

禁止
きんし

法 制
ほうせい

の制 定
せいてい

が求
もと

められる。 
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○ 地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

は、国
くに

の差別
さべつ

禁止
きんし

法 制
ほうせい

を踏
ふ

まえ地域
ちいき

の実 情
じつじょう

にふさわ

しい形
かたち

で差別
さべつ

事案
じあん

の解 決
かいけつ

のためのあっせん・調 整
ちょうせい

・相手方
あいてがた

への勧 告
かんこく

等
とう

の仕組
し く

みを盛
も

り込
こ

んだ差別
さべつ

禁止
きんし

条 例
じょうれい

の制 定
せいてい

が求
もと

められる。 

 

 なお、普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

については、権利
けんり

の形 成
けいせい

や獲 得
かくとく

とその支援
しえん

に関
かん

し

て、鳥 取 県
とっとりけん

や島根県
しまねけん

で進
すす

められている「あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

」のような

活 動
かつどう

が参 考
さんこう

とされるべきである。「あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

」とは、地域
ちいき

の

理解
りかい

が不可欠
ふかけつ

という考
かんが

え方
かた

をもとに、障 害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

の一 員
いちいん

とし

ていきいきと暮
く

らすため、住 民
じゅうみん

に障 害
しょうがい

の特 性
とくせい

や障 害
しょうがい

のある人
ひと

への

配 慮
はいりょ

の仕方
しかた

などを理解
りかい

・実 践
じっせん

してもらう運 動
うんどう

である。平 成
へいせい

21(2009) 

年
ねん

より取組
とりく

まれ、一 般
いっぱん

市民
しみん

、障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

や県 内 外
けんないがい

の民 間
みんかん

企 業
きぎょう

等
とう

が“あいサポータ
さ ぽ ー た

ー
ー

”として参加
さんか

協 力
きょうりょく

し、暮
く

らしやすい地域
ちいき

社 会
しゃかい

づくり

のために運 動
うんどう

を繰
く

り広
ひろ

げている。 

 

 民事法
みんじほう

との関連
かんれん

  

【成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

】 

 ○ 現 行
げんこう

の成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

は、権利
けんり

擁護
ようご

という視点
してん

から本 人
ほんにん

の身 上
しんじょう

監護
かんご

に重 点
じゅうてん

を置
おき

いた運 用
うんよう

が望
のぞ

まれるが、その際
さい

重 要
じゅうよう

なことは、改 正
かいせい

さ

れた障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

にも示
しめ

された意思
い し

決 定
けってい

の支援
しえん

として機能
きのう

することで

あり、本 人
ほんにん

の意思
い し

を無視
む し

した代理権
だいりけん

行使
こうし

は避
さ

けなければならない。また

、本 人
ほんにん

との利害相
りがいそう

反
はん

の立場
たちば

にない人
ひと

の選 任
せんにん

が望
のぞ

まれる。 

 

 ○ 同制度
どうせいど

については、その在
あ

り方
かた

を検 討
けんとう

する一 方
いっぽう

、広
ひろ

く意思
い し

決 定
けってい

支援
しえん

の仕組
し く

みを検 討
けんとう

することが必 要
ひつよう

である。 

 

○ 同制度
どうせいど

において、被
ひ

成 年
せいねん

後 見 人
こうけんにん

であることが選 挙 権
せんきょけん

等
とう

のはく奪
だつ

を

もたらす欠 格
けっかく

事由
じゆう

とされているなど、様 々
さまざま

な欠 格
けっかく

条 項
じょうこう

と関 連
かんれん

して

おり、関 係 法
かんけいほう

の改 正
かいせい

が検 討
けんとう

されるべきである。 
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おわりに 

 

ある社会
しゃかい

が 

その構成員
こうせいいん

のいくらかの人々
ひとびと

を閉
し

め出
だ

すような場合
ば あ い

 

それは弱
よわ

くもろい社会
しゃかい

である 

 

これは、昭 和
しょうわ

54(1979) 年
ねん

に国 連
こくれん

総 会
そうかい

で決
けつ

議
ぎ

された国 際
こくさい

障 害 者
しょうがいしゃ

年
ねん

行 動
こうどう

計 画
けいかく

の一 文
いちぶん

です。この歴史的
れきしてき

課題
かだい

の解 決
かいけつ

がなされないまま30余年
よねん

を

経
へ

た今
いま

、日本
にほん

では、社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

・社 会
しゃかい

福祉
ふくし

をはじめとする制度
せいど

のほころびが

各 方 面
かくほうめん

から指摘
してき

され「無縁
むえん

社 会
しゃかい

」と称
しょう

されるまでになっています。 

 

 「推 進
すいしん

会議
かいぎ

」と「総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

」は、「障 害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず国 民
こくみん

が分
わ

け隔
へだ

てられることのない共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

」の実 現
じつげん

とそのための制度
せいど

改 革
かいかく

を

目指
め ざ

しています。それは、とりもなおさず、「弱
よわ

くもろい社 会
しゃかい

」から、一人
ひとり

ひとりの存 在
そんざい

が心
こころ

より大 切
たいせつ

にされ、誰
だれ

もが排
はい

除
じょ

されることなく社 会 的
しゃかいてき

に包 摂
ほうせつ

される、本 当
ほんとう

に豊
ゆた

かな社 会
しゃかい

づくりに寄与
き よ

するものであると確 信
かくしん

し

ています。 

 

 地震
じしん

と津波
つなみ

、さらには 原 発
げんぱつ

事故
じ こ

によって未曾有
み ぞ う

の被害
ひがい

をもたらした

東 日 本
ひがしにほん

大 震 災
だいしんさい

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

を 含
ふく

む被災地
ひさいち

の 人
ひと

たちにきわめて 大
おお

きな

困 難
こんなん

を与
あた

えています。被災
ひさい

された皆 様
みなさま

に心
こころ

よりお見舞
み ま

いを申
もう

し上
あ

げます。 

今
いま

、日 本 中
にほんじゅう

が協 力
きょうりょく

して災 害
さいがい

からの新 生
しんせい

・復 興
ふっこう

をすすめ、すべての人
ひと

が尊 重
そんちょう

され、 安 心
あんしん

して暮
く

らせる 社 会
しゃかい

を 作
つく

ろうとしています。 本 骨 格
ほんこっかく

提 言
ていげん

がめざす共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

は、この新 生
しんせい

・復 興
ふっこう

の日本
にほん

社 会
しゃかい

の不可欠
ふかけつ

の一部
いちぶ

となると信
しん

じます。障 害 者
しょうがいしゃ

がその人
ひと

らしく働
はたら

いたり、社 会
しゃかい

活 動
かつどう

しながら

、暮
く

らせる社 会
しゃかい

はすべての人
ひと

が暮
く

らしやすい社 会
しゃかい

でもあります。 

  

そうした 点
てん

からも、政府
せいふ

が 本 骨 格
ほんこっかく

提 言
ていげん

を受
う

け止
と

め、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

が制 定
せいてい

され、実施
じっし

されることを心
こころ

より願
ねが

うものです。 

 

 



 

 

 

障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

の開 催
かいさい

について 

 

 

 

 

 

 

１ 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

の開 催
かいさい

について（平 成
へいせい

２１年
ねん

１２月
がつ

１５

日
にち

障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

本
ほん

部 長
ぶちょう

決 定
けってい

）第
だい

５項
こう

に基
もと

づき、障 害 者
しょうがいしゃ

に係
かか

る

総 合 的
そうごうてき

な福祉
ふくし

法 制
ほうせい

の制 定
せいてい

に向
む

けた検 討
けんとう

（障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

をめぐる論 点
ろんてん

に関
かん

する検 討
けんとう

を含
ふく

む。）を効果的
こうかてき

に行
おこな

うため、 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

（以下
い か

「部会
ぶかい

」という。）を開 催
かいさい

する。 

 

２ 部
ぶ

会 長
かいちょう

は、構 成 員
こうせいいん

の互選
ごせん

により決 定
けってい

する。 

 

３ 部会
ぶかい

の議事
ぎ じ

手 続
てつづき

及
およ

び公 開
こうかい

については、 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

の

例
れい

による。 

 

４ 部会
ぶかい

の庶務
しょむ

は、内閣府
ないかくふ

政 策
せいさく

統 括 官
とうかつかん

（共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

政 策
せいさく

担 当
たんとう

）その他
た

の関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

の協 力
きょうりょく

を得
え

て、厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

社 会
しゃかい

・援 護 局
えんごきょく

障 害
しょうがい

保健
ほけん

福祉部
ふくしぶ

におい

て処理
しょり

する。 

 

５ 前 各 項
ぜんかくこう

に定
さだ

めるもののほか、部会
ぶかい

の運 営
うんえい

に関
かん

する事項
じこう

その他
た

必 要
ひつよう

な事項
じこう

は、部
ぶ

会 長
かいちょう

が定
さだ

める。 

 

平 成
へいせい

２ ２ 年
  ね ん

４ 月
  がつ

１ ２ 日
  にち

 

障
しょう

がい 者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

決 定
けってい

 



（参 考
さんこう

）  

 

開 催
かいさい

経緯
けいい

 

 

第
だい

１回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

４月
がつ

２７日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

：①部会
ぶかい

の運 営
うんえい

等
とう

について  

② 障
しょう

がい者
しゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）制 定
せいてい

までの間
あいだ

におい

て当 面 必
とうめんひつ

要
よう

な対 策
たいさく

について   

 

第
だい

２回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

５月
がつ

１８日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

： 障
しょう

がい者
しゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）制 定
せいてい

までの間
あいだ

において

当 面
とうめん

必 要
ひつよう

な対 策
たいさく

について  

  

第
だい

３回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

６月
がつ

１日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

： 障
しょう

がい者
しゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）の実施
じっし

以前
いぜん

に早 急
さっきゅう

に

対 応
たいおう

を要
よう

する課題
かだい

の整理
せいり

（当 面
とうめん

の課題
かだい

）（素案
そあん

）について  

 

第
だい

４回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

６月
がつ

２２日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

： 障
しょう

がい者
しゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）制 定
せいてい

に向
む

けた論 点
ろんてん

整理
せいり

  

 

第
だい

５回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

７月
がつ

２７日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

：「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」（仮 称
かしょう

）の論 点
ろんてん

について 

（法
ほう

の理念
りねん

・目 的
もくてき

・範囲
はんい

、障 害
しょうがい

の範囲
はんい

、「選 択
せんたく

と決 定
けってい

」

（支 給
しきゅう

決 定
けってい

））  

  

第
だい

６回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

８月
がつ

３１日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

：「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」（仮 称
かしょう

）の論 点
ろんてん

について 

（支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

、地域
ちいき

移行
いこう

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

）  

 

 



第
だい

７回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

９月
がつ

２１日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

：「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」（仮 称
かしょう

）の論 点
ろんてん

について 

（利用者
りようしゃ

負担
ふたん

、報 酬
ほうしゅう

や人 材
じんざい

確保
かくほ

等
とう

、その他
た

） 

 

第
だい

８回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

１０月
がつ

２６日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

：部会
ぶ か い

作業
さぎょう

チーム
ち ー む

・合同
ごうどう

作業
さぎょう

チーム
ち ー む

の検討
けんとう

の範囲
は ん い

と内容
ないよう

について  

 

第
だい

９回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

１１月
がつ

１９日
にち

（金
きん

）  

議題
ぎだい

：部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

・ 合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 検 討
けんとう

について

（報 告
ほうこく

） 

 

第
だい

１０回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

１２月
がつ

７日
か

（火
か

）  

議題
ぎだい

：部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

・ 合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 検 討
けんとう

について

（報 告
ほうこく

） 

 

第
だい１

１１回 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

１月
がつ

２５日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

：①第
だい

１期
き

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

における検 討
けんとう

結果
けっか

について（報 告
ほうこく

及
およ

び討議
とうぎ

） 

②第
だい

２期
き

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

について  

 

第
だい

１２回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

２月
がつ

１５日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

： 第
だい

１期
き

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

に 対
たい

する 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

コメント
こ め ん と

  

 

第
だい

１３回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

４月
がつ

２６日
にち

（木
もく

）  

議題
ぎだい

：部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

・ 合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 検 討
けんとう

について

（報 告
ほうこく

） 

  

 

 



第
だい

１４回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

５月
がつ

３１日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

：部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

・ 合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 検 討
けんとう

について

（報 告
ほうこく

） 

  

第
だい

１５回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

６月
がつ

２３日
にち

（木
もく

）  

議題
ぎだい

：①第
だい

２期
き

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

における検 討
けんとう

結果
けっか

について（報 告
ほうこく

及
およ

び討議
とうぎ

） 

②第
だい

２期
き

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

に対
たい

する厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

から

のコメ
こ め

ント
ん と

 

  

第
だい

１６回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

７月
がつ

２６日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

：①部会
ぶかい

報 告
ほうこく

取
と

りまとめ案
あん

の提 案
ていあん

 

②部会
ぶかい

報 告
ほうこく

取
と

りまとめ案
あん

の討議
とうぎ

Ｉ 

  

第
だい

１７回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

８月
がつ

９日
か

（火
か

）  

議題
ぎだい

：部会
ぶかい

報 告
ほうこく

取
と

りまとめ案
あん

の討議
とうぎ

Ⅱ 

 

第
だい

１８回
かい

 日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

８月
がつ

３０日
にち

（火
か

）  

議題
ぎだい

：部会
ぶかい

報 告
ほうこく

取
と

りまとめ案
あん

の討議
とうぎ

Ⅲ 

  

※平 成
へいせい

２２年
ねん

１０月
がつ

～１２月
がつ

及
およ

び平 成
へいせい

２３年
ねん

２月
がつ

～５月
がつ

にかけて、総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

終 了 後
しゅうりょうご

、部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

・合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

において検 討
けんとう

を実施
じっし

。 

 



障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

構 成 員
こうせいいん

名簿
めいぼ

 

 

 朝比奈
あさひな

 ミカ  中 核
ちゅうかく

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

センター「がじゅまる」センター長
ちょう

 

 荒井
あらい

  正 吾
しょうご

    全 国
ぜんこく

知事会
ちじかい

社 会
しゃかい

文 教
ぶんきょう

常 任
じょうにん

委員会
いいんかい

委員
いいん

、奈良県
ならけん

知事
ち じ

 

 伊澤
いざわ

 雄 一
ゆういち

   特 定
とくてい

非営利
ひえいり

活 動
かつどう

法 人
ほうじん

全 国
ぜんこく

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

代 表
だいひょう

 

 石 橋
いしばし

 章
よしあき

   社 団
しゃだん

法 人
ほうじん

全 国
ぜんこく

肢体
したい

不自由児・者
ふじゆうじ しゃ

父母
ふ ぼ

の会
かい

連 合 会
れんごうかい

理事
り じ

 

 伊東
いとう

 弘 泰
ひろやす

   特 定
とくてい

非営利
ひえいり

活 動
かつどう

法 人
ほうじん

日本
にほん

アビリティーズ協 会
きょうかい

会 長
かいちょう

 

○茨 木
いばらき

 尚子
なおこ

  明治
めいじ

学 院
がくいん

大 学
だいがく

教 授
きょうじゅ

 

 氏
うじ

田
た

 照子
てるこ

   一 般
いっぱん

社 団
しゃだん

法 人
ほうじん

日本
にほん

発 達
はったつ

障 害
しょうがい

ネットワーク副理事長
ふくりじちょう

 

 大久保
おおくぼ

 常
つね

明
あき

  社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

全日本手
ぜんにっぽんて

をつなぐ育 成 会
いくせいかい

顧問
こもん

 

 大 濱
おおはま

 眞
まこと

    社 団
しゃだん

法 人
ほうじん

全 国
ぜんこく

脊 髄
せきずい

損 傷 者
そんしょうしゃ

連 合 会
れんごうかい

副理事長
ふくりじちょう

 

 岡部
おかべ

 耕
こう

典
すけ

    早稲田大学
わせだだいがく

准 教 授
じゅんきょうじゅ

 

 小澤
おざわ

 温
あつし

      筑波
つくば

大 学
だいがく

大 学 院
だいがくいん

教 授
きょうじゅ

 

 小田島
おだじま

 栄 一
えいいち

   ピープルファースト東久留米
ひがしくるめ

代 表
だいひょう

 

 小野
お の

 浩
ひろし

      きょうされん常 任
じょうにん

理事
り じ

 

○尾 上
おのうえ

 浩二
こうじ

   特 定
とくてい

非営利
ひえいり

活 動
かつどう

法 人
ほうじん

障 害 者
しょうがいしゃ

インターナショナル日本
にほん

会議
かいぎ

事務
じ む

局 長
きょくちょう

 

 柏 女
かしわめ

 霊 峰
れいほう

  淑 徳
しゅくとく

大 学
だいがく

教 授
きょうじゅ

 

 河
かわ

﨑
さき

 建 人
たつひと

   社 団
しゃだん

法 人
ほうじん

日本
にほん

精神科
せいしんか

病 院
びょういん

協 会
きょうかい

副 会 長
ふくかいちょう

 

 川
かわ

﨑
さき

 洋子
ようこ

   公 益
こうえき

社 団
しゃだん

法 人
ほうじん

全 国
ぜんこく

精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉会
ふくしかい

連 合 会
れんごうかい

理事長
りじちょう

 

 門屋
かどや

 充郎
みつお

    特 定
とくてい

非営利
ひえいり

活 動
かつどう

法 人
ほうじん

日本
にほん

相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

協 会
きょうかい

代 表
だいひょう

理事
り じ

 

 北野
きたの

 誠 一
せいいち

   特 定
とくてい

非営利
ひえいり

活 動
かつどう

法 人
ほうじん

おおさか地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

ネットワーク

理事長
りじちょう

 

 君 塚
きみづか

 葵
まもり

     全 国
ぜんこく

肢体
したい

不自由児
ふじゆうじ

施設
しせつ

運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

会 長
かいちょう

 

 倉田
くらた

 哲 郎
てつろう

     箕面市
みのおし

長
ちょう

 

 駒 村
こまむら

 康
こう

平
へい

   慶 応
けいおう

義 塾
ぎじゅく

大 学
だいがく

教 授
きょうじゅ

 

 近 藤
こんどう

 正 臣
まさおみ

 全 国
ぜんこく

社 会
しゃかい

就 労
しゅうろう

センター協 議 会
きょうぎかい

会 長
かいちょう

 

 斎 藤
さいとう

 縣 三
けんぞう

 特 定
とくてい

非営利
ひえいり

活 動
かつどう

法 人
ほうじん

共 同 連
きょうどうれん

事務
じ む

局 長
きょくちょう

 



 坂 本
さかもと

 昭
あき

文
ふみ

 鳥 取 県
とっとりけん

西 伯 郡
さいはくぐん

南部
なんぶ

町 長
ちょうちょう

 

◎佐藤
さとう

 久夫
ひさお

  日本
にほん

社 会
しゃかい

事 業
じぎょう

大 学
だいがく

教 授
きょうじゅ

 

 佐野
さ の

 昇
のぼる

   社 団
しゃだん

法 人
ほうじん

全日本
ぜんにほん

難 聴 者
なんちょうしゃ

・ 中 途 失 聴 者
ちゅうとしつちょうしゃ

団 体
だんたい

連 合 会
れんごうかい

 

事務
じ む

局 長
きょくちょう

 

 清水
しみず

 明 彦
あきひこ

   西 宮 市
にしのみやし

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

障 害 者
しょうがいしゃ

生 活
せいかつ

支援
しえん

グループ  

グループ長
ちょう

 

水津
すいづ

 正 紀
まさのり

    社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

全 国
ぜんこく

重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

（者
しゃ

）を守
まも

る会
かい

理事
り じ

  

 末 光
すえみつ

 茂
しげる

   社 団
しゃだん

法 人
ほうじん

日本
にほん

重 症 児
じゅうしょうじ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

常 務
じょうむ

理事
り じ

 

 竹 端
たけばた

 寛
ひろし

  山 梨
やまなし

学 院 大 学 准
がくいんだいがくじゅん

教 授
きょうじゅ

 

 田中
たなか

 伸 明
のぶあき

  社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

日本
にほん

盲 人 会
もうじんかい

連 合
れんごう

 

 田中
たなか

 正 博
まさひろ

  特 定
とくてい

非営利
ひえいり

活 動
かつどう

法 人
ほうじん

全 国
ぜんこく

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

ネットワーク

代 表
だいひょう

理事
り じ

 

 中 西
なかにし

 正 司
しょうじ

   全 国
ぜんこく

自立
じりつ

生 活
せいかつ

センター協 議 会
きょうぎかい

常 任
じょうにん

委員
いいん

 

 中 原
なかはら

 強
つよし

    財 団
ざいだん

法 人
ほうじん

日本
にほん

知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

会 長
かいちょう

 

 奈良﨑
ならざき

 真弓
まゆみ

 本 人
ほんにん

によるみんなで知る
し  

見る
み  

プログラム委員会
いいんかい

委員
いいん

 

 西 滝
にしたき

 憲 彦
のりひこ

  財 団
ざいだん

法 人
ほうじん

全 日 本
ぜんにっぽん

ろうあ連 盟
れんめい

 

 野澤
のざわ

 和 弘
かずひろ

   毎 日
まいにち

新 聞
しんぶん

論 説
ろんせつ

委員
いいん

 

 野原
のはら

 正 平
しょうへい

   日本
にほん

難 病
なんびょう

・疾 病
しっぺい

団 体 協
だんたいきょう

議会
ぎかい

 

 橋 本
はしもと

 操
みさお

 特 定
とくてい

非営利
ひえいり

活 動
かつどう

法 人
ほうじん

ＡＬＳ／ＭＮＤサポートセンターさく

ら会
かい

理事長
りじちょう

 

 東 川
ひがしがわ

 悦子
えつこ

   特 定
とくてい

非営利
ひえいり

活 動
かつどう

法 人
ほうじん

日本
にほん

脳
のう

外 傷
がいしょう

友
とも

の 会
かい

理事長
りじちょう

、日本
にほん

障 害 者 協
しょうがいしゃきょう

議会
ぎかい

副 代 表
ふくだいひょう

 

 平野
ひらの

 方 紹
まさあき

  日本
にほん

社 会
しゃかい

事 業 大 学 准
じぎょうだいがくじゅん

教 授
きょうじゅ

 

 広田
ひろた

 和子
かずこ

   精 神
せいしん

医 療
いりょう

サバイバー 

 福井
ふくい

 典子
のりこ

    社 団
しゃだん

法 人
ほうじん

日本
にほん

てんかん協 会
きょうかい

常 任
じょうにん

理事
り じ

 

 福 島
ふくしま

 智
さとし

    東 京
とうきょう

大 学
だいがく

先 端
せんたん

科学
かがく

技 術
ぎじゅつ

研 究
けんきゅう

センター教 授
きょうじゅ

 

 藤井
ふじい

 克
かつ

徳
のり

   日本
にほん

障 害
しょうがい

フォーラム幹事
かんじ

会
かい

議 長
ぎちょう

 

 藤 岡
ふじおか

 毅
つよし

  弁護士
べんごし

、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

訴 訟
そしょう

弁護団
べんごだん

事務
じ む

局 長
きょくちょう

 

 増田
ますだ

 一世
かずよ

   社 団
しゃだん

法 人
ほうじん

やどかりの里
さと

常 務
じょうむ

理事
り じ

 



 三浦
みうら

 貴子
たかこ

 全 国
ぜんこく

身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

施 設 協
しせつきょう

議会
ぎかい

制度
せいど

・予算
よさん

対 策
たいさく

委員会
いいんかい

委 員 長
いいんちょう

               

光 増
みつます

 昌
まさ

久
ひさ

  障 害
しょうがい

のある人
ひと

と援 助 者
えんじょしゃ

でつくる日本
にほん

グループホーム学 会
がっかい

副 代 表
ふくだいひょう

                 

 三田
み た

 優子
ゆうこ

   大 阪
おおさか

府 立 大 学 准
ふりつだいがくじゅん

教 授
きょうじゅ

 

 宮田
みやた

 広
ひろ

善
よし

  全 国
ぜんこく

児童
じどう

発 達
はったつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

副 会 長
ふくかいちょう

 

 森
もり

 祐司
ゆうじ

   社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

日本
にほん

身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

連 合 会
れんごうかい

常 務
じょうむ

理事
り じ

・事務
じ む

局 長
きょくちょう

 

 山 本
やまもと

 眞
ま

理
り

  全 国
ぜんこく

「精 神 病
せいしんびょう

」者
しゃ

集 団
しゅうだん

 

 渡井
わたい

 秀
ひで

匡
ただ

  社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

全 国
ぜんこく

盲
もう

ろう者
しゃ

協 会
きょうかい

評 議 員
ひょうぎいん

 

 

（敬 称
けいしょう

略
りゃく

、五 十 音
ごじゅうおん

順
じゅん

）◎部
ぶ

会 長
かいちょう

  ○副部
ふくぶ

会 長
かいちょう

 

 



 

 

 


